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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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本資料に記載の全ての情報は本資料発行時点のものであり、ルネサスエレクトロニクスは、
予告なしに、本資料に記載した製品または仕様を変更することがあります。
ルネサスエレクトロニクスのホームページなどにより公開される最新情報をご確認ください。



安全設計に関するお願い

● 弊社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品は故障が発生したり、誤
動作する場合があります。弊社の半導体製品の故障又は誤動作によって結果として、
人身事故、火災事故、社会的損害などを生じさせないような安全性を考慮した冗長設
計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計に十分ご留意ください。

本資料ご利用に際しての留意事項

● 本資料は、お客様が用途に応じた適切な三菱半導体製品をご購入いただくための参考
資料であり、本資料中に記載の技術情報について三菱電機が所有する知的財産権その
他の権利の実施、使用を許諾するものではありません。

● 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例の
使用に起因する損害、第三者所有の権利に対する侵害に関し、三菱電機は責任を負い
ません。

● 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他全ての情報は
本資料発行時点のものであり、三菱電機は特性改良などにより予告なしに変更するこ
とがあります。従って、三菱半導体製品のご購入に当たりましては事前に三菱電機ま
たは特約店へ最新の情報をご確認ください。

● 本資料に記載の製品データ、図、表に示す技術的な内容、プログラム及びアルゴリズ
ムを流用する場合は、技術内容、プログラム、アルゴリズム単体で評価するだけでな
く、システム全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してくださ
い。三菱電機は、適用可否に対する責任は負いかねます。

● 本資料に記載された製品は、人命にかかわるような状況の下で使用される機器あるい
はシステムに用いられることを目的として設計、製造されたものではありません。本
資料に記載の製品を運輸、移動体用、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底中継
用機器あるいはシステムなど、特殊用途へのご利用をご検討の際には、三菱電機また
は特約店へご照会ください。

● 本資料の転載、複製については、文書による三菱電機の事前の許諾が必要です。

● 本資料に関し詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点がございましたら三
菱電機または特約店までご照会ください。



はじめに

このたび、CMOS8ビットマイクロコンピュータ
7470/7471/7477/7478グループのユーザーズマニュ
アルを作成いたしましたので、ご案内申し上げま
す。
このユーザーズマニュアルは、ユーザの皆様に

7470/7471/7477/7478グループの機能や特長などを
よく理解していただき、その機能を最大限に活かし
ていただくために作成いたしました。ハードウエア
に関する仕様説明から応用までを詳細に説明して
おりますので、ご活用ください。
ソフトウエアにつきましては、「740ファミリ
ソフトウエアマニュアル」を参照してください。
開発サポートツール（アセンブラ、デバッガなど）
につきましては、各ツール付属のマニュアルおよび
「データブックマイクロコンピュータ開発サポート
ツール編」を参照してください。



ご使用いただくにあたって

1.構成

このユーザーズマニュアルは次の3章から成り立っています。ハードウエアの設計、ソフトウエア開発な
どで状況に応じて必要な章を参照してください。なお、第3章にもシステム開発をするうえで必要な情報を
掲載していますので、必ず参照してください。

● 第1章 「ハードウエア」
マイクロコンピュータの特長から各周辺機能の動作説明、電気的特性を掲載しています。

● 第2章 「応　用」
各周辺機能の使用方法や応用例を、関連レジスタの設定例を中心に説明しています。

● 第3章 「付　録」
レジスタ一覧、発注の際に提出していただくマスク化確認書(マスクROM版)、ROM書き込み確認書

(ワンタイムPROM版)、マーク指定書などを掲載しています。

2.レジスタ構成図

このユーザーズマニュアルに掲載している制御レジスタ構成図の例と、その中で使用されている略号など
の意味を以下に示します。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

b ﾘｾｯﾄ時 R W

0､1

2

3

4

5
0

0

0

○

○ ○

○ ○

○○

ビット名 機　　　能

メインクロック(XIN、XOUT)
停止ビット

0：発振
1：停止　

6

7

0 ○ ○
スタックページ選択ビット 0：0ページ　

1：1ページ　

0：XIN-XOUT（通常モード）
1：XcIN-XcOUT(低速モード)
　　　　　　　　　　
　　

0 0

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

不定 不定 ×

P50、P51/XCIN、XCOUT

選択ビット
0：P50、P51
1：XCIN、XCOUT　

XCOUT駆動能力選択ビット 0：Lowパワー
1：Highパワー　

システムクロック
選択ビット

0 ○

0 0これらのビットは必ず“0”にしてください。 0

リセット解除直後の内容（注１）

ビット番号
ビットの属性（注２）

CPUモードレジスタ(CM) 【00FB16番地】

：何も配置されていないビット

注１.   リセット解除直後の内容
　　　　　０・・・リセット解除時“０”
　　　　　１・・・リセット解除時“１”
　　　　不定・・・リセット解除時不定
　　　　　＊・・・リセット解除時オプションによって決められた内容

注２.   ビットの属性
　　　Ｒ・・・読み出し
　　　　　○・・・読み出し可能
　　　　不定・・・読み出し時不定
　　　　　１・・・読み出し時“１”
　　　　　０・・・読み出し時“０”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  書き込み　Ｗ・・・
○・・・
×・・・
０・・・
＊・・・

　
  書き込み可能
  書き込み不可
“０”に固定してください
  ソフトウエアによって“０”にできますが、
“１”にはできません　　　　　　　　　　　　
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1.1  概要

1.1 概要

7470/7471/7477/7478グループは、シリコンゲートCMOSプロセスを採用した8ビットシングルチップマ
イクロコンピュータで、ROM，RAM及びI/Oを同一メモリ空間とする740ファミリのシンプルな命令体系を
持ったマイクロコンピュータです。
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1.2 グループ展開

7470/7471/7477/7478グループは、M37470M2-XXXSPをベースチップとし、7470シリーズ内で図1.2.1に
示すグループ展開を行っています。
7470シリーズの分類を以下に示します。

7470シリーズ 7470グループ
7471グループ
7477グループ
7478グループ
7480グループ
7481グループ

これらはすべてメモリの種類や容量の差、及びポート数の違いのみで展開されていますので、ユーザのシ
ステムに応じて最適の素子を選ぶことができます。
また、7470/7471/7477/7478グループでは、マスクROM版の他に以下に示すサポートを行っています。

(1) ワンタイムプログラマブル版のサポート

プログラマブルタイプのマイクロコンピュータで、内蔵のプログラマブルROM(PROM)へのワン
タイム書き込みが可能です。
詳細は、「1.19　プログラマブルROM内蔵版」を参照してください。

(2) EPROM内蔵（窓付き）版のサポート

窓付きのプログラマブルタイプのマイクロコンピュータで、内蔵のEPROMへの書き込み、消去が
可能です。
詳細は、「1.19　プログラマブルROM内蔵版」を参照してください。

1998年10月現在サポートを行っている製品を表1.2.1、表1.2.2に示します。

1.2  グループ展開
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図1.2.1 7470/7471/7477/7478グループ ROM、RAM展開計画　 （1998年10月現在）

表1.2.1 7470/7471グループ サポート製品一覧　 （1998年10月現在）
製品形名

M37470M2-XXXSP
M37470M4-XXXSP
M37470E4-XXXSP
M37470M8-XXXSP
M37470E8-XXXSP
M37471M2-XXXSP
M37471M2-XXXFP
M37471M4-XXXSP
M37471M4-XXXFP
M37471E4-XXXSP
M37471E4-XXXFP
M37471M8-XXXSP
M37471M8-XXXFP
M37471E8-XXXSP
M37471E8-XXXFP
M37471E8SS
M37471RSS

ROM(バイト)
4096

8192

16384

4096

8192

16384

63.5K (注)

RAM(バイト)
128

192

384

128

192

384

384

入出力ポート

入出力　22本
アナログ入力4本
を含む
入力　4本

入出力　28本
アナログ入力8本
を含む
入力　8本

パッケージ

32P4B

42P4B
56P6N-A
42P4B
56P6N-A
42P4B
56P6N-A
42P4B
56P6N-A
42P4B
56P6N-A
42S1B-A
42S1M

注．ROM領域として使用可能なアドレス空間。

ROMサイズ
（バイト）

RAMサイズ
（バイト）

16K

8K

4K

128 192 384256

12K

0

● 7470/7471グループ ROM､RAM展開計画

M37470M2-XXXSP
M37471M2-XXXSP/FP

M37470M4/E4-XXXSP
M37471M4/E4-XXXSP/FP

M37470M8/E8-XXXSP
M37471M8/E8-XXXSP/FP
M37471E8SS

：量産中

RAMサイズ
（バイト）

16K

8K

4K

128 192 384

12K

2560

ROMサイズ
（バイト）

● 7477/7478グループ ROM､RAM展開計画

M37477M2TXXXSP/FP
M37478M2TXXXSP/FP

M37477M4-XXXSP/FP
M37477M4TXXXSP/FP
M37478M4-XXXSP/FP
M37478M4TXXXSP/FP

M37477M8/E8-XXXSP/FP
M37477M8/E8TXXXSP/FP
M37478M8/E8-XXXSP/FP
M37478M8/E8TXXXSP/FP
M37478E8SS

備考

マスクROM版

ワンタイムPROM版
マスクROM版
ワンタイムPROM版

マスクROM版

ワンタイムPROM版

マスクROM版

ワンタイムPROM版

EPROM内蔵版
エミュレータ専用MCU



1-57470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

ハードウエア
1 1.2  グループ展開

表1.2.2 7477/7478グループ サポート製品一覧　 （1998年10月現在）
備考

マスクROM版＊

マスクROM版

マスクROM版＊

マスクROM版

マスクROM版＊

ワンタイムPROM版

ワンタイムPROM版＊

マスクROM版＊

マスクROM版

マスクROM版＊

マスクROM版

マスクROM版＊

ワンタイムPROM版

ワンタイムPROM版＊

EPROM内蔵版
エミュレータ専用MCU

製品形名
M37477M2TXXXSP
M37477M2TXXXFP
M37477M4-XXXSP
M37477M4-XXXFP
M37477M4TXXXSP
M37477M4TXXXFP
M37477M8-XXXSP
M37477M8-XXXFP
M37477M8TXXXSP
M37477M8TXXXFP
M37477E8-XXXSP
M37477E8-XXXFP
M37477E8TXXXSP
M37477E8TXXXFP
M37478M2TXXXSP
M37478M2TXXXFP
M37478M4-XXXSP
M37478M4-XXXFP
M37478M4TXXXSP
M37478M4TXXXFP
M37478M8-XXXSP
M37478M8-XXXFP
M37478M8TXXXSP
M37478M8TXXXFP
M37478E8-XXXSP
M37478E8-XXXFP
M37478E8TXXXSP
M37478E8TXXXFP
M37478E8SS
M37478RSS

ROM(バイト)

4096

8192

16384

4096

8192

16384

63.5K （注）

RAM(バイト)

128

192

384

128

192

384

384

入出力ポート

入出力　18本
入力　8本
アナログ入力4本
を含む

入出力　20本
入力　16本
アナログ入力8本
を含む

パッケージ
32P4B
32P2W-A
32P4B
32P2W-A
32P4B
32P2W-A
32P4B
32P2W-A
32P4B
32P2W-A
32P4B
32P2W-A
32P4B
32P2W-A
42P4B
56P6N-A
42P4B
56P6N-A
42P4B
56P6N-A
42P4B
56P6N-A
42P4B
56P6N-A
42P4B
56P6N-A
42P4B
56P6N-A
42S1B-A
42S1M

注．ROM領域として使用可能なアドレス空間。
　＊：広動作温度範囲版
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シリアルI/O
タイマ
PWM
A-D変換器

サブルーチン
ネスティング

割り込み
クロック発生回路

電源電圧

消費電力

入出力特性

動作周囲温度
素子構造
パッケージ

M37470M2
M37470M4/E4
M37470M8/E8
M37470M2
M37470M4/E4
M37470M8/E8
P 0
P 1
P 2
P 4
P 3

M37470M2
M37470M4/E4
M37470M8/E8

入出力耐電圧
出力電流

M37470MX/EX-XXXSP

1.3 性能概要　　

7470/7471/7477/7478グループの性能概要を表1.3.1から表1.3.4に示します。

1.3  性能概要

表1.3.1 7470グループの性能概要

項　　　　　　目
基本命令数
命令実行時間
クロック周波数

性　　　　　　能
71（740ファミリ基本命令69＋乗除算命令2）
0.5μs（最短命令、クロック周波数8MHz時）
8MHz（最大）
4096バイト
8192バイト
16384バイト
128バイト
192バイト
384バイト
8ビット
8ビット
4ビット
2ビット
4ビット
8ビット×1
8ビットタイマ×4
1本（タイマ2本と共用）
8ビット×1（4チャネル）
最大64段
最大96段
最大192段
外部 5要因、内部 6要因、ソフトウエア 1要因
内蔵（セラミック共振子、水晶発振子外付け）、帰還抵抗内蔵
2.7～4.5V（クロック周波数f（XIN）＝（2.2VCC－2.0）MHz時）
4.5～5.5V（クロック周波数f（XIN）＝8MHz時）
35mW（クロック周波数f（XIN）＝8MHz時　標準値）
5V
－5～10mA（P0, P1, P2, P4：CMOS3ステート）
－20～85℃
CMOSシリコンゲート
32ピンシュリンクプラスチックモールドDIP

メモリ
容　量

ROM

RAM

入出力

入　力

入出力
ポート
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表1.3.2 7471グループの性能概要

シリアルI/O
タイマ
PWM
A-D変換器

サブルーチン
ネスティング

割り込み
クロック発生回路
時計用クロック発生回路

電源電圧

消費電力

入出力特性

動作周囲温度
素子構造

パッケージ

M37471M2
M37471M4/E4
M37471M8/E8
M37471M2
M37471M4/E4
M37471M8/E8
P 0
P 1
P 2
P 4
P 3
P 5

M37471M2
M37471M4/E4
M37471M8/E8

入出力耐電圧
出力電流

M37471MX/EX-XXXSP
M37471MX/EX-XXXFP
M37471E8SS

項　　　　　　目
基本命令数
命令実行時間
クロック周波数

性　　　　　　能
71（740ファミリ基本命令69＋乗除算命令2）
0.5μs（最短命令、クロック周波数8MHz時）
8MHz（最大）
4096バイト
8192バイト
16384バイト
128バイト
192バイト
384バイト
8ビット
8ビット
8ビット
4ビット
4ビット
4ビット
8ビット×1
8ビットタイマ×4
1本（タイマ2本と共用）
8ビット×1（8チャネル）
最大64段
最大96段
最大192段
外部 5要因、内部 6要因、ソフトウエア 1要因
内蔵（セラミック共振子、水晶発振子外付け）、帰還抵抗内蔵
内蔵（水晶発振子外付け）、帰還抵抗内蔵
2.7～4.5V（クロック周波数f（XIN）＝（2.2VCC－2.0）MHz時）
4.5～5.5V（クロック周波数f（XIN）＝8MHz時）
35mW（クロック周波数f（XIN）＝8MHz時　標準値）
5V
－5～10mA（P0, P1, P2, P4：CMOS3ステート）
－20～85℃
CMOSシリコンゲート
42ピンシュリンクプラスチックモールドDIP
56ピンプラスチックモールドQFP
42ピンシュリンクセラミックDIP

メモリ
容　量

ROM

RAM

入出力

入　力

入出力
ポート
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表1.3.3 7477グループの性能概要

シリアルI/O
タイマ
PWM
A-D変換器

サブルーチン
ネスティング

割り込み
クロック発生回路

電源電圧

消費電力

入出力特性

動作周囲温度
素子構造

パッケージ

M37477M2
M37477M4
M37477M8/E8
M37477M2
M37477M4
M37477M8/E8
P 0
P 1
P 4
P 2
P 3

M37477M2
M37477M4
M37477M8/E8

入出力耐電圧
出力電流

M37477MX/E8-XXXSP
M37477MX/E8TXXXSP
M37477MX/E8-XXXFP
M37477MX/E8TXXXFP

項　　　　　　目
基本命令数
命令実行時間
クロック周波数

性　　　　　　能
71（740ファミリ基本命令69＋乗除算命令2）
0.5μs（最短命令、クロック周波数8MHz時）
8MHz（最大）
4096バイト
8192バイト
16384バイト
128バイト
192バイト
384バイト
8ビット
8ビット
2ビット
4ビット
4ビット
8ビット×1（UART選択可能）
8ビットタイマ×4
1本（タイマ2本と共用）
8ビット×1（4チャネル）
最大64段
最大96段
最大192段
外部 5要因、内部 7要因、ソフトウエア 1要因
内蔵（セラミック共振子、水晶発振子外付け）、帰還抵抗内蔵
2.7～4.5V（クロック周波数f（XIN）＝（2.2VCC－2.0）MHz時）
4.5～5.5V（クロック周波数f（XIN）＝8MHz時）
35mW（クロック周波数f（XIN）＝8MHz時　標準値）
5V
－5～10mA（P0, P1, P4：CMOS3ステート）
－20～85℃（広動作温度範囲版では－40～85℃）
CMOSシリコンゲート

32ピンシュリンクプラスチックモールドDIP

32ピンプラスチックモールドSOP

メモリ
容　量

ROM

RAM

入　力

入出力入出力
ポート
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表1.3.4 7478グループの性能概要

シリアルI/O
タイマ
PWM
A-D変換器

サブルーチン
ネスティング

割り込み
クロック発生回路
時計用クロック発生回路

電源電圧

消費電力

入出力特性

動作周囲温度
素子構造

パッケージ

M37478M2
M37478M4
M37478M8/E8
M37478M2
M37478M4
M37478M8/E8
P 0
P 1
P 4
P 2
P 3
P 5

M37478M2
M37478M4
M37478M8/E8

入出力耐電圧
出力電流

M37478MX/E8-XXXSP
M37478MX/E8TXXXSP
M37478MX/E8-XXXFP
M37478MX/E8TXXXFP
M37478E8SS

項　　　　　　目
基本命令数
命令実行時間
クロック周波数

性　　　　　　能
71（740ファミリ基本命令69＋乗除算命令2）
0.5μs（最短命令、クロック周波数8MHz時）
8MHz（最大）
4096バイト
8192バイト
16384バイト
128バイト
192バイト
384バイト
8ビット
8ビット
4ビット
8ビット
4ビット
4ビット
8ビット×1（UART選択可能）
8ビットタイマ×4
1本（タイマ2本と共用）
8ビット×1（8チャネル）
最大64段
最大96段
最大192段
外部 5要因、内部 7要因、ソフトウエア 1要因
内蔵（セラミック共振子、水晶発振子外付け）、帰還抵抗内蔵
内蔵（水晶発振子外付け）、帰還抵抗内蔵
2.7～4.5V（クロック周波数f（XIN）＝（2.2VCC－2.0）MHz時）
4.5～5.5V（クロック周波数f（XIN）＝8MHz時）
35mW（クロック周波数f（XIN）＝8MHz時　標準値）
5V
－5～10mA（P0, P1, P4：CMOS3ステート）
－20～85℃（広動作温度範囲版では－40～85℃）
CMOSシリコンゲート

42ピンシュリンクプラスチックモールドDIP

56ピンプラスチックモールドQFP

42ピンシュリンクセラミックDIP

メモリ
容　量

ROM

RAM

入出力
ポート

入　力

入出力
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1.4 ピン接続図

7470/7471/7477/7478グループのピン接続図を図1.4.1から図1.4.4に示します。
プログラマブルROM内蔵版のEPROMモード時の端子結線は「1.19.1　EPROMモード」の「図1.19.1～6

EPROMモ－ド時の端子結線」を参照してください。　　

図1.4.1 7470グループ ピン接続図
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外形　32P4B（注）

注．M37470M2-XXXSP、M37470M4/E4-XXXSPも32P4Bのパッケージに収められています。
　　これらの製品はすべてピンコンパチブルです。

ピン接続図（上面図）
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図1.4.2 7471グループ ピン接続図
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　　　42S1B-A（M37471E8SS）

注1．M37471M2-XXXSP、M37471M4/E4-XXXSPも42P4Bのパッケージに収められています。
　　  これらの製品はすべてピンコンパチブルです。
　2．M37471M2-XXXFP、M37471M4/E4-XXXFPも56P6N-Aのパッケージに収められています。
　　  これらの製品はすべてピンコンパチブルです。
　3．42P4Bのパッケージ品と56P6N-Aパッケージ品の違いはパッケージの形状、絶対最大定格及び
　　  56P6N-Aパッケージ品がAVSS端子を持っていることのみです。

ピン接続図（上面図）
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図1.4.3 7477グループ ピン接続図
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注1．M37477M2TXXXSP、M37477M4-XXXSP、M37477M4TXXXSPも32P4Bのパッケージに
　　  収められています。これらの製品はすべてピンコンパチブルです。
　2．M37477M2TXXXFP、M37477M4-XXXFP、M37477M4TXXXFPも32P2W-Aのパッケージに
　　  収められています。これらの製品はすべてピンコンパチブルです。
　3．32P4Bパッケージ品と32P2W-Aパッケージ品の違いはパッケージの形状及び絶対最大定格のみです。
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ピン接続図（上面図）
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図1.4.4 7478グループ ピン接続図
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外形　42P4B（注1）
　　　42S1B-A（M37478E8SS）

注1．M37478M2TXXXSP、M37478M4-XXXSP、M37478M4TXXXSPも42P4Bの パッケージに
　　  収められています。これらの製品はすべてピンコンパチブルです。
　2．M37478M2TXXXFP、M37478M4-XXXFP、M37478M4TXXXFPも56P6N-Aのパッケージに
　　  収められています。これらの製品はすべてピンコンパチブルです。
　3．42P4Bパッケージ品と56P6N-Aパッケージ品の違いは、パッケージの形状、絶対最大定格及び56P6N-A
　　  パッケージ品がAVSS端子を持っていることのみです。

ピン接続図（上面図）
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1.5 端子の機能説明

各端子の機能説明を表1.5.1から表1.5.3に示します。
プログラマブルROM内蔵版のEPROMモード時の端子の機能については、「1.19.2　端子の機能説明」を
参照してください。

表1.5.1 端子の機能説明（1）

入出力

入　力

入　力

入　力

出　力

入出力

機　　　　　能
●VCC端子に2.7～4.5V（クロック周波数f(XIN)＝（2.2VCC

－2.0）MHz時）、又は4.5～5.5V（クロック周波数f(XIN)
＝8MHz時）を印加します。

●VSS端子に0Vを印加します。
●A-D変換器のGND入力端子です。
●VSS端子と同電位を印加します。
注．7471/7478グループの56P6N-Aのパッケージ品の専用

端子です。
●A-D変換器の基準電圧入力端子です。
●A-D変換器を使用する場合、以下の電圧を印加してくだ
さい。
・VCC＝2.7～4.0Vのとき、2～Vcc [V]
・VCC＝4.0～5.5Vのとき、0.5Vcc～Vcc [V]

●A-D変換器を使用しない場合、VCC端子に接続してくだ
さい。

●リセット入力端子です。
●2μs以上“L”に保つとリセット状態になり“H”に戻すと
リセット状態は解除されます。

●メインクロック発生回路の入出力端子です。
●XIN，XOUT端子間にセラミック共振子又は水晶発振子
を接続して使用します。

●XIN，XOUT端子間には帰還抵抗が内蔵されています。
●外部クロック入力を利用する場合は、クロック発振源
をXIN端子に接続し、XOUT端子は開放にしてくださ
い。

●8ビットの入出力ポートです。
●出力形式はCMOS出力です。
●入力モード選択時は1ビット単位でプルアップトランジ
スタの接続が可能です。

●入力モード選択時はキーオンウエイクアップ機能も持
ちます。

名　　称
電源

アナログ電源

基準電圧入力

リセット入力

クロック入力

クロック出力

入出力ポートP0

端　子　名
VCC, VSS

AVSS

VREF

RESET

XIN

XOUT

P00～P07
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機　　　　　能
●8ビットの入出力ポートです。
●出力形式はCMOS出力です。
●入力モード選択時は4ビット単位でプルアップトランジ
スタの接続が可能です。

●P12，P13端子はそれぞれタイマ出力端子T0，T1と共用
されています。

●7470/7471グループ の場合、P14，P15，P16，P17端子
はそれぞれシリアルI/O端子SIN，SOUT，CLK，SRDYと
共用されています。

●7470/7471グループの場合、SOUT，SRDY端子の出力はN
チャネルオープンドレイン出力にすることも可能です。

●7477/7478グループ の場合、P14，P15，P16，P17端子
はそれぞれシリアルI/O端子RxD，TxD，SCLK，SRDYと
共用されています。

●8ビットの入出力ポートです。
●出力形式はCMOS出力です。
●入力モード選択時は4ビット単位でプルアップトランジ
スタの接続が可能です。

●アナログ入力端子 IN0～IN7 と共用されています。
注．7470グループ の場合、P20 ～ P23（IN0 ～IN3）端子の

4ビットのみです。
●8ビットの入力ポートです。
●プルアップトランジスタの接続はできません。
●アナログ入力端子 IN0～IN7と共用されています。
注．7477 グループの場合、P20～ P23（IN0 ～IN3）端子の

4ビットのみです。
●4ビットの入力ポ－トです。
●P30，P31端子は外部割り込み入力端子INT0，INT1と
共用されています。

●P32，P33端子はタイマ入力端子CNTR0，CNTR1と
共用されています。

端　子　名
P10～P17

P20～P27

P30～P33

1.5  端子の機能説明

入出力
入出力

入出力

入　力

入　力

名　　称
入出力ポートP1

入出力ポートP2
(7470/7471グループ)

入力ポ－トP2
(7477/7478グループ)

入力ポ－トP3

表1.5.2 端子の機能説明（2）
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端　子　名
P40～P43

P50～P53

入出力
入出力

入　力

機　　　　　能
●4ビットの入出力ポートです。
●出力形式はCMOS出力です。
●入力モード選択時は4ビット単位でプルアップトランジ
スタの接続が可能です。

注．7470/7477グループの場合、P40，P41端子の2ビット
のみです。

●4ビットの入力ポ－トです。
●4ビット単位でプルアップトランジスタの接続が可能で
す。

●P50，P51端子は時計用クロック発生回路の入出力端子
XCIN，XCOUTと共用されています｡

●P50，P51端子をXCIN，XCOUT端子として使用する場合
は、XCIN，XCOUT端子間に水晶発振子を接続してくだ
さい。

●P50，P51端子をXCIN，XCOUT端子として使用する場合
は、XCIN，XCOUT端子間に帰還抵抗が接続されます。

●外部クロック入力を行う場合、クロック発振源をXCIN

端子に接続し、XCOUT端子は開放にしてください。
注．7471/7478グループ の専用端子です。

名　　称
入出力ポートP4

入力ポートP5

表1.5.3 端子の機能説明（3）
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1.6 機能ブロック図

　7470/7471/7477/7478グループのブロック図を図1.6.1から図1.6.6に示します。
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図1.6.1 M37470MX/EX-XXXSPの機能ブロック図
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図1.6.2 M37471MX/EX-XXXSP、M37471E8SSの機能ブロック図
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図1.6.3 M37471MX/EX-XXXFPの機能ブロック図
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図1.6.4 M37477MX/E8-XXXSP/FP、M37477MX/E8TXXXSP/FPの機能ブロック図
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図1.6.5 M37478MX/E8-XXXSP、M37478MX/E8TXXXSP、M37478E8SSの機能ブロック図

ク
ロ
ッ
ク
発
生
回
路

19

ク
ロ
ッ
ク

入
力

X
IN

ク
ロ
ッ
ク

出
力

X
O
U
T

20

X
C
IN

X
C
O
U
T

25

リ
セ
ッ
ト
入
力

R
E
S
E
T

22
21

V
C
C

R
O
M

16
38
4

バ
イ
ト

18
1

42
24

23
33

32
31

30
29

28
27

26
10

11
12

13
14

15
16

17
2

3
4

5
6

7
8

9
41

40
39

38
37

36
35

34

P
5(
4)

P
4(
4)

P
3(
4)

P
1(
8)

P
0(
8)

シ
リ
ア
ル
I/O

(8
)

A
-D
変
換
器

プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ウ
ン
タ

P
C
H
(8
)

プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ウ
ン
タ

P
C
L(
8)

R
A
M

38
4

バ
イ
ト

ス
タ
ッ
ク

ポ
イ
ン
タ

S
(8
)

プ
ロ
セ
ッ
サ

ス
テ
ー
タ
ス

レ
ジ
ス
タ

P
S
(8
)

8ビ
ッ
ト

演
算
論
理

ユ
ニ
ッ
ト

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

レ
ジ
ス
タ

Y
(8
)

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

レ
ジ
ス
タ

X
(8
)

ア
キ
ュ
ム

レ
ー
タ

A
(8
)

命
令
レ
ジ
ス
タ
(8
)

命
令
デ
コ
ー
ダ

制
御
信
号

P
W
M
制
御

タ
イ
マ
1(
8)

タ
イ
マ
2(
8)

タ
イ
マ
3(
8)

タ
イ
マ
4(
8)

C
N
T
R
0

C
N
T
R
1

X
C
IN

X
C
O
U
T

入
力
ポ
ー
ト
P
5

入
出
力
ポ
ー
ト
P
4

入
力
ポ
ー
ト
P
3

V
R
E
F

基
準
電
圧
入
力

入
力
ポ
ー
ト
P
2

入
出
力
ポ
ー
ト
P
1

入
出
力
ポ
ー
ト
P
0

IN
T
1 IN
T
0

8

(注
1)

(注
2)

デ
ー
タ
バ
ス

V
S
S

注
1．

M
37
47
8M

2T
X
X
X
S
P
の
場
合
は
40
96
バ
イ
ト
、
M
37
47
8M

4-
X
X
X
S
P
、
M
37
47
8M

4T
X
X
X
S
P
の
場
合
は
81

92
バ
イ
ト
に
な
り
ま
す
。

　
2．

M
37
47
8M

2T
X
X
X
S
P
の
場
合
は
12
8バ

イ
ト
、
M
37
47
8M

4-
X
X
X
S
P
、
M
37
47
8M

4T
X
X
X
S
P
の
場
合
は
19

2バ
イ
ト
に
な
り
ま
す
。

M
37

47
8M

8/
E
8-
X
X
X
S
P
、
M
37

47
8M

8/
E
8T

X
X
X
S
P
、
M
37

47
8E

8S
S
の
ブ
ロ
ッ
ク
図

P
2(
8)



1-22 7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

ハードウエア
1

ク
ロ
ッ
ク
発
生
回
路

18

ク
ロ
ッ
ク

入
力

X
IN

ク
ロ
ッ
ク

出
力

X
O
U
T

19

X
C
IN

X
C
O
U
T

28

リ
セ
ッ
ト
入
力

R
E
S
E
T

23
22

V
C
C

R
O
M

16
38

4
バ
イ
ト

15
52

49
26

25
38

37
36

35
33

32
31

30
7

8
9

10
11

12
13

14
53

54
55

2
3

4
5

6
48

47
46

43
42

41
40

39

P
5(
4)

P
4(
4)

P
3(
4)

P
1(
8)

P
0(
8)

シ
リ
ア
ル
I/O

(8
)

P
W
M
制
御

A
-D
変
換
器

プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ウ
ン
タ

P
C
H
(8
)

プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ウ
ン
タ

P
C
L(
8)

R
A
M

38
4

バ
イ
ト

ス
タ
ッ
ク

ポ
イ
ン
タ

S
(8
)

プ
ロ
セ
ッ
サ

ス
テ
ー
タ
ス

レ
ジ
ス
タ

P
S
(8
)

8ビ
ッ
ト

演
算
論
理

ユ
ニ
ッ
ト

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

レ
ジ
ス
タ

Y
(8
)

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

レ
ジ
ス
タ

X
(8
)

ア
キ
ュ
ム

レ
ー
タ

A
(8
)

命
令
レ
ジ
ス
タ
(8
)

命
令
デ
コ
ー
ダ

制
御
信
号

タ
イ
マ
1(
8)

タ
イ
マ
2(
8)

タ
イ
マ
3(
8)

タ
イ
マ
4(
8)

C
N
T
R
0

C
N
T
R
1

X
C
IN

X
C
O
U
T

入
力
ポ
ー
ト
P
5

入
出
力
ポ
ー
ト
P
4

入
力
ポ
ー
ト
P
3

V
R
E
F

基
準
電
圧
入
力

入
力
ポ
ー
ト
P
2

入
出
力
ポ
ー
ト
P
1

入
出
力
ポ
ー
ト
P
0

IN
T
1 IN
T
0

8

(注
1)

(注
2)

デ
ー
タ
バ
ス

51
21

V
S
S

A
V
S
S

注
1．

M
37

47
8M

2T
X
X
X
F
P
の
場
合
は
40

96
バ
イ
ト
、
M
37

47
8M

4-
X
X
X
F
P
、
M
37

47
8M

4T
X
X
X
F
P
の
場
合
は
81

92
バ
イ
ト
に
な
り
ま
す
。

　
2．

M
37

47
8M

2T
X
X
X
F
P
の
場
合
は
12

8バ
イ
ト
、
M
37

47
8M

4-
X
X
X
F
P
、
M
37

47
8M

4T
X
X
X
F
P
の
場
合
は
19

2バ
イ
ト
に
な
り
ま
す
。

M
37

47
8M

8/
E
8-
X
X
X
F
P
、
M
37

47
8M

8/
E
8T

X
X
X
F
P
の
ブ
ロ
ッ
ク
図

P
2(
8)

1.6  機能ブロック図

図1.6.6 M37478MX/E8-XXXFP、M37478MX/E8TXXXFPの機能ブロック図
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1.7  中央演算処理装置

1.7 中央演算処理装置

7470/7471/7477/7478グループの中央演算処理装置には、以下に示す6個のレジスタ（以下CPUレジスタ）が内
蔵されています。

●アキュムレータ（A）................................................... 8ビット
●インデックスレジスタX（X）.................................... 8ビット
●インデックスレジスタY（Y）.................................... 8ビット
●スタックポインタ（S）............................................... 8ビット
●プロセッサステータスレジスタ（PS）................... 8ビット
●プログラムカウンタ（PC）........................................ 16ビット 上位（PCH）............8ビット

下位（PCL）.............8ビット
7470/7471/7477/7478グループのCPUレジスタの構成を図1.7.1に示します。

図1.7.1 CPUレジスタの構成

アキュムレータ

インデックスレジスタX

インデックスレジスタY

スタックポインタ

プログラムカウンタ

プロセッサステータスレジスタ（PS）

キャリーフラグ

ゼロフラグ

割り込み禁止フラグ

10進モードフラグ

ブレークフラグ

X修飾演算モードフラグ

オーバフローフラグ

ネガティブフラグ
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X

Y
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N CZIDBTV
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ハードウエアリセット直後のCPUレジスタの状態を以下に示します。

● プロセッサステータスレジスタ（PS）の割り込み禁止フラグ（I）が“1”になります。
● プログラムカウンタ（PC）の上位8ビット（PCH）はFFFF16番地の内容に、下位8ビット（PCL）はFFFE16
番地の内容になります。

上記以外のCPUレジスタの内容は不定となっていますので、必ずプログラムによって初期設定してくださ
い。

1.7  中央演算処理装置
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1.7  中央演算処理装置

1.7.1 アキュムレータ（A）

アキュムレータは、8ビットのレジスタです。
演算、転送などのデータ処理はこのレジスタを中心にして実行されます。

1.7.2 インデックスレジスタX（X）

インデックスレジスタXは、8ビットのレジスタです。
インデックスアドレッシングモードではこのレジスタを用いたアドレッシングを行います。

1.7.3 インデックスレジスタY（Y）

インデックスレジスタYは、8ビットのレジスタです。
一部の命令ではこのレジスタをインデックスレジスタとして、アドレッシングを行います。

1.7.4 スタックポインタ（S）

スタックポインタは、8ビットのレジスタです。
サブルーチン呼び出し時又は割り込み時に退避するレジスタの格納先（スタック）の先頭番地を示しま
す。
スタックの下位8ビットのアドレスは、このレジスタで指定されます。上位8ビットのアドレスは、
スタックページ選択ビットの内容により決まります。このビットが“0”の場合、上位8ビットは“0016”とな
り、“1”の場合は“0116”となります。
7470/7471/7477/7478グループでは、スタックページ選択ビットはCPUモードレジスタ（00FB16番地）の
ビット2に配置されています。このビットはリセット解除後は“0”となりますので、必要に応じて設定して
ください。ただし、RAM容量が192バイト以下の品種では1ページ（010016番地～01FF16番地）に
RAMがありませんので、このビットは必ず“0”にしてください。
スタックへの退避及び復帰動作を図1.7.2に示します。ここに示す以外で必要なレジスタはプログラムで
退避してください。アキュムレータとプロセッサステータスレジスタの退避命令及び復帰命令を表1.7.1に
示します。

スタックポインタは、ハードウエアリセット直後不定状態となっていますので、必ずプログラムにより
初期設定を行ってください。
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スタックに退避する命令
PHA
PHP

図1.7.2 スタックへの退避及び復帰動作

1.7  中央演算処理装置

注．割り込みが受け付けられるための条件・・・　割り込み禁止フラグが“0”(許可状態)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　割り込み許可ビットが“1”(許可状態)

実行中のルーチン

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

M(S)←(PCH)

(S)←(S)ー1

M(S)←(PCL)

(S)←(S)ー1

サブルーチン

(S)←(S)＋1

(PCL)←M(S)

(S)←(S)＋1

(PCH)←M(S)

(PCH)←M(S)

(S)←(S)＋1

(PCL)←M(S)

(S)←(S)＋1

(PS)←M(S)

(S)←(S)＋1

割り込み処理
　ルーチン

(S)←(S)ー1

M(S)←(PS)

(S)←(S)ー1

M(S)←(PCL)

(S)←(S)ー1

M(S)←(PCH)

JSR命令実行

RTI命令実行

RTS命令実行

・
・
・

・
・
・

戻り先番地を
スタック領域
へ退避

戻り先番地を
スタック領域
から復帰

プロセッサステータス
レジスタの内容を
スタック領域から復帰

戻り先番地を
スタック領域
から復帰

プロセッサステータス
レジスタの内容を
スタック領域へ退避

戻り先番地を
スタック領域
へ退避

サブルーチン呼び出し時

割り込み受け付け時

割り込み要求 (注)

割り込み禁止フラグ
“0”→“1”
飛び先ベクトルフェッチ

：ハードウエアで自動的に行われる動作

：ソフトウエアによって命令された動作

アキュムレータ
プロセッサステータスレジスタ

スタックより復帰する命令
PLA
PLP

表1.7.1 アキュムレータとプロセッサステータスレジスタの退避命令及び復帰命令
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1.7.5 プログラムカウンタ（PC）

プログラムカウンタは、PCHとPCLからなる16ビットのカウンタです。PCHとPCLはそれぞれ8ビット
構成です。プログラムカウンタは、次に実行すべきプログラムメモリの番地を指定します。
ハードウエアリセット直後は、プログラムカウンタの上位8ビット（PCH）はFFFF16番地の内容に、下位8
ビット（PCL）はFFFE16番地の内容になります。

1.7.6 プロセッサステータスレジスタ（PS）

プロセッサステータスレジスタは8ビットのレジスタで、演算直後の状態を保持する5つのフラグと、
MCUの動作を決定する3つのフラグで構成されています。
C、Z、V、Nフラグはブランチ命令のテストに使用できますが、10進モード時はZ、V、Nフラグは無効
です。
以下にプロセッサステータスレジスタの各ビットについて説明します。また、プロセッサステータス
レジスタの各フラグを“1”又は“0”にする命令を表1.7.2に示します。

(1) キャリーフラグ　C （ビット0）

演算処理後の算術論理ユニットからのキャリー又はボローを保持します。シフト命令又はローテー
ト命令でも変化します。

(2) ゼロフラグ　Z （ビット1）

演算処理又はデータ転送の結果が“0”のときは“1”になり、それ以外のときは“0”になります。10進
モード時このフラグは無効です。

(3) 割り込み禁止フラグ　I （ビット2）

BRK命令を除くすべての割り込みを禁止するためのフラグです。このフラグが“1”のときは
割り込み禁止状態です。割り込みを受け付けると自動的に“1”になり、多重割り込みを禁止します。
このフラグは、ハードウエアリセット直後、“1”（割り込み禁止状態）になります。

(4) 10進モードフラグ　D （ビット3）

加減算を2進で行うか、10進で行うかを決めるフラグです。このフラグが“0”のときは通常の
2進演算を行い、“1”のときは1語を2桁の10進数として演算を行います。10進モード時の10進補正は
自動的に行われますが、10進演算が行えるのはADC命令とSBC命令のみです。
このフラグは、ハードウエアリセット直後、不定状態となっています。このフラグは直接演算に
影響を及ぼしますので、必ず初期設定を行ってください。

(5) ブレークフラグ　B（ビット4）

BRK命令で割り込んだかどうかを識別するためのフラグです。BRK命令で割り込んだ場合は自動的
にフラグが“1”になり、それ以外の割り込みでは“0”になった後、プロセッサステータスレジスタが
スタックに退避されます。

1.7  中央演算処理装置
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Dﾌﾗｸﾞ
SED
CLD

1.7  中央演算処理装置

(6) X修飾演算モードフラグ　T （ビット5）

このフラグが“0”のときは、アキュムレータとメモリ間で演算が行われます。
このフラグが“1”のときはアキュムレータを経由しないで、メモリとメモリ間の直接演算が行えま
す。
このフラグは、ハードウエアリセット直後、不定状態となっています。このフラグは直接演算に
影響を及ぼしますので、必ず初期設定を行ってください。

(7) オーバフローフラグ　V （ビット6）

このフラグは、1語を符号付きの2進数として加減算するときに使用します。加減算の結果が+127か
ら-128を越える場合に“1”になります。またBIT命令を実行した場合、実行されたメモリのビット6の
内容がオーバフローフラグに入ります。
10進モード時、このフラグは無効になります。

(8) ネガティブフラグ　N （ビット7）

演算処理又はデータ転送の結果が負（ビット7が“1”）のとき、“1”になります。また、BIT命令を実行
した場合、実行されたメモリのビット7の内容がこのフラグに入ります。
10進モード時、このフラグは無効になります。

フラグの内容を“1”にする命令
フラグの内容を“0”にする命令

表1.7.2 プロセッサステータスレジスタの各フラグを“1”又は“0”にする命令

NﾌﾗｸﾞVﾌﾗｸﾞ

CLV

Tﾌﾗｸﾞ
SET
CLT

BﾌﾗｸﾞIﾌﾗｸﾞ
SEI
CLI

ZﾌﾗｸﾞCﾌﾗｸﾞ
SEC
CLC
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1.8  アクセス空間

1.8 アクセス空間

7470/7471/7477/7478グループでは、すべてのROM，RAM，I/O、各種制御レジスタを同一アクセス空間
に配置しています。したがってメモリとI/Oを区別することなく、同じ命令で、データ転送及び演算を行う
ことができます。
プログラムカウンタは16ビット構成となっており、アクセス空間は000016番地からFFFF16番地までの64K
バイトです。
64Kバイトのアクセス空間のうち000016番地から00FF16番地の最下位256バイトはゼロページ領域と
呼ばれ、内部R A M、入出力ポ－ト、タイマ等頻繁に使用するメモリが配置されています。また、
FF0016番地からFFFF16番地の最上位256バイトはスペシャルページ領域と呼ばれ、内部ROM、割り込み
ベクトルが配置されています。
ゼロページ領域、スペシャルページ領域は、各専用アドレッシングモードを使用することにより2バイト
でアクセスできます。
アクセス空間の概要を図1.8.1に示します。

図1.8.1 アクセス空間

割り込みベクトル領域

ROM

RAM

RAM

SFR領域

000016

00C016
00FF16

FFFF16

FF0016

ゼロページ

スペシャルページ
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1.8  アクセス空間

1.8.1 ゼロページ（000016番地～00FF16番地）

000016番地から00FF16番地までの256バイトをゼロページ領域と称します。この領域には、内部RAM及
び特殊機能レジスタ（SFR）が配置されています。
この領域内のメモリ又はレジスタを指定する場合、表1.8.1に示すアドレッシングモードを使用します。
特にこの領域においては、ゼロページアドレッシングモードを使用することにより、より短い命令
サイクルでこの領域をアクセスすることができます。

1.8.2 スペシャルページ（FF0016番地～FFFF16番地）

FF0016番地からFFFF16番地までの256バイトをスペシャルページ領域と称します。この領域には、内部
ROM及び割り込みベクトルが配置されています。
この領域内のメモリ又はサブルーチンを指定する場合、表1.8.1に示すアドレッシングモードを使用しま
す。特にこの領域においては、スペシャルページアドレッシングモードを使用することにより、より短い
命令サイクルでこの領域をアクセスできます。
通常この領域内には、使用頻度の高いサブルーチンが配置されます。

表1.8.1 各領域へのアクセス可能なアドレッシングモード

スペシャルページ参照
－
－
－
－
－
－
○
○
○
○
○
○
○
○

その他の領域参照
－
－
－
－
－
－
○
○
○
○
○
○
○
－

ゼロページ参照
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－

アドレッシングモード（使用バイト数）
ゼロページ（2）
ゼロページ間接（2）
ゼロページX（2）
ゼロページY（2）
ゼロページビット（2）
ゼロページビット相対（3）
絶対（3）
絶対X（3）
絶対Y（3）
相対（2）
間接（3）
間接X（2）
間接Y（2）
スペシャルページ（2）
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1.9 メモリ配置

7470/7471/7477/7478グループのメモリ配置図を図1.9.1及び図1.9.2に示します。
アクセス空間上に配置されているメモリ、I/O等について以下に説明します。

● RAM

表1 . 9 . 1に示す各領域には内部R A Mが配置されています。内部R A Mは、データ格納、
サブルーチン呼び出し、割り込み発生時のスタック領域等に使用します。
RAMをスタック領域として使用する場合、RAM内のデータを破壊しないようにサブルーチンの
ネスティングの深さ及び割り込みのレベルに注意してください。

● 特殊機能レジスタ（SFR）（00C016番地～00FF16番地）

00C016番地から00FF16番地は、SFR（Special Function Register）に割り当てられています。
SFRには、入出力ポ－ト、タイマ、シリアルI/O、A-D変換器、割り込み等の各種制御レジスタが配置
されています。
SFR領域のメモリマップを図1.9.3に示します。

● ROM

表1 . 9 . 2に示す各領域には内部ROMが配置されています。内部ROMは、データテーブルや
プログラムの格納に使用されます。内部ROMにおいて、7470/7471グループの場合FFEA16番地から
FFFF16番地、7477/7478グループの場合FFE816番地からFFFF16番地に、リセットや割り込み発生時の
飛び先番地を格納するベクトル領域が割り当てられています。
割り込みベクトル領域のメモリマップを図1.9.4に示します。

形　　名
M3747XM2
M3747XM4/E4
M3747XM8/E8

RAM領域の容量
128×8ビット
192×8ビット
384×8ビット

RAM領域の範囲
000016番地～007F16番地
000016番地～00BF16番地
000016番地～00BF16番地、010016番地～01BF16番地

表1.9.1 RAM領域

表1.9.2 ROM領域

形　　名
M3747XM2
M3747XM4
M3747XE4
M3747XM8
M3747XE8

メモリタイプ
マスクROM
マスクROM
プログラマブルROM
マスクROM
プログラマブルROM

ROM領域の範囲
F00016番地～FFFF16番地

E00016番地～FFFF16番地

C00016番地～FFFF16番地

ROM領域の容量
4K×8ビット

8K×8ビット

16K×8ビット
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000016

007F16

00C016
00FF16

F00016

FF0016
FFEA16

FFFF16

000016

00BF16
00C016
00FF16

E00016

FF0016
FFEA16

FFFF16

000016

00BF16
00C016
00FF16

01BF16

C00016

FF0016
FFEA16

FFFF16

010016

割り込みﾍﾞｸﾄﾙ
　　　　領域

RAM
(128バイト)

RAM
(192バイト)

ROM
(4096バイト)

ROM
(8192バイト)

ROM
(16384バイト)

割り込みﾍﾞｸﾄﾙ
　　　　領域

割り込みﾍﾞｸﾄﾙ
　　　　領域

SFR領域 SFR領域 SFR領域

RAM
(192バイト)

RAM
(192バイト) ゼロページ

スペシャル
　　ページ

M37470M2
M37471M2

M37470M4/E4
M37471M4/E4

M37470M8/E8
M37471M8/E8

使用していません 使用していません 使用していません

使用していません

図1.9.1 7470/7471グループ　メモリ配置図
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000016

007F16

00C016
00FF16

F00016

FF0016
FFE816
FFFF16

000016

00BF16
00C016
00FF16

01BF16

C00016

FF0016
FFE816
FFFF16

010016

割り込みﾍﾞｸﾄﾙ
　　　　領域

RAM
(128バイト)

ROM
(4096バイト)

ROM
(16384バイト)

割り込みﾍﾞｸﾄﾙ
　　　　領域

SFR領域 SFR領域

RAM
(192バイト)

RAM
(192バイト) ゼロページ

スペシャル
　　ページ

M37477M2
M37478M2

M37477M8/E8
M37478M8/E8

使用していません

000016

00BF16
00C016

00FF16

E00016

FF0016
FFE816
FFFF16

RAM
(192バイト)

ROM
(8192バイト)

割り込みﾍﾞｸﾄﾙ
　　　　領域

SFR領域

M37477M4
M37478M4

使用していません 使用していません

使用していません

図1.9.2 7477/7478グループ　メモリ配置図
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図1.9.3 SFRメモリマップ

注1．7477/7478グループでは配置されていません。

2．7470/7477グループでは配置されていません。

3．7470/7477グループではポートP1～P4プルアップ制御レジスタが配置されています。

4．7477/7478グループでは配置されていません。

5．7470/7471グループでは配置されていません。

00E016

00E116
00E216
00E316

00E416
00E516
00E616

00E716
00E816
00E916
00EA16

00EB16

00EC16

00ED16

00EE16

00EF16

00C016

00C116
00C216
00C316

00C416
00C516
00C616

00C716
00C816
00C916
00CA16

00CB16

00CC16

00CD16

00CE16

00CF16

ポートP0

ポートP1

ポートP2

ポートP3

ポートP4

ポートP5 (注2)

送信/受信バッファレジスタ

シリアルI/O制御レジスタ

ボーレートジェネレータ

ポートP0方向レジスタ

ポートP1方向レジスタ

ポートP2方向レジスタ (注1)

ポートP4方向レジスタ

シリアルI/Oステータスレジスタ

UART制御レジスタ

00F016
00F116
00F216

00F316
00F416
00F516

00F616
00F716
00F816

00F916
00FA16

00FB16

00FC16

00FD16

00FE16

00FF16

00D016
00D116
00D216

00D316
00D416
00D516

00D616
00D716
00D816

00D916
00DA16

00DB16

00DC16

00DD16

00DE16

00DF16

ポートP0プルアップ制御レジスタ

エッジ極性選択レジスタ

入力ラッチレジスタ

A-D変換レジスタ

シリアルI/Oモードレジスタ

シリアルI/Oカウンタ

タイマ1

タイマ3

タイマ12モードレジスタ

タイマモードレジスタ2

割り込み要求レジスタ1

割り込み制御レジスタ1

ポートP1～P5 ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ制御レジスタ (注3)

A-D制御レジスタ

シリアルI/Oレジスタ

タイマ2

タイマ4

タイマFFレジスタ

タイマ34モードレジスタ

CPUモードレジスタ

割り込み要求レジスタ2

割り込み制御レジスタ2
バイトカウンタ

(注5)

(注4)
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図1.9.4 割り込みベクトル領域のメモリマップ

FFEB16

FFEC16

FFED16

FFEE16

FFEA16

FFEF16
FFF016
FFF116
FFF216
FFF316
FFF416
FFF516
FFF616
FFF716
FFF816
FFF916
FFFA16

FFFB16

FFFC16

FFFD16

FFFE16

FFFF16

FFE916
FFE816

FFEB16

FFEC16

FFED16

FFEE16

FFEA16

FFEF16
FFF016
FFF116
FFF216
FFF316
FFF416
FFF516
FFF616
FFF716
FFF816
FFF916
FFFA16

FFFB16

FFFC16

FFFD16

FFFE16

FFFF16

 A-D変換終了割り込み

シリアルI/O割り込み

タイマ4割り込み

タイマ3割り込み

タイマ2割り込み

タイマ1割り込み

CNTR0/CNTR1割り込み

INT1/キーオンウエイクアップ割り込み

INT0割り込み

BRK命令割り込み

リセット

 A-D変換終了割り込み

シリアルI/O受信割り込み

タイマ4割り込み

タイマ3割り込み

タイマ2割り込み

タイマ1割り込み

CNTR0/CNTR1割り込み

INT1/キーオンウエイクアップ割り込み

INT0割り込み

BRK命令割り込み

リセット

 シリアルI/O送信割り込み

7470/7471グループ 7477/7478グループ
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1.10 入出力端子

7470/7471/7477/7478グループの入出力端子を以下に示します。
●入出力ポ－ト（P00～P07、P10～P17、P20～P27、P40～P43）
●入力ポート（P20～P27、P30～P33、P50～P53）
●リセット入力（RESET）
●クロック入出力（XIN、XOUT、XCIN、XCOUT）
●A-D変換基準電圧入力（VREF）
●電源入力（VCC、VSS、AVSS）
があります。

注1．ポートP20～P27は、7470/7471グループでは入出力ポート、7477/7478グループでは入力ポートです。
　2．7470/7477グループには、ポートP24～P27、P42、P43及びポートP5(XCIN、XCOUT含む)はありません。
　3．AVSS端子は56P6N-Aパッケージ品の専用端子です。

各端子の概要は、「1.5　端子の機能説明」を参照してください。
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1.10.1 入出力端子のブロック図

図1.10.1から図1.10.5に入出力ポートのブロック図を示します。

図1.10.1 ポートP0、P10～P13ブロック図

ポート P13

Tr2

プルアップ
制御レジスタ

●ポート  P10～P13

T34M7

T1

ポート P12

Tr3T12M3

T0

ポート P11

Tr4

ポート P10

Tr5

ポートラッチ

方向レジスタ

Tr1～Tr5 ：プルアップトランジスタ

ポート P0

Tr1

データバス

●ポート P0

データバス

データバス

データバス

データバス

データバス

方向レジスタ

ポートラッチ

方向レジスタ

ポートラッチ

ポートラッチ

方向レジスタ

プルアップ
制御レジスタ

方向レジスタ

ポートラッチ

割り込み制御回路
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図1.10.2 ポ－トP14～P17（7470/7471グループ）ブロック図

●ポート P14～P17　（7470/7471グループ）

ポート P17

Tr6

ポートラッチ

方向レジスタ

データバス

SM7

SRDY

SM4

 ポート P16

Tr7
SM2

CLK 出力

SM3

CLK入力

ポート P15

Tr8SM3

SOUT

SM7

Tr6～Tr9 ：プルアップトランジスタ

ポート P14

Tr9

SIN

データバス

方向レジスタ

ポートラッチ

方向レジスタ

ポートラッチ

データバス

データバス

データバス

方向レジスタ

ポートラッチ

プルアップ制御レジスタ
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図1.10.3 ポ－トP14～P17（7477/7478グループ）ブロック図

ポートラッチ

方向レジスタ

SIOM
SRDY

SIOE

SIOM
SIOE

ポートラッチ

方向レジスタ

SIOE
TE

ポートラッチ

方向レジスタ

SIOE
RE

ポートラッチ

方向レジスタ

プルアップ
制御レジスタ

SCS
SIOE

SRDY

SCLK出力

TXD

RXD

SCLK入力

ポートP17

ポートP16

ポートP15

ポートP14

Tr7

Tr8

Tr9

Tr6

●ポートP14～P17　（7477/7478グループ）　

データバス

データバス

データバス

データバス

データバス

Tr6～Tr9はプルアップトランジスタ
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図1.10.4 ポ－トP2～P4ブロック図

Tr11
（7470/7471グループ）

Tr10
（7477/7478グループ）

ポートP2

Tr10

A-D 変換回路

Tr10、Tr11 ：プルアップトランジスタ

ポートP4

＊： 4ビット単位で制御
　　（7470/7477グループは2ビット単位で制御）

＊： 4ビット単位で制御

●ポート P2（7470/7471グループ）

ポートラッチ

プルアップ
制御レジスタ 

方向レジスタ

●ポート P4

データバス

データバス

データバス

データバス

●ポート P3

INT0, INT1
CNTR0, CNTR1

ポート P3
データバス

ﾏﾙﾁ
ﾌﾟﾚｸｻ

方向レジスタ

ポートラッチ

プルアップ
制御レジスタ 

＊

＊

ﾏﾙﾁ
ﾌﾟﾚｸｻ

●ポート P2（7477/7478グループ）

データバス

A-D 変換回路

ポートP2
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図1.10.5 ポ－トP5ブロック図

ポート P53

Tr12

データバス

●ポート P5（7471/7478グループの専用端子）

ポート P52

Tr13

ポート P51

Tr14CM4

ポート P50

Tr15CM4

CM4

XCIN

CM4

Tr11～Tr15 ：プルアップトランジスタ

プルアップ
制御レジスタ

データバス

データバス

データバス

データバス

（7471グループ）
Tr11（7478グループ）

（7471グループ）
（7478グループ）

（7471グループ）
（7478グループ）

（7471グループ）
（7478グループ）

Tr12

Tr13

Tr14
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入出力に関連するレジスタのメモリ配置図を、図1.10.6に示します。

00C016 ポートP0（P0）

00C116 ポートP0方向レジスタ（P0D）

00C216 ポートP1（P1）

00C316 ポートP1方向レジスタ（P1D）

00C416 ポートP2（P2）

00C516

00C616 ポートP3（P3）

00C716

00C816 ポートP4（P4）

00C916 ポートP4方向レジスタ（P4D）

00CA16 ポートP5（P5）（注2）

00CB16

00D016 ポートP0プルアップ制御レジスタ
00D116 ポートP1～P5プルアップ制御レジスタ（注3）

注1．7477/7478グループでは配置されていません。
　2．7470/7477グループでは配置されていません。
　3．7470/7477グループではポートP1～P4プルアップ制御レジスタが配置されています。

ポートP2方向レジスタ（P2D）（注1）

図1.10.6 入出力関連レジスタのメモリ配置図

1.10  入出力端子
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(1) ポートPi (i=0～5)

ポートの状態を読み出したり、ポートの出力レベルを設定するレジスタです。

■入力ポートとして使用する場合（ポートP0～P5）
●読み出し時、端子の入力レベルを読み出します。
●書き込み時、レジスタに書き込まれるだけで、端子の状態に影響を及ぼしません。

■出力ポートとして使用する場合（ポートP0、P1、P2、P4)
●読み出し時、端子の状態ではなく、最後に書き込んだレジスタの値を読み出します。
●書き込み時、書き込んだ値がトランジスタを経由して外部に出力されます。

　注1．ポートP2は、7470/7471グループでは入出力ポート、7477/7478グループでは入力ポートです。
　　2．ポートP3はP30～P33の4ビットのみです。7470/7477グループには、ポートP24～P27、P42、

P43及びポートP5はありません。7471/7478グループでは、ポートP5はP50～P53の4ビットのみ
です。

ポートPi (i=0～5)の構成図を図1.10.7に示します。

ポートPi（i＝0～5）

b5b6b7 b4 b3 b2 b1 b0

b 機　　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

1

2

3

4

5

6

7

0 ○不定

○

○

○

○

○

○

○

ポートPi（Pi）（i＝0～5）【00C016,00C216,00C416,00C616,00C816,00CA16番地】

○

○

○

○

○

○

○

○

不定

不定

不定

不定

不定

不定

不定
注．●ポートP2は、7477/7478グループは入力専用です。7470/7477グループではb0～b3の4ビットのみで、
　　　それ以外のビットには何も配置されていません。（読み出し時不定）。
　　●ポートP3はb0～b3の4ビットのみで、それ以外のビットには何も配置されていません（読み出し時“0”）。
　　●ポートP4は、7470/7477グループではb0、b1の2ビットのみ、7471/7478グループではb0～b3の4ビットのみ　
　　　で、それ以外のビットには何も配置されていません（読み出し時“0”、ただし、7470/7477グループのb2、
　　　b3は不定）。
　　●ポートP5は、7470/7477グループにはありません。7471/7478グループではb0～b3の4ビットのみで、それ
　　　以外のビットには何も配置されていません（読み出し時不定）。

■入力ポートとして使用する場合（ポートP0～P5）
　●読み出し時、端子の入力レベルを読み出します。
　●書き込み時、レジスタに書き込まれるだけで端子の
　　状態に影響を及ぼしません。
■出力ポートとして使用する場合（ポートP0,P1,P2,P4）
　●読み出し時、最後に書き込んだレジスタの値を読み
　　出します。
　●書き込み時、書き込んだ値がトランジスタを経由して
　　外部に出力されます。
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(2) ポートPi方向レジスタ (i=0、1、2、4)

P0、P1、P2、及びP4の各プログラマブル入出力ポートの入力/出力の切り替えを行うレジスタで
す。

ポートPi (i=0、1、2、4)方向レジスタの構成図を図1.10.8に示します。
注1．リセット時、各方向レジスタは“0016”に初期化されるため、入出力ポートは入力状態です。
　2．7477/7478グループではポートP2は入力専用のため、ポートP2方向レジスタは配置されていま

せん。

図1.10.8 ポートPi (i=0、1、2、4)方向レジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名 機　　　能

A
A

A
A

A
A
AA A

A
AA

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A
A
A

ﾘｾｯﾄ時 Ｒ Ｗ

○

○

0

0

○

○

ポートPi方向レジスタ（PiD）(i=0,1,2,4)【00C116､00C316､00C516､00C916番地】

ポートPi方向レジスタ (i=0,1,2,4)

AA
0 ○

0 ○

0 ○

ポートPi方向レジスタ 0：ポートPi0入力モード
1：ポートPi0出力モード

0 ○

0：ポートPi1入力モード
1：ポートPi1出力モード

0：ポートPi2入力モード
1：ポートPi2出力モード

0：ポートPi3入力モード
1：ポートPi3出力モード

0：ポートPi4入力モード
1：ポートPi4出力モード

0：ポートPi5入力モード
1：ポートPi5出力モード

0：ポートPi6入力モード
1：ポートPi6出力モード

0：ポートPi7入力モード
1：ポートPi7出力モード

0

0

○

○

○

○

○

○

○

○

注1.　ポートP2方向レジスタは7477/7478グループにはありません（入力専用）。
　　　7470グループではb0～b3の4ビットのみで、それ以外のビットには何も配置
　　　されていません（読み出し時不定）。
　2.　ポートP4方向レジスタは、7470/7477グループではb0、b1の2ビットのみ、
　　　7471/7478グループではb0～b3の4ビットのみで、それ以外のビットには何も
　　　配置されていません（読み出し時不定）。

b

0

1

2

3

4

7

5

6
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(3) ポートPiプルアップ制御レジスタ (i=0～5)

ポートP0、P1、P2、P4、P5を入力ポートとして使用する場合、プルアップ制御を行うレジスタで
す。
プルアップ制御はプルアップトランジスタのON / O F Fにより行います。プルアップ制御は
入力ポートとして使用する場合のみ有効です。出力ポート、又はシリアルI/O端子として使用する場合
は無効となります。

ポートP0プルアップ制御レジスタの構成を図1.10.9、ポートP1～P5プルアップ制御レジスタ＊の
構成を図1.10.10に示します。

＊：7470/7477グループでは、ポートP1～P4プルアップ制御レジスタが配置されています。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 Ｒ Ｗ

○

○

0

0

○

○

ポートP０プルアップ制御レジスタ【00D016番地】

ポートP0プルアップ制御レジスタ

0 ○

0 ○

0 ○

0：P00をプルアップしない
1：P00をプルアップする

0 ○

0

0

ポートP00プルアップ制御ビット

ポートP07プルアップ制御ビット

ポートP06プルアップ制御ビット

ポートP05プルアップ制御ビット

ポートP04プルアップ制御ビット

ポートP03プルアップ制御ビット

ポートP02プルアップ制御ビット

ポートP01プルアップ制御ビット

0：P07をプルアップしない
1：P07をプルアップする

0：P06をプルアップしない
1：P06をプルアップする

0：P05をプルアップしない
1：P05をプルアップする

0：P04をプルアップしない
1：P04をプルアップする

0：P03をプルアップしない
1：P03をプルアップする

0：P02をプルアップしない
1：P02をプルアップする

0：P01をプルアップしない
1：P01をプルアップする

○

○

○

○

○

○

○

○

b

0

1

2

3

4

7

5

6

図1.10.9 ポートP0プルアップ制御レジスタの構成
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図1.10.10 ポートP1～P5プルアップ制御レジスタの構成

1.10  入出力端子

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名b 機　　　能

A
A
A
A
A
A
A
A
A

0

A
A
AA

A
A
A
A
A
A

A
A
A

A
A

1

ﾘｾｯﾄ時 Ｒ Ｗ

○

0

0

○

○

ポートP1～P5プルアップ制御レジスタ【00D116番地】

ポートP1～P5プルアップ制御レジスタ（注1）

AAAAAA
3

0 ○

4
0 ○

2

5

0：ﾎﾟｰﾄP10～P13をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟしない
1：ﾎﾟｰﾄP10～P13をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟする

6

0 ○

7

0

注1.　
　
　2.　
　
　3.　

　4.　
　　 

ポートP10～P13
　　　　　プルアップ制御ビット

0：ﾎﾟｰﾄP50～P53をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟしない
1：ﾎﾟｰﾄP50～P53をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟする

0：ﾎﾟｰﾄP40～P43をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟしない
1：ﾎﾟｰﾄP40～P43をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟする

0：ﾎﾟｰﾄP24～P27をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟしない
1：ﾎﾟｰﾄP24～P27をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟする

0：ﾎﾟｰﾄP20～P23をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟしない
1：ﾎﾟｰﾄP20～P23をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟする

0：ﾎﾟｰﾄP14～P17をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟしない
1：ﾎﾟｰﾄP14～P17をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟする

○

○

○

○

○

○

ポートP50～P53（注3）
　　　　　プルアップ制御ビット

ポートP40～P43（注4）
　　　　　プルアップ制御ビット

ポートP24～P27
　　　　　プルアップ制御ビット

ポートP20～P23
　　　　　プルアップ制御ビット

ポートP14～P17
　　　　　プルアップ制御ビット

（注2）

（注2､3）

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

×

×不定

不定

不定

不定

7470/7477グループでは、ポートP1～P4プルアップ制御レジスタが
配置されています。
7477/7478グループでは、これらのビットには何も配置されていません。
読み出し時は不定です。
7470/7477グループでは、これらのビットには何も配置されていません。
読み出し時は不定です。
7470/7477グループはP40、P41のみです。
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1.10.3 入出力ポート

(1) 入出力ポートの書き込み、読み出し

■ 入力専用ポート及び入力モードに設定したプログラマブル入出力ポート
入力専用ポート、及び入力モードに設定したプログラマブル入出力ポートに入力された値（端子
の状態）の読み込みは、各ポートに対応するポートレジスタを読み出すことによって行えます。
また、各ポートに対応するポートレジスタに書き込みを行った場合、ポートレジスタに書き込ま
れるだけで、端子の状態に影響を及ぼしません。

■  出力モードに設定したプログラマブル入出力ポート
出力モードに設定したプログラマブル入出力ポートに対応するポートレジスタに書き込んだ値
は、トランジスタを経て外部に出力されます。
また、各ポートに対応するポートレジスタを読み出した場合は、端子の状態は読み込まれず、
ポートレジスタに書き込んだ値が読み出されます。したがって、外部負荷などによって出力電圧が
変化しても、以前に出力した値を正しく読むことができます。

入出力ポ－トの書き込み、読み出しを図1.10.11に示します。

1.10  入出力端子

図1.10.11 入出力ポートの書き込み、読み出し

＊：Pチャネルトランジスタ、Nチャネルトランジスタは遮断状態

出力時：・ポートレジスタへの書き込みによって、
　　　　　出力値を設定できる。
　　　　・ポートレジスタの読み出しが行える。

ポートレジスタ
(書き込み時)

ポート　　　
方向レジスタ
（“1”）

“H”レベル出力

“L”レベル出力

入力時：・ポートレジスタに書き込みが行える。
　　　　・ポートレジスタの読み出しによって、
　　　　　端子の状態を読み込める。

ポート　　　
レジスタ　　
（書き込み時）

ポート　　　
レジスタ　　
（読み出し時）

ポート　　　
方向レジスタ
（“0”）　

＊

ポートレジスタ
(読み出し時)
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(2) プログラマブル入出力ポートの切り替え

プログラマブル入出力ポートP0、P1、P2及びP4は、対応する方向レジスタにより、入力/出力の切
り替えが行えます。
● “0”のとき、入力モードとなります。
● “1”のとき、出力モードとなります。

注1．7477/7478グループでは、ポートP2は入力専用のため、ポートP2方向レジスタはありません。
　2．ポートP4は、7470/7477グループではP40、P41のみ、7471/7478グループではP40～P43のみで

す。
　3．リセット解除時、すべてのプログラマブル入出力ポートは入力モード（対応する方向レジスタ

が “0”）となります。

(3) プルアップ制御

ポートP0、P1、P2、P4及びP5を入力ポートとして使用する場合、対応するプルアップ制御レジスタ
により、プルアップ制御が行えます。
● “0”のとき、プルアップしません。
● “1”のとき、プルアップします。

プルアップ制御はプルアップトランジスタのON/OFFにより行います。また、プルアップ制御は
入力ポートとして使用する場合のみ有効です。出力ポート、又はシリアルI/O端子として使用する場合
は無効となります。

注1．ポートP0は1ビット単位でプルアップ制御できますが、それ以外のポートは1ビット単位でプ
ルアップ制御できません（4ビット単位でプルアップ制御）。例えば、ポートP10をプルアップ
する場合、ポートP11～P13もプルアップされます。

　2．7477/7478グループでは、ポートP2をプルアップ制御できません。
3．7470/7477グループでは、ポートP2はP20～P23のみ、ポートP4はP40、P41のみで、ポート

P5はありません。
7471/7478グループでは、ポートP4はP40～P43のみでポートP5はP50～P53のみです。
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1.10.4 未使用端子の処理

表1.10.1に未使用端子の処理を示します。

表1.10.1 未使用端子の処理
処理方法

抵抗を介してVCCに
プルアップ（注2）

○
（注4）

○
（注4）
○

（注6）
○

（注6）

○

×
×
×

抵抗を介してVSSに
プルダウン（注2）

○
（注5）

○
（注5）
○

（注6）
○

（注6）
○

（注8）
×
×
×

VCCに
接　続

×

×

○
（注6）
○

（注6）

×

×
○
×

VSSに
接　続

×

×

○
（注6）
○

（注6）

×

×
×
○

開　放
（注1）

○

○
（注3）

○

×

○

○
×
×

注1．未使用時に開放可能の端子は、開放時、中間レベルの入力が加わったとしても内部的にリード信号の入力
がなければ電流が回路に流れ込まない回路となっています。

　2．プログラマブル入出力ポ－トの場合、複数ポ－トをまとめて抵抗を介し、VCC又はVSSに接続しないで
ください。

　3．端子を出力モードに設定し、開放してください。また、このとき以下の注意が必要です。
・リセットからソフトウエアによりポ－トを出力モードに切り替えるまでは、ポ－トは入力モードに
なっています。そのため端子の入力レベルによっては電源電流が増加する場合があります。

・暴走、ノイズなどによってポ－ト方向レジスタが入力モードに変化した場合の対策として、ソフト
ウエアで定期的にポ－ト方向レジスタを出力モードに再設定してください。

　4．プルアップをする場合は、その端子が入力モード又は“H”出力状態になるようにポート方向レジスタ及び
ポートレジスタを設定してください。

　5．プルダウンする場合は、その端子が入力でプルアップトランジスタがない状態、又は“L”出力状態になる
ようにポート方向レジスタ、ポートプルアップ制御レジスタ及びポートレジスタを設定してください。

　6．VCC，VSS端子と接続する際、配線が最短距離の場合は抵抗を介さないで接続できますが、配線が長くな
る場合は抵抗を介して接続してください。なお、プログラマブルROM内蔵版のP33端子はVPP端子と兼用
のため、5kΩ程度の抵抗を直列に挿入し最短距離の配線で接続してください。

　7．P50，P51端子（XCIN，XCOUT端子と兼用）を使用しない場合は、CPUモードレジスタのビット4を“0”
（ポートP50，P51機能）にしてください。

　8．プルダウンする場合は、その端子にプルアップトランジスタがない状態になるようにポートプルアップ
制御レジスタを設定してください。

　9．ポートP24～P27、P42、P43及びポートP5は7470/7477グループにはありません。
  10．AVss端子は、7471/7478グループの56P6N-Aパッケージ品の専用端子です。

ポ－ト名

P0
P10～P13
P15，P17
P2(7470/7471グループのみ)（注9）
P 4

P14，P16

P2(7477/7478グループのみ)（注9）

P 3

P 5
（注7、9）
XOUT

VREF

AVSS（注10）
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1.10.5 入出力端子に関する注意事項

入出力ポートを使用する際は以下の点に注意してください。

(1) 入出力ポートのポートレジスタの書き替え

入出力ポートのポートレジスタをビット処理命令（注）を用いて書き替える場合、指定していない
ビットの値が変化することがあります。

注．「ビット処理命令」：CLB命令、SEB命令

［理由］
ビット処理命令はリード・モディファイ・ライト形式の命令で、バイト単位で読み出し及び書き
込みを行います。したがって、入出力ポートのポートレジスタの任意のビットに対してこれらの
命令を実行した場合、そのポートレジスタの全ビットに対して以下の処理が行われます。

・ 入力モードに設定されているビットでは、端子の状態がCPUに読み込まれ、ビット処理後、ポー
トレジスタのビットに書き込まれる。

・ 出力モードに設定されているビットでは、ポートレジスタの値がCPUに読み込まれ、ビット処理
後、ポートレジスタのビットに書き込まれる。

ただし、以下の点に注意してください。

・ 出力モードに設定されているポートを入力モードに変更しても、ポートレジスタには出力データが
保持される構成になっています。

・ 入力モードに設定されているポートレジスタのビットについては、ビット処理命令で指定していな
い場合にも、端子とポートレジスタの内容が異なる場合、ビットの値が変化することがあります。

(2) プルアップ制御について

ソフトウエアでポートをプルアップする際は、以下の点に注意してください。

● ポートP1をシリアルI/Oモードで使用する場合は、P15～P17に対応するプルアップの設定は無効に
なります（プルアップすることはできません）。
詳細はポートブロック図を参照してください。

● ポ－トを出力モードに設定している場合、そのポ－トに対応するプルアップの設定は無効になりま
す（プルアップできません）。

● ポートP0以外は1ビット単位でプルアップ制御できません。例えばポートP1（4ビット単位でプル
アップ制御）においてP10をプルアップする場合、P11～P13もプルアップされます。
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(3) スタンバイ状態での注意事項

スタンバイ状態＊で使用する場合は、入力ポート及び入出力ポートを入力レベル不定の状態にしな
いでください。特に、Nチャネルオープンドレインの入出力ポートでは、ポート方向レジスタで出力
ポートに設定している場合も、ポートレジスタの内容が“1”のときトランジスタがOFF状態になり、
ポートはハイインピーダンス状態になります。そのため、外付け回路によっては、レベル不定となる
場合がありますので注意が必要です。

＊「スタンバイ状態」：STP命令実行によるストップモード
WIT命令実行によるウエイトモード

［理由］
入力ポート及び入出力ポートを入力レベル不定の状態にすると、マイコン内部の入力バッファに
入力される電位が不安定となるため、貫通電流が流れることがあります。

［具体的対処例］
抵抗を介してポートをプルアップ（VCCに接続）又はプルダウン（VSSに接続）してください。
抵抗値を決定する際は、以下の2点に留意してください。

① 外付け回路
② 通常動作時の出力レベルの変動

また、オプションとして内蔵されているプルアップトランジスタを使用する場合は電流値のばら
つきに注意してください。

(4) ダブルファンクションポートについて

表1.10.2にダブルファンクションポートを示します。設定に関しては、各レジスタの構成図を参照
してください。

のいずれかの状態
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表1.10.2 ダブルファンクションポートと制御レジスタ

端子

P12
P13
P14
P15
P16
P17
P20
P21
P22
P23
P24
P25
P26
P27
P30
P31
P32
P33
P50
P51

兼用端子

T0
T1

SRDY
IN0

IN1

IN2

IN3

IN4

IN5

IN6

IN7

INT0
INT1

CNTR0

CNTR1

XCIN
XCOUT

7470/7471 7470/7471 7477/7478

1.10  入出力端子

7477/7478

RXD
TXD
SCLK

SIN
SOUT
CLK

シリアルI/O制御レジスタ
 (SIOCON:00E216番地)

シリアルI/Oモードレジスタ
 (SM:00DC16番地)

注．7470グループ及び7477グループの場合、P2はb0～b3の4ビットのみです。また、P5はありません。

制御レジスタ

タイマ12モードレジスタ(T12M:00F816番地)
タイマ34モードレジスタ(T34M:00F916番地)

A-D制御レジスタ(ADCON:00D916番地)

エッジ極性選択レジスタ(EG:00D416番地)

エッジ極性選択レジスタ、タイマ12モードレジスタ
エッジ極性選択レジスタ、タイマ34モードレジスタ

CPUモードレジスタ(CM:00FB16番地)
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1.11 割り込み

割り込みは次のような場合に使用されます。

● 現在実行中の処理ルーチンよりも重要度の高い処理を行うことが要求された場合
● 処理を何らかのタイミングに従って行う必要がある場合

7470/7471グループでは12の要因、7477/7478グループでは13の要因から割り込みを発生させることがで
きます。

表1.11.1に割り込みの優先順位と割り込み要因、飛び先格納番地を示します。

表1.11.1 割り込み要因と優先順位

優先
順位
1
2

3

4

5
6
7
8
9
10

11

12

割　り　込　み　要　因
7470/7471 グループ 7477/7478グループ
リセット（注1）
INT0割り込み
INT1割り込み
キーオンウエイクアップ割り込み
CNTR0割り込み
CNTR1割り込み
タイマ1割り込み
タイマ2割り込み
タイマ3割り込み
タイマ4割り込み
シリアルI/O割り込み
A-D変換終了割り込み
BRK命令割り込み

ｰ
ｰ

飛び先格納番地
上　位
FFFF16
FFFD16

FFFB16

FFF916

FFF716
FFF516
FFF316
FFF116
FFEF16
FFED16

FFEB16

FFE916

備　　　　考

ノンマスカブル（注2）
外部割り込み（極性ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ）
外部割り込み（極性ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ）
外部割り込み

外部割り込み（極性ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ）

内部割り込み
内部割り込み
内部割り込み
内部割り込み
内部割り込み
内部割り込み
ﾉﾝﾏｽｶﾌﾞﾙｿﾌﾄｳｴｱ割り込み
内部割り込み
ﾉﾝﾏｽｶﾌﾞﾙｿﾌﾄｳｴｱ割り込み

下　位
FFFE16
FFFC16

FFFA16

FFF816

FFF616
FFF416
FFF216
FFF016
FFEE16

FFEC16

FFEA16

FFE816

シリアルI/O受信割り込み
シリアルI/O送信割り込み

ｰ
A-D変換終了割り込み
BRK命令割り込み

注1．リセットは割り込みと同様の動作をするため表中に記入しています。
2．「ノンマスカブル割り込み」：対応する割り込み要求ビット及び割り込み許可ビットを持たない割り込み

です。
割り込み禁止フラグの状態に関わらず割り込み要求が受け付けられます。
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P33/CNTR1

P32/CNTR0

P30/INT0

P31/INT1

P07

P01

EG3

EG2

 ポートP33データ読み出し回路

EG4

CNTR 割り込み要求信号

 ポートP32 データ読み出し回路

CM7

EG0

1/2

1/2

XIN

XCIN

ポート P30 データ読み出し回路

INT0 割り込み要求信号

ポートP31 データ読み出し回路

INT1 割り込み要求信号

ノイズ
   除去回路

 

プルアップ
制御レジスタ

方向レジスタ

CPU停止状態信号

ポート P0 データ読み出し回路

EG1 EG5

P00

プルアップ
制御レジスタ

方向レジスタ

プルアップ
制御レジスタ

方向レジスタ

注.7470/7477グループではXCIN入力はありません。

ノイズ
   除去回路

図1.11.1 割り込み入力とキーオンウエイクアップ回路ブロック図

1.11.1 割り込みのブロック図

図1.11.1に割り込み入力とキーオンウエイクアップ回路ブロック図を示します。
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1.11.2 割り込みの関連レジスタ

割り込みに関連するレジスタのメモリ配置図を図1.11.2に示します。

エッジ極性選択レジスタ（EG）

割り込み要求レジスタ1（IR1）

割り込み要求レジスタ2（IR2）

割り込み制御レジスタ1（IE1）

割り込み制御レジスタ2（IE2）

00D416

00FC16

00FD16

00FE16

00FF16

番地

図1.11.2 割り込み関連レジスタのメモリ配置図

(1) エッジ極性選択レジスタ（EG：00D416番地）

エッジ極性選択レジスタは、INT割り込み、CNTR割り込みの有効エッジの選択や、割り込み要因の
選択をするレジスタです。
図1.11.3にエッジ極性選択レジスタの構成を示します。

図1.11.3 エッジ極性選択レジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名 機　　　能

1

ﾘｾｯﾄ時

○

○

0

0

○

○

エッジ極性選択レジスタ(EG)【00D416番地】

エッジ極性選択レジスタ

3
○0 ○

4 ○0 ○

○0 ○

2

5

INT0エッジ選択ビット

INT1エッジ選択ビット

CNTR0エッジ選択ビット

CNTR1エッジ選択ビット

CNTR0／CNTR1

割り込み選択ビット

STP又はWIT命令実行時の
INT1ソース選択ビット

0：P31／INT1

1：P00～P07“Ｌ”レベル入力
（キーオンウエイクアップ用）

6､7

0 ○ ○

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。 不定 不定 ×

0：立ち下がりエッジ
1：立ち上がりエッジ

0：立ち下がりエッジ
1：立ち上がりエッジ

0：立ち下がりエッジ
1：立ち上がりエッジ

0：立ち下がりエッジ
1：立ち上がりエッジ

0：CNTR0

1：CNTR1

WRb

0
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(2) 割り込み要求レジスタ1（IR1：00FC16番地）

割り込み要求レジスタ2（IR2：00FD16番地）

割り込み要求レジスタ1及び割り込み要求レジスタ2は、割り込み要求の有無を示すビットで構成さ
れたレジスタです。
図1.11.4に割り込み要求レジスタ1、図1.11.5に割り込み要求レジスタ2の構成を示します。

図1.11.4 割り込み要求レジスタ1の構成

図1.11.5 割り込み要求レジスタ2の構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み要求レジスタ2(IR2) 【00FD16番地】

b ビット名 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

割り込み要求レジスタ2

＊

2 0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり 0 ○ ＊

INT1割り込み要求ビット

＊　ソフトウエアによって“0”にできますが、“1”にはできません。

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

不定 不定 ×

0 INT0割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり 0 ○

1 0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり 0 ○ ＊

CNTR0又はCNTR1

割り込み要求ビット

3～7

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み要求レジスタ1(IR1) 【00FC16番地】

b ビット名 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

割り込み要求レジスタ1

0 タイマ1割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

1 タイマ2割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり 0 ○ ＊

2 タイマ3割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

3 タイマ4割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

＊   ソフトウエアによって“0”にできますが、“1”にはできません。

4

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

＊

6

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり 0 ○ ＊7 A-D変換終了割り込み

要求ビット

0 ○

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

シリアルＩ/Ｏ受信割り込み
要求ビット
(7477/7478ｸﾞﾙｰﾌﾟ)　（注）

5

シリアルＩ/Ｏ送信割り込み
要求ﾋﾞｯﾄ(7477/7478ｸﾞﾙｰﾌﾟ)

0 ○ ＊

注．7470/7471グループ：

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。 不定

シリアルＩ/Ｏ割り込み要求
ビット(7470/7471グループ)　

×不定

ビット5は何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。
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(3) 割り込み制御レジスタ1（IE1：00FE16番地）

割り込み制御レジスタ2（IE2：00FF16番地）

割り込み制御レジスタ1及び割り込み制御レジスタ2は、割り込みの受付を要因ごとに制御するレジ
スタです。
図1.11.6に割り込み制御レジスタ1、図1.11.7に割り込み制御レジスタ2の構成を示します。

図1.11.6 割り込み制御レジスタ1の構成

図1.11.7 割り込み制御レジスタ2の構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み制御レジスタ2(IE2) 【00FF16番地】

b ビット名 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

割り込み制御レジスタ2

0

CNTR0又はCNTR1

割り込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

1 0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

2 0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

3～7

INT0割り込み許可ビット

INT1割り込み許可ビット

×
何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

不定 不定

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み制御レジスタ1(IE1) 【00FE16番地】

b ビット名 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

割り込み制御レジスタ1

0 0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

1 0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

2 0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

3 0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

4

タイマ1割り込み許可ビット

5

タイマ4割り込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

6

タイマ2割り込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

7

タイマ3割り込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

注．7470/7471グループ：

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。 不定 ×不定

ビット5は何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

A-D変換終了割り込み
許可ビット

シリアルＩ/Ｏ受信割り込み
許可ビット
(7477/7478ｸﾞﾙｰﾌﾟ)　（注）

シリアルＩ/Ｏ送信割り込み
許可ﾋﾞｯﾄ(7477/7478ｸﾞﾙｰﾌﾟ)

シリアルＩ/Ｏ割り込み許可
ビット(7470/7471ｸﾞﾙｰﾌﾟ)　
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1.11.3 割り込み要因説明

■ 割り込み優先順位

割り込みは固定優先度方式のベクトル割り込みで、同一サンプリング時点で2つ以上の割り込み要求
があった場合は優先順位の高い割り込みから受け付けられます。この優先順位はハードウエア的に
決められていますが、割り込み制御フラグ（割り込み許可ビット､割り込み禁止フラグ)を用いることに
よって多様な優先処理をソフトウエアで行うことが可能です。

■ 割り込みの受付

割り込み要求が発生すると、対応する割り込み要求ビットが“1”になります。この状態で以下の
条件が満たされているとき、その割り込みが受け付けられます。
詳細は「1.11.5　割り込みの制御」を参照してください。
① 割り込み禁止フラグ＝“0”（許可状態）
② 割り込み許可ビット＝“1”（許可状態）

(1) INT割り込み

INT割り込みは、各INT端子（INT0、INT1）の立ち上がりエッジ若しくは立ち下がりエッジを検出して
割り込み要求を発生します。これらの極性はエッジ極性選択レジスタ（EG：00D416番地）で選択され
ます。

■ P30，P31端子　
INT0，INT1端子はP30，P31端子と兼用になっており、常にポートP30，P31のレベルを検出しま
す。

■ ストップモード及びウエイトモード時
エッジ極性選択レジスタのビット5が“0”の場合、STP/WIT命令によるストップモード/ウエイト
モードの状態からINT割り込みによって復帰させることができます。詳細は「1.17　低消費電力
機能」を参照してください。

■ リセット後
リセット時に、エッジ極性選択レジスタは“0016”にクリアされるため、INT0，INT1割り込みは
立ち下がりエッジを検出して割り込み要求を発生します。ただし、リセット時には割り込み制御
レジスタは割り込み禁止となりますので、割り込みは受け付けられません。

注．INT0，INT1端子は入力ポートP30，P31と兼用ですが、INT端子とポートを切り替えるレジスタは
存在しないため、常にポートP30，P31の有効エッジを検出します。これらの端子をポートとして
使用する場合は、対応するINT割り込みを禁止状態にしてください。
許可状態では、端子のレベル変化によるINT割り込みが発生し、プログラム暴走の原因となりま
す。



1-59

ハードウエア
1 1.11  割り込み

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

(2) キーオンウエイクアップ割り込み

エッジ極性選択レジスタのビット5が“1”の場合、STP/WIT命令によるストップモード/ウエイトモー
ドにおいて、入力ポートになっているポートP0のいずれかの端子に“L”レベルが印加されるとキーオ
ンウエイクアップ割り込み要求が発生し、ストップモード/ウエイトモードから復帰させることができ
ます。

■ リセット後
リセット時にはエッジ極性選択レジスタのビット5が“0”になりますので、ストップモード/ウエ
イトモードにおいてキーオンウエイクアップ割り込み要求は発生しません。

注1． ストップモード/ウエイトモード以外の状態では、キーオンウエイクアップ割り込みは無効とな
ります。

　2．キーオンウエイクアップ割り込みを使用する場合、ポートP0への入力をすべて“H”レベルにし
てからSTP/WIT命令を実行してください。ポートP0のいずれかの入力端子に“L”レベルが印加
されている状態でSTP/WIT命令を実行しても、すぐに割り込み要求が発生し、ストップモード/
ウエイトモードが解除されます。

(3) CNTR割り込み

CNTR割り込みは、各CNTR端子（CNTR0，CNTR1）の立ち上がりエッジ、若しくは立ち下がり
エッジを検出して、割り込み要求を発生します。これらの極性及びCNTR0/CNTR1の選択は、エッジ
極性選択レジスタ（EG）で行います。

■ リセット後
リセット時には、エッジ極性選択レジスタは“0016”にクリアされるため、CNTR0端子の立ち下
がりエッジを検出して割り込み要求を発生します。ただし、リセット時には割り込み制御レジスタ
は割り込み禁止となっていますので、割り込みは受け付けられません。

注．CNTR0，CNTR1端子は入力ポートP32，P33と兼用ですが、CNTR端子とポートを切り替えるレジ
スタは存在しないため、常にポートP32，P33の有効エッジを検出します。これらの端子をポート
として使用する場合は、対応するCNTR割り込みを禁止状態にしてください。

　　許可状態では、端子のレベル変化によるCNTR割り込みが発生し、プログラム暴走の原因となり
ます。

(4) タイマ割り込み

それぞれのタイマがアンダフローした、次のカウントソースの立ち上がりで割り込み要求を発生し
ます。
詳細は「1.12　タイマ」を参照してください。
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(5) シリアルI/O割り込み

シリアルI/O割り込みは、7470/7471グループと7477/7478グループとでは異なります。

■ 7470/7471グループのシリアルI/O割り込み
シリアルI/Oの送受信終了時に割り込み要求を発生します。

■ 7477/7478グループのシリアルI/O割り込み
シリアルI/O送信割り込み、シリアルI/O受信割り込みを使用できます。

● シリアルI/O送信割り込み
シリアルI/O送信割り込みはシリアルI/O制御レジスタ（SIOCON：00E216番地）のビット3に

より、以下のように割り込み要求の発生するタイミングを選択できます。

0：送信バッファに書き込んだデータが送信シフトレジスタに移され、送信バッファが空に
なったとき割り込み要求を発生します。

1：送信シフトレジスタのシフト動作終了時、割り込み要求を発生します。

注．送信許可ビットを許可状態にすると、送信バッファエンプティ、送信シフト終了状態とな
るため、どちらの要因を選択しても割り込み要求を発生します。送信割り込みを使用する
場合、送信許可ビットを“1”にした後、送信割り込み要求ビットを“0”にしてから、送信割
り込み許可ビットを許可状態にしてください。

● シリアルI/O受信割り込み
受信シフトレジスタにデータが揃い、受信バッファにシフトレジスタの内容が移されると

割り込み要求を発生します。

詳細は「1.13　シリアルI/O」を参照してください。

(6) A-D変換終了割り込み

A-D変換終了と同時に割り込み要求を発生します。
詳細は「1.14　A-D変換器」を参照してください。

(7) BRK命令割り込み

優先順位が最下位のソフトウエア割り込みで、対応した割り込み許可フラグを持たず、割り込み
禁止フラグの影響を受けません（ノンマスカブル）。
詳細は「740ファミリ ソフトウエアマニュアル」を参照してください。
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1.11.4 割り込みの動作説明

(1) 割り込み動作

割り込みが受け付けられると、次に示すレジスタの内容が ①→②→③ と順次、自動的にスタック
領域へ退避されます。

① プログラムカウンタ上位（PCH）
② プログラムカウンタ下位（PCL）
③ プロセッサステータスレジスタ（PS）

上記のレジスタが退避された後、受け付けられた割り込みの飛び先番地へ分岐します。
割り込み処理ルーチンの最後でRTI命令を実行すると、スタック領域に退避されていた上記レジス
タの内容が ③→②→① と順次それぞれのレジスタに復帰し、割り込み受付前の処理が再開されます。
図1.11.8に割り込み受付時の動作を示します。

(2) 割り込み受付時の処理

割り込みを受け付けると以下の動作が自動的に行われます。

① 現在実行中の処理が中断されます。
② プログラムカウンタ、及びプロセッサステータスレジスタの内容がスタック領域へ退避されます。
③ 退避と同時に、発生した割り込みに対応するベクトル領域に格納されている飛び先番地（割り込み
処理ルーチンの先頭番地）がプログラムカウンタに設定され、割り込み処理ルーチンが実行されま
す。

④ 割り込み処理ルーチンに入ると対応する割り込み要求ビットが自動的に“0”になります。また、
割り込み禁止フラグが“1”になり、多重割り込みが禁止されます。

割り込み処理ルーチンを実行するには、飛び先番地を各割り込みに対応したベクトル領域内に設定
しておく必要があります。



1-62

ハードウエア
1 1.11  割り込み

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

プログラムカウンタ

スタックポインタ

スタック領域

プログラムカウンタ（上位）

プログラムカウンタ（下位）

(S)

（割り込みベクトル領域より）

割り込み飛び先番地

(S) － 3

プロセッサステータスレジスタ

プログラムカウンタ（下位）

プログラムカウンタ（上位）

割り込み
要求受付

割り込み禁止フラグ＝“1”

割り込み禁止フラグ＝“0”

S

PCH

PCL

S

PCH

PCL

(S)

(S) － 3

(S)

スタック領域プログラムカウンタ

スタックポインタ

割り込みの発生
（割り込み要求の受付）

·······

·······

実行中のルーチン

RTI命令

割り込み処理
ルーチン

中断

処理の継続

：ソフトウエアによって命令された動作

：内部で自動的に行われる動作

プログラムカウンタ（上位）の退避動作

プログラムカウンタ（下位）の退避動作

プロセッサステータスレジスタの退避動作

プロセッサステータスレジスタの復帰動作

プログラムカウンタ（下位）の復帰動作

プログラムカウンタ（上位）の復帰動作

図1.11.8 割り込み受付時の動作
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(3) 割り込み受付後のタイミング

割り込み処理ルーチンは、現在実行中の命令終了後のマシンサイクルから始まります。
図1.11.9に割り込み処理ルーチン実行までの処理時間、図1.11.10に割り込み受付後のタイミングを
示します。

図1.11.9 割り込み処理ルーチン実行までの処理時間

図1.11.10 割り込み受付後のタイミング

割り込み要求発生

メインルーチン 割り込み処理ルーチン

7～23サイクル
（内部システムクロックφ＝4MHz時、1.75μs～5.75μs）

2サイクル 5サイクル

パイプライン
の後処理の
ための待ち時間

スタックへの退避
ベクトルフェッチ

割り込み処理開始

0～16サイクル
＊

＊：DIV命令実行時

φ

SYNC

パイプライン
の後処理の
ための待ち時間

スタックへの退避
ベクトルフェッチ 割り込み処理開始

アドレスバス

データバス 使用しない PCH PCL PS AL AH

S､SPS S-2､SPSS-1､SPSPC BL BH AL､AH

SYNC

BL、BH

AL、AH

SPS

：CPUのオペコードフェッチサイクル
　（内部信号ですので、外部からは観察できません。）
：各割り込みの飛び先格納番地
：各割り込みの飛び先番地
：“0016”又は“0116”
　（スタックページビットが“0”のとき“00 16”、“1”のとき“0116”）

Ｒ／Ｗ
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(4) ストップモード/ウエイトモードからの復帰

ストップモード/ウエイトモードにおいて割り込み要求が受け付けられると、各モードが解除され、
通常モードに復帰できます。
表1.11.2にストップモード/ウエイトモードからの復帰に使用できる割り込み要因を示します。

表1.11.2 ストップモード/ウエイトモードからの復帰に使用できる割り込み要因（○：使用可、×：使用不可）

注1．リセットは、割り込みと同様の動作をするため、表中に記載しています。
2．カウントソースがCNTR端子入力（又はこれをタイマで分周したもの）の場合のみ。
3．同期クロックとして外部クロック入力（又はその16分周）選択時のみ。
4．7477/7478グループにはありません。
5．7470/7471グループにはありません。

1.11.5 割り込みの制御

BRK命令を除く割り込みは、割り込み要求ビット、割り込み許可ビット、及び割り込み禁止フラグに
よって割り込みの受付を制御できます。この節ではBRK命令を除く割り込みの制御について説明します。
図1.11.11に割り込み制御図を示します。

ウエイトモードからの復帰
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×

割り込み要因
リセット（注1）
INT0
INT1
キーオンウエイクアップ
CNTR0/CNTR1
タイマ1
タイマ2
タイマ3
タイマ4
シリアルI/O （7470/7471グループ）（注4）
シリアルI/O受信（7477/7478グループ）（注5）
シリアルI/O送信（7477/7478グループ）（注5）
A-D変換終了
BRK命令

ストップモードからの復帰
○
○
○
○
○

○（注2）
○（注2）
○（注2）
○（注2）
○（注3）
○（注3）
○（注3）

×
×

図1.11.11 割り込み制御図

割り込み要求ビット

割り込み許可ビット

割り込み禁止フラグ
BRK命令
リセット

割り込み受け付け



1-65

ハードウエア
1 1.11  割り込み

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

割り込み要求ビット、割り込み許可ビット、及び割り込み禁止フラグは独立して機能し、互いに影響を
与えることはありません。割り込みは以下の条件がすべて満たされると受け付けられます。

●割り込み要求ビット････････“1”
●割り込み許可ビット････････“1”
●割り込み禁止フラグ････････“0”

割り込みの優先順位は、ハードウエアで決められていますが、上記のビット及びフラグを用いることに
よって、多様な優先処理をソフトウエアで行うことができます。
割り込みの優先順位は「表1.11.1　割り込み要因と優先順位」を参照してください。

(1) 割り込み要求ビット

割り込み要求ビットは、割り込み要求レジスタ1（IR1：00FC16番地）、及び割り込み要求レジスタ
2（IR2：00FD16番地）の各ビットに割り当てられています。
割り込み要求が発生すると、対応する割り込み要求ビットが“1”になります。割り込み要求ビット
は、割り込みが受け付けられるまで“1”の状態で保持され、割り込みが受け付けられると自動的に“0”
になります。
割り込み要求ビットは、ソフトウエアによって“0”にすることができますが、“1”にすることはでき
ません。

(2) 割り込み許可ビット

割り込み許可ビットは、割り込み制御レジスタ1（IE1：00FE16番地）、及び割り込み制御レジスタ2
（IE2：00FF16番地）の各ビットに割り当てられています。
割り込み許可ビットは対応する割り込みの受付を制御するビットで、割り込み許可ビットが“0”の
とき、対応する割り込みの受付は禁止されます。このビットが“0”の状態で割り込み要求が発生する
と、対応する割り込み要求ビットは“1”になりますが、その割り込みは受け付けられません。この
場合、割り込み要求ビットは、ソフトウエアにより“0”にするか、又は割り込み許可ビットを“1”にす
るまで“1”のままです。
割り込み許可ビットが“1”、かつ後述の割り込み禁止フラグが“0”のとき、対応する割り込みの受付
が許可されます。この状態で割り込み要求が発生すると、その割り込みが受け付けられます。
割り込み許可ビットは、ソフトウエアによって“0”又は“1”にすることができます。

(3) 割り込み禁止フラグ

割り込み禁止フラグはBRK命令割り込み以外の割り込みの受付を制御するフラグで、プロセッサス
テータスレジスタ（PS）のビット2に割り当てられています。
このフラグが“1”のとき割り込みの受付が禁止され、“0”のとき、割り込みの受付が許可されます。

“1”にする命令はSEI命令、“0”にする命令はCLI命令です。
割り込み処理ルーチンへの分岐時、このフラグは自動的に“1”になり、多重割り込みを禁止します。
多重割り込みを使用する場合は、割り込み処理ルーチン内でCLI命令を用いて、このフラグを“0”にし
てください。
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1.11.6 割り込みの設定方法

以下に示す手順に従って、割り込みを設定してください。

図1.11.12 割り込みの設定方法（1）

割り込み禁止

手順1　設定中に他の割り込みの受付を禁止する場合、割り込み禁止フラグを“1”にする

プロセッサステータスレジスタ(PS)
b7 b0

1

タイマ1割り込みを設定する場合

タイマ2割り込みを設定する場合

手順2　使用する割り込み許可ビットを“0”(禁止)にする

割り込み制御レジスタ1(IE1) [00FE16番地]
b7 b0

0 0 000 00

タイマ3割り込みを設定する場合

タイマ4割り込みを設定する場合

7477/7478グループでシリアルI/O受信割り込みを設定する場合

A-D変換終了割り込みを設定する場合

INT0割り込みを設定する場合

INT1割り込み又はキーオンウエイクアップ割り込みを設定する場合

割り込み制御レジスタ2(IE2) [00FF16番地]
b7 b0

0 0 0

CNTR0割り込み又はCNTR1割り込みを設定する場合

INT0エッジ極性選択

INT1エッジ極性選択

手順3　各割り込みに関する設定

エッジ極性選択レジスタ(EG) [00D416番地]
b7 b0

CNTR0エッジ極性選択

CNTR1エッジ極性選択

CNTR0/CNTR1割り込み選択
　0：CNTR0割り込み
　1：CNTR1割り込み

●INT割り込み、CNTR割り込み、又はキーオンウエイクアップ割り込みを使用する場合
1．エッジ極性選択レジスタの設定

STP命令又はWIT命令実行時のINT1ソース選択
　0：P31/INT1
　1：P00～P07“L”レベル入力(キーオンウエイクアップ)

0：立ち下がりエッジ
1：立ち上がりエッジ

7470/7471グループでシリアルI/O割り込みを設定する場合
7477/7478グループでシリアルI/O送信割り込みを設定する場合

2．キーオンウエイクアップ割り込みを設定する場合、使用するポートを入力モードにし、
　  かつ、プルアップする。

●タイマ割り込みを使用する場合
1．タイマのカウント停止
2．各モードの設定
3．タイマの設定(外部パルス幅測定モード時を除く)

●シリアルI/O割り込みを使用する場合
1．シリアルI/Oに関する制御レジスタの設定
2．ボーレートジェネレータの設定(7477/7478グループにおいて同期クロックとして内部クロック
　  を使用する場合のみ)

注意 詳細は、各機能の設定方法を参照してください。

●A-D変換終了割り込みを使用する場合
1．アナログ入力端子として使用するポートの設定(7470/7471グループのみ)
2．A-D制御レジスタの設定
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図1.11.13 割り込みの設定方法（2）

タイマ1割り込みを設定する場合

タイマ2割り込みを設定する場合

手順4　使用する割り込み要求ビットをクリアする

割り込み要求レジスタ1(IR1) [00FC16番地]
b7 b0

0 0 000 00

タイマ3割り込みを設定する場合

タイマ4割り込みを設定する場合

7477/7478グループでシリアルI/O受信割り込みを設定する場合

A-D変換終了割り込みを設定する場合

INT0割り込みを設定する場合

INT1割り込み又はキーオンウエイクアップ割り込みを設定する場合

割り込み要求レジスタ2(IR2) [00FD16番地]
b7 b0

0 0 0

CNTR0割り込み又はCNTR1割り込みを設定する場合

7470/7471グループでシリアルI/O割り込みを設定する場合
7477/7478グループでシリアルI/O送信割り込みを設定する場合

タイマ1割り込みを設定する場合

タイマ2割り込みを設定する場合

手順5　使用する割り込み許可ビットを“1”(許可)にする

割り込み制御レジスタ1(IE1) [00FE16番地]
b7 b0

1 1 111 11

タイマ3割り込みを設定する場合

タイマ4割り込みを設定する場合

7477/7478グループでシリアルI/O受信割り込みを設定する場合

A-D変換終了割り込みを設定する場合

INT0割り込みを設定する場合

INT1割り込み又はキーオンウエイクアップ割り込みを設定する場合

割り込み制御レジスタ2(IE2) [00FF16番地]
b7 b0

1 1 1

CNTR0割り込み又はCNTR1割り込みを設定する場合

7470/7471グループでシリアルI/O割り込みを設定する場合
7477/7478グループでシリアルI/O送信割り込みを設定する場合

割り込み許可

手順6　「手順1」において割り込み禁止フラグを“1”にした場合、“0”にする

プロセッサステータスレジスタ(PS)
b7 b0

0

手順7　各割り込みに関する機能を動作

●キーオンウエイクアップ割り込みを使用する場合

注意 詳細は、各機能の設定方法を参照してください。

●タイマ割り込みを使用する場合

・STP/WIT命令により、ストップモード/ウエイトモードにする

・タイマのカウント開始

●シリアルI/O割り込みを使用する場合
・送信バッファレジスタへデータを書き込み、送受信を開始する

●A-D変換終了割り込みを使用する場合
・A-D制御レジスタの設定(A-D変換の開始)
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1.11.7 割り込みに関する注意事項

(1) ポートP30～P33を入力ポートとして使用する場合は、対応するINT，CNTR割り込みを禁止状態にして
ください。

(2) 割り込み準備のための割り込み要求ビットの設定と割り込み許可ビットの設定は、以下の順番に
従って行ってください。

① 割り込み要求ビットを“0”（割り込み要求なし）にする。
② 割り込み許可ビットを“1”（割り込み許可）にする。

　 また、INT割り込み、CNTR割り込みを使用する場合、割り込み検出エッジの設定を行ってから
上記①、②の設定を行ってください（後述の(4)を参照してください）。

(3) 割り込み要求ビットは、ソフトウエアにより“0”にすることができますが、クリア命令実行直後は変更
前の値が残っています。そのため、割り込み要求ビットの変更後BBC，BBS命令を実行する場合は、
割り込み要求ビット変更命令実行後、1命令以上後に行ってください。

(4)INT割り込み又はCNTR割り込みの検出エッジを切り替える場合、対応する割り込み要求ビットが“1”に
なる場合があります。そのため、図1.11.14に示すレジスタ設定例にならって設定を行ってください。

図1.11.14 レジスタ設定例

 (5) BRK命令による割り込みかどうかは、スタック領域に退避されたプロセッサステータスレジスタ内の
ブレークフラグの内容によって判断できます。

●ブレークフラグ＝1：BRK命令による割り込み
●ブレークフラグ＝0：その他の割り込み

注.この判断は割り込み処理ルーチンの中で行ってください。

対応する割り込み許可ビットを“0”にする。

割り込み有効エッジの設定

対応する割り込み要求ビットを“0”にする。

対応する割り込み許可ビットを“1”にする。
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(6) 下記のいずれかの状態でSTP/WIT命令を実行するとINT割り込み要求が発生し、ストップモード／ウエ
イトモードが解除されます。

●INTエッジ極性が立ち上がりエッジで、INT端子入力レベルが“H”の場合
●INTエッジ極性が立ち下がりエッジで、INT端子入力レベルが“L”の場合

そのため、STP/WIT命令を実行する場合、INT端子の入力レベル及びINTエッジ極性を考慮する必要が
あります。以下にその対策例を示します。

1．INT端子入力レベルの立ち上がりエッジでストップモード／ウエイトモードを解除する場合の対策例

ポイント：ストップモード／ウエイトモードの解除を正常に行うために、INT端子の入力レベルが“L”
のときにSTP/WIT命令を実行した場合のみ、INT割り込み処理ルーチンでモード解除時の
処理を行います。

＜メインルーチン＞

メインルーチンでは、STP/WIT命令を実行する直前のINT端子入力レベルに応じてINTエッジ極性
を設定します。
① INT割り込み禁止
② ●INT端子入力レベルが“H”のとき、立ち下がりエッジ選択
●INT端子入力レベルが“L”のとき、立ち上がりエッジ選択

③ INT割り込み要求ビットを“0”にする
④ INT割り込み許可ビットを“1”にする
⑤ 割り込み禁止フラグを“0”にする
⑥ STP/WIT命令実行

＜INT割り込み処理ルーチン＞

INT割り込み処理ルーチンでは、立ち下がりエッジ検出によるストップモード/ウエイトモード解除
の場合は解除時の処理を行わずにエッジ極性を変更し、再度ストップモード/ウエイトモードに遷移し
ます。
●INT端子入力レベルが“H”のとき（立ち上がりエッジ検出時）
ストップモード／ウエイトモード解除時の処理

●INT端子入力レベルが“L”のとき（立ち下がりエッジ検出時）
[1] 立ち上がりエッジ選択
[2] INT割り込み要求ビットを“0”
[3] スタック復帰
[4] メインル－チンの⑤、⑥の処理を行う
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2．INT0端子とINT1端子に同じ信号を入力し、INT0端子入力レベルの立ち上がりエッジ又はINT1端子入力
レベルの立ち下がりエッジによりストップモード/ウエイトモードを解除する場合の対策例

ポイント：メインルーチンで、STP/WIT命令を実行する直前のINT端子入力レベルに応じてストップ
モード/ウエイトモード解除の要因となるINT割り込みを選択します。

＜メインルーチン＞

① INT0，INT1割り込み禁止
② INT0割り込みを立ち上がりエッジ選択

INT1割り込みを立ち下がりエッジ選択
③ ● INT端子入力レベルが“H”の場合

INT1割り込み要求ビットを“0”にし、INT1割り込み許可ビットを“1”にする
● INT端子入力レベルが“L”の場合
INT0割り込み要求ビットを“0”にし、INT0割り込み許可ビットを“1”にする

④ 割り込み禁止フラグを“0”にする
⑤ STP/WIT命令実行

 (7) 動作時、内蔵のノイズ除去回路により内部クロックφ（f(XIN)/2）の2クロック分以上のパルス幅があれ
ば、割り込み入力として受け付けます。また、ストップモード及びウエイトモード時は100ns以上の
パルスを入力してください。

 参考
INT0，INT1端子にはノイズによる誤割り込み処理を防ぐためにハードウエア面の対策として、ストップ
モード及びウエイトモード時以外は1マシンサイクル以下の“H”パルス（立ち上がりエッジ選択時）又は“L”
パルス（立ち下がりエッジ選択時）では割り込み要求が発生しないようにノイズ除去回路が内蔵されていま
す。ソフトウエア面での対策としては、割り込み処理ルーチンのはじめにINT0，INT1端子のレベル判定を
行う方法があります。
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1.12 タイマ

7470/7471/7477/7478グループは4本の8ビットタイマラッチ付き8ビットタイマ（タイマ1、タイマ2、タイマ
3、タイマ4）を内蔵しています。タイマの分周比はタイマラッチの内容をnとすると1/(n+1)になります（n：0～
255）。
タイマはソフトウエアで設定することにより、以下のモードを選択することができます。

●タイマモード

●イベントカウンタモード

●矩形波出力モード

●外部パルス幅測定モード

●PWMモード

各タイマが持つモードを表1.12.1に示します。

表1.12.1 タイマ別モード一覧

タイマ1
タイマ2
タイマ3
タイマ4

タイマモード

○
○
○
○

イベント
カウンタモード

○
×
○
○

矩形波
出力モード

○
×
×
○

外部パルス幅
測定モード

×
×
×
○

PWMモード

×
×

○

タイマ
モード

1.12.1 タイマのブロック図

タイマ ブロック図を図1.12.1に示します。
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図1.12.1 タイマ ブロック図

注1．7470/7477グループには 　　 端子はありません。
　2．図中のレジスタ名の右側についている数字（例．　　）はそのレジスタの
　　  ビット番号を表します。
　3．タイマ3、タイマ4のカウントソースとしてタイマ1又はタイマ2のアンダフロー信号を選択、
　　　かつタイマ2のカウントソースとしてタイマ1のアンダフロー信号が選択されているとき、
　　　タイマモードレジスタ2のビット6の値に関わらずタイマ3、タイマ4のカウントソースも
　　　タイマ1のアンダフロー信号となります。

EG3

XCIN 

T12M7

タイマ 1
割り込み要求

タイマ 2
割り込み要求

タイマ 3
割り込み要求

タイマ 4
割り込み要求

1/2

1/2 1/8
CM7

EG2
ポートラッチ

T12M3

T12M6、

1/4

1/8

1/16

P33/CNTR1 EG3

ポートラッチ

P13/T1

P33/CNTR1

P32/CNTR0

P31/INT1

P30/INT0
EG0

EG1

EG2

EG3
T34M7 TM27

EG4
T34M6

T34M3

1/2
TM21

C
D3
D2
D1
D0

Q3
Q2
Q1
Q0

F/F

タイマ 4 (8)

タイマ 4 ラッチ (8)

タイマ 3 (8)

タイマ 3 ラッチ (8)

タイマ 2(8)

タイマ 2 ラッチ(8)

タイマ1 (8)

タイマ1ラッチ (8)
T12M0

T12M2

T12M1

1/2

TM20

T12M4

T12M5

TM26

T34M1

T34M2

T34M0

T34M4

T34M5

XCIN

XIN

P32/CNTR0

P12/T0

データバス
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1.12.2 タイマの関連レジスタ

図1.12.2にタイマ関連レジスタのメモリ配置を示します。

図1.12.2 タイマ関連レジスタのメモリ配置

番地

タイマ3 (T3)

タイマ1 (T1)

タイマ2 (T2)

00F016
00F116

タイマＦＦレジスタ(TF)

割り込み要求レジスタ1(IR1)

割り込み制御レジスタ1(IE1)

00F716

00F216

00FC16

00FD16

00FE16
00FF16

入力ラッチレジスタ (ILR)

エッジ極性選択レジスタ(EG)00D416
00D516
00D616

ＣＰＵモードレジスタ (CM)

タイマ34モードレジスタ (T34M)

タイマモードレジスタ2 (TM2)

00F916
00FA16
00FB16

タイマ12モードレジスタ(T12M)00F816

タイマ4 (T4)00F316

割り込み要求レジスタ2(IR2)

割り込み制御レジスタ2(IE2)



1-74

ハードウエア
1 1.12  タイマ

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

 (1) タイマ1、タイマ2、タイマ3、タイマ4（T1～T4：00F016番地～00F316番地）

各タイマは、8ビットで構成されたレジスタです。

■読み出し
タイマを読み出すと、タイマの内容（カウント値）が読み出されます。

■書き込み
タイマにデータの書き込みを行うと、同時にタイマ及びタイマラッチにそのデータが設定されま
す。PWMモード時、カウント動作中のタイマはタイマラッチにのみ書き込まれます。
（「1.12.9　タイマ及びタイマラッチの内容の更新」を参照してください。）

※タイマラッチ
タイマラッチはタイマのアンダフロー時、タイマの初期値としてタイマへ自動的に転送（リロー
ド）される値を保持しているレジスタです。タイマラッチの内容は読み出せません。

図1.12.3にタイマi(i=1～4)の構成を示します。

図1.12.3 タイマi(i=1～4)の構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
タイマ1(T1)【00F016番地】

b 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

タイマ1～4

0～7 ・0016～FF16の値を設定します。
・カウントソースが入力されるごとに、内容が1減算され
　ます。
・各タイマに書き込んだ内容は、カウンタに設定されます。
・各タイマを読み出すと､カウント値が読み出されます。

※ ○ ○

タイマ2(T2)【00F116番地】
タイマ3(T3)【00F216番地】
タイマ4(T4)【00F316番地】

※　タイマ1、タイマ2：不定
　　タイマ3：“FF16”
　　タイマ4：“0716”
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(2) タイマ12モードレジスタ（T12M：00F816番地）

タイマ12モードレジスタは、動作の選択及びカウントを制御するビットなどで構成されたレジスタ
です。
図1.12.4にタイマ12モードレジスタの構成を示します。

図1.12.4 タイマ12モードレジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名b 機　　　能

A
A

A
A0

A
A
AAAAAAAAAAA

A
AA

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A
A
AAAAAAAAAAA
1

2 タイマ1内部クロックソース
選択ビット

ﾘｾｯﾄ時 R

○

○

○

0

0

0

○

○

○

タイマ12モードレジスタ(T12M)【00F816番地】

タイマ12モードレジスタ

AAAA 0：ポートP12
1：T0(タイマ1アンダフローの
　   ２分周）

3 ポートP12/T0出力
選択ビット ○0 ○

タイマ2カウント
停止ビット

0：カウント動作
1：カウント停止

4

タイマ2カウントソース
選択ビット

0：内部クロック　　（注１）
1：タイマ1アンダフロー信号

5

6､7 タイマ2内部クロックソース
選択ビット

00：f(XIN)／16又はf(XCIN)／16
01：f(XIN)／64又はf(XCIN)／64
10：f(XIN)／128又はf(XCIN)／128
11：f(XIN)／256又はf(XCIN)／256
　　　　　　　　　　（注1）

b7b6

○

○

○

0

0

0

○

○

○

タイマ1カウント
停止ビット

タイマ1カウントソース
選択ビット

0：カウント動作
1：カウント停止

0：内部クロック　　（注１）
1：CNTR0端子　　　

0：f(XIN)／16又はf(XCIN)／16
1：f(XCIN)　　　　　  （注２）

W

注１．7470/7477グループでは時計用クロック発生回路を内蔵していない
　　　ためf(XCIN)を分周したものは使用できません。
　２．7470/7477グループでは時計用クロック発生回路を内蔵していない
　　　ためf(XCIN)を分周したものは使用できません。
　　　このビットは必ず“０”にしてください。
　



1-76

ハードウエア
1 1.12  タイマ

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

(3) タイマ34モードレジスタ（Ｔ34Ｍ：00F916番地）

タイマ34モードレジスタは、動作の選択及びカウントを制御するビットなどで構成されたレジスタ
です。
図1.12.5にタイマ34モードレジスタの構成を示します。

図1.12.5 タイマ34モードレジスタの構成

注．タイマ3、タイマ4のカウントソースとしてタイマ1又はタイマ2のアンダフロー
　　を選択、かつタイマ２のカウントソースとしてタイマ１アンダフロー信号が
　　選択されているとき、タイマモードレジスタ２のビット６の値に関らずタイマ３、
　　タイマ４のカウントソースもタイマ１のアンダフロー信号となります。
　　また、7470/7477グループでは時計用クロック発生回路を内蔵していないため
　　f(XCIN)を分周したものは使用できません。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名b 機　　　能

A
A

A
A
タイマ3カウント
停止ビット

0

A
AAAAAAAAAA

A
A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A
A
A

1 タイマ3カウントソース
選択ビット

ﾘｾｯﾄ時 R W

○

○

0

0

○

○

タイマ34モードレジスタ(T34M)【00F916番地】

0：カウント動作
1：カウント停止

00：f(XIN)／16又はf(XCIN)／16
01：f(XCIN)
10：タイマ1又はタイマ2の
　　 アンダフロー信号
11：CNTR1端子　　（注）

b2b1

AAAAAAAAAA0：カウント動作
1：カウント停止

3 タイマ4カウント
停止ビット ○0 ○

AAA4 タイマ4カウントソース
選択ビット

○0 ○

タイマ4パルス幅測定
モード選択ビット

6

7

○

○

0

0

○

○
0：ポートP13
1：T1(ﾀｲﾏ4ｱﾝﾀﾞﾌﾛｰの２分周
　　   出力またはＰＷＭ出力)

ポートP13/T1出力選択
ビット

00：タイマ3アンダフロー信号
01：f(XIN)／16又はf(XCIN)／16
10：タイマ1又はタイマ2の
　　アンダフロー信号
11：CNTR1端子　（注）

0：タイマモード
1：外部パルス幅測定モード

b5b4

2

5

　

タイマ34モードレジスタ
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(4) タイマモードレジスタ2（TM2：00FA16番地）

タイマモードレジスタ2は、モード選択及びカウントソース選択を制御するビットで構成されたレジ
スタです。
図1.12.6にタイマモード2レジスタの構成を示します。

図1.12.6 タイマモードレジスタ2の構成

(5) タイマFFレジスタ（TF：00F716番地）

タイマFFレジスタは、矩形波出力モード時の初期値設定を行うビットで構成されたレジスタです。
図1.12.7にタイマFFレジスタの構成を示します。

図1.12.7 タイマFFレジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名b 機　　　能

タイマ1
分周フリップフロップ

0

1 タイマ4
分周フリップフロップ

ﾘｾｯﾄ時 R W

○

○

0

0

○

○

タイマFFレジスタ(TF)【00F716番地】

タイマFFレジスタ

0：初期値0
1：初期値1

0：初期値0
1：初期値1

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

2～7
不定 不定 ×

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名b 機　　　能

A
A

A
A0

A
A
AAAAAAAAAAA

A
AA

A

A
A

A
A

A
A
A
A

A
A

A
A

A
A
A
A

1

ﾘｾｯﾄ時 R W

○

○

0

0

○

○

タイマモードレジスタ2(TM2)【00FA16番地】

0：セット禁止
1：セット許可

AAAAAAAAAAAA0：タイマ１アンダフロー
1：タイマ２アンダフロー

6 ○0 ○

7
○0 ○

タイマ１分周フリップ
フロップセット許可ビット

タイマ４分周フリップ
フロップセット許可ビット

0：セット禁止
1：セット許可

2～5 何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

タイマ３､タイマ４カウント
アンダフロー信号選択ビット

タイマ３､タイマ４機能
選択ビット

0：通常モード
1：ＰＷＭモード

×

タイマモードレジスタ２

不定 不定
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(6) 入力ラッチレジスタ（ILR：00D616番地）

入力ラッチレジスタは、タイマ4がアンダフローしたときのINT0，INT1，CNTR0，CNTR1の各端子
のレベルをラッチするビットで構成されたレジスタです。
図1.12.8に入力ラッチレジスタの構成を示します。

図1.12.8 入力ラッチレジスタの構成

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時

○

入力ラッチレジスタ(ILR)【00D616番地】

○

○

2

P30/INT0ラッチビット

エッジ極性選択レジスタの
　ビット2が“0”のとき：
    CNTR0端子のレベルの反転

エッジ極性選択レジスタの
　ビット2が“1”のとき：
    CNTR0端子のレベル

エッジ極性選択レジスタの
　ビット1が“0”のとき：
    INT1端子のレベルの反転

エッジ極性選択レジスタの
　ビット1が“1”のとき：
    INT1端子のレベル

P31/INT1ラッチビット

エッジ極性選択レジスタの
　ビット0が“0”のとき：
    INT0端子のレベルの反転

エッジ極性選択レジスタの
　ビット0が“1”のとき：
    INT0端子のレベル

P32/CNTR0ラッチビット

P33/CNTR1ラッチビット エッジ極性選択レジスタの
　ビット3が“0”のとき：
    CNTR1端子のレベルの反転

エッジ極性選択レジスタの
　ビット3が“1”のとき：
    CNTR1端子のレベル

1

3

○

入力ラッチレジスタ

不定

不定

不定

不定

WRb

0

不定
4～7

不定 ×

×

×

×

×
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ｎ16 (ｎ-1)16 (ｎ-2)16 　116XX16 FF16　016

(XX+1)16 ｎ16 (ｎ-1)16 (ｎ-2)16

(ｎ-1)16

　116 FF16　016 (ｎ-1)16

タイマへの
書き込み

カウント開始カウント
動作停止

タイマ
カウントソース

タイマの値

タイマ割り込み
要求ビット

カウント
停止ビット

タイマの
読み出し値

リロード

1.12.3 タイマの基本動作説明

タイマへn16を書き込むと同時にタイマラッチの値もn16になります（n：0016～FF16）。タイマがカウン
ト動作を開始すると、

① カウントソースの立ち上がりでタイマの値はn16→（n-1）16→（n-2）16→・・・→116→016→FF16とダウ
ンカウントします。

② タイマの値が“FF16”となった次のカウントソースの立ち上がりで
●タイマラッチの値から1を引いた（n-1）16がタイマにセット（リロード）され、カウントを続けます。
●アンダフローが起こり、タイマ割り込み要求ビットが“1”になります。

注．タイマ割り込み要求ビットは割り込みが受け付けられると“1”から“0”になりますが、ソフトウエアに
よって“0”にすることも可能です。ただし、ソフトウエアによって“1”にすることはできません。

タイマのカウントタイミングを図1.12.9に示します。

図1.12.9 タイマのカウントタイミング



1-80

ハードウエア
1 1.12  タイマ

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

1.12.4 タイマモード/イベントカウンタモード

(1) タイマモードの動作説明

タイマモードの動作を以下に説明します。

① カウント動作の開始
カウント停止ビットを“0”にすることによりカウント動作が開始され、タイマの内容は、カウン
トソースが入力されるごとに1減算されます。

注．リセット解除直後、カウント停止ビットは“0”の状態なのでカウント動作はリセット解除後から
自動的に開始されます。

② リロード動作
タイマがアンダフローすると、タイマラッチの内容から1減算した値がタイマへ転送（リロード）
されます。

③ 割り込み動作
■タイマ割り込み

タイマがアンダフローすると割り込み要求が発生し、割り込み要求ビットが“1”になります。
割り込みの受付は、各タイマの割り込み許可ビットで制御されます。

④ カウント動作の停止
ソフトウエアによってカウント停止ビットに“1”を書き込むと、カウント動作が停止します（“1”
を書き込むまで、カウント動作は継続されます）。

図1.12.10にタイマモードの動作例を示します。
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図1.12.10 タイマモード動作例

タイマモード動作例

･UF : アンダフロー
･RL : リロード
･n : タイマの初期値

カウント周期

カウント周期　T (s)＝1÷カウントソース周波数×(タイマの初期値＋1)

“1”書き込み “0”書き込み

タ
イ
マ
1の

内
容

(n-1)16

FF16
時間

カウント停止RLRLRL

UF

T

A  : タイマ割り込み要求ビットへの“0”書き込みによるクリア、又はタイマ割り込み許可ビットが　　　
      “1”のときタイマ割り込み要求の受付によるクリア。

タイマ1
割り込み許可ビット

ダウンカウント

タイマ１
カウント停止ビット

タイマ１
カウントソース

タイマ1
割り込み要求ビット

A A A A

RL

UF UF UF

カウント再開
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(2) イベントカウンタモードの動作説明

イベントカウンタモードは、タイマ1ではCNTR0端子、タイマ3、タイマ4ではCNTR1端子から入力
される信号がカウントソースになることを除いて、タイマモードと同じ動作をします。
イベントカウンタモードの動作を以下に説明します。

① カウント動作の開始
カウント停止ビットを“0”にすることによりカウント動作が開始され、タイマの内容は、カウン
トソースが入力されるごとに1減算されます。カウントソースの有効エッジは、エッジ極性選択
レジスタ（00D416番地）によって、立ち上がり又は立ち下がりを選択できます。

注．リセット解除直後、カウント停止ビットは“0”の状態なのでカウント動作はリセット解除後から
自動的に開始されますが、カウントソースはCNTR端子入力とはなっていません（タイマモードと
して動作）。

② リロード動作
タイマがアンダフローすると、タイマラッチの内容から1減算した値がタイマへ転送（リロード）
されます。

③ 割り込み動作
■タイマ割り込み

タイマがアンダフローすると、割り込み要求が発生し、割り込み要求ビットが“1”になりま
す。
割り込みの受付は、割り込み許可ビットで制御されます。

■CNTR割り込み
CNTR0又はCNTR1端子から入力されるカウントソースのエッジで、割り込み要求が発生し、
割り込み要求ビットが“1”になります。割り込みの受付は、割り込み許可ビットで制御されま
す。
カウントソースの有効エッジ、及びCNTR0/CNTR1割り込みの選択は、エッジ極性選択レジス
タで行います。

④ カウント動作の停止
ソフトウエアによってカウント停止ビットに“1”を書き込むと、カウント動作が停止します（カウ
ント停止ビットに“1”を書き込むまで、カウント動作は継続されます）。

図1.12.11にイベントカウンタモードの動作例を示します。
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図1.12.11 イベントカウンタモード動作例

時間

CNTR
エッジ選択ビット

CNTR
割り込み許可ビット

タイマ１
割り込み許可ビット

CNTR
割り込み要求ビット　

タイマ１
割り込み要求ビット

“1”書き込み
“0”書き込み

カウントソース
(CNTR0端子)

イベントカウンタモード動作例

･UF : アンダフロー
･RL : リロード
･n : タイマの初期値

カウント周期

カウント周期　T (s)＝1÷カウントソース周波数×(タイマの初期値＋1)

タイマ１
カウント停止ビット

この例は、各CNTR割り込み要求がCNTR割り込み処理ルーチン実行中に発生しない場合とします。

UF UFUF

T

RL RL RL

FF16

(n-1)16

タ
イ
マ
1の

内
容

ダウンカウント

A A A A A A A A A A A A

  A  : タイマ1、CNTR割り込み要求ビットへの“0”書き込みによるクリア、又はタイマ1、CNTR
　　　   割り込み許可ビットが“1”のときタイマ1、CNTR割り込み要求の受付によるクリア。

カウント停止

この例ではCNTR割り込み要求はカウントソースの立ち上がりエッジで発生します。

B

A A A

へB

カウント再開

A
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図1.12.12 タイマモード/イベントカウンタモードの設定方法（1）

(3) タイマモード/イベントカウンタモードの設定方法

タイマ1カウント停止(タイマ1を使用する場合)

タイマ2カウント停止(タイマ2を使用する場合)

手順1　タイマのカウント停止

タイマ12モードレジスタ(T12M) [00F816番地]
b7 b0

1 1

タイマ3カウント停止(タイマ3を使用する場合)

タイマ4カウント停止(タイマ4を使用する場合)

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

1 1

タイマ1カウントソース選択
　0：内部クロック(タイマモード)
　1：CNTR0端子(イベントカウンタモード)
タイマ1内部クロックソース選択(b1=“0”のときのみ有効)
　0：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注2)
　1：f(XCIN) (7470/7477グループでは選択しないでください) (注3)

手順3　タイマモード、イベントカウンタモードの設定

タイマ12モードレジスタ(T12M) [00F816番地]
b7 b0

タイマ2カウントソース選択
　0：内部クロック
　1：タイマ1アンダフロー信号
タイマ2内部クロックソース選択(b5=“0”のときのみ有効)
　00：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16
　01：f(XIN)/64又はf(XCIN)/64
　10：f(XIN)/128又はf(XCIN)/128
　11：f(XIN)/256又はf(XCIN)/256

タイマ3カウントソース選択
　00：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注2)
　01：f(XCIN) (7470/7477グループでは選択しないでください) (注3)
　10：タイマ1又はタイマ2のアンダフロー信号
　11：CNTR1端子(イベントカウンタモード)

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

タイマ4カウントソース選択
　00：タイマ3アンダフロー信号
　01：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注2)
　10：タイマ1又はタイマ2のアンダフロー信号
　11：CNTR1端子(イベントカウンタモード)

CNTR0エッジ極性選択

手順2　イベントカウンタモードの場合、エッジ極性の選択

エッジ極性選択レジスタ(EG) [00D416番地]
b7 b0

CNTR1エッジ極性選択

0：立ち下がりエッジ(入力を反転したものがカウントソースとなります)
1：立ち上がりエッジ(入力そのものがカウントソースとなります)

注1. タイマ34モードレジスタにおいて[b2, b1] = [1, 0]又は[b5, b4] = [1, 0]、かつタイマ2のカウントソースがタイマ1のアンダ
　　フロー信号の場合、タイマモードレジスタ2のb6の値に関わらず、タイマ3又はタイマ4のカウントソースはタイマ1の
　　アンダフロー信号となります。
　2. f(XIN)、f(XCIN)はシステムクロックによって決まります。
 　・システムクロックとしてf(XIN)を選択している場合、f(XIN)を分周したものがカウントソースとなります。
 　・システムクロックとしてf(XCIN)を選択している場合、f(XCIN)を分周したものがカウントソースとなります。
 ただし、7470/7477グループにはXCIN端子がないので、カウントソースとしてf(XCIN)を分周したものを使用できません。
　3. 7471/7478グループにおいてカウントソースとしてf(XCIN)を選択する場合、システムクロックはf(XIN)、f(XCIN)のどちらで
 も使用できます。

タイマモードレジスタ2(TM2) [00FA16番地]
b7 b0

タイマ3、タイマ4カウントアンダフロー信号選択(注1)
　0：タイマ1アンダフロー
　1：タイマ2アンダフロー
タイマ3又はタイマ4を使用する場合、PWM機能 不使用

0

(タイマモード)

(タイマモード)

(注2)

ポートP12は通常の入出力端子として機能

タイマ4：外部パルス幅測定機能 不使用

ポートP13は通常の入出力端子として機能

0

00
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タイマ1カウント開始(タイマ1を使用する場合)

タイマ2カウント開始(タイマ2を使用する場合)

手順5　カウント開始

タイマ12モードレジスタ(T12M) [00F816番地]
b7 b0

0 0

タイマ1のカウント値設定(タイマ1を使用する場合)

手順4　カウント値の設定

タイマ1(T1) [00F016番地]

タイマ2のカウント値設定(タイマ2を使用する場合)

タイマ2(T2) [00F116番地]

タイマ3カウント開始(タイマ3を使用する場合)

タイマ4カウント開始(タイマ4を使用する場合)

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

0 0

タイマ3のカウント値設定(タイマ3を使用する場合)

タイマ3(T3) [00F216番地]

タイマ4のカウント値設定(タイマ4を使用する場合)

タイマ4(T4) [00F316番地]

図1.12.13 タイマモード/イベントカウンタモードの設定方法（2）
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1.12.5 矩形波出力モード

（1） 矩形波出力モードの動作説明

矩形波出力モードはタイマモードと同じ動作をし、さらに矩形波出力の動作を付加したモードで
す。このモードでは、アンダフローするごとに極性の反転するパルスをT0（タイマ1のアンダフロー
信号の2分周）、T1（タイマ4のアンダフロー信号の2分周）端子から出力します。
矩形波出力モードの動作を以下に説明します。

① カウント動作の開始
カウント停止ビットを“0”にすることにより、カウント動作が開始され、タイマの内容は、
カウントソースが入力されるごとに1減算されます。

注．リセット解除直後、カウント停止ビットは“0”の状態なのでカウント動作はリセット解除後から
自動的に開始されますが、矩形波は出力されません。

② リロード動作
タイマがアンダフローすると、タイマラッチの内容から1減算した値がタイマへ転送（リロード）
されます。

③ 矩形波出力
●タイマがアンダフローするごとに、極性の反転するパルスをT0又はT1端子から出力します。
●矩形波出力開始時のレベルを、各分周フリップフロップで“H”又は“L”に選択できます。
●矩形波出力はタイマ12モードレジスタ又はタイマ34モードレジスタで、T0又はT1端子出力を
選択したときから開始されます。

④割り込み動作
■タイマ割り込み

タイマがアンダフローすると割り込み要求が発生し、割り込み要求ビットが“1”になります。
割り込みの受付は、割り込み許可ビットで制御されます。

⑤ カウント動作の停止
　 ソフトウエアによってカウント停止ビットに“1”を書き込むと、カウント動作が停止します
（カウント停止ビットに“1”を書き込むまで、カウント動作は継続されます）。

図1.12.14に矩形波出力モードの動作例を示します。
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図1.12.14 矩形波出力モード動作例

カウント停止

タ
イ
マ
1の

内
容

(n-1)16

FF16
時間

RL

“1”書き込み “0”書き込み

矩形波出力モード動作例

･UF : アンダフロー
･RL : リロード
･n : タイマの初期値

カウント周期

カウント周期　T (s)＝1÷カウントソース周波数×(タイマの初期値＋1)

RLRLRL

UF

T

Ｔ0端子
AAAAA
AAAAA

T0出力選択

  A  : タイマ1割り込み要求ビットへの“0”書き込みによるクリア、又はタイマ1割り込み許可ビットが
　　  “1”のときタイマ1割り込み要求の受付によるクリア。

AA A A

タイマ１
カウント停止ビット

出力ポートに
　　設定

ダウンカウント

タイマ１
カウントソース

タイマ１
割り込み要求ビット

タイマ１
割り込み許可ビット

UF UF UF

タイマＦＦレジスタ　　
ビット０

初期値“０”

カウント再開
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図1.12.15 矩形波出力モードの設定方法（1）

（2） 矩形波出力モードの設定方法

CNTR0エッジ極性選択

手順3　カウントソースとしてCNTR端子入力を使用する場合、エッジ極性の選択

エッジ極性選択レジスタ(EG) [00D416番地]
b7 b0

CNTR1エッジ極性選択

0：立ち下がりエッジ(入力を反転したものがカウントソースとなります)
1：立ち上がりエッジ(入力そのものがカウントソースとなります)

手順2　T端子と兼用のポートを出力モードに設定(注1)

ポートP1方向レジスタ(P1D) [00C316番地]
b7 b0

P13出力モード(T1出力を使用する場合)

注1. T端子の出力レベルに注意してください。

タイマモードレジスタ2(TM2) [00FA16番地]
b7 b0

タイマ3、タイマ4カウントアンダフロー信号選択(注2)
　0：タイマ1アンダフロー
　1：タイマ2アンダフロー
タイマ3、タイマ4：PWM機能 不使用

0 1

タイマ4分周フリップフロップセット許可(T1出力を使用する場合)

タイマ1カウント停止(タイマ1を使用する場合)

タイマ2カウント停止(タイマ2を使用する場合)

手順1　タイマのカウント停止

タイマ12モードレジスタ(T12M) [00F816番地]
b7 b0

1 1

タイマ3カウント停止(タイマ3を使用する場合)

タイマ4カウント停止(タイマ4を使用する場合)

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

1 1

タイマ1カウントソース選択
　0：内部クロック(タイマモード)
　1：CNTR0端子(イベントカウンタモード)
タイマ1内部クロックソース選択(b1=“0”のときのみ有効)
　0：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注4)
　1：f(XCIN) (7470/7477グループでは選択しないでください) (注5)

手順4　矩形波出力モードの設定

タイマ12モードレジスタ(T12M) [00F816番地]
b7 b0

タイマ2カウントソース選択
　0：内部クロック
　1：タイマ1アンダフロー信号
タイマ2内部クロックソース選択(b5=“0”のときのみ有効)
　00：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16
　01：f(XIN)/64又はf(XCIN)/64
　10：f(XIN)/128又はf(XCIN)/128
　11：f(XIN)/256又はf(XCIN)/256

(注4)

1

P12出力モード(T0出力を使用する場合)

1

1

タイマ1分周フリップフロップセット許可(T0出力を使用する場合)

T0端子出力レベルの初期値設定(T0出力を使用する場合)

タイマFFレジスタ(TF) [00F716番地]
b7 b0

0：初期値“0”
1：初期値“1”T1端子出力レベルの初期値設定(T1出力を使用する場合)

ポートP12はT0出力端子として機能

1



1-89

ハードウエア
1 1. 12  タイマ

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

図1.12.16 矩形波出力モードの設定方法（2）

注2. タイマ34モードレジスタにおいて[b2, b1] = [1, 0]又は[b5, b4] = [1, 0]、かつタイマ2のカウントソースがタイマ1のアンダ
　　フロー信号の場合、タイマモードレジスタ2のb6の値に関わらず、タイマ3又はタイマ4のカウントソースはタイマ1の
　　アンダフロー信号となります。
　3. タイマFFレジスタの設定は、タイマレジスタ2を設定してから行ってください。
　4. f(XIN)、f(XCIN)はシステムクロックによって決まります。
 　・システムクロックとしてf(XIN)を選択している場合、f(XIN)を分周したものがカウントソースとなります。
 　・システムクロックとしてf(XCIN)を選択している場合、f(XCIN)を分周したものがカウントソースとなります。
 ただし、7470/7477グループにはXCIN端子がないので、カウントソースとしてf(XCIN)を分周したものを使用できません。
　5. 7471/7478グループにおいてカウントソースとしてf(XCIN)を選択する場合、システムクロックはf(XIN)、f(XCIN)のどちらで
 も使用できます。

タイマ3カウントソース選択
　00：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注4)
　01：f(XCIN) (7470/7477グループでは選択しないでください) (注5)
　10：タイマ1又はタイマ2のアンダフロー信号
　11：CNTR1端子(イベントカウンタモード)

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

タイマ4カウントソース選択
　00：タイマ3アンダフロー信号
　01：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注4)
　10：タイマ1又はタイマ2のアンダフロー信号
　11：CNTR1端子(イベントカウンタモード)

(タイマモード)

(タイマモード)

タイマ4：外部パルス幅測定機能 不使用

ポートP13はT1出力端子として機能

01

タイマ1カウント開始(タイマ1を使用する場合)

タイマ2カウント開始(タイマ2を使用する場合)

手順6　カウント開始

タイマ12モードレジスタ(T12M) [00F816番地]
b7 b0

0 0

タイマ1のカウント値設定(タイマ1を使用する場合)

手順5　カウント値の設定

タイマ1(T1) [00F016番地]

タイマ2のカウント値設定(タイマ2を使用する場合)

タイマ2(T2) [00F116番地]

タイマ3カウント開始(タイマ3を使用する場合)

タイマ4カウント開始(タイマ4を使用する場合)

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

0 0

タイマ3のカウント値設定(タイマ3を使用する場合)

タイマ3(T3) [00F216番地]

タイマ4のカウント値設定(タイマ4を使用する場合)

タイマ4(T4) [00F316番地]
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1.12.6 外部パルス幅測定モード

（1） 外部パルス幅測定モードの動作説明

外部パルス幅測定モードは、CNTR0又はCNTR1端子から入力されるパルス幅（“H”又は“L”レベル）
を測定するモードです。
外部パルス幅測定モードの動作を以下に説明します。

① カウント動作
カウント停止ビットを“0”にすることにより、カウント動作が開始され、タイマの内容は、カウ
ントソースが入力されるごとに1減算されます。

注．リセット解除直後、カウント停止ビットは“0”の状態なのでカウント動作が行われますが、カウン
トソースはCNTR端子入力とはなっていません。また、このとき外部パルス幅測定モードにはなっ
ていません。

② リロード動作
　 タイマがアンダフローすると、タイマラッチの内容から1減算した値がタイマへ転送（リロード）
されます。

③ 外部パルス幅測定　
●エッジ極性選択レジスタによって、パルスを測定する期間として“H”又は“L”レベルを選択
できます。
●タイマの初期値と、カウント停止時のカウンタ値の差が、測定したパルス幅になります。
●カウント値の読み出しによるリロード動作は自動的には行われませんので、測定を続けて行う
場合は、ソフトウエアであらためて初期値を設定してください。

④ 割り込み動作
■タイマ割り込み

タイマがアンダフローすると割り込み要求が発生し、割り込み要求ビットが“1”になります。
割り込みの受付は、割り込み許可ビットで制御されます。

■CNTR割り込み
CNTR0又はCNTR1端子から入力されるパルスのエッジで、割り込み要求が発生し、割り込み
要求ビットが“1”になります。割り込みの受付は、割り込み許可ビットで制御されます。
パルスの有効エッジ、及びCNTR0/CNTR1割り込みの選択はエッジ極性選択レジスタで行いま
す。

⑤ カウント動作の終了
CNTR端子入力の立ち下がりエッジ（“H”レベルのパルス幅測定時）又は立ち上がりエッジ（“L”
レベルのパルス幅測定時）により、カウント動作は終了します。また、ソフトウエアによるカウン
ト停止ビットへの“1”の書き込みによっても終了します。

図1.12.17に外部パルス幅測定モードの動作例を示します。
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図1.12.17 外部パルス幅測定モード動作例

タ
イ
マ
4の

内
容

m16

FF16
時間

外部パルス幅測定モード動作例

･n : タイマの初期値
･m: カウント停止時のカウント値

パルス幅

パルス幅　H (s)＝1÷カウントソース周波数×(タイマの初期値－カウント停止時のカウント値)

H

カウント開始

CNTR0端子

n16

タイマへ
　初期値を設定

タイマへ
初期値を設定

H

A

A  : CNTR割り込み要求ビットへの“0”書き込みによるクリア、又はCNTR割り込み許可ビットが　　　
　   “1”のときCNTR割り込み要求の受付によるクリア。
＊　CNTR0エッジ選択ビットが“0”の場合は、入力パルスの“H”レベル幅を測定します。

CNTR
割り込み許可ビット

タイマ４
カウント停止ビット

CNTR0
エッジ選択ビット

カウント停止

カウント開始

タイマ４
割り込み許可ビット

タイマ４
カウントソース

タイマ4
割り込み要求ビット

CNTR
割り込み要求ビット
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（2） 外部パルス幅測定モードの設定方法

図1.12.18 外部パルス幅測定モードの設定方法（1）

タイマ1カウント停止(タイマ1を使用する場合)

タイマ2カウント停止(タイマ2を設定する場合)

手順1　タイマのカウント停止

タイマ12モードレジスタ(T12M) [00F816番地]
b7 b0

1 1

タイマ3カウント停止(タイマ3を使用する場合)

タイマ4カウント停止

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

1 1

タイマ1カウントソース選択
　0：内部クロック(タイマモード)
　1：CNTR0端子(イベントカウンタモード) (注2)
タイマ1内部クロックソース選択(b1=“0”のときのみ有効)
　0：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注3)
　1：f(XCIN) (7470/7477グループでは選択しないでください) (注4)

手順3　外部パルス幅測定モードの設定

タイマ12モードレジスタ(T12M) [00F816番地]
b7 b0

タイマ2カウントソース選択
　0：内部クロック
　1：タイマ1アンダフロー信号
タイマ2内部クロックソース選択(b5=“0”のときのみ有効)
　00：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16
　01：f(XIN)/64又はf(XCIN)/64
　10：f(XIN)/128又はf(XCIN)/128
　11：f(XIN)/256又はf(XCIN)/256

タイマ3カウントソース選択
　00：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注3)
　01：f(XCIN) (7470/7477グループでは選択しないでください) (注4)
　10：タイマ1又はタイマ2のアンダフロー信号
　11：CNTR1端子(イベントカウンタモード) (注2)

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

タイマ4カウントソース選択
　00：タイマ3アンダフロー信号
　01：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注3)
　10：タイマ1又はタイマ2のアンダフロー信号
　11：CNTR1端子(イベントカウンタモード) (注2)

CNTR0エッジ極性選択

手順2　CNTR端子入力に関する設定

エッジ極性選択レジスタ(EG) [00D416番地]
b7 b0

CNTR1エッジ極性選択

CNTR端子入力をカウントソースとして使用する場合
　　0：CNTR端子入力を反転したものがカウントソースとなります
　　1：CNTR端子入力そのものがカウントソースとなります
CNTR端子入力のパルス幅を測定する場合
　　0：CNTR端子入力の“H”幅測定
　　1：CNTR端子入力の“L”幅測定

注1. タイマ34モードレジスタにおいて[b2, b1] = [1, 0]又は[b5, b4] = [1, 0]、かつタイマ2のカウントソースがタイマ1のアンダ
　　フロー信号の場合、タイマモードレジスタ2のb6の値に関わらず、タイマ3又はタイマ4のカウントソースはタイマ1の
　　アンダフロー信号となります。
　2. パルス幅を測定するCNTR端子入力をカウントソースとして使用しないでください。
　3. f(XIN)、f(XCIN)はシステムクロックによって決まります。
 　・システムクロックとしてf(XIN)を選択している場合、f(XIN)を分周したものがカウントソースとなります。
 　・システムクロックとしてf(XCIN)を選択している場合、f(XCIN)を分周したものがカウントソースとなります。
 ただし、7470/7477グループにはXCIN端子がないので、カウントソースとしてf(XCIN)を分周したものを使用できません。
　4. 7471/7478グループにおいてカウントソースとしてf(XCIN)を選択する場合、システムクロックはf(XIN)、f(XCIN)のどちらで
 も使用できます。

タイマモードレジスタ2(TM2) [00FA16番地]
b7 b0

タイマ3、タイマ4カウントアンダフロー信号選択(注1)
　0：タイマ1アンダフロー
　1：タイマ2アンダフロー
タイマ3、タイマ4：PWM機能 不使用

0

(タイマモード)

(タイマモード)

(注3)

ポートP12は通常の入出力端子として機能

タイマ4：外部パルス幅測定機能 使用

ポートP13は通常の入出力端子として機能

0

10

CNTR0/CNTR1割り込み選択(外部パルス幅を測定するCNTR端子入力の選択)
　0：CNTR0端子入力
　1：CNTR1端子入力
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図1.12.19 外部パルス幅測定モードの設定方法（2）

タイマ1カウント開始(タイマ1を使用する場合)

タイマ2カウント開始(タイマ2を使用する場合)

手順5　カウント開始

タイマ12モードレジスタ(T12M) [00F816番地]
b7 b0

0 0

タイマ1のカウント値設定(タイマ1を使用する場合)

手順4　カウント値の設定

タイマ1(T1) [00F016番地]

タイマ2のカウント値設定(タイマ2を使用する場合)

タイマ2(T2) [00F116番地]

タイマ3カウント開始(タイマ3を使用する場合)

タイマ4カウント開始

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

0 0

タイマ3のカウント値設定(タイマ3を使用する場合)

タイマ3(T3) [00F216番地]

タイマ4のカウント値設定

タイマ4(T4) [00F316番地]
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1.12.7 PWMモード

(1) PWMモードの動作説明

PWMモードはタイマ3とタイマ4を使用し、T1端子からPWM波形を出力します。
PWMモードの動作を以下に説明します。

① カウント動作の開始
カウント停止ビットを“0”にすることにより、カウント動作が開始され、タイマの内容は、カウ
ントソースが入力されるごとに1減算されます。

注．リセット解除直後、カウント停止ビットは“0”の状態なのでカウント動作は、リセット解除後から
自動的に開始されますが、PWMモードになっていないのでPWM波形は出力されません。

② リロード動作
タイマがアンダフローすると、タイマラッチの内容から1減算した値がタイマへ転送（リロード）
されます。

③ PWM出力
PWMモードでは、以下のような動作をします。

①PWMモードに入ると
・PWM波形が“L”から開始する
・タイマ3：カウントソースをカウント
・タイマ4：停止

② タイマ3がアンダフローすると
・PWM波形は“H”になる
・タイマ3：停止
・タイマ4：カウントソースをカウント

③ タイマ4がアンダフローすると
・PWM波形は“L”になる
・タイマ3：カウントソースをカウント
・タイマ4：停止

PWM波形の“L”の幅はタイマ3で設定され、“H”の幅はタイマ4で設定されます。

④ 割り込み動作
■タイマ割り込み

タイマがアンダフローするとき割り込み要求が発生し、割り込み要求ビットが“1”になりま
す。割り込みの受付は、割り込み許可ビットで制御されます。

⑤ カウント動作の停止
ソフトウエアによってカウント停止ビットに“1”を書き込むと、カウント動作が停止します（カウ
ント停止ビットに“1”を書き込むまで、カウント動作は継続されます）。

図1.12.20にPWM出力モードの動作例を示します。

繰

り

返

し
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図1.12.20 PWM出力モード動作例

カウント周期

タイマ4カウント周期　T4(s)＝1÷タイマ４カウントソース周波数×(タイマ4の初期値＋1)

PWMモード動作例

･UF : アンダフロー
･RL : リロード
･n : タイマ3の初期値
･m: タイマ4の初期値

タ
イ
マ
4の

内
容

(m-1)16

FF16
T4

タイマ4
カウント停止ビット

Ｔ1端子

時間

タ
イ
マ
3の

内
容

FF16
T3

タイマ3
カウントソース

タイマ３
割り込み要求ビット

タイマ３
割り込み許可ビット

タイマ４
割り込み要求ビット

タイマ４
割り込み許可ビット

タイマ4
カウントソース

タイマ3カウント周期　T3(s)＝1÷タイマ３カウントソース周波数×(タイマ3の初期値＋1)

AAAA
AAAA

出力ポートに
　　設定　

PWM出力
モード選択

T3

T4

UF UF

AA

A A

A

B

C

RL

RLRL

(n-1)16

時間

カウント停止

B へ

C へ

B 'へ

“0”
書き込み

“1”
書き込み

UF UF UF

B "へ

C 'へ

B ' B "

C '

B ' B "C '

RL

RL

(注) (注)

(注) (注) カウント再開

A ：タイマ3、タイマ4割り込み要求ビットへの“0”書き込みによるクリア、又は
　タイマ3、タイマ４割り込み許可ビットが“1”のとき割り込み要求の受付によるクリア。

注．タイマ3、タイマ4は、それぞれのアンダフローの時点から他方のアンダフローの時点まで

　　カウントソースを受け付けません。タイマの読み出し値はカウントソースの立ち下がりで

　　変化するため、その期間の読み出し値は“FF16”のままです。
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（2） PWMモードの設定方法

図1.12.21 PWMモードの設定方法（1）

注2. f(XIN)、f(XCIN)はシステムクロックによって決まります。
 　・システムクロックとしてf(XIN)を選択している場合、f(XIN)を分周したものがカウントソースとなります。
 　・システムクロックとしてf(XCIN)を選択している場合、f(XCIN)を分周したものがカウントソースとなります。
 ただし、7470/7477グループにはXCIN端子がないので、カウントソースとしてf(XCIN)を分周したものを使用できません。
　3. 7471/7478グループにおいてカウントソースとしてf(XCIN)を選択する場合、システムクロックはf(XIN)、f(XCIN)のどちらで
 も使用できます。
　4. タイマ34モードレジスタにおいて[b2, b1] = [1, 0]又は[b5, b4] = [1, 0]、かつタイマ2のカウントソースがタイマ1のアンダ
　　フロー信号の場合、タイマモードレジスタ2のb6の値に関わらず、タイマ3又はタイマ4のカウントソースはタイマ1の
　　アンダフロー信号となります。
　5. PWMモード機能を選択すると、T1端子出力レベルは“L”に初期化されます。

CNTR0エッジ極性選択

手順3　カウントソースとしてCNTR端子入力を使用する場合、エッジ極性の選択

エッジ極性選択レジスタ(EG) [00D416番地]
b7 b0

CNTR1エッジ極性選択
0：立ち下がりエッジ(入力を反転したものがカウントソースとなります)
1：立ち上がりエッジ(入力そのものがカウントソースとなります)

手順2　T端子と兼用のポートを出力モードに設定(注1)

ポートP1方向レジスタ(P1D) [00C316番地]
b7 b0

P13出力モード

注1. CNTR端子の出力レベルに注意してください。

タイマモードレジスタ2(TM2) [00FA16番地]
b7 b0

タイマ3、タイマ4カウントアンダフロー信号選択(注4)
　0：タイマ1アンダフロー
　1：タイマ2アンダフロー
タイマ3、タイマ4：PWM機能 使用(注5)

1 0

タイマ4分周フリップフロップセット禁止

タイマ1カウント停止(タイマ1を使用する場合)

タイマ2カウント停止(タイマ2を設定する場合)

手順1　タイマのカウント停止

タイマ12モードレジスタ(T12M) [00F816番地]
b7 b0

1 1

タイマ3カウント停止

タイマ4カウント停止

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

1 1

タイマ1カウントソース選択
　0：内部クロック(タイマモード)
　1：CNTR0端子(イベントカウンタモード)
タイマ1内部クロックソース選択(b1=“0”のときのみ有効)
　0：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注2)
　1：f(XCIN) (7470/7477グループでは選択しないでください) (注3)

手順4　PWMモードの設定

タイマ12モードレジスタ(T12M) [00F816番地]
b7 b0

タイマ2カウントソース選択
　0：内部クロック
　1：タイマ1アンダフロー信号
タイマ2内部クロックソース選択(b5=“0”のときのみ有効)
　00：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16
　01：f(XIN)/64又はf(XCIN)/64
　10：f(XIN)/128又はf(XCIN)/128
　11：f(XIN)/256又はf(XCIN)/256

タイマ3カウントソース選択
　00：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注2)
　01：f(XCIN) (7470/7477グループでは選択しないでください) (注3)
　10：タイマ1又はタイマ2のアンダフロー信号
　11：CNTR1端子(イベントカウンタモード)

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

タイマ4カウントソース選択
　00：使用しないでください
　01：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注2)
　10：タイマ1又はタイマ2のアンダフロー信号
　11：CNTR1端子(イベントカウンタモード)

(タイマモード)

(タイマモード)

(注2)

タイマ4：外部パルス幅測定機能 不使用

ポートP13はT1出力端子として機能

01

1

0 0
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タイマ1カウント開始(タイマ1を使用する場合)

タイマ2カウント開始(タイマ2を使用する場合)

手順6　カウント開始

タイマ12モードレジスタ(T12M) [00F816番地]
b7 b0

0 0

タイマ1のカウント値設定(タイマ1を使用する場合)

手順5　カウント値の設定

タイマ1(T1) [00F016番地]

タイマ2のカウント値設定(タイマ2を使用する場合)

タイマ2(T2) [00F116番地]

タイマ3カウント開始

タイマ4カウント開始

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

0 0

タイマ3のカウント値設定

タイマ3(T3) [00F216番地]

タイマ4のカウント値設定

タイマ4(T4) [00F316番地]

図1.12.22 PWMモードの設定方法（2）
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1.12.8 入力ラッチ機能

タイマ4がアンダフローしたとき、INT0， INT1，CNTR0， CNTR1の各端子のレベルを入力ラッチレジ
スタにラッチする機能があります。この機能を使うことによりタイマ4がアンダフローした瞬間の各端子
のレベルを正確に知ることができます。
各端子の極性をエッジ極性選択レジスタによって選択することにより、それぞれの端子のレベル又は
レベルの反転したものが入力ラッチレジスタにラッチされます。
入力ラッチに関するエッジ極性選択レジスタの設定を表1.12.23に示します。

図1.12.23 入力ラッチ機能の設定方法

INT0エッジ極性選択

エッジ極性選択レジスタ(EG) [00D416番地]
b7 b0

INT1エッジ極性選択 0：各端子の入力レベルをラッチ
1：各端子の入力レベルを反転したものをラッチCNTR0エッジ極性選択

CNTR1エッジ極性選択
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1.12.9 タイマ及びタイマラッチの内容更新

タイマに対してデータの書き込みを行うと、タイマ及びタイマラッチの内容が更新されます。

■タイマ1、タイマ2

タイマに対してデータの書き込みを行うと、書き込むデータがタイマ及びタイマラッチへ設定され
ます。したがって、カウント中のタイマに対してデータの書き込みを行ったときのカウント周期は
不定となります。

図1.12.24にタイマ1、タイマ2及びタイマラッチの更新例を示します。

図1.12.24 タイマ1、タイマ2及びタイマラッチの更新例

タ
イ
マ
１
の
内
容

タイマ1割り込み
要求ビット

(n-1)16

FF16
時間

タイマ1割り込み
許可ビット

タイマの更新例

･UF : アンダフロー
･RL : リロード
･n   : 更新前のタイマ１初期値
･m  : 更新後のタイマ１初期値

RL

RLRL

UF

不正なカウント周期

タイマ1へ“m16”書き込
み

(m-1)16

A A A

A  : 

UF UF

m16

タイマ1割り込み要求ビットへの“0”書き込みによるクリア、又はタイマ1割り込み許可ビットが“1”のとき　　 　
タイマ1割り込み要求の受付によるクリア。
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図1.12.25 PWMモード時のタイマ3、タイマ4及びタイマラッチの更新例

■タイマ3、タイマ4

●PWMモード時
カウント動作中のタイマ(T1端子から“L”出力中はタイマ3、“H”出力中はタイマ4)に対してデー
タの書き込みを行うと、書き込むデータはタイマラッチにのみ設定され、タイマには設定されませ
ん(下図①参照)。その後、タイマがアンダフローするとタイマラッチの値から1減算した値がタイ
マに設定されます。カウント動作中のタイマをカウント停止ビットで停止させてからデータを書き
込む場合も同様です(下図④参照)。
停止中のタイマ(T1端子から“L”出力中はタイマ4、“H”出力中はタイマ3)に対してデータの書き
込みを行うと、書き込むデータはタイマとタイマラッチの両方に設定されます(下図③参照)。停止
中のタイマのカウント停止ビットが“1”(カウント停止)の状態で、他方のタイマがアンダフローし
てから書き込む場合、T1端子の出力レベルは反転しますが、書き込むデータはタイマとタイマラッ
チの両方に設定されます(下図②参照)。

●PWMモード時以外
前項目「タイマ1、タイマ2」と同じ動作をします。

図1.12.25にPWMモード時のタイマ3、タイマ4及びタイマラッチの更新例を示します。

PWMモード時の更新例

T1端子

・UF ：アンダフロー
・RL ：リロード

・l ：更新前のタイマ3初期値
・m ：1回目更新後のタイマ3初期値
・n ：2回目更新後のタイマ3初期値

・h ：更新前のタイマ4初期値
・i ：1回目更新後のタイマ4初期値
・j ：2回目更新後のタイマ4初期値

タ
イ
マ
3の

内
容

タイマ3カウント
停止ビット

(l－1)16

(m－1)16

(n－1)16
n16

FF16

0016

RL

RL

RL

UF UF

UF

タイマ3へ
“n16”
書き込み

タイマ3へ
“m16”
書き込み

“1”書き込み
タイマ3

カウント停止

“0”書き込み
タイマ3

カウント開始

タ
イ
マ
4の

内
容

タイマ4カウント
停止ビット

FF16

(h－1)16

(i－1)16
i16

(j－1)16

0016

RL

RL

RL

UF
UF

UF

タイマ4へ
“i16”
書き込み

タイマ4へ
“j16”
書き込み

“0”書き込み
タイマ4

カウント開始

“1”書き込み
タイマ4

カウント停止

1 2

3 4

(注1) (注2)

(注2) (注1)

注1．書き込むデータはタイマラッチにのみ設定され、タイマには設定されません。
　2．書き込むデータはタイマとタイマラッチの両方に設定されます。
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1.12.10 タイマに関する注意事項

(1) リセット時には、タイマ1、タイマ2の内容は不定、タイマ3の内容は“FF16”、タイマ4の内容は“0716”
です。また、タイマ12モードレジスタ（T12M：00F816番地）、タイマ34モードレジスタ（T34M：
00F916番地）の内容が“0016”となり、各タイマはカウント動作を行いますので注意してください。

(2) タイマの値と読み出し値の変化するタイミングは図1.12.26に示すような関係にあります。タイマの値
はカウントソースの立ち上がりで変化しますが、読み出し値はカウントソースの立ち下がりで変化しま
す。したがってタイマを読み出したとき、実際のタイマの値に対して＋1異なる場合があります。

0116 0016 FF16 9816 9716

0216 0116 0016 FF16 9816 9716

例：タイマ１へ“9916”を書き込む。

タイマカウントソース

タイマの値

タイマの読み出し値

割り込み要求ビット

図1.12.26 タイマの値と読み出し値の変化するタイミング

(3) タイマのカウントソースとしてCNTR端子入力を使用する場合、

CNTR端子入力の周波数　≦　f(XIN)/4

としてください。
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(4)8ビットタイマ2本を直列に接続した場合のタイマの値と読み出し値の変化するタイミングを、タイ
マ1とタイマ2を接続した場合を例にして示すと図1.12.27の通りです（タイマ1と2を接続、タイマ
1設定値＝2、タイマ2設定値＝1の場合）。
タイマ2のカウントソースはタイマ1のアンダフロー信号となります。この場合、タイマ2の読み
出し値は、カウントソースの立ち下がりで変化します。
また、タイマ1とタイマ2を続けて読み、16ビットのカウンタとした場合、タイマ2のカウント
ソースはタイマ1のカウントソースの立ち下がりエッジで変化するため、A区間とB区間の区別がつ
かなくなります。同様にC区間とD区間の区別もつかなくなります。

1

2

0 FF

1 0 FF

1 0 FF

1 0 FF

1 0 FF

1 0 FF

1 0

1 0

A B C D

ﾀｲﾏ1へ書き込み

ﾀｲﾏ2へ書き込み

ﾀｲﾏ1ｶｳﾝﾄｿｰｽ

ﾀｲﾏ1の値

ﾀｲﾏ1読み出し値

ﾀｲﾏ1割り込み要求

ﾀｲﾏ2ｶｳﾝﾄｿｰｽ

ﾀｲﾏ2の値

ﾀｲﾏ2読み出し値

ﾀｲﾏ2割り込み要求

0

1

FF 0

0 FF

FF

0

図1.12.27 タイマ2本を直列に接続した場合のタイマの値と読み出し値の変化するタイミング
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1.13  シリアル I/O

1.13 シリアルI/O

シリアルI/Oは8ビットデータを直列に送信又は受信することができます。
7470/7471/7477/7478グループでは、
●7470/7471グループはクロック同期形のみ
●7477/7478グループはクロック同期形・非同期形（UART）の選択可能
となっており、それぞれ回路構成、使用レジスタ等が異なります。
この節では、「1.13A　7470/7471グループ編」、「1.13B　7477/7478グループ編」として各々を説明しま
す。
シリアルI/O比較表を表1.13.1に示します。

表1.13.1 シリアルI/O比較表

○
×
○
○
○

○
○
○
×
×

7470/7471グループ 7477/7478グループ
シリアルI/O
送受信方法
SRDY信号出力＊1

SARDY信号出力＊1

バイト指定モード＊2

＊1「SRDY信号・SARDY信号」：シリアルI/O転送準備ができたことを示す信号
＊2「バイト指定モード」 ：送受信される複数バイトのデータのうち特定サイクルの1バイトデータを送受信

するモード

クロック同期形
クロック非同期形
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1.13A シリアルI/O (7470/7471グループ)

シリアルI/Oはクロック同期形を使用できます。
クロック制御回路によって得られる8個のシフトクロックを、送受信するための同期クロックに使用し
ます。このシフトクロックに同期して、送信側の送信動作と受信側の受信動作が同時に実行されます。

●送信側では、シフトクロックの立ち下がりに同期して、P15/SOUT端子から1ビットずつデータが送信さ
れます。

●受信側では、シフトクロックの立ち上がりに同期して、P14/SIN端子から1ビットずつデータが受信され
ます。

■通信方式

通信方式は半二重データ通信、又は全二重データ通信が可能です。

■同期クロック

シリアルI/Oモードレジスタ（SM：00DC16番地）のビット2により、同期クロックとして内部クロッ
ク又は外部クロックを選択できます。

●内部クロックを選択した場合の同期クロックを以下に示します。
・f(XIN)/8
・f(XIN)/16
・f(XIN)/32
・f(XIN)/512

・f(XCIN)/8
・f(XCIN)/16
・f(XCIN)/32
・f(XCIN)/512

注1．7470グループではf(XCIN)は使用できません。
2．XCINの分周を選択する場合には、CPUモードレジスタのビット7でシステムクロックを低速モー
ドにします。

● 外部クロックを選択した場合の同期クロックは、P16/CLK端子からの外部クロック入力となりま
す。

　
外部クロック選択時の注意
● シリアルI/Oレジスタにデータを書き込む場合は、同期クロックが“H”の状態で行ってください。
● シリアルI/Oのシフト動作は、同期クロックがシリアルI/Oの回路に入力されている間続けられま
す。外部クロックを選択した場合には、同期クロックを8回で停止してください（内部クロックを
選択している場合は、自動的に停止します）。

● 外部クロック源として使用するパルスの“H”及び“L”の幅（TWH，TWL）をTWH，TWL［s］≧2/（システ
ムクロックの周波数［Hz］）としてください。
例えばシステムクロックが8MHzの場合、2MHz以下のクロック（デューティ比50%）を使用してく
ださい。

システムクロックがf(XIN)の場合

システムクロックがf(XCIN)の場合
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■シフトクロック

通常、2つのマイクロコンピュータ間でクロック同期転送を行う場合、一方のマイクロコンピュータ
では内部クロックを選択し、シリアルI/Oレジスタへの書き込みによって発生した8個のシフトクロッ
クパルスをP16/CLK端子から出力します。他方のマイクロコンピュータでは外部クロックを選択し、
CLK端子から入力したクロックを同期クロックとします。

■SRDY信号、SARDY信号

シリアルI/Oでは、SRDY信号、SARDY信号を出力することによりシリアルI/O転送準備ができたこと
を外部に知らせることができます。

1.13A.1 シリアルI/Oのブロック図 (7470/7471グループ)

シリアルI/O ブロック図を図1.13A.1に示します。

図1.13A.1 シリアル I/O ブロック図

シリアルI/O
割り込み要求

1/2

1/2
1/4

CM7

カウンタ

XCIN

XIN

1/2 1/4 1/64
SM1

SM0SM2
同期回路SM5

SARDY

SRDY

CLK 入力

シリアルI/Oカウンタ(3)

バイトカウンタ(4)

SM6

データバス

シリアルI/Oレジスタ(8)

S

R

CLK 出力

SIN

SOUT

SRDY

(00DE16番地）

(00DE16番地）

(00DD16番地）

＊

＊　7470グループにはXCIN端子はありません。

Q
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1.13A  シリアル I/O（7470/7471グループ）

1.13A.2 シリアルI/Oの関連レジスタ (7470/7471グループ)

図1.13A.2に7470/7471グループのシリアルI/O関連レジスタのメモリ配置を示します。

番地

割り込み要求レジスタ1(IR1)

割り込み制御レジスタ1(IE1)

00FC16

00FD16

00FE16

00FF16

ｼﾘｱﾙI/Oｶｳﾝﾀ　　　　　ﾊﾞｲﾄｶｳﾝﾀ 

シリアルＩ／Ｏモードレジスタ(SM)00DC16

00DD16

00DE16

シリアルＩ／Ｏレジスタ(SIO)

図1.13A.2 シリアルI/O関連レジスタのメモリ配置（7470/7471グループ）

(1) シリアルI/Oレジスタ（SIO：00DD16番地）

シリアルI/Oレジスタは、シリアルI/O送信データを書き込む、又は受信データを読み出すレジスタ
です。

●データを送信する場合は、送信データをこのレジスタに書き込みます。
●受信したデータは、このレジスタを読み出すことによって得られます。

シリアルI/Oレジスタの構成を図1.13A.3に示します。

図1.13A.3 シリアルI/Oレジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/Oレジスタ(SIO) 【00DD16番地】

b 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

シリアルI/Oレジスタ

0～7 送信データとして“0016”～“FF16”の値を設定
できます。
送信時は最下位ビットから1ビットずつデータを
送り出します。
受信時は最上位ビットから1ビットずつデータを
受け取ります。

不定 ○ ○

送信時：

受信時：
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(2) シリアルI/Oカウンタ、バイトカウンタ（00DE16番地）

シリアルI/Oカウンタとバイトカウンタは同じアドレスに配置されています。

●シリアルI/Oカウンタ（ビット4～ビット6）
シリアルI/Oカウンタは、シリアルI/Oレジスタへの書き込みによって“7”に設定され、シリアル

I/Oの同期クロックを8回カウントします。シリアルI/Oカウンタは読み出し専用となっており、バ
イトカウンタへ書き込みを行っても影響を受けません。

●バイトカウンタ（ビット0～ビット3）
シリアルI/Oのバイト指定モード時、バイトカウンタに書き込まれた値は同期クロックの8サイク
ルごとにカウントダウンし、“0”になると次の8サイクルの同期クロックでシリアルI/O送受信が行
われます。リロード機能はありませんので、バイト指定モードにおいて続けてデータを送受信する
ときは、値を再設定してください。

シリアルI/Oカウンタ、バイトカウンタの構成を図1.13A.4に示します。

図1.13A.4 シリアルI/Oカウンタ、バイトカウンタの構成

1.13A  シリアル I/O（7470/7471グループ）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/Oカウンタ及びバイトカウンタ【00DE16番地】

b 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

シリアルI/Oカウンタ及びバイトカウンタ

0～3 バイトカウンタ
　バイト指定モードを使用する場合、“0016”～“0F16”の
　値を設定します。バイトカウンタに書き込む値を“n”と
　すると、“(n+1)”バイト目のクロックでシリアル送受信
　をします。

○ ○不定

4～6

○ ×不定

シリアルI/Oカウンタ
　同期クロックとして内部クロックを選択した場合、シフト
　クロックを８個生成するためのカウンタです。
　シリアルI/Oレジスタへの書き込みによって、シリアル
　I/Oカウンタには“0716”がセットされます。
　

7 何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。 不定 不定 ×
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(3) シリアルI/Oモードレジスタ（SM：00DC16番地）

シリアルI/Oモードレジスタは、送受信に使用するクロックやポートの状態を選択するレジスタで
す。
シリアルI/Oモードレジスタの構成を図1.13A.5に示します。

図1.13A.5 シリアルI/Oモードレジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/Oモードレジスタ(SM) 【00DC16番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

シリアルI/Oモードレジスタ

0､1

2

3

4

5

6

7

0

0

0

0

0

0

0

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○○

○ ○

○ ○

ビット名 機　　　能

シリアルI/Oバイト指定
モード選択ビット

SRDY信号出力選択ビット 0：通常ポート(P17)
1：SRDY信号出力端子

内部クロック選択ビット

01：f(XIN)／16又はf(XCIN)／16

00：f(XIN)／8又はf(XCIN)／8

10：f(XIN)／32又はf(XCIN)／32

11：f(XIN)／512又はf(XCIN)／512
　　　　　　　　　　（注）

同期クロック選択ビット 0：外部クロック
1：内部クロック

シリアルI/Oポート
選択ビット

0：通常ポート(P15、P16)
1：シリアルI/Oポート
　 (SOUT､CLK)

SRDY信号選択ビット

0：通常モード
1：バイト指定モード

P15/SOUT,SRDY出力形式
選択ビット

0：CMOS出力
1：Nﾁｬﾈﾙｵｰﾌﾟﾝﾄﾞﾚｲﾝ出力

0：SRDY信号
1：SARDY信号

注．・システムクロックとしてf(XIN)を選択しているとき、内部クロックは
　f(XIN)を分周したものになります。
・システムクロックとしてf(XCIN)を選択しているとき、内部クロックは
　f(XCIN)を分周したものになります。
ただし、7470グループでは時計用クロック発生回路を内蔵していない　
ためf(XCIN)は使用できません。

b1b0
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1.13A.3 シリアルI/Oの動作説明（7470/7471グループ）

(1) シリアルI/Oの送信動作

シリアルI/Oの送信動作を以下に説明します。

●送信動作の開始
送信可能状態＊1で、シリアルI/Oレジスタに送信データを書き込む＊2ことによって送信が開始され
ます。この書き込みを行った時点で、シリアルI/Oカウンタ（00DE16番地、ビット4～ビット6）に
“7”が設定され、同期クロックは強制的に“H”になります。

＊1：送信動作のためのレジスタ等の初期化が完了した状態。後述の「1.13A.4 シリアルI/Oの設定方法
　（7470/7471グループ）」を参照してください。

＊2：外部クロック選択時、同期クロックが“H”の状態で行ってください。

●送信動作

① 同期クロックの立ち下がりに同期して、シリアルI/Oレジスタに書き込まれた送信データがP15/
SOUT端子から出力されます。また、このときシリアルI/Oカウンタが1減算されます。

② 送信データは、シリアルI/Oレジスタの最下位ビットから出力され、1ビット出力されるたびにシリ
アルI/Oレジスタの内容は最下位方向へ1ビットシフトされます。

③ 送信シフト動作が終了すると、同期クロックの最終サイクルの立ち上がりで割り込み要求が発生
し、シリアルI/O割り込み要求ビットが“1”になります＊3。

＊3：同期クロックとして内部クロックを使用している場合、8ビットの送信が終了（シリアルI /O
カウンタがアンダフロー）するとシリアルI/Oレジスタへのシフトクロック供給は自動的に停止
します。外部クロックを選択している場合は、同期クロックが入力されている間はシリアルI/O
レジスタの内容がシフトされ続けますので、外部で同期クロックを停止させる必要があります。

●SRDY出力を使用した場合
シリアルI/Oレジスタへ送信データの書き込みを行った時点でSRDY信号のレベルが“H”から“L”
に、SARDY信号のレベルが“L”から“H”に変化し、送信可能状態になったことを外部に知らせるこ
とができます。また、SRDY信号は同期クロックの最初の立ち下がりで“H”に、SARDY信号は同期
クロックの最終サイクルの立ち上がりで“L”になります。

　送信動作を図1.13A.6に、送信タイミングを図1.13A.7に示します。

1.13A  シリアル I/O（7470/7471グループ）
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図1.13A.7 送信タイミング

図1.13A.6 送信動作

1.13A  シリアル I/O（7470/7471グループ）

シリアルI/Oレジスタ
への書き込み信号

SRDY信号

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7SOUT端子

シリアルI/O割り込み
許可ビット

シリアルI/O割り込み
要求ビット

A
：シリアルI/O割り込み要求ビットへの“0”書き込みによるクリア、
　又はシリアルI/O割り込みの受け付けによるクリア。

A

SARDY信号

同期クロック
内部クロックの8～512分周

又は外部クロック

シリアルI/Oレジスタ P15/SOUT

D0D1D2D3D4D5D6D7
b0

シリアルI/Oレジスタ

送信データ書き込み

データバス

00DD16番地

割り込み要求
レジスタ１

1
b6

0

00FC16番地

D7

b0
D7

b0

同期クロックの最終サイクルの
立ち上がりエッジに同期

1

D4D5D6D7

シリアルI/Oレジスタ P15/SOUT

D2

b0
D3

2

3

同期クロック

同期クロック

同期クロック
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(2) シリアルI/Oの受信動作

シリアルI/Oの受信動作を以下に説明します。

●受信動作の開始
受信可能状態＊1で、シリアルI/Oレジスタ（SIO：00DD16番地）に以下のデータを書き込む＊2こと
によって受信が開始されます。

・全二重データ通信形式の場合は、送信データ
・半二重データ通信形式の場合は、任意のダミーデータ

この書き込みを行った時点で、シリアルI/Oカウンタ（00DE16番地、ビット4～ビット6）に“7”が
設定され、同期クロックは強制的に“H”になります。

＊1：受信動作のためのレジスタ等の初期化が完了した状態。後述の「1.13A.4 シリアルI/Oの設定方法
　（7470/7471グループ）」を参照してください。

＊2：外部クロック選択時、同期クロックが“H”の状態で行ってください。

●受信動作

① 同期クロックの立ち上がりに同期して、受信データがP14/SIN端子からシリアルI/Oレジスタに入力
されます。また、このときシリアルI/Oカウンタが1減算されます。

② 受信データはシリアルI/Oレジスタの最上位ビットから入力され、1ビット入力されるたびにシリア
ルI/Oレジスタの内容は最下位方向へ1ビットシフトされます。

③ 受信シフト動作が終了すると、同期クロックの最終サイクルの立ち上がりで割り込み要求が発生
し、シリアルI/O割り込み要求ビットが“1”になります＊3。

＊3：同期クロックとして内部クロックを使用している場合、8ビットの受信が終了（シリアルI /O
カウンタがアンダフロー）するとシリアルI/Oレジスタへのシフトクロック供給は自動的に停止
します。外部クロックを選択している場合は、同期クロックが入力されている間はシリアルI/O
レジスタの内容がシフトされ続けますので、外部で同期クロックを停止させる必要があります。

●SRDY出力の使用
　シリアルI/Oレジスタへデータ書き込みを行った時点でSRDY信号のレベルが“H”から“L”に、
SARDY信号のレベルが“L”から“H”に変化し、受信可能状態になったことを外部に知らせることが
できます。また、SRDY信号は同期クロックの最初の立ち下がりで“H”に、SARDY信号は同期クロッ
クの最終サイクルの立ち上がりで“L”になります。

受信動作を図1.13A.8に、受信タイミングを図1.13A.9に示します。
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図1.13A.8 受信動作

図1.13A.9 受信タイミング

シリアルI/OレジスタP14/SIN

b0

シリアルI/Oレジスタ

D1D2D3 D0

b0

P14/SIN

D0 シリアルI/O
レジスタ

D5 D2D6D7 D3D4 D0D1

割り込み要求
レジスタ１

1
b6

0

00FC16番地
同期クロックの最終サイクルの
立ち上がりエッジに同期

1

2

3
同期クロック

同期クロック

同期クロック

 ：シリアルI/O割り込み要求ビットへの“0”書き込みによるクリア、
　  又はシリアルI/O割り込みの受け付けによるクリア。

SRDY信号

同期クロック
内部クロックの8～512分周

又は外部クロック

シリアルI/Oレジスタへの
データ書き込み

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6SIN端子

A

シリアルI/O割り込み
要求ビット

A

D7

SARDY信号

シリアルI/O割り込み
許可ビット

シリアルI/Oレジスタへ
　　　　読み込む
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(3) バイト指定モード

7470/7471グループのシリアルI/Oはバイト指定モードを持ちます。このモードでは、シリアルI/Oバ
スを通して送受信される複数バイトのデータのうち特定の1バイトデータのみを送受信できます。
バイト指定モードでは、同期クロックとして使用できるのは外部クロックのみです。

■バイトカウンタ（00DE16番地）
バイトカウンタはシリアルI/Oカウンタと同じ番地に配置されていますが、シリアルI/Oカウンタ
は読み出し専用ですのでバイトカウンタへ書き込みを行っても影響を受けません。またバイトカウ
ンタにはリロード機能はありませんので、続けてデータを送受信するときは値を再設定してくださ
い。

■SARDY
バイト指定モードにおいてSARDY信号を選択し、その出力形式をNチャネルオープンドレインと
して複数のマイコンのSRDY端子を接続すると、すべてのマイコンの転送準備ができたときのみ
SARDY信号は“H”になります。

■バイト指定モード時の動作
シリアルI/Oモードレジスタ設定後、何バイト目のクロックでシリアルI/O送受信を行うかをバイ
トカウンタに書き込みます。バイトカウンタに書き込む値をnとすると、（n+1）バイト目のクロッ
クでシリアルI/O送受信を行います。

●送受信動作の開始
シリアルI/Oレジスタに送信したいデータ（半二重データ通信形式の場合は任意のダミーデータ）
を書き込む＊1ことによって転送動作が開始されます。

＊1：外部クロック選択時、同期クロックが“H”の状態で行ってください。ただし、バイトカウン
タの値が“0”以外であれば、同期クロックが“L”の状態でも書き込み可能です。

●送受信動作

① 同期クロックが8サイクル入力されるごとにバイトカウンタの値は1減算されます。
② バイトカウンタの値が“0”になった次の8サイクルの同期クロックで、通常モードの時と同様に
シリアルI/O送受信が行われます＊2。8ビットのデータ出力が終了すると、同期クロックの最終
サイクルの立ち上がりで割り込みが発生し、割り込み要求レジスタ1（00FC16番地）のビット6が
“1”になります。
③ バイトカウンタがアンダフローすると、シリアルI/O送受信は停止します。

＊2：バイトカウンタの値が“0”以外のときは、SOUT端子の出力は最初の同期クロックの立ち下が
で“H”になります。したがってSOUT端子の出力形式をNチャネルオープンドレインにしてお
くとハイインピーダンス状態となりますので、SOUT端子と他のマイコンのSOUT端子とを
接続しておくことができます。
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バイト指定モード時の送受信動作を図1.13A.10に示します。

図1.13A.10 バイト指定モード時送受信動作

シリアルI/Oレジスタ P15/SOUT

D0D1D2D3D4D5D6D7

b0

割り込み要求
レジスタ１

1
b6

0

00FC16番地

D7

b0
D7

b0

同期クロックの最終サイクルの
立ち上がりに同期

1

P14/SIN

b0
D0

シリアルI/Oレジスタ

D5 D2D6D7 D3D4 D0D1

送信時 受信時

8サイクル

バイトカウンタ ｎ16

(ｎ-1)16

0

F16バイトカウンタ

2

3

同期クロック

同期クロック

同期クロック

同期クロック
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1.13A.4 シリアルI/Oの設定方法(7470/7471グループ)

(1) シリアルI/O（通常モード）設定方法

図1.13A.11 シリアルI/O（通常モード）設定方法

内部クロック選択
　00：f(XIN)/8又はf(XCIN)/8
　01：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16
　10：f(XIN)/32又はf(XCIN)/32
　11：f(XIN)/512又はf(XCIN)/512

P15/SOUT, SRDY出力形式選択(注5)
　0：CMOS出力
　1：Nチャネルオープンドレイン出力

手順2　シリアルI/Oモードレジスタの設定

シリアルI/Oモードレジスタ(SM) [00DC16番地]
b7 b0

全二重通信時、送信データの書き込み
半二重通信時、ダミーデータの書き込み

手順3　送信データの書き込み(注6)

シリアルI/Oレジスタ(SIO) [00DD16番地]

同期クロック選択
　0：外部クロック
　1：内部クロック
P15/SOUT、P16/CLK端子機能選択(内部クロック選択時又は送信を行う場合は“1”)
　0：通常ポート(P15、P16) (注2)
　1：シリアルI/Oポート(SOUT、CLK) (注3)
SRDY信号出力選択
　0：通常ポート(P17)
　1：SRDY信号出力端子
SRDY信号選択
　0：SRDY信号
　1：SARDY信号
シリアルI/Oバイト指定モード選択：通常モード(注4)

注1. f(XIN)、f(XCIN)は、システムクロックによって決まります。
 　・システムクロックとしてf(XIN)を選択している場合、f(XIN)を分周したものが同期クロックとなります。
 　・システムクロックとしてf(XCIN)を選択している場合、f(XCIN)を分周したものが同期クロックとなります。
 ただし、7470グループにはXCIN端子がないので、システムクロックとしてf(XCIN)を使用できません。
　2. 同期クロックとして外部クロックを選択している場合、通常の入出力ポートとして使用できるのはポートP15のみです。
 ポートP16はクロック入力端子CLKとして機能します。
　3. 通常ポートをシリアルI/Oポートに切り替えると、シリアルI/O割り込み要求ビットが“1”になることがあります。
　4. バイト指定モードを使用する場合は、後述の「(2) シリアルI/O（バイト指定モード）設定方法」を参照してください。
　5. b4=“0”のとき、このビットの内容に関わらずポートP17はCMOS出力となります。

(注1)

注6. 同期クロックとして外部クロックを選択している場合、シリアルI/Oレジスタへの書き込みは同期クロックが“H”の状態
 で行ってください。

手順1　受信を行う場合、SIN端子と兼用のポートを入力モードに設定

ポートP1方向レジスタ(P1D) [00C316番地]
b7 b0

0

ポートP14入力モード

0
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(2) シリアルI/O（バイト指定モード）設定方法

図1.13A.12 シリアルI/O（バイト指定モード）設定方法

P15/SOUT, SRDY出力形式選択(注3)
　0：CMOS出力
　1：Nチャネルオープンドレイン出力

手順2　シリアルI/Oモードレジスタの設定

シリアルI/Oモードレジスタ(SM) [00DC16番地]
b7 b0

送信時、送信データの書き込み
受信時、ダミーデータの書き込み

手順4　送信データの書き込み(注6)

シリアルI/Oレジスタ(SIO) [00DD16番地]

同期クロック選択：外部クロック

P15/SOUT、P16/CLK端子機能選択（送信を行う場合は“1”）
0：通常ポート(P15、P16)(注1)
1：シリアルI/Oポート(SOUT、CLK) (注2)
SRDY信号出力選択
　0：通常ポート(P17)
　1：SRDY信号出力端子
SRDY信号選択
　0：SRDY信号
　1：SARDY信号
シリアルI/Oバイト指定モード選択

注1.同期クロックとして外部クロックを選択しているので通常の入出力ポートとして使用できるのはポートP15のみです。
　　ポートP16はクロック入力端子CLKとして機能します。
　2. 通常ポートをシリアルI/Oポートに切り替えると、シリアルI/O割り込み要求ビットが“1”になることがあります。
　3. b4=“0”のとき、このビットの内容に関わらずポートP17はCMOS出力となります。

注6. バイトカウンタに“0”を設定した場合、シリアルI/Oレジスタへの書き込みは外部クロック入力が“H”の状態で行って
 ください。

手順1　受信を行う場合、SIN端子と兼用のポートを入力モードに設定

ポートP1方向レジスタ(P1D) [00C316番地]
b7 b0

0

ポートP14入力モード

1 0

バイトカウント値(016～F16)の設定
　nバイト目のデータを送受信する場合、バイトカウント値として“n-1”を設定してください。

手順3　バイトカウンタの設定(注4)

シリアルI/O カウンタ/ バイトカウンタ [00DE16番地]

注4. バイトカウンタにはリロード機能はありません。続けてバイト指定モードで通信するときは、バイトカウント値を再設定
 してください。
　5. これらのビットは書き込み不可です。

b7 b0

(注5)
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1.13A  シリアル I/O（7470/7471グループ）

1.13A.5 シリアルI/Oに関する注意事項（7470/7471グループ）

外部クロック選択時は以下に示す注意が必要です。

① シリアルI/Oレジスタへの書き込みは、同期クロックが“H”の状態で行ってください。
② シリアルI/Oレジスタのシフト動作は、同期クロックがシリアルI/Oの回路に入力されている間続けられ
ます。したがって外部クロックを選択した場合は、同期クロックは8回で停止させてください（内部
クロックを選択している場合、同期クロックは8回で自動的に停止します）。

③ 外部クロック源として使用するパルスの“H”及び“L”の幅（TWH，TWL）をTWH，TWL［s］≧2/（システム
クロックの周波数［Hz］）としてください。
例えばシステムクロックが8MHzの場合、2MHz以下のクロック（デューティ比50%）を使用してくださ
い。
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1.13B シリアルI/O (7477/7478グループ)

シリアルI/Oはクロック同期形、又はクロック非同期形のいずれかを選択できます。本項ではクロック
同期形シリアルI/O、クロック非同期形シリアルI/O（UART）に分けて、その動作を説明します。

1.13B.1　シリアルI/Oの関連レジスタ（7477/7478グループ）

図1.13B.1 シリアルI/O関連レジスタのメモリ配置（7477/7478グループ）

(1) 送信/受信バッファレジスタ（TB/RB：00E016番地）

送信/受信バッファレジスタは、シリアルI/O（クロック同期シリアルI/O，UART共用）送信データの
書き込み、又は受信データの読み出しを行うレジスタです。

●データを送信する場合は、送信データをこのレジスタに書き込みます。
●受信したデータは、このレジスタを読み出すことによって得られます。

送信/受信バッファレジスタの構成を図1.13B.2に示します。

図1.13B.2 送信/受信バッファレジスタの構成

番地

割り込み要求レジスタ1(IR1)

割り込み制御レジスタ1(IE1)

00FC16

00FD16

00FE16

00FF16

ボーレートジェネレータ(BRG)

シリアルＩ／Ｏ制御レジスタ(SIOCON)00E216
00E316
00E416

ＵＡＲＴ制御レジスタ(UARTCON)

送信／受信バッファレジスタ(TB/RB)00E016

00E116 シリアルＩ／Ｏステータスレジスタ(SIOSTS)

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

送信／受信バッファレジスタ(TB/RB) 【00E016番地】

b 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

送信／受信バッファレジスタ

0～7 送信データとして“0016”～“FF16”の値を設定
できます。
送信データの書き込みによって、送信データは自
動的に送信シフトレジスタに転送されます。
受信シフトレジスタに受信データが揃うと、この
レジスタに自動的に受信データが転送されます。

不定 ○ ○

送信時：

受信時：

1.13B  シリアル I/O（7477/7478グループ）
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(2) シリアルI/Oステータスレジスタ（SIOSTS：00E116番地）

シリアルI/Oステータスレジスタは、送受信に使用するバッファ、レジスタの状態を表すフラグ、及
びエラーフラグで構成されたレジスタです。

●このレジスタは読み出し専用です。
●ビット7は使用しないビットで、読み出し時“1”です。

シリアルI/Oステータスレジスタの構成を図1.13B.3に示します。

図1.13B.3 シリアルI/Oステータスレジスタの構成

1.13B  シリアル I/O（7477/7478グループ）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/Oステータスレジスタ(SIOSTS) 【00E116番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

シリアルI/Oステータスレジスタ

0

1

2

3

4

5

6

7

0

0

0

0

0

0

0

○ ×

○ ×

○ ×

○ ×

×○

○ ×

○ ×

1 ×

ビット名 機　　　能

送信バッファエンプティ
フラグ　(TBE)

0：送信バッファレジスタフル状態
1：送信バッファレジスタ空状態

受信バッファフルフラグ
　(RBF)

0：受信バッファレジスタ空状態
1：受信バッファレジスタフル状態

送信シフトレジスタシフト
終了フラグ　(TSC)

0：送信シフト中
1：送信シフト終了

オーバランエラーフラグ
　(OE)

0：オーバランエラー(OE)なし
1：オーバランエラー(OE)発生

パリティエラーフラグ
　(PE)

0：パリティエラー(PE)なし
1：パリティエラー(PE)発生

フレーミングエラーフラグ
　(FE)

0：フレーミングエラー(FE)なし
1：フレーミングエラー(FE)発生

何も配置されていないビットです。
読み出し時は“1”に固定されています。

サミングエラーフラグ
　(SE)

0：(OE)∪(PE)∪(FE)＝0
1：(OE)∪(PE)∪(FE)＝1

1

1

注．ビット4及びビット5はUARTの場合のみ有効です。
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シリアルI/Oステータスフラグの各ビットについて以下に説明します。

■送信バッファエンプティフラグ（TBE、ビット0）
このフラグは送信バッファレジスタの状態を示すフラグです。
送信バッファレジスタに書き込んだデータが送信シフトレジスタに転送されると“1”になりま
す。また、送信バッファレジスタにデータを書き込んだとき“0”になります。
このフラグはクロック同期形シリアルI/O，UARTとも有効です。

■受信バッファフルフラグ（RBF、ビット1）
このフラグは受信バッファレジスタの状態を示すフラグです。
受信シフトレジスタに受信データが揃い、受信バッファレジスタに受信データが転送されると
自動的に“1”になります。また、転送された受信データが受信バッファレジスタから読み出される
と自動的に“0”になります。
受信バッファフルフラグが“1”（受信バッファレジスタが未読み出し状態）で、受信シフトレジス
タに次の受信データが揃った場合、オーバランエラーフラグが“1”になります。
このフラグはクロック同期形シリアルI/O，UARTとも有効です。

■送信シフトレジスタシフト終了フラグ（TSC、ビット2）
このフラグは送信シフト動作の状態を示すフラグです。
送信シフトレジスタに送信データが転送され同期クロックによってシフト動作が開始（送信
データの1ビット目が送信）されると“0”になります。また、シフト動作が終了（送信データの最終
ビットの送信が完了）すると“1”になります。
このフラグはクロック同期形シリアルI/O，UARTとも有効です。

■オーバランエラーフラグ（OE、ビット3）
このフラグは受信データ読み出し状態を示すフラグです。
受信バッファレジスタにデータが入っている（未読み出し）状態で、受信シフトレジスタに次の
受信データが揃った場合に“1”（オーバランエラー発生）になります。
このフラグは表1.13B.1に示すいずれかの操作によって“0”になります。
このフラグはクロック同期形シリアルI/O，UARTとも有効です。

■パリティエラーフラグ（PE、ビット4）
このフラグは、UARTにおいて、偶数パリティ、奇数パリティをハードウエア的にチェックした
結果を示すフラグです。
受信したデータのパリティが、設定されたパリティと異なる場合に“1”になります。
このフラグは表1.13B.8に示すいずれかの操作によって“0”になります。
このフラグはUARTにおけるパリティ許可時のみ有効です。

1.13B  シリアル I/O（7477/7478グループ）
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■フレーミングエラーフラグ（FE、ビット5）
このフラグは、UARTにおいて、フレーム同期の異常を判定するフラグです。
受信データのストップビットが、設定されたタイミングで受信できなかった場合に“1”になりま
す。
なお、ストップビットの検出は第1ストップビットのみ行い、第2ストップビットはチェックしま
せん。
このフラグは表1.13B.1に示すいずれかの操作によって“0”になります。
このフラグはUARTのみ有効です。

■サミングエラーフラグ（SE、ビット6）
このフラグはシリアルI/Oの異常を判定するフラグです。
オーバランエラー、パリティエラー、フレーミングエラーのいずれか一つでも発生すれば“1”に
なります。
このフラグは表1.13B.1に示すいずれかの操作によって“0”になります。
このフラグは、クロック同期形、UARTとも有効です。

【エラーフラグのクリア】
シリアルI/Oステータスレジスタ中のエラーフラグ（ビット3～ビット6）は、表1.13B.1に示すエ
ラーフラグのクリア方法により“0”になります。

表1.13B.1 エラーフラグのクリア方法

エラーの種類

オーバラン
エラーフラグ
パリティ

エラーフラグ
フレーミング
エラーフラグ
サミング

エラーフラグ

○

×

×

×

シリアルI/O許可ビットを
“0”にする

○

○

○

○

受信許可ビットを
“0”にする

○

○

○

○

SIOSTSへの
ダミーデータ書き込み

1.13B  シリアル I/O（7477/7478グループ）
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(3) シリアルI/O制御レジスタ（SIOCON：00E216番地）

シリアルI/O制御レジスタは、送受信モード、クロック、端子機能の選択など、シリアルI/Oに関す
る各種制御を行うレジスタです。このレジスタのすべてのビットは、ソフトウエアによって読み出し
及び書き込みができます。
シリアルI/O制御レジスタの構成を図1.13B.4に示します。

図1.13B.4 シリアルI/O制御レジスタの構成

1.13B  シリアル I/O（7477/7478グループ）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/O制御レジスタ(SIOCON) 【00E216番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

シリアルI/O制御レジスタ

0

1

2

3

4

5

6

7

0

0

0

0

0

0

0

0

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○○

○ ○

○ ○

○ ○

ビット名 機　　　能

BRGカウントソース選択
ビット　(CSS)
シリアルI/O同期クロック
選択ビット　(SCS)

クロック同期形
　0：BRG出力の4分周
　1：外部クロック入力
UART
　0：BRG出力の16分周
　1：外部クロック入力の16分周

送信割り込み要因選択
ビット　(TIC)

0：送信バッファレジスタが空に
　　なった時
1：送信シフトレジスタのシフト動
　   作終了時

送信許可ビット　(TE) 0：送信禁止
1：送信許可

受信許可ビット　(RE) 0：受信禁止
1：受信許可

シリアルI/O許可ビット
　(SIOE)

シリアルI/Oモード選択
ビット　(SIOM)

0：クロック非同期形(UART)
1：クロック同期形

SRDY出力許可ビット(SRDY)

0：シリアルI/O禁止(端子は入出力
　   ポートP14～P17として動作)
1：シリアルI/O許可(端子はシリア
　   ルI/O入出力端子RxD～SRDY
　　 として動作)

0：P17/SRDY端子は入出力ポート
　  P17として動作
1：P17/SRDYは受信可能状態
　  信号出力端子SRDYとして動作

※クロック非同期選択時、

　このビットは無効　　　　　　　　

（注2）

注

0：f(XIN)/4又はf(XCIN)/4  (注1)
1：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注1)

1．・システムクロックとしてf(XIN)を選択しているとき、内部クロックは
　　　f(XIN)を分周したものになります。
　　・システムクロックとしてf(XCIN)を選択しているとき、内部クロックは
　　　f(XCIN)を分周したものになります。
　　ただし、7477グループでは時計用クロック発生回路を内蔵していない　　
　　ためf(XCIN)は使用できません。
2．  ポートP14～P17はシリアルI/O許可ビットが“1”（許可状態）のときのみ、
　　シリアルI/O端子として機能します。ただし、UART選択時、ポートP17は
　　通常の入出力ポートとして使用可能です。またUART及び内部クロック
　　選択時ポートP16は通常の入出力ポートとして使用可能です。
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(4) UART制御レジスタ（UARTCON：00E316番地）

UART制御レジスタは、UARTの転送データフォーマットを制御するレジスタです。
UART制御レジスタの構成を図1.13B.5に示します。

図1.13B.6 ボーレートジェネレータの構成

図1.13B.5 UART制御レジスタの構成

(5) ボーレートジェネレータ（BRG）

ボーレートジェネレータは、リロードレジスタを持つシリアルI/O専用の8ビットカウンタです。
シリアルI/O制御レジスタのシリアルI/O同期クロック選択ビットが“0”のとき、ボーレートジェネ
レータに値“n (0016～FF16)”を設定すると、BRGカウントソース（注1）を“n+1”で分周したものをBRG
出力（注2）とします。

注1．●BRGカウントソース選択ビットが“0”のとき、f(XIN)/4又はf(XCIN)/4
　●BRGカウントソース選択ビットが“1”のとき、f(XIN)/16又はf(XCIN)/16
　ただし、7477グループではf(XCIN)を分周したものを選択できません。
2．●クロック同期形シリアルI/Oの場合、BRG出力を4分周したものを同期クロックとします。
　●クロック非同期形シリアルI/Oの場合、BRG出力を16分周したものを同期クロックとします。

ボーレートジェネレータの構成を図1.13B.6に示します。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

UART制御レジスタ(UARTCON) 【00E316番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

UART制御レジスタ

0

1

2

3

4～7

0

0

0

0

1

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

1 ×

ビット名 機　　　能

キャラクタ長選択ビット
　(CHAS)

0：8ビット長
1：7ビット長

パリティ許可ビット
　(PARE)

0：パリティ禁止
1：パリティ許可

ストップビット長選択
ビット　(STPS)

0：1ストップビット
1：2ストップビット

何も配置されていないビットです。
読み出し時は“1”に固定されています。

パリティ選択ビット
　(PARS)

0：偶数パリティ
1：奇数パリティ

1 1 1 1

1.13B  シリアル I/O（7477/7478グループ）

ボーレートジェネレータ

b5b6b7 b4 b3 b2 b1 b0

b 機　　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

1

2

3

4

5

6

7

0 ○不定

○

○

○

○

○

○

○

ボーレートジェネレータ（BRG）【00E416番地】

不定

不定

不定

不定

不定

不定

不定

●シリアルI/Oのボーレート発生に用いられるシリアルI/O
　専用8ビットタイマです。
●同期クロックとしてBRG出力の4分周又は16分周を選択
　した場合のみ有効です。

○

○

○

○

○

○

○

○
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1.13B  シリアル I/O（7477/7478グループ）

1.13B.2 クロック同期形シリアルI/O (7477/7478グループ)

クロック同期形シリアルI/Oの場合、クロック制御回路によって得られる8個のシフトクロックを転送の
ための同期クロックに使用します。このシフトクロックに同期して、送信側の送信動作と受信側の受信
動作が同時に実行されます。

●送信側では、シフトクロックの立ち下がりに同期して、P15/TxD端子から1ビットずつデータが送信
されます。

●受信側では、シフトクロックの立ち上がりに同期して、P14/RxD端子から1ビットずつデータが受信
されます。

■通信方式

　通信方式は半二重データ通信、又は全二重データ通信が可能です。

■同期クロック

  同期クロックは、シリアルI/O制御レジスタ（SIOCON：00E216番地）のビット1により、以下の
ものを選択できます。

●“0”のとき：ボーレートジェネレータ（以下BRG）出力の4分周
●“1”のとき：SCLK端子からの外部クロック入力

BRG出力はシリアルI/O専用８ビットカウンタであるボーレートジェネレータ（BRG：00E416番地）
で設定されます。BRGへの入力クロックはシリアルI/O制御レジスタのビット0が“0”のときf(XIN)/4
(7478グループではf(XCIN)/4も選択可能) 、“1”のときf(XIN)/16(7478グループではf(XCIN)/16も選択
可能)を選択できます。

外部クロック選択時の注意

● データ送信時、送信許可ビットへの“1”書き込み、及び送信バッファレジスタへの書き込みは、
同期クロックが“H”の状態で行ってください。

● 送信又は受信シフトレジスタのシフト動作は、同期クロックがシリアルI/Oの回路に入力されて
いる間続けられます。外部クロックを選択した場合には、同期クロックを8回で停止してください
（内部をクロック選択している場合は自動的に停止します）。

● 外部クロック源として使用するパルスの“H”及び“L”の幅（TWH，TWL）をTWH，TWL［s］≧8/（f(XIN)
［Hz］）としてください。例えばf(XIN)＝8MHzの場合、500kHz以下のクロック（デューティ比50%）
を使用してください。

■シフトクロック

通常、2つのマイクロコンピュータ間でクロック同期転送を行う場合は、一方のマイクロコンピュー
タでは内部クロックを選択し、送信バッファレジスタへの書き込みによって発生した8個のシフトク
ロックパルスをP16/SCLK端子から出力します。他方のマイクロコンピュータでは外部クロックを選択
し、P16/SCLK端子から入力したクロックを同期クロックとします。
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1.13B  シリアル I/O（7477/7478グループ）

■データ転送速度（ボーレート）

クロック同期形シリアルI/Oにおいて、同期クロックの周波数であるデータ転送速度（以下ボーレー
ト）の算出式を以下に示します。

●内部クロック選択時（BRGを使用）

ボーレート［bps］＝

＊1「分周比」：“4”、“16”のいずれかをBRGカウントソース選択ビットで選択
＊2「BRG設定値」：0～255（0016～FF16）
＊3 システムクロックとしてf(XIN)、f(XCIN)のどちらを選択しているかによって決定され
ます。
ただし、7477グループでは、時計用クロック発生回路を内蔵していないため、f(XCIN)
を使用できません。

●外部クロック選択時

ボーレート［bps］＝ SCLK端子への入力クロック周波数

BRGはリロードレジスタを持つシリアルI/O専用の8ビットカウンタで、値nを設定するとカウント
ソースを（n+1）で分周します。カウントソースはシリアルI/O制御レジスタのビット0が“0”のとき
f(X IN)/4 (7478グループではf(XCIN)/4も選択可能) 、“1”のときf(XIN)/16(7478グループではf(XCIN)/16
も選択可能)となります。

■SRDY信号

クロック同期形シリアルI/Oでは、SRDY信号を出力することによりシリアル転送の準備ができたこ
とを外部に知らせることができます。

f(XIN)又はf(XCIN)＊3

分周比＊1×(BRG設定値＊2＋1)×4
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(1) クロック同期形シリアルI/Oのブロック図

図1.13B.7にクロック同期形シリアルI/Oブロック図を示します。

データバス

データバス

受信バッファレジスタ

クロック制御回路

シリアルI/O制御レジスタ

ボーレートジェネレータ

立ち下がり
検出

シリアルI/Oステータスレジスタ

F/F

1/4 1/4
1/4

送信シフトレジスタシフト終了フラグ(TSC)

送信割り込み要求(TI)

送信バッファエンプティフラグ(TBE)

受信バッファフルフラグ(RBF)
受信割り込み要求(RI)

シリアルI/O同期クロック
選択ビット(SCS)

分周比1/(n+1)

P16 P14

シフトクロック

シフトクロック

P15P17

クロック制御回路

受信シフトレジスタ

送信シフトレジスタ

送信バッファレジスタ

TXD

SRDY

SCLK

RXD

XIN

SRDY出力許可ビット
　　(SRDY)

00E016番地 00E216番地

00E016番地 00E116番地

00E416番地

BRGカウントソース
選択ビット(CSS）

送信割り込み要因
選択ビット(TIC)

送信許可ビット
(TE)

受信許可ビット
(RE)

シリアルI/O
許可ビット(SIOE)

XCIN*

*7477グループにはXCIN端子はありません。

図1.13B.7 クロック同期形シリアルI/Oブロック図
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(2) クロック同期形シリアルI/Oの送信動作

クロック同期形シリアルI/Oの送信動作を以下に説明します。

●送信動作の開始
送信可能状態＊1で、送信バッファレジスタ（TB：00E016番地）に送信データを書き込む＊2ことに
よって送信が開始されます。同期クロックに内部クロックを選択している場合は、この書き込みを
行った時点で8個のシフトクロックが発生します。

●送信動作

① 送信バッファレジスタに送信データを書き込む＊2と、シリアルI/Oステータスレジス（SIOSTS：
00E116番地）の送信バッファエンプティフラグ（ビット0）が“0”になります。

② 送信バッファレジスタに書き込まれた送信データは、送信シフトレジスタに転送されます＊3。
③ 送信バッファレジスタから送信シフトレジスタへのデータ転送が完了すると、送信バッファ
エンプティフラグは“1”になります＊4。

④ 送信シフトレジスタに転送された送信データは、同期クロックの立ち下がりに同期してP15/TxD
端子から出力されます。

⑤ 送信シフト動作が開始されると、シリアルI/Oステータスレジスタの送信シフトレジスタシフト
終了フラグ（b2）が“0”になります＊5。

⑥ データは、送信シフトレジスタの最下位ビットから出力され、1ビット出力されるたびに送信
シフトレジスタ内容は最下位方向へ1ビットシフトされます。

⑦ 送信シフト動作が終了した時点で、送信シフトレジスタシフト終了フラグが“1”になります＊3

＊5。

＊1：送信動作のためのレジスタ等の初期化が完了した状態。後述の「1.13B.2 (4) クロック同期形
シリアルI/Oの設定方法」を参照してください。

＊2：外部クロック選択時、同期クロックが“H”の状態で行ってください。
＊3：シリアルI/O制御レジスタ（SIOCON）の送信割り込み要因ビット（ビット3）を“0”にすると②の

転送直後で、“1”にすると⑦の時点で送信割り込み要求が発生します。
＊4：送信バッファエンプティフラグが“1”の間は次の送信データを送信バッファレジスタに書き

込むことができます。
＊5：同期クロックとして内部クロックを使用している場合、8ビットの送信が終了すると送信

シフトレジスタへのシフトクロック供給は自動的に停止します。ただし、送信シフト
レジスタシフト終了フラグが“0”の間に送信バッファレジスタへの次の送信データ書き込みを
行うとシフトクロックの供給は継続し、シリアルデータが連続してTxD端子から出力され
ます。
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●SRDY出力の使用
送信バッファレジスタへの書き込みを行った時点でSRDY端子のレベルが“H”から“L”に変化し、
送信可能状態になったことを外部に知らせることができます。また、SRDY端子は同期クロックの
最初の立ち下がりで“H”に復帰します。

●送信割り込み動作（シリアルI/O選択時のみ有効）
送信割り込みは、シリアルI/O制御レジスタ（SIOCON）のビット3により割り込み要求の発生する
タイミングを選択することができます。
0：送信バッファレジスタに書き込んだデータが送信シフトレジスタに移され、送信バッファレジ
スタが空になったとき割り込み要求を発生

1：送信シフトレジスタのシフト動作が終了したとき、割り込み要求を発生

図1.13B.8にクロック同期形シリアルI/Oの送信動作、図1.13B.9にクロック同期形シリアルI/Oの
送信タイミングを示します。

図1.13B.8 クロック同期形シリアルI/Oの送信動作

送信バッファレジスタ

送信データ書き込み
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ステータスレジスタ

0
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1
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送信シフトレジスタ P15/TxD

D0D1D2D3D4D5D6D7
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4
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レジスタ1

1
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0
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※シリアルI/O制御レジスタのビット3で
　“１”を選択した場合
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7 同期クロック

6
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図1.13B.9 クロック同期形シリアルI/Oの送信タイミング

送信バッファ
エンプティフラグ

同期クロック

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7TXD端子

：送信割り込み要求ビットへの“0”書き込みによるクリア、又は送信割り
　込みの受け付けによるクリア。

A1

：送信割り込み要因選択ビットによって、送信バッファが空になったときに　
　割り込み要求発生を選択した場合。
：送信割り込み要因選択ビットによって、送信シフトレジスタのシフト動作
　が終了したときに割り込み要求発生を選択した場合。

A2

B2

B1

送信シフトレジスタ
シフト終了フラグ

送信割り込み
許可ビット

送信割り込み
要求ビット

A2A1B1 B2

SRDY端子

送信バッファレジスタ
への書き込み信号

B1 B2

BRGの4分周
又は外部クロック
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(3) クロック同期形シリアルI/Oの受信動作

クロック同期形シリアルI/Oの受信動作を以下に説明します。

●受信動作の開始
受信可能状態＊1で、送信バッファレジスタ（TB：00E016番地）に以下のデータを書き込む＊2こと
によって受信が開始されます。
・全二重データ通信形式の場合は、送信データ
・半二重データ通信形式の場合は、任意のダミーデータ

●受信動作

① 同期クロックの立ち上がりに同期して、P14/RxD端子から1ビットずつデータを受信シフトレジ
スタへ読み込みます。

② データは、受信シフトレジスタの最上位ビットから入り、1ビット受信されるたびに受信シフト
レジスタの内容は最下位方向へ1ビットシフトされます。

③ 受信シフトレジスタに1バイトのデータが揃うと、受信シフトレジスタの内容は受信バッファ
レジスタ（RB）に転送されます＊3。

④ 受信バッファレジスタへの受信データの転送が完了すると、シリアルI/Oステータスレジスタ
（SIOSTS）の受信バッファフルフラグ（b1）が“1”になり＊4、受信割り込み要求が発生します。

＊1：受信動作のためのレジスタ等の初期化が完了した状態。後述の「1.13B.2 (4) クロック同期形
シリアルI/Oの設定方法」を参照してください。

＊2：外部クロック選択時、同期クロックが“H”の状態で行ってください。
＊3：受信バッファレジスタの内容が読み出されず、データが残っている（受信バッファフルフラグ

が“1”の）状態で、さらに受信シフトレジスタに受信データが揃った場合、シリアルI/Oステー
タスレジスタのオーバランエラーフラグが“1”にセットされます。このとき、受信シフトレジ
スタのデータは受信バッファレジスタに転送されず、受信バッファレジスタの元のデータは
保持されます。

＊4：受信バッファフルフラグは、受信バッファレジスタを読み出すことによって“0”になります。

●SRDY出力を使用した場合
送信バッファレジスタへの書き込みを行った時点でSRDY端子のレベルが“H”から“L”に変化し、
受信可能状態になったことを外部に知らせることができます。また、SRDY端子は同期クロックの
最初の立ち下がりで“H”に復帰します。

● 受信割り込み動作（シリアルI/O選択時のみ有効）
受信シフトレジスタにデータが揃い、受信バッファレジスタにシフトレジスタの内容が移される
と割り込み要求を発生します。

図1.13B.10にクロック同期形シリアルI/Oの受信動作、図1.13B.11にクロック同期形シリアルI/Oの
受信タイミングを示します。
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図1.13B.10 クロック同期形シリアルI/Oの受信動作

図1.13B.11 クロック同期形シリアルI/Oの受信タイミング
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(4) クロック同期形シリアルI/Oの設定方法

図1.13B.12 クロック同期形シリアルI/Oの設定方法

BRGカウントソース選択(同期クロックとしてBRG出力の4分周選択時のみ有効)
　0：f(XIN)/4又はf(XCIN)/4
　1：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16

シリアルI/O許可(P14～P17はシリアルI/O端子として動作)

手順3　シリアルI/O制御レジスタの設定

シリアルI/O制御レジスタ(SIOCON) [00E216番地]
b7 b0

送信時、送信データの書き込み
半二重通信の受信時、ダミーデータの書き込み

手順4　データの送受信開始(注4)

送信バッファレジスタ(TB) [00E016番地]

同期クロック選択
　0：BRG出力の4分周
　1：外部クロック入力

送信割り込み要因選択
　0：送信バッファレジスタが空になった時
　1：送信シフトレジスタのシフト動作終了時
送信許可選択
　0：送信禁止
　1：送信許可(注3)

クロック同期形シリアルI/O

注1. f(XIN)、f(XCIN)は、システムクロックによって決まります。
 　・システムクロックとしてf(XIN)を選択している場合、f(XIN)を分周したものが同期クロックとなります。
 　・システムクロックとしてf(XCIN)を選択している場合、f(XCIN)を分周したものが同期クロックとなります。
 ただし、7477グループにはXCIN端子がないので、システムクロックとしてf(XCIN)を使用できません。
　2. 半二重通信時、受信側が同期クロックとして外部クロック入力を選択、かつSRDY出力を行う場合、受信許可ビット及び
 SRDY出力許可ビットとともに送信許可ビットも“1”にしてください。
　3. 同期クロックとして外部クロック入力を選択する場合、送信許可ビットへの“1”書き込みは、SCLK端子が“H”の状態
 で行ってください。

(注1)

注4. 同期クロックとして外部クロック入力を選択する場合、送信バッファレジスタへの書き込みは、SCLK端子が“H”の状態
 で行ってください。

手順1　シリアルI/O動作の停止、及び初期化

シリアルI/O制御レジスタ(SIOCON) [00E216番地]
b7 b0

0

送信動作の停止、及び初期化

1

SRDY出力許可選択
　0：P17/SRDY端子は通常の入出力ポートP17として動作
　1：P17/SRDY端子は受信可能状態信号出力端子SRDYとして動作(注2)

受信許可選択
　0：受信禁止
　1：受信許可

1

0

受信動作の停止、及び初期化

ボーレート値を設定

手順2　同期クロックとしてBRG出力の4分周を選択する場合、ボーレートジェネレータの設定

ボーレートジェネレータ(BRG) [00E416番地]
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f(XIN)又はf(XCIN)＊3

分周比＊1×(BRG設定値＊2＋1)×16

1.13B.3 クロック非同期形シリアルI/O (UART) (7477/7478グループ)

クロック非同期形シリアルI /O（以下UART）の場合、送受信間でボーレート、及び転送データの
フォーマットを統一することにより、送信側の送信動作と受信側の受信動作が同時に実行されます。

■同期クロック

同期クロックは、シリアルI/O制御レジスタ（SIOCON）のビット1により、以下のものを選択できま
す。

    ●“0”のとき：ボーレートジェネレータ（以下BRG）出力の16分周
    ●“1”のとき：SCLK端子からの外部クロック入力の16分周

BRG出力はシリアルI/O専用8ビットカウンタであるボーレートジェネレータ（BRG：00E416番地）
で設定されます。BRGへの入力クロックはシリアルI/O制御レジスタのビット0が“0”のときf(XIN)/4
(7478グループではf(XCIN)/4も選択可能) 、“1”のときf(XIN)/16(7478グループではf(XCIN)/16も選択
可能)を選択できます。

内部クロック選択時の注意
UARTにおいて、同期クロックとして内部クロックを選択した場合、P16/SCLK端子はポートP16
として使用できます。

外部クロック選択時の注意
外部クロック源として使用するパルスの“H”及び“L”の幅（TWH，TWL）をTWH，TWL［s］≧

2/（f(XIN)［Hz］）としてください。例えばf(XIN)＝8MHz時の場合、2MHz以下のクロック（デュー
ティ比50%）を使用してください。

■データ転送速度（ボーレート）

　UARTにおいて、同期クロックの周波数であるボーレートの算出式を以下に示します。

●内部クロック選択時（BRGを使用）

ボーレート［bps］＝

＊1「分周比」：“4”、“16”のいずれかをBRGカウントソース選択ビットで選択
＊2「BRG設定値」：0～255（0016～FF16）
＊3 システムクロックとしてf(XIN)、f(XCIN)のどちらを選択しているかによって決定され
ます。
ただし、7477グループでは、時計用クロック発生回路を内蔵していないため、f(XCIN)
を使用できません。

●外部クロック選択時

ボーレート［bps］＝
SCLK端子への入力クロック周波数

16
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BRGはリロードレジスタを持つシリアルI/O専用の8ビットカウンタで、値nを設定するとカウント
ソースを（n+1）で分周します。カウントソースはシリアルI/O制御レジスタのビット0が“0”のとき
f(XIN)/4 (7478グループではf(XCIN)/4も選択可能) 、“1”のときf(XIN)/16(7478グループではf(XCIN)/16も選
択可能)を選択できます。

ボーレート参考値を表1.13B.2に示します。

表1.13B.2 ボーレート参考値
ボーレート
［bps］

300
600

1200
2400
4800
9600
15600
31200
41600

カウントソース
f(X IN)/16
f(X IN)/16
f(X IN)/16
f(X IN)/16
f(X IN)/4
f(X IN)/4
f(X IN)/4
f(X IN)/4
f(X IN)/4

f(XIN)＝7.9872MHz時
BRG設定値
103(6716)
51(3316)
25(1916)
12(0C16)
25(1916)
12(0C16)
7(0716)
3(0316)
2(0216)

BRG設定値
51(3316)
25(1916)
12(0C16)
25(1916)
12(0C16)

f(XIN)＝3.9936MHz時
カウントソース

f(X IN)/16
f(X IN)/16
f(X IN)/16
f(X IN)/4
f(X IN)/4

■転送データフォーマット

受信データのフォーマットはUART制御レジスタ（UARTCON）により、ビットの選択が可能です。

・スタートビット（ST） ：1ビット
・データビット（DATA）：7ビット又は8ビット
・パリティビット（PA） ：無し又は1ビット
・ストップビット（SP） ：1ビット又は2ビット

表1.13B.3に送信データの各ビットの機能を示します。また、転送データフォーマットを図1.13B.13
に示します。

表1.13B.3 UART送信データの各ビット機能
名　　称

スタ－トビット
ST
データビット
DATA

パリティビット
PA

ストップビット
S P

データの送信開始を示すビットで、1ビット分の“L”信号が送信データの直前に付加され
ます。
UART送信バッファレジスタに書き込まれた送信データを示します。
“0”のデータは“L”、“1”のデータは“H”信号です。
データの信頼性を向上させるために、データビットの直後に付加するビットです。この
ビットの内容はパリティ選択ビットの内容に従って、パリティビットを含めた送受信
データ中の“1”の個数が常に偶数、又は奇数になるように変化します。
データの送信完了を示すビットで、データビットの直後（パリティ有効時はパリティ
ビットの直後）に付加されます。ストップビットとして1ビット分、又は2ビット分の“H”
信号が出力されます。

機　　能
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図1.13B.13 UARTの転送データフォーマット

D0 D1 D4 D5

● 7ビットUARTモード

ST

SP

LSB MSB
D2 D3 D6 SP

D0 D1 D4 D5ST
LSB MSB

D2 D3 D6 SP

SPD0 D1 D4 D5ST
LSB MSB

D2 D3 D6 PA

SPD0 D1 D4 D5ST
LSB MSB

D2 D3 D6 PA SP

D0 D1 D4 D5

● 8ビットUARTモード

ST

SP

LSB MSB
D2 D3 D7 SP

D0 D1 D4 D5ST
LSB MSB

D2 D3 D7 SP

SPD0 D1 D4 D5ST
LSB MSB

D2 D3 D7 PA

SPD0 D1 D4 D5ST
LSB MSB

D2 D3 D7 PA SP

D6

D6

D6

D6

ST
Di

PA
SP

: スタートビット
: データビット
: パリティビット
: ストップビット
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(1) UARTのブロック図

 図1.13B.14にUARTのブロック図を示します。

図1.13B.14 UARTブロック図

データバス

データバス

受信バッファレジスタ

クロック制御回路

シリアルI/O制御レジスタ

ボーレートジェネレータ

シリアルI/Oステータスレジスタ

1/4
1/4

送信シフトレジスタシフト終了フラグ(TSC)

送信割り込み要求(TI)
送信バッファエンプティフラグ(TBE)

受信バッファフルフラグ(RBF)
受信割り込み要求(RI)

分周比1/(n+1)

P14

P15P16

受信シフトレジスタ

送信シフトレジスタ

送信バッファレジスタ

TXD

SCLK

RXD 00E016番地

00E216番地

00E016番地

00E116番地

00E416番地

７ビット

1/16

1/16

ＵＡＲＴ制御レジスタ

ST/SP/PA発生

シリアルI/O同期クロック選択ビット(SCS)

OE

SP検出8ビット
PE FE

ST検出

00E316番地

受信許可ビット(RE)

送信許可ビット(TE)

送信割り込み要因
選択ビット(TIC)

キャラクタ長選択

シリアルI/O許可ビット(SIOE)

キャラクタ長選択

ビット(CHAS)

ビット(CHAS)

BRGカウントソース
選択ビット(CSS)

XIN

XCIN*

*7477グループにはXCIN端子はありません。
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(2) UARTの送信動作

UARTの送信動作を以下に説明します。

●送信動作の開始
　送信可能状態＊1で、送信バッファレジスタ（TB：00E016番地）に送信データを書き込むことに
よって送信が開始されます。

●送信動作

① 送信バッファレジスタに送信データを書き込むと、シリアルI/Oステータスレジスタ（SIOSTS：
00E116番地）の送信バッファエンプティフラグ（ビット0）が“0”になります。

② 送信バッファレジスタに書き込まれた送信データは、送信シフトレジスタに転送されます。送信
シフトレジスタへの転送が完了すると送信バッファエンプティフラグは“1”になります＊2。
シリアルI/O制御レジスタのビット3が“0”（送信バッファレジスタが空になったとき）の場合は、こ
の時点で割り込み要求ビットが“1”になり割り込み要求が発生します。

③ 送信シフトレジスタに転送された送信データは、スタートビットを先頭に同期クロックの立ち下が
りに同期して、P15/TxD端子から出力されます。 スタートビット、パリティビット、ストップビッ
トはUART制御レジスタの 設定内容に従って、自動的に生成、出力されます。

④ 送信シフト動作が開始されると、シリアルI/Oステータスレジスタの送信シフトレジスタシフト終
了フラグ（ビット2）が“0”になります。

⑤ データは、送信シフトレジスタの最下位ビットから出力され、1ビット出力されるたびに送信シフ
トレジスタ内容は最下位方向へ1ビットシフトされます。

⑥ ストップビット送信開始から、同期クロックの1/2周期後＊3で、送信シフトレジスタシフト終了フ
ラグが“1”になります。
シリアルI/O制御レジスタのビット3が“1”（送信シフト動作が終了したとき）の場合は、この時点で
割り込み要求ビットが“1”になり割り込み要求が発生します。

＊1：送信動作のためのレジスタ等の初期化が完了した状態。後述の「1.13B.3 (4) UARTの設定方法」
を参照してください。

＊2：送信バッファエンプティフラグが“1”の間は次の送信データを送信バッファレジスタに書き込む
ことができます。

＊3：ストップビットが2ビットの場合は、2ビット目のストップビット出力期間となります。
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●送信割り込み動作（シリアルI/O選択時のみ有効）
送信割り込みは、シリアルI/O制御レジスタ（SIOCON）のビット3により割り込み要求の発生する
タイミングを選択することができます。

0：送信バッファレジスタに書き込んだデータが送信シフトレジスタに移され、送信バッファレジスタ
が空になったとき割り込み要求を発生

1：送信シフトレジスタのシフト動作が終了したとき、割り込み要求を発生

※UARTの場合も同期クロック選択時と同様の割り込み動作をします。　　

図1.13B.15にUARTの送信動作、図1.13B.16にUARTの送信タイミング例を示します。

図1.13B.15 UARTの送信動作

D0

送信シフトレジスタ P15/TxD

D1D2D3D4D5D6D7

b0

シリアルＩ／Ｏ
ステータスレジスタ

1
b0

送信シフトレジスタ
送信データ転送

送信バッファレジスタ

送信バッファレジスタ

送信データ書き込み

データバス

シリアルＩ／Ｏ
ステータスレジスタ

0

b0

0

1

00E016番地

00E116番地

00E116番地

シリアルＩ／Ｏ
ステータスレジスタ

0
b2

1

00E116番地

1

2

3

4

5

6

割り込み要求
レジスタ1

1
b6

0

00FC16番地
ST

SP

P15/TxD

シリアルＩ／Ｏ
ステータスレジスタ

1
b2

0

00E116番地

送信シフトレジスタ
P15/TxD

D0D2D3D4D5D6D7

b0
D1

※シリアルI/O制御レジスタのビット3で
　“0”を選択した場合

※シリアルI/O制御レジスタのビット3で
　“１”を選択した場合

1
b6

0

00FC16番地

割り込み要求
レジスタ1

同期クロック

同期クロック

同期クロック
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図1.13B.16 UARTの送信タイミング例

送信バッファ
エンプティフラグ

送信シフトレジスタ
シフト終了フラグ

同期クロック
BRG出力の16分周又は
外部クロックの16分周

送信バッファレジスタ
への書き込み信号

送信割り込み
要求ビット

送信割り込み
許可ビット

B1 A1 A2B2

：送信割り込み要求ビットへの“0”書き込みによるクリア、又は送信割り込みの
　受け付けによるクリア。

A1 A2

B1

B2

：送信割り込み要因選択ビットによって送信バッファが空になったときに割り込み
　要求発生を選択した場合
：送信割り込み要因選択ビットによって送信シフトレジスタのシフト動作が終了した
　ときに割り込み要求発生を選択した場合。

D0 D1 D2ST D6 SP
シリアルI/Oを
使用していない

D7TXD端子
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(3) UARTの受信動作

UARTの受信動作を以下に説明します。

●受信動作の開始
受信可能状態＊1で、シリアルI/O制御レジスタ（SIOCON）の受信許可ビット（ビット5）を許可状態

（“1”）にしてください。この操作により、スタートビットの検出を行い、シリアルデータの受信を
開始します。

●受信動作

① P14/RxD端子の立ち下がりを検出した時点から、同期クロックの1/2周期後にP14/RxD端子レベル
をチェックし、“L”レベルであればスタートビットと判断します。“H”レベルの場合はノイズと
判断し、受信動作を中止し再度スタートビット待ち状態となります。

② 同期クロックの立ち上がりに同期して、P14/RxD端子から1ビットずつデータを受信シフトレジ
スタへ読み込みます。

③ スタートビット直後のデータは、受信シフトレジスタの最上位ビットから入り、1ビット受信さ
れるたびに受信シフトレジスタ内容は最下位方向へ1ビットシフトされます。

④ 受信シフトレジスタに規定ビット数が揃い、ストップビット受信（シフトクロックの立ち上がり）
により受信シフトレジスタの内容は受信バッファレジスタ（RB）に転送されます＊2 ＊3。また、シ
リアルI/Oステータスレジスタ（SIOSTS）の受信バッファフルフラグ（ビット1）が“1”になり＊4、
受信割り込み要求が発生します。

⑤ 受信割り込み要求発生と同時にエラーフラグの検出が行われます。

＊1：受信動作のためのレジスタ等の初期化が完了した状態。後述の「1.13B.3 (4) UARTの設定
方法」を参照してください。

＊2：データビット長が7ビットの場合、受信バッファレジスタの内容はビット0～6が受信データ、
ビット7（MSB）が“0”となります。

＊3：受信バッファレジスタの内容が読み出されず、データが残っている（受信バッファフルフラグ
が“1”の）状態で、さらに受信シフトレジスタに受信データが揃った場合、シリアルI/Oステー
タスレジスタのオーバランエラーフラグが“1”にセットされます。このとき、受信シフトレジ
スタのデータは受信バッファレジスタに転送されず、受信バッファレジスタの元のデータは
保持されます。

＊4：受信バッファフルフラグは、受信バッファレジスタを読み出すことによって“0”になります。
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●受信割り込み動作（シリアルI/O選択時のみ有効）
受信シフトレジスタにデータが揃い、受信バッファレジスタにシフトレジスタの内容が移される
と割り込み要求を発生します。
※UARTの場合もクロック同期形シリアルI/O選択時と同様の割り込み動作をします。

UARTの受信動作を図1.13B.17に、UARTの受信タイミング例を図1.13B.18に示します。

図1.13B.17 UARTの受信動作

“L”レベルを検出
　　スタートビット

　　　　　と判断

同期クロック

RxD（ノイズ）

RxD（ST）

“H”レベル検出
　　ノイズと判断

1

シリアルＩ／Ｏ
ステータスレジスタ

1
b1

0

00E116番地

同期クロック

RxD（SP）

5

割り込み要求
レジスタ1

1
b5

0

00FC16番地

受信シフトレジスタP14/RxD

D0

b0
2 同期クロック

受信シフトレジスタ

D1D2D3 D0

b0

P14/RxD

3 同期クロック

受信データ転送
受信バッファレジスタ

受信シフトレジスタ D5 D2D6D7 D3D4 D0D1

00E016番地

4

シリアルＩ／Ｏ
ステータスレジスタ

00E116番地 1
b3

0

1
b6

000

b4b5
11

b3(OE)：オーバランエラー発生時、“1”になります。
b4(PE)：パリティエラー発生時、“1”になります。
b5(FE)：フレーミングエラー発生時、“1”になります。
b6(SE)：OE∪PE∪FE＝1のとき、“1”になります。
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受信バッファレジスタ
読み出し信号

受信許可ビット

受信割り込み
要求ビット

受信バッファ
フルフラグ

A

A ：受信割り込み要求ビットへの“0”書き込みによるクリア、又は受信割り込みの
　受け付けによるクリア。

D6 PAR SPD1 D2RXD端子 ST

STの立ち下がりで
受信開始

同期クロック

D0

受信シフトレジスタへ
読み込む

STが“L”レベル
であることを検査

図1.13B.18 UARTの受信タイミング例
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(4) UARTの設定方法

図1.13B.19 UARTの設定方法

BRGカウントソース選択(同期クロックとしてBRG出力の16分周選択時のみ有効)
　0：f(XIN)/4又はf(XCIN)/4
　1：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16

シリアルI/O許可(P14～P17はシリアルI/O端子として動作)

手順3　シリアルI/O制御レジスタの設定

シリアルI/O制御レジスタ(SIOCON) [00E216番地]
b7 b0

送信データの書き込み

手順5　送信時、送信データの書き込み

送信バッファレジスタ(TB) [00E016番地]

同期クロック選択
　0：BRG出力の16分周(注2)
　1：外部クロック入力の16分周

送信割り込み要因選択
　0：送信バッファレジスタが空になった時
　1：送信シフトレジスタのシフト動作終了時
送信許可選択
　0：送信禁止
　1：送信許可

クロック非同期形シリアルI/O(UART)

注1. f(XIN)、f(XCIN)は、システムクロックによって決まります。
 　・システムクロックとしてf(XIN)を選択している場合、f(XIN)を分周したものが同期クロックとなります。
 　・システムクロックとしてf(XCIN)を選択している場合、f(XCIN)を分周したものが同期クロックとなります。
 ただし、7477グループにはXCIN端子がないので、システムクロックとしてf(XCIN)を使用できません。
　2. 同期クロックとしてBRG出力の16分周を選択する場合、同期クロックはSCLK端子から外部に出力されませんので、
 P16/SCLK端子は入出力ポートP16として使用できます。

(注1)

手順1　シリアルI/O動作の停止、及び初期化

シリアルI/O制御レジスタ(SIOCON) [00E216番地]
b7 b0

0

送信動作の停止、及び初期化

0

受信許可選択
　0：受信禁止
　1：受信許可

1

0

受信動作の停止、及び初期化

ボーレート値を設定

手順2　同期クロックとしてBRG出力の16分周を選択する場合、ボーレートジェネレータの設定

ボーレートジェネレータ(BRG) [00E416番地]

手順4　UART制御レジスタの設定

UART制御レジスタ(UARTCON) [00E316番地]
b7 b0

キャラクタ長選択
　0：8ビット
　1：7ビット
パリティ許可選択
　0：パリティ禁止
　1：パリティ許可
パリティ選択(パリティ許可時のみ有効)
　0：偶数パリティ
　1：奇数パリティ
ストップビット長選択
　0：1ストップビット
　1：2ストップビット

✕

UART選択時、このビットは無効。
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1.13B.4 シリアルI/Oに関する注意事項（7477/7478グループ）

(1) 外部クロック選択時の注意事項

7477/7478グループでは、同期クロックとして、内部クロックと外部クロックのいずれかを選択で
きます。同期クロックとして外部クロックを選択した場合、次の点に注意してください。

■クロック同期形シリアルI/Oの場合

① データ送信時、送信許可ビットへの“1”書き込み、及び送信バッファレジスタ への書き込みは、
同期クロックが“H”の状態で行ってください。

② 送信または、受信シフトレジスタのシフト動作は、同期クロックがシリアルI/Oの回路に入力さ
れている間続けられます。したがって同期クロックは8サイクルで停止させてください。
なお、内部クロックを選択している場合は、同期クロックは自動的に停止します。

③ 外部クロック源として使用するパルスの“H”及び“L”の幅（TWH，TWL）をTWH，TWL［s］≧8/
（f(XIN)［Hz］）としてください。例えばf(XIN)＝8MHzの場合、500kHz以下のクロック（デューティ
比50%）を使用してください。

■UARTの場合

① 外部クロック源として使用するパルスの“H”及び“L”の幅（TWH，TWL）をTWH，TWL［s］≧2/
（f(XIN)［Hz］）としてください。例えばf(XIN)＝8MHzの場合、2MHz以下のクロック（デューティ
比50%）を使用してください。

(2) クロック同期形シリアルI/Oにおいて、SRDY出力を行う場合

外部クロックを用いて受信側がSRDY出力を行う場合、受信許可ビット及びSRDY出力許可ビットとと
もに、送信許可ビットも“1”（送信許可）にしてください。

(3) シリアルI/O送信、受信割り込みを行う場合

■シリアルI/O送信割り込みを使用する場合は、以下の順で設定してください。
① 割り込み制御レジスタ1のシリアルI/O送信割り込み許可ビットを“0”にする。
② シリアルI/O制御レジスタを設定する。
③ 割り込み要求レジスタ1のシリアルI/O送信割り込み要求ビットを“0”にする。
④ 割り込み制御レジスタ1のシリアルI/O送信割り込み許可ビットを“1”にする。

理由
1：シリアル I / O制御レジスタを用いて通常ポートをシリアル I / O端子に切り替えると、シリア
ルI/Oに送信割り込み要求ビットが“1”になることがあります。

2：シリアルI/O制御レジスタの送信許可ビットを“1”にすると、送信バッファエンプティフラグ及び
送信シフトレジスタシフト終了フラグが“1”になります。したがって、シリアルI/O制御レジスタの
送信割り込み要因選択ビットの状態に関わらずシリアルI/O送信割り込み要求ビットが“1”になり、
割り込み要求が発生します。
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■シリアルI/O受信割り込みを使用する場合は、以下の順で設定してください。
① 割り込み制御レジスタ1のシリアルI/O受信割り込み許可ビットを“0”にする。
② シリアルI/O制御レジスタを設定する。
③ 割り込み要求レジスタ1のシリアルI/O受信割り込み要求ビットを“0”にする。
④ 割り込み制御レジスタ1のシリアルI/O受信割り込み許可ビットを“1”にする。
理由
シリアルI/O制御レジスタを用いて通常ポートをシリアルI/O端子に切り替えると、シリアルI/O受信
割り込み要求ビットが“1”になることがあります。

(4) 1バイトのデータ送信終了後送信を禁止する場合

データ送信終了を知る方法として、7477/7478グループでは、送信シフトレジスタシフト終了
フラグ（TSCフラグ）を参照する方法があります。
TSCフラグは、データ送信中“0”になり、データ送信が終了すると“1”になります。したがって、

TSCフラグが“0”から“1”に変化したことを確認した時点で送信を禁止すれば、送信を1バイトで終了
することができます。しかし、TSCフラグはシリアルI/Oを許可状態にしたときも“1”になり、同期
クロックが発生し送信が開始されるまで“0”になりませんので、この時点でTSCフラグを参照し送信
を禁止すると、データが送信されません。TSCフラグを参照する場合は、送信開始後に行ってくださ
い。
  また、送信シフトレジスタシフト終了フラグの“1”から“0”への変化は、同期クロックの0.5～1.5
サイクル分遅れます。

(5) シリアルI/O制御レジスタ（SIOCON）を再設定する場合

シリアルI/O制御レジスタを再設定する場合は、送信許可ビット及び受信許可ビットの両方を“0”に
して、送信及び受信回路をリセットした後、設定してください。

① 送信許可ビット（TE）、受信許可ビット（RE）の両方を“0”にする。
② シリアルI/O制御レジスタのビット0～ビット3、及びビット6を設定する。
③ 送信許可ビット（TE）、受信許可ビット（RE）の両方を“1”にする。
     （②③はLDM命令で同時に設定可）
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(6) クロック同期形シリアルI/Oの送受信動作を停止する場合

■ 半二重通信時、送信動作を停止する場合、シリアルI/O許可ビット及び送信許可ビットを“0”(シリ
アルI/O及び送信禁止)にしてください。
理由
　シリアルI/O許可ビットだけを“0”(シリアルI/O禁止)にしても、送信動作の停止及び送信回路の
初期化は行われず、内部の送信動作は継続して行われます(TxD､RxD､SCLK､SRDY各端子の機能は
入出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力されることはありません)。
　この状態で、送信バッファレジスタにデータを書き込むと、マイコン内部のシフト動作が開始され
るため、そのデータは送信シフトレジスタに転送されます。この時点でシリアルI/O許可ビットを“1”
にすると、内部でシフト中のデータが途中からTxD端子に出力され、不具合の原因となります。

■ 半二重通信時、受信動作を停止する場合、受信許可ビットを“0”(受信禁止)、又はシリアルI/O許可
ビットを“0”(シリアルI/O禁止)にしてください。

■ 全二重通信時、送信動作及び受信動作を停止する場合、送信許可ビット及び受信許可ビットの両方
を同時に“0”(送受信禁止)にしてください(クロック同期形シリアルI/Oの全二重通信時、送信動作又
は受信動作のいずれか一方だけを停止することはできません)。
理由
　クロック同期形シリアルI/Oでは、送信及び受信に同一のクロックを使用しているため、いずれ
か一方だけを禁止した場合、送信と受信の同期がとれなくなり、ビットずれが生じます。クロック
同期形シリアルI/Oでは、受信のためにも送信回路のクロック回路が動作しています。そのため、
送信許可ビットだけを“0”(送信禁止)にしても送信回路は止まらない構成になっています。また、
上記の「半二重通信時、送信動作を停止する場合」と同様に、シリアルI/O許可ビットを“0”(シリア
ルI/O禁止)にしても送信回路を初期化できません。

(7) UARTの送受信動作を停止する場合

■ 送信動作を停止する場合、送信許可ビットを“0”(送信禁止)にしてください。
理由
　シリアルI/O許可ビットだけを“0”(シリアルI/O禁止)にしても、送信動作の停止及び送信回路の
初期化は行われず、内部の送信動作は継続して行われます(TxD､RxD､SCLK､SRDY各端子の機能は
入出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力されることはありません)。
この状態で、送信バッファレジスタにデータを書き込むと、マイコン内部のシフト動作が開始され
るため、そのデータは送信シフトレジスタに転送されます。この時点でシリアルI/O許可ビットを
“1”にすると、内部でシフト中のデータが途中からTxD端子に出力され、不具合の原因となります。

■ 受信動作を停止する場合、受信許可ビットを“0”(受信禁止)にしてください。

■ 送信動作及び受信動作を停止する場合、送信許可ビットを“0”(送信禁止)にしてください。
理由
　シリアルI/O許可ビットだけを“0”(シリアルI/O禁止)にしても、送信動作の停止及び送信回路の
初期化は行われず、内部の送信動作は継続して行われます(TxD､RxD､SCLK､SRDY各端子の機能は
入出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力されることはありません)。
　この状態で、送信バッファレジスタにデータを書き込むと、マイコン内部のシフト動作が開始さ
れるため、そのデータは送信シフトレジスタに転送されます。この時点でシリアルI/O許可ビットを
“1”にすると、内部でシフト中のデータが途中からTxD端子に出力され、不具合の原因となります。
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(8) エラー発生時の処理方法

■パリティエラー、フレーミングエラー、サミングエラー発生時の処理
パリティエラー、フレーミングエラー及びサミングエラーが発生すると、シリアルI/Oステータ
スレジスタの各エラーに対応するフラグが“1”になります。これらのフラグは自動的には“0”にな
りませんので、ソフトウエアにより“0”にしてください。
パリティエラーフラグ、フレーミングエラーフラグ、サミングエラーフラグのクリアは、

●受信許可ビットを“0”にする
●シリアルI/Oステータスレジスタに任意のダミーデータを書き込む

のうちいずれかで行えます。

■オーバランエラー発生時の処理
オーバランエラーは、受信バッファレジスタにデータが入っている状態で、受信シフトレジスタ
にデータが揃ったとき発生します。
オーバランエラーが発生した場合、受信シフトレジスタのデータは受信バッファレジスタに転送
されず、受信バッファレジスタのデータは保持されます。このとき、受信バッファレジスタのデー
タを読み出しても受信シフトレジスタのデータは転送されません。したがって、受信バッファレジ
スタのデータは読み出せますが、受信シフトレジスタのデータは読み出すことができず無効となり
ます。
オーバランエラーが発生した場合は、シリアルI/Oステータスレジスタのオーバランエラーフラ
グを“0”にした後、再度受信準備を行ってください。

オーバランエラーフラグのクリアは、

● シリアルI/O許可ビットを“0”にする
● 受信許可ビットを“0”にする
● シリアルI/Oステータスレジスタに任意のダミーデータを書き込む

のうちいずれかで行えます。

(9) 送信シフトレジスタシフト終了フラグを使用したデータ送信制御

送信シフトレジスタシフト終了フラグは、シフトクロックの0.5～1.5クロック分遅れて“1”から“0”
へ変化します。したがって、送信バッファレジスタに送信データを書き込んだ後、送信シフトレジス
タシフト終了フラグを参照してデータ送信を制御する場合、この遅れに注意してください。
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1.14 A-D変換器

7470/7471/7477/7478グループは、
●アナログ入力端子 .................. 7470/7477グループ：4チャネル（ポートP2と兼用）

7471/7478グループ：8チャネル（ポートP2と兼用）
●変換方式 .................................. 逐次近似比較変換方式
のA-D変換器を内蔵しています。
7470/7471グループではA-D変換器を使用しない場合、VREFスイッチにより消費電力を抑えることができ
ます（7477/7478グループにはこの機能はありません）。

1.14.1 A-D変換器のブロック図

A-D変換器のブロック図を図1.14.1に示します。

注1.　7470/7477グループにはP2 4/IN4～P27/IN7端子はありません。
　2.　7477/7478グループにはVREFスイッチ及びA-D制御レジスタのV REF接続
　　   選択ビット(ビット4)はありません。

データバス

b4 b0

A-D 制御回路

A-D 変換レジスタ
(00DA16番地)

スイッチツリー

ラダー抵抗

A-D 変換終了
割り込み要求

コンパレータ

P20/IN0

P21/IN1

P22/IN2

P23/IN3

P24/IN4

P25/IN5

P26/IN6

P27/IN7

VSS VREF

A-D 制御レジスタ
(00D916番地)

チ

ネ
ル
セ
レ
ク
タ

ヤ

注1

(注2)

VREFスイッチ(注2)

図1.14.1 A-D変換器 ブロック図
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番地

割り込み要求レジスタ1(IR1)

割り込み制御レジスタ1(IE1)

00FC16

00FD16

00FE16

00FF16

Ａ－Ｄ制御レジスタ(ADCON)00D916

00DA16 Ａ－Ｄ変換レジスタ(AD)

1.14  A-D 変換器

1.14.2 A-D変換器の関連レジスタ

図1.14.2にA-D変換器関連レジスタのメモリ配置を示します。

図1.14.3 A-D変換レジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

AーD変換レジスタ(AD) 【00DA16番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

AーD変換レジスタ

0～7 不定 ○ ×

機　　　能

AーD変換結果が格納される読み出し専用のレジスタです。

図1.14.2 A-D変換器関連レジスタのメモリ配置

(1) A-D変換レジスタ（AD：00DA16番地）

A-D変換レジスタには、A-D変換結果が格納されます。このレジスタは読み出し専用です。
図1.14.3にA-D変換レジスタの構成を示します。
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(2) A-D制御レジスタ（ADCON：00D916番地）

A-D制御レジスタは、A-D変換器の各種制御を行うビットで構成されたレジスタです。　
図1.14.4にA-D制御レジスタの構成を示します。

図1.14.4 A-D制御レジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

A-D制御レジスタ(ADCON) 【00D916番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

A-D制御レジスタ

0

1

2

3

4

5､6

0

1

0

0

○ ○

○ ○

○ ○

0 0

ビット名 機　　　能

アナログ入力端子
選択ビット

 0 0 0 ：P20/IN0

A-D変換終了ビット(注2) 0：A-D変換中
1：A-D変換終了

このビットは必ず“0”にしてください。

VREF接続選択ビット 0：VREF端子と比較電圧発生器を
　  切り離す

1：VREF端子を比較電圧発生器に
　  接続する

0 ○ ○

0 ○ ○

注1.　7470/7477グループにはP2 4～P27端子はありませんので、設定
　　   しないでください。
　2.　・ビット3を“0”にするとA-D変換が開始されます。
　　   ・ビット3への書き込みは“0”のみ有効であり、“1”を
　　　   書き込んでもビット3は“1”にはなりません。
　　　   したがって、ビット3に影響を与えずにA-D制御レジスタ
　　　   へ値を書き込むときは ビット3の値を“1”にしてください。

b2 b1 b0

 0 0 1 ：P21/IN1

 0 1 0 ：P22/IN2

 0 1 1 ：P23/IN3

 1 0 0 ：P24/IN4

 1 0 1 ：P25/IN5

 1 1 0 ：P26/IN6

 1 1 1 ：P27/IN7

※7477/7478グループには　　
　ありません。リセット時
　は不定となります。

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。 不定 ×

7

0

不定

（注1）
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A-D制御レジスタの各ビットについて以下に説明します。

■アナログ入力端子選択ビット：ビット2～ビット0
アナログ入力端子を選択するためのビットです。
なお、ポートP2のアナログ入力端子として使用しない端子は、プログラマブル入出力ポート

（7477/7478グループでは入力ポ－ト）として機能します。

■A-D変換終了ビット：ビット3
A-D変換器の動作状態を示すビットです。A-D変換中は“0”、A-D変換終了時には“1”になりま
す。また、このビットを“0”にするとA-D変換が開始されます（変換中に“0”にした時点からA-D
変換再スタートとなります）。

■VREF接続選択ビット：ビット4（7477/7478グループにはありません）
VREF端子とラダー抵抗を接続するためのビットです。A-D変換器使用時は必ず“1”にしてくださ
い。また、A-D変換器を使用しない場合は、このビットを“0”にすると消費電力を低減できます。
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1.14.3 A-D変換器の動作説明

A-D変換方式は、逐次比較変換方式です。
内部で生成する比較電圧Vrefと、アナログ入力端子（P20/IN0～P27/IN7）から入力されるアナログ入力
電圧VINを比較し、その結果をA-D変換レジスタ（00DA16番地）の各ビットに逐次格納してデジタル値を得
ます。

【内部動作】

A-D変換を開始すると以下の動作が自動的に行われます。

① A-D変換レジスタが“0016”になります。
② 比較電圧Vrefとアナログ入力電圧VINの比較が8回行われます。1回の比較ごとにA-D変換レジスタの
内容が最上位ビットから1ビットずつ確定されます。比較電圧Vrefは、A-D変換レジスタの内容及び
VREF端子から入力される基準電圧VREFによって以下の式で決定されます。

VrefとVREFの関係式
n＝0の時
Vref＝0

n＝1～255の時
Vref＝VREF/256×（n－0.5）
n：A-D変換レジスタの値（10進表現）

[1] A-D変換レジスタの最上位ビット（ビット7）の確定（1回目の比較）
A-D変換レジスタのビット7が“1”になり、上式で決定される比較電圧Vrefがコンパレータに
入力されます。
比較電圧Vrefとアナログ入力電圧VINが比較され、その結果によってA-D変換レジスタのビッ
ト7は以下のように確定されます。

Vref＜VIN の場合：“1”を保持する
Vref＞VIN の場合：“0”になる

[2] A-D変換レジスタのビット6～ビット0の確定（2回目以降の比較）
まず、A-D変換レジスタのビット6が“1”になります。次に比較電圧Vrefとアナログ入力電圧VIN
が比較され、その結果によってA-D変換レジスタのビット6は以下のように確定されます。

Vref＜VIN の場合：“1”を保持する
Vref＞VIN の場合：“0”になる
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同様に、ビット5～ビット0が3回目～8回目の比較結果によって確定されます。
これらの動作によって、アナログ入力電圧VINに対応するデジタル値（A-D変換レジスタの内容）
は、1ビットずつ確定されます。
図1.14.5にA-D変換中のA-D変換レジスタ内容と比較電圧の変化を示します。

③ A-D変換が完了すると、A-D制御レジスタのビット3が“1”になり、また、割り込み要求レジスタ1
のA-D変換終了割り込み要求ビットが“1”になり、A-D変換終了割り込み要求が発生します。

注．A-D変換結果は、A-D制御レジスタのビット3が“1”になった後に、A-D変換レジスタを読み
出すことによって得られます。

アナログ入力電圧に対応するデジタル値

1 0 0 0 0 0 0 0

1 2 1 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 01

1 2 3 4 5 6 7 1

VREF
2

VREF
512

－

VREF
2

VREF
4

VREF
512

－±

VREF
2

VREF
4

VREF
8

VREF
512

－± ±

0 0 0 0 0 0 0 0

A-D変換レジスタの内容 比較電圧（Vref） [V]

0A-D変換開始時

１回目の比較開始時

３回目の比較開始時

８回目の比較開始時

２回目の比較開始時

m

1 2 3 4 5 6 7 8A-D変換終了時
(８回目の比較終了時)

VREF
2

VREF
4

VREF
8

± ± ±

VREF
512

－
VREF
256

±.......

：m 回目 (m＝1～8) の比較結果によって確定した値m

.....

図1.14.5 A-D変換中のA-D変換レジスタと比較電圧の変化
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■A-D変換レジスタの読み出し

A-D変換が終了後、A-D変換レジスタを読み出し、A-D変換結果を得ます。A-D変換の終了は、以下
のいずれかの状態で確認できます。
・A-D変換終了ビットが“1”のとき
・A-D変換終了割り込み要求ビットが“1”のとき
・A-D変換終了割り込み処理ルーチンへの分岐時（A-D変換割り込み許可の場合）

注1．A-D変換中は必ずVREF端子とラダー抵抗を接続してください。（7470/7471グループのみ）
　2．A-D変換中にA-D制御レジスタのA-D変換終了ビット（ビット3）への“0”書き込みを実行した

時点からA-D変換は再スタートとなります。
　3．A-D変換を開始してもA-D変換終了割り込み要求ビットは自動的に“0”になりません。
　 　変換前に必ず“0”にしてください。

■変換時間　

●A-D変換開始後、50サイクル（f(XIN)＝8MHzのとき、12.5μs）でA-D変換は終了します。
●A-D変換器の動作クロックには、メインクロック入力発振周波数f(XIN)/2を使用しますので、A-D
変換時間は基本的には次式で求められます。

A-D変換時間 ＝ × 変換サイクル（50サイクル）

注．コンパレータは容量結合で構成されていますので、A-D変換器は以下の状態で使用してください。

f(X IN)≧1MHz

したがって、CPUモードレジスタ（00FB16番地）のビット7が“0”（通常モード）の状態で使用してく
ださい。

2
f(XIN)
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1.14.4 A-D変換器の設定方法

図1.14.6 A-D変換器の設定方法

手順6　A-D変換の開始

A-D制御レジスタ(ADCON) [00D916番地]

注4. 7470グループでは、P24/IN4～P27/IN7端子がありませんので設定しないでください。
　5. VREF端子とラダー抵抗を接続した後、1.0μs以上のVREF安定待ち時間が経過してからA-D変換を開始してください。
 7477/7478グループでは、VREF接続選択ビットはありません。

手順3　A-D制御レジスタの設定

A-D制御レジスタ(ADCON) [00D916番地]
b7 b0

1

アナログ入力端子選択ビット
　000：P20/IN0

　001：P21/IN1

　010：P22/IN2

　011：P23/IN3

　100：P24/IN4

　101：P25/IN5

　110：P26/IN6

　111：P27/IN7

0

VREF端子とラダー抵抗を接続(注5)

b7 b0

0

(注4)

必ず“0”にしてください

手順2　7470/7471グループの場合、アナログ入力端子と兼用のポートに関する設定
　　　　手順2の設定は7477/7478グループでは必要ありません。（ポートP2は入力専用で、
　　　　プルアップトランジスタはありません。）

ポートP2方向レジスタ(P2D) [00C516番地]
b7 b0

ポートP20(IN0兼用)

ポートP21(IN1兼用)

ポートP22(IN2兼用)

ポートP23(IN3兼用)

ポートP24(IN4兼用)

ポートP25(IN5兼用)

ポートP26(IN6兼用)

ポートP27(IN7兼用)

アナログ入力端子として使用するポートに
対応するビットを“0”(入力モード)に設定

(注1)

注1. 7470グループでは、P24/IN4～P27/IN7端子がありません。

1．アナログ入力端子として使用するポートを入力モードに設定

ポートP1～P5プルアップ制御レジスタ [00D116番地] (注2)

b7 b0

ポートP20～P23(IN0～IN3兼用)を使用する場合、“0”を設定

ポートP24～P27(IN4～IN7兼用)を使用する場合、“0”を設定(注3)

2．アナログ入力端子として使用するポートのプルアップを解除

注2. 7470グループでは、ポートP1～P4プルアップ制御レジスタが配置されています。
　3. 7470グループでは、P24/IN4～P27/IN7端子がありません。

0

“0”書き込みによりA-D変換開始

手順1　A-D変換終了割り込みの受付を禁止する

割り込み制御レジスタ1(IE1) [00FE16番地]
b7 b0

0

A-D変換終了割り込みの受付を禁止する

手順4　A-D変換終了割り込み要求ビットを“0”にする

割り込み要求レジスタ1(IR1) [00FC16番地]
b7 b0

0

A-D変換終了割り込み要求なし

手順5　A-D変換終了割り込みを使用する場合、割り込みの受付を許可する

割り込み制御レジスタ1(IE1) [00FE16番地]
b7 b0

1

A-D変換終了割り込みの受付を許可する
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1.14.5 A-D変換器に関する注意事項

A-D変換器は、下記の点に注意してください。

■ コンパレータは容量結合で構成されており、クロック周波数が低いと電荷が失われてしまいます。その
ため、
●A-D変換実行中はf(XIN)を1MHz以上にしてください。
●A-D変換中はSTP命令を実行しないでください。

■ A-D変換器を使用する場合は基準電圧入力端子VREFに
・VCC＝2.7～4.0Vの場合、2～VCC〔V〕
・VCC＝4.0～5.5Vの場合、0.5VCC～VCC〔V〕
の電圧を印加してください。
VREFを下げて使用すると精度が悪くなるので注意してください。
A-D変換器を使用しない場合はVCC端子に接続してください。

■ アナログ電源電圧入力端子AVSSにVSS端子と同電位を印加してください。
　（AVSS端子は7471/7478グループの56P6N-Aパッケージ品の専用端子です。）

■ 7470/7471グループの場合、使用するアナログ入力端子に対応するポートP2方向レジスタのビットを“0”
（入力モード）にしてください。

■ 7470/7471グループの場合、使用するアナログ入力端子に対応するプルアップ制御レジスタのビットを
“0”（プルアップしない）にしてください。

■アナログ入力内部等価回路は図1.14.7の通りです。A-D変換を正しく行うためには、内部のコンデンサ
への充電が所定の時間内に終了することが必要です。この時間内にコンデンサの充電を完了させるため
に必要なアナログ入力源の出力インピーダンス最大値は以下の通りです。
・f(XIN)＝4MHz時　　約10kΩ
・f(XIN)＝8MHz時　　約2kΩ
出力インピーダンスの最大値が上記の値を超える場合は、アナログ入力端子－VSS間にコンデンサ
（0.1μF～1μF程度）を挿入する、等の対策を施してください。

図1.14.7 アナログ入力部内部等価回路

注1.　出力トランジスタの寄生ダイオードです。
　2.　SW1はアナログ入力端子選択時のみONします。
　3.　7477/7478グループにはVREFスイッチはありません。

ポートP2i/INi
(i=0～7)

スイッチツリー

ラダー抵抗

基準電圧発生回路

VREFスイッチ（注3）

VREFVSS

VSS

VCC

SW1（注2）

SW2

R=4kΩ±60％
C2=6pF±30％

アンプ
（注1）

VSS

C1=10pF
　　±50％
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1.14.6 参考

■A-D変換精度の定義

A-D変換精度の定義について説明します。
図1.14.8に示すA-D変換精度の定義を参照してください。

(1) 相対精度

●ゼロトランジション誤差(V0T)
A-D変換出力データが“0”から“1”に変化するときの入力電圧の、0～VREF間の理想的なA-D変
換特性からの偏差
　
V0T＝（V0－　　×　　）/1LSB　[LSB]

●フルスケールトランジション誤差(VFST)
A-D変換出力データが“255”から“254”に変化するときの入力電圧の、0～VREF間の理想的な

A-D変換特性からの偏差

VFST＝｛（VREF－　　×　　）－V254｝/1LSB　[LSB]

●非直線性誤差
実際のA-D変換特性の、V0～V254間の理想特性からの偏差

　非直線性誤差＝｛Vn－(1LSB×n＋V0)｝/1LSB　[LSB]　

●微分非直線性誤差
出力データを“1”変化させるのに必要な入力電圧の、V0～V254間の理想特性からの偏差

　微分非直線性誤差＝｛(Vn+1－Vn)－1LSB｝/1LSB　[LSB]　

(2) 絶対精度

●絶対精度
実際のA-D変換特性の、0～VREF間の理想特性からの偏差

　絶対精度＝｛Vn－1LSB×（n＋　　）｝/1LSB　[LSB]　

3
2

VREF
256

1
2

VREF
256

1
2
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図1.14.8 A-D変換精度の定義

Vn: 出力データが“n”から“n＋1”に変化するときのアナログ入力電圧(n=0～254)

フルスケールトランジション誤差
(VFST)

非直線性誤差

0－VREF間の
理想的な
A-D変換特性

V0－V254間の
A-D変換の
理想線

ゼロトランジション誤差(V0T)

出力データ

2
1
LSB

2
3
LSB

絶対精度における
1LSB

相対精度における
1LSB

微分非直線性誤差

絶対精度

VREFV254Vn+1Vn

アナログ電圧

V1V00

1

n

n+1

254

255

実際のA-D変換特性

・1LSB＝　　　　　(V)→相対精度における1LSB

・1LSB＝　　　　　(V)→絶対精度における1LSB

V254－V0

254

VREF

256
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電源電圧が規格内にあるとき、RESET端子に2μs以上“L”レベルを印加するとリセット状態になります。
その後RESET端子に“H”レベルを印加するとリセット状態が解除され、リセット飛び先格納番地の内容から
プログラムを実行します。

1.15.1 リセットの動作説明

図1.15.1にリセット解除後の内部処理シーケンスを示します。

1.15 リセット

図1.15.1 リセット解除後の内部処理シーケンス

内部クロックφ

FFFE16

AHAL 

FFFF16 AL,AH 

XIN

RESET

内部リセット

アドレスバス

データバス

SYNC

VCC

内部クロックφ: CPUの基準クロック周波数＝f(X IN)/2（リセット解除直後は通常モード）
AH､ AL : リセット飛び先格納番地の内容

 : 不定値

SYNC : CPUのオペコードフェッチサイクル
(内部信号ですので、外部から観察できません。)

XIN端子入力信号の32768カウント

2μs以上
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リセット状態においてRESET端子に“H”レベルを印加すると、表1.15.1に示すタイマ及びタイマのカウ
ントソース設定を自動的に行い、タイマ4のアンダフローによって内部のリセット状態は解除されます。

1.15 リセット

　　
リセット前の発振の状態にかかわらず、“H”レベル印加後はメインクロックのみ発振し、通常モードで
動作を開始します。XCIN，XCOUT端子は入力ポートP50，P51となります。
リセット状態が解除されると、FFFF16番地の内容を上位番地、FFFE16番地の内容を下位番地とする番
地からプログラムを実行します。

注．7470/7477グループではXCIN，XCOUT端子はありません。

表1.15.1 リセット時のタイマ3、4

FF16

f(X IN)/16

0716
タイマ3の
アンダフロー

 タイマ3 タイマ4項　目
設定値
カウント
ソース
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1.15.2 リセット時の内部状態

図1.15.2にリセット時の内部レジスタ状態を示します。

図1.15.2 リセット時の内部状態

0016

0016

0016

0 0 0 0

0016

0016

1 0 0 00 0

0016

0016

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0

00 0 0 0 0

1

0 0 0 00 0

FFFF16番地の内容

0 0 0 000

番  地

0 0 0 00 0

0 0 0 0000

( 1 )　ポートP0方向レジスタ(P0D)

FFFE16番地の内容

( 2 )　ポートP1方向レジスタ(P1D)

( 4 )　ポートP4方向レジスタ(P4D)

( 5 )　ポートP0 プルアップ制御レジスタ

( 6 )　ポートP1～P5プルアップ制御レジスタ

( 7 )　エッジ極性選択レジスタ(EG)

( 8 )　A-D 制御レジスタ(ADCON)

(15)　タイマFFレジスタ(TF)

(16)　タイマ12 モードレジスタ(T12M)

(17)　タイマ34モードレジスタ(T34M)

(18)　タイマモードレジスタ 2(TM2)

(19)　CPUモードレジスタ(CM)

(20)　割り込み要求レジスタ1(IR1)

(21)　割り込み要求レジスタ2(IR2)

(22)　割り込み制御レジスタ1(IE1)

(23)　割り込み制御レジスタ2(IE2)

(24)　プログラムカウンタ(PCH)

(25)　プロセッサステータスレジスタ(PS)

( 3 )　ポートP2方向レジスタ(P2D)
(7477/7478グループには配置されていません)

0016

0 0 0 0

0 0 0 000

( 9 )　シリアルI /O モードレジスタ(SM)
(7477/7478グループには配置されていません)

(10)　シリアルI/Oステータスレジスタ(SIOSTS)
(7470/7471グループには配置されていません)

(11)　シリアルI/O制御レジスタ(SIOCON)
(7470/7471グループには配置されていません)

(12)　UART制御レジスタ(UARTCON)
(7470/7471グループには配置されていません)

注意  上記以外のレジスタ及びRAMの内容はリセット解除直後は不定ですので、初期値を設定してください。
　　  また、マイコンによって配置されていないビットがあります。各レジスタの構成図を参照してください。

0716

(13)　タイマ3(T3)

(14)　タイマ4(T4)

(PCL) 

1 0

1 1 1 1

FF16

0 0

0

0

(7470/7477ｸﾞﾙｰﾌﾟではﾎﾟｰﾄP1～P4ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ制御ﾚｼﾞｽﾀ)

：リセット解除時、読み出し値が不定のビットを示します。

(FF16) ･ ･ ･ 

(FE16) ･ ･ ･ 

(FD16) ･ ･ ･ 

(FC16) ･ ･ ･

(FB16) ･ ･ ･

(FA16) ･ ･ ･  

(F916) ･ ･ ･ 

(F816) ･ ･ ･

(F716) ･ ･ ･ 

(F316) ･ ･ ･

(F216) ･ ･ ･

(E316) ･ ･ ･

(E216) ･ ･ ･

(E116) ･ ･ ･

(DC16) ･ ･ ･

(D916) ･ ･ ･

(D416) ･ ･ ･　

(D116) ･ ･ ･

(D016) ･ ･ ･

(C916) ･ ･ ･ 

(C516) ･ ･ ･

(C316) ･ ･ ･

(C116) ･ ･ ･
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1.15 リセット

1.15.3 リセットに関する注意事項

1．リセット解除後、タイマはカウント動作しています。

2．リセット解除後、FFFF16番地の内容を上位番地、FFFE16番地の内容を下位番地とする番地からプログ
ラムを実行します。

3．リセット前の発振の状態にかかわらず、リセット後はメインクロックのみ発振し、通常モードで動作
を開始します。XCIN，XCOUT端子は入力ポートP50，P51となります　（7470/7471グループではXCIN，
XCOUT端子はありません）。

4．通常使用状態でSTP命令実行時、入出力ポートはシステムクロックの発振が停止する直前の状態を保
持します。その後リセット動作を行うと、入力モードとなりハイインピーダンス状態になります。

5．電源投入時、f(XIN)=4MHzの場合は、電源電圧が2.7Vを通過する時点で、RESET端子に印加する電圧
が0.32V以下になるようにしてください。また、f(XIN)=8MHzの場合は、電源電圧が4.5Vを通過する時
点で、RESET端子に印加する電圧が0.54V以下になるようにしてください。

6．リセット信号が穏やかに立ち上がる場合は、RESET端子とVSS端子の間に、セラミックコンデンサな
どの高周波特性の良い1000pF以上のコンデンサを接続してください。コンデンサを使用する際は、次
の2点に留意してください。
・コンデンサの配線長は最短にしてください。
・ユーザサイドで応用製品の動作確認を十分行ってください。
理由
RESET入力端子に数nsから数十nsのインパルス性のノイズがのった場合、マイコンが誤動作をすること
があります。
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1.16 発振回路

7470/7471/7477/7478グループは動作に必要なクロックを得るため、
●7470/7477グループ：メインクロック用発振回路
●7471/7478グループ：メインクロック用発振回路及び時計用クロック発振回路
をそれぞれ内蔵しています。

1.16.1 発振回路のブロック図

(1) クロック発生回路

クロック発生回路は発振回路の発振を制御し、発生したクロック（内部クロックφ）はCPU、周辺
装置へそれぞれ供給されます。
図1.16.1にクロック発生回路ブロック図を示します。

図1.16.1 クロック発生回路ブロック図

1/2

Ｓ

Ｒ

Ｑ

Ｓ

Ｒ

Ｑ

XIN

XOUT

XCIN

XCOUT

Ｓ

Ｒ

Ｑ

STP 命令

タイマ３カウント
停止ビット (T34M0)

T34M1
T34M2

内部クロックφ

システムクロック
選択ビット(CM7)

システムクロック選択ビット (CM7)
メインクロック停止ビット(CM6)

STP 命令

WIT 命令
1/2

1/8

タイマ3

タイマ4

CNTR1

タイマ１又はタイマ２
オーバフロー信号

タイマ４カウント
停止ビット (T34M3)

リセット

割り込み禁止フラグＩ

リセット

割り込み要求

注．7470/7477グループではXCIN、XCOUT端子はありません。

タイマ4カウントソース選択ビット
T34M4
T34M5

タイマ3
カウントソース
選択ビット
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この発振回路によって、発振を停止させたり、起動させることができます。
また、発振回路には
●XIN－XOUT発振回路･････メインクロックf(XIN)
●XCIN－XCOUT発振回路･･･時計用クロックf(XCIN)

の2つ（7470/7477グループはメインクロックのみ）があり、クロック入力端子XIN、又はXCINに入力
された信号を分周したクロックが動作の基準である内部クロックφ＊になります。

＊：内部クロックφは、モードによって異なります。

●通常モード･････XIN端子に入力された信号を2分周したもの
●低速モード･････XCIN端子に入力された信号を2分周したもの

(2) セラミック共振子又は水晶発振子を使用した発振回路

XIN端子とXOUT端子の間、XCIN端子とXCOUT端子の間にセラミック共振子又は水晶発振子を接続す
ることによって、発振回路を形成できます。回路例は「第2章　応用　2.7　発振回路」を参照してくだ
さい。
なお、回路定数は発振子メーカにお問い合わせの上、発振子メーカの推奨値に設定してください。

(3) 外部クロック入力回路

発振回路へは外部からクロックを供給することもできます。
XIN，XCIN端子に入力する外部クロックには、デューティ比50％のパルス信号を使用してください。
このときXOUT，XCOUT端子を開放してください。
回路例は「第2章　応用　2.7　発振回路」を参照してください。

注．7470/7477グループではXCIN，XCOUT端子はなく、時計用クロックf(XCIN)を使用できません。
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1.16.2 時計用クロック発振回路（7471/7478グループのみ）

7471/7478グループでは、P50/XCIN，P51/XCOUT端子をXCIN，XCOUT端子として時計用クロックf(XCIN)を
使用できます。
時計用クロック発振回路の電源は時計モード動作時の消費電力を低減するため、降圧レギュレータを介
して供給されています。つまりVCC端子に印加されている電圧を降圧レギュレータ回路により降圧するこ
とにより、低電力化を図ります。この発振回路への供給電圧をCPUモードレジスタのビット5により、High
パワーモードとLowパワーモードの2段階に設定できます。

注 1．時計用クロックを使用する場合は、f(XCIN)≦50kHz＜f(XIN)/3としてください。
2．7471/7478グループにおいて時計用クロックf(XCIN)を使用する場合は、ポートP1～P5プルアップ
制御レジスタ（00D116番地）のP50～P53プルアップ制御ビット（ビット6）を“0”にし、P50/XCIN，
P51/XCOUT端子のプルアップトランジスタを切り離してください。

3．時計用クロックを内部クロックφとするとき、以下のいずれかの状態で使用してください。
● XCOUT駆動能力をHighパワーモード（CPUモードレジスタのXCOUT駆動能力選択ビットを“1”）に
固定する。

● XCOUT駆動能力をLowパワーモード（CPUモードレジスタのXCOUT駆動能力選択ビットを“0”）に
する場合、時計用クロック発振回路の抵抗Rd＊の抵抗値をf(XCIN)の発振が停止しない程度に下げ
る。
＊「抵抗Rd」：「第2章　応用　2.7　発振回路」の回路例を参照してください。
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1.16.3 発振回路の関連レジスタ

発振回路に関連するレジスタのメモリ配置図を図1.16.2に示します。

00FB16 CPUモードレジスタ（CM）

図1.16.2　発振回路関連レジスタのメモリ配置図

CPUモードレジスタの構成を図1.16.3に示します。

図1.16.3 CPUモードレジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CPUモードレジスタ(CM) 【00FB16番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

CPUモードレジスタ

0､1

2

3

4

5
0

0

0

○

○ ○

○ ○

○○

ビット名 機　　　能

メインクロック(XIN、XOUT)
停止ビット

0：発振
1：停止　（注2）

6

7

0 ○ ○
スタックページ選択ビット 0：0ページ　

1：1ページ　（注1）

0：XIN-XOUT（通常モード）
1：XcIN-XcOUT(低速モード)
　　　　　　　　　　（注2）
　　

0 0

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。 不定 不定 ×

P50、P51/XCIN、XCOUT

選択ビット
0：P50、P51
1：XCIN、XCOUT　（注2）

XCOUT駆動能力選択ビット 0：Lowパワー
1：Highパワー　（注2）

システムクロック
選択ビット

0 ○

0 0これらのビットは必ず“0”にしてください。 0

注1.　RAM容量が192バイト以下の品種ではこのビットは必ず“0”に
　　　してください。
　2.　7470/7477グループでは時計用クロック発生回路を内蔵して
　　　いないためf(XCIN)は使用できません。これらのビットは
　　　必ず“0”にしてください。
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1.16.4 発振動作説明

(1) 発振動作

リセット解除時は、通常モードになります。このときメインクロックだけが発振し、P50/XCIN，
P51/XCOUT端子は入力ポートP50，P51として機能します。

注 1．7470/7477グループではXCIN，XCOUT端子はありません。
2．7471/7478グループにおいて時計用クロックf(XCIN)を使用する場合は、ポートP1～P5プルアッ
プ制御レジスタ（00D116番地）のP50～P53プルアップ制御ビット（ビット6）を“0”にし、P50/
XCIN，P51/XCOUT端子のプルアップトランジスタを切り離してください。

■通常モード

XIN端子に入力された信号を2分周したクロックが、内部クロックφになります。

低速モードに変更する場合（7471/7478グループのみ）
　次の手順で行ってください。
　① CPUモードレジスタのXCOUT駆動能力選択ビット（ビット5）を“1”（Highパワー）、P50，P51/

XCIN，XCOUT選択ビット（ビット4）を“1”（XCIN，XCOUT）にする。
　② f(XCIN)の発振安定待ち時間をソフトウエアで生成する。
　③ CPUモードレジスタのシステムクロック選択ビット（ビット7）を“1” （f(XCIN)）にする。この

とき、必要に応じてXCOUT駆動能力選択ビットを“0”（Lowパワー）にする。

■低速モード（7471/7478グループのみ）

XCIN端子に入力された信号を2分周したクロックが、内部クロックφになります。
低速モードにおいて、CPUモードレジスタのメインクロック(XIN-XOUT)停止ビット（ビット6）を

“1”（停止）にすると低消費電力動作を実現できます。

通常モードに変更する場合
次の手順で行ってください。
① CPUモードレジスタのメインクロック(XIN-XOUT)停止ビット（ビット6）を“0”（発振）にする。
② f(XIN)の発振安定待ち時間をソフトウエアで生成する。
③ CPUモードレジスタのシステムクロック選択ビット（ビット7）を“0”（f(XIN)）にする。
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注 1．通常モードと低速モードの間のモード変更は、メインクロック、時計用クロックの発振が安定
した後に行ってください（発振安定時間は発振子メーカにお問い合わせください）。

2．低速モードは、以下のいずれかの状態で使用してください。
● XCOUT駆動能力をHighパワーモード（CPUモードレジスタのXCOUT駆動能力選択ビット
を“1”）に固定する。
● XCOUT駆動能力をLowパワーモード（CPUモードレジスタのXCOUT駆動能力選択ビットを
“0”）にする場合、時計用クロック発振回路の抵抗Rd＊の抵抗値をf(XCIN)の発振が停止しない
程度に下げる。

＊「抵抗Rd」：「第2章　応用　2.7　発振回路」の回路例を参照してください。
3．時計用クロックの場合、発振の安定に特に長時間を要します。
時計用クロック発振状態で通常モードからストップモードに入り、そのストップモードから
復帰した場合、メインクロックが安定してCPUが復帰した時点でも時計用クロックの発振は
安定していませんので、特に注意してください。

(2) ストップモード時の発振動作

STP命令が実行されてストップモードになるとすべての発振が停止します。その後リセット入力、
又は復帰用の割り込み要求の発生によってストップモードから復帰すると、発振を開始します。
ストップモードの詳細は「1.17.2  ストップモード」を参照してください。

(3) ウエイトモード時の発振動作

WIT命令が実行されてウエイトモードになると、CPUへ供給される内部クロックφが停止します。
リセット入力、又は割り込み要求の発生によってウエイトモードから復帰すると、CPUへの内部
クロックφの供給が開始されます。
ウエイトモードの詳細は「1.17.3　ウエイトモード」を参照してください。

(4) 内部クロックの状態遷移

「1.18  状態遷移」を参照してください。
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1.16.5 発振安定時間

セラミック共振子又は水晶発振子を使用した発振回路では、発振子の発振開始時に発振が不安定な期間
があります。この発振が安定するまでの時間を発振安定時間と言います。
使用する発振回路条件によって、適応した発振安定待ち時間が必要です。なお、発振安定時間は発振子
メーカにお問合せください。

(1) 電源投入時の発振安定待ち時間

7470/7471/7477/7478グループではリセット解除時、タイマ3、タイマ4により（注）XIN端子入力
信号の32768カウント分の発振安定待ち時間が自動的に生成されます。
注．タイマ3が“FF16”、タイマ4が“0716”になり、タイマ3のカウントソースとしてf(XIN)/16、タイマ

4のカウントソースとしてタイマ3のアンダフローが設定されます。
図1.16.4に電源投入時の発振安定待ち時間を示します。

XIN
発振安定待ち時間

VCC

RESET

2μs以上

内部リセット

内部リセット状態の解除

2.7V＊

＊：例えばf(XIN)=4MHz時、
　　リセット電圧は、電源電圧
　　が2.7Vを通過する時点で、
　　0.32V以下になるようにしてください。

XIN端子入力信号の32768カウント

図1.16.4 電源投入時の発振安定待ち時間

(2) ストップモード復帰時の発振安定待ち時間

ストップモードでは発振が停止しています。リセット又は割り込みによってストップモードから
復帰した場合、電源投入時と同様にXIN端子入力信号又はXCIN端子入力信号の32768カウント分の発振
安定待ち時間が自動的に生成されます。
● リセットによって復帰した場合はf(XIN)が発振安定待ち時間を生成するカウントソースです。
● 割り込みによって復帰した場合はSTP命令実行直前に設定されていたタイマ3のカウントソースが
発振安定待ち時間を生成するカウントソースとなります。f (XIN )がシステムクロックであった
場合、その発振安定待ち時間が経過した後もf(XCIN)側の発振は安定していない場合がありますの
で注意してください。

ストップモードの詳細は「1.17.2  ストップモード」を参照してください。

注．7470/7477グループではf(XCIN)を使用できません。
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1.16.6 発振回路に関する注意事項

1．XIN，XCIN端子に外部クロックを入力する場合、デューティ比50％のパルス信号を使用してください。
このときXOUT，XCOUT端子を開放してください。
回路例は「第2章　応用　2.7　発振回路」を参照してください。

2．7471/7478グループにおいて時計用クロックf(XCIN)を使用する場合、f(XCIN)≦50kHz＜f(XIN)/3としてく
ださい。

3．7471/7478グループにおいて通常モードと低速モードの間のモード変更は、メインクロック、時計用ク
ロックの発振が安定した後に行ってください。
※発振安定時間は発振子メーカにお問い合わせください。

4．低速モードは、以下のいずれかの状態で使用してください。
●XCOUT駆動能力をHighパワーモード（CPUモードレジスタのXCOUT駆動能力選択ビットを“1”）に
固定する。
●XCOUT駆動能力をLowパワーモード（CPUモードレジスタのXCOUT駆動能力選択ビットを“0”）に
する場合、時計用クロック発振回路の抵抗Rd*の抵抗値をf(XCIN)の発振が停止しない程度に下げる。
＊「抵抗Rd」：「第2章　応用　2.7　発振回路」の回路例を参照してください。

5．7471/7478グループにおいて時計用クロック使用する場合、発振の安定に特に長時間を要します。時計
用クロック発振状態で通常モードからストップモードに入り、そのストップモードから復帰する際、メ
インクロックの発振が安定してCPUが復帰した時点でも時計用クロックの発振は安定していませんの
で、特に注意してください。

注．7470/7477グループではXCIN，XCOUT端子はなく、時計用クロックf(XCIN)を使用できません。
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1.17 低消費電力機能

7470/7471/7477/7478グループには、ソフトウエアでCPUの動作を停止させ、低消費電力でCPUを待機さ
せる機能があります。
低消費電力機能には次の2種類のモードがあります。
　
●STP命令によるストップモード
●WIT命令によるウエイトモード

表1.17.1に低消費電力時のマイクロコンピュータの動作状態、及び図1.17.1に状態遷移を示します。

ウエイトモード時
CPUモードレジスタで設定さ
れた状態を保持
“H”レベルで停止
停止
WIT命令実行時の状態を保持

動作

動作

WIT命令実行時の状態を保持

WIT命令実行時の状態を保持

WIT命令実行時の状態を保持

表1.17.1 低消費電力時におけるマイクロコンピュータの動作状況

ストップモード時

停止

“H”レベルで停止
停止
STP命令実行時の状態を保持

動作

停止
停止

動作

STP命令実行時の状態を保持
発振安定待ち時間の生成に使用
STP命令実行時の状態を保持
STP命令実行時の状態を保持

クロックf(XIN)及びf(XCIN)

内部クロックφ
CPU
入出力ポート

タイマ

シリアルI/O

RAM

SFR

CPU内部レジスタ（注2）

（注1）

ｶｳﾝﾄｿｰｽがCNTR端子入力(又は
これをタイマで分周したもの）
の場合
その他の動作モードの場合
同期ｸﾛｯｸが内部ｸﾛｯｸの場合
同期ｸﾛｯｸが外部ｸﾛｯｸ入力（又は
その16分周）の場合

タイマ3、タイマ4
その他

注1．7470/7477グループではf(XCIN)を使用できません。
　2．CPU内部レジスタは、CPUに内蔵されている以下の6つのレジスタを示します。

●アキュムレータ
●インデックスレジスタX
●インデックスレジスタY
●スタックポインタ
●プログラムカウンタ
●プロセッサステータスレジスタ
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図1.17.1 低消費電力時の状態遷移

ストップモード

リセット入力時
割り込み要求
受付時

RAMのみ保持
その他のレジスタは

リセット状態

リセット解除
（リセットベクトル領域に格納
されている番地からプログラム

を実行）

STP又はWIT命令の
次のアドレスへ

（プログラム続行）

タイマ3、タイマ4以外の
レジスタとRAMは保持

発振安定待ち時間
XIN端子入力信号の
32768カウント

ウエイトモード

割り込み要求受付時

レジスタとRAMは
保持

リセット入力時

発振安定待ち時間なし

発振安定待ち時間
XIN端子入力信号の
32768カウント

割り込み処理へ
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1.17.1 低消費電力機能の関連レジスタ

低消費電力機能に関連するレジスタのメモリ配置図を図1.17.2に示します。

図1.17.2 低消費電力機能関連レジスタのメモリ配置

(1) CPUモードレジスタ（CM：00FB16番地）

CPUモードレジスタは、スタックページの選択ビット＊1及びシステムクロックの制御ビット＊2で
構成されたレジスタです。

＊1：RAM容量が192バイト以下の品種では、1ページにRAMが配置されていないためこのビットは
使用しません（必ず“0”にしてください）。

＊2：7470/7477グループでは、時計用クロック発生回路を内蔵していないためこのビットは使用しま
せん（必ず“0”にしてください）。

CPUモードレジスタの構成を図1.17.3に示します。

00D416 エッジ極性選択レジスタ（EG）

00FB16 CPUモードレジスタ（CM）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CPUモードレジスタ(CM) 【00FB16番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

CPUモードレジスタ

0､1

2

3

4

5
0

0

0

○

○ ○

○ ○

○○

ビット名 機　　　能

メインクロック(XIN、XOUT)
停止ビット

0：発振
1：停止　（注2）

6

7

0 ○ ○
スタックページ選択ビット 0：0ページ　

1：1ページ　（注1）

0：XIN-XOUT（通常モード）
1：XcIN-XcOUT(低速モード)
　　　　　　　　　　（注2）
　　

0 0

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。 不定 不定 ×

P50、P51/XCIN、XCOUT

選択ビット
0：P50、P51
1：XCIN、XCOUT　（注2）

XCOUT駆動能力選択ビット 0：Lowパワー
1：Highパワー　（注2）

システムクロック
選択ビット

0 ○

0 0これらのビットは必ず“0”にしてください。 0

注1.　RAM容量が192バイト以下の品種ではこのビットは必ず“0”に
　　　してください。
　2.　7470/7477グループでは時計用クロック発生回路を内蔵して
　　　いないためf(XCIN)は使用できません。これらのビットは
　　　必ず“0”にしてください。

図1.17.3 CPUモードレジスタの構成
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(2) エッジ極性選択レジスタ（EG：00D416番地）

エッジ極性選択レジスタは、STP又はWIT命令実行時のINT1ソースを選択します。

エッジ極性選択レジスタの構成を図1.17.4に示します。

1.17  低消費電力機能

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名 機　　　能

1

ﾘｾｯﾄ時

○

○

0

0

○

○

エッジ極性選択レジスタ(EG)【00D416番地】

エッジ極性選択レジスタ

3
○0 ○

4 ○0 ○

○0 ○

2

5

INT0エッジ選択ビット

INT1エッジ選択ビット

CNTR0エッジ選択ビット

CNTR1エッジ選択ビット

CNTR0／CNTR1

割り込み選択ビット

STP又はWIT命令実行時の
INT1ソース選択ビット

0：P31／INT1

1：P00～P07“Ｌ”レベル入力
（キーオンウエイクアップ用）

6､7

0 ○ ○

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。 不定 不定 ×

0：立ち下がりエッジ
1：立ち上がりエッジ

0：立ち下がりエッジ
1：立ち上がりエッジ

0：立ち下がりエッジ
1：立ち上がりエッジ

0：立ち下がりエッジ
1：立ち上がりエッジ

0：CNTR0

1：CNTR1

WRb

0

図1.17.4 エッジ極性選択レジスタの構成
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1.17.2 ストップモード

(1) ストップモードの状態

STP命令の実行によって、ストップモードになります。ストップモードではf(XIN)，f(XCIN)とも発振
が停止し、内部クロックφは停止します。そのためCPUは停止し、周辺装置の動作も停止します。そ
の結果、消費電力の低減を実現できます。

注1．7470/7477グループではf(XCIN)を使用できません。
　2．タイマはカウントソースがCNTR端子入力（又はこれをタイマで分周したもの）の場合、シリアル

I/Oは同期クロックが外部クロック入力（又はこれを分周したもの）の場合、それぞれ動作します。
　3．STP命令実行時、タイマ3に“FF16”が、タイマ4に“0716”が自動的に設定されます。

ストップモード時の動作状況は「表1.17.1　低消費電力時におけるマイクロコンピュータの動作状況」
を参照してください。

(2) ストップモードの解除

ストップモードは、リセット入力又は割り込みの受付により解除され、通常モードに復帰します。
以下にリセット入力及び割り込みの受付によるストップモード解除時の動作をそれぞれ説明します。

■リセット入力によるストップモードの解除
ストップモード中にRESET端子の入力レベルを“L”にして2μs以上保持するとリセット状態にな
り、ストップモードは解除されます。
リセット入力によりストップモードが解除されると、発振が開始します（このとき内部はリセッ
ト状態になっています）。リセット状態はRESET端子の入力を“H”レベルに戻した後、XIN端子入力
信号の32768カウント後に解除されます。
発振開始時の発振は不安定であり、発振が安定するまでの時間（発振安定時間）が必要となり、こ
の内部リセット状態が保持される時間によって、発振安定待ち時間が確保されます。
リセットについては「1.15　リセット」を参照してください。

注．ストップモードの解除ではリセット前の内部RAMの内容が保持されます。ただし、CPUレジ
スタ、SFRの内容は保持されず、リセット時の状態になります。

図1.17.5にリセット入力によるストップモードからの復帰時の発振安定待ち時間を示します。

1.17  低消費電力機能

図1.17.5 リセット入力によるストップモードからの復帰時の発振安定待ち時間

RESET

XIN

VCC

STP命令実行 リセット入力による復帰

発振安定待ち時間：XIN端子入力信号の32768カウント

ストップモード

2μs以上

注．XINに波形が入力されていない場合もあります（低速モード時）。

(注)

不定
XINはハイインピーダンス
XOUTは“Ｈ”
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■割り込みによるストップモードの解除
ストップモード中に割り込み要求が発生し、その割り込みの受付が許可状態の場合、ストップ
モードは解除され、発振が開始します。復帰に使用できる割り込み要因は

● INT0，INT1
● CNTR0，CNTR1

● 外部クロック使用のシリアルI/O
● 外部クロック使用のタイマ（タイマ1、タイマ2）
● キー入力（キーオンウエイクアップ）

です。

割り込みについては「1.11　割り込み」を参照してください。
発振開始時の発振は不安定であり、発振が安定するまでの時間（発振安定時間）が必要です。割り
込みによる復帰時には、タイマ3、タイマ4＊1によってCPUへ内部クロックφの供給を待機する
時間が自動的に生成されます＊2。この待機する時間によってシステムクロック側の発振安定時間が
確保されます。
図1.17.6にINT0割り込みによるストップモードからの復帰シーケンス例を示します。

＊1：STP命令実行時、タイマ3のカウンタ及びラッチに“FF16”が、タイマ4のカウンタ及びラッチ
に“0716”が自動的に設定されます。

＊2：発振開始直後からカウントソースはタイマ3カウンタへ供給され、カウント動作が開始
します。CPUへの内部クロックφの供給は、タイマ4のアンダフロー時から開始されます。
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図1.17.6 INT0割り込みによるストップモードからの復帰シーケンス例

(3) ストップモードへの遷移方法

通常モードからストップモードへ遷移する方法を以下に示します。

ストップモードからの復帰にリセット入力を使用する場合
　STP命令を実行してください。

ストップモードからの復帰に割り込み要求の受付を使用する場合
　 図1.17.7に示す設定を行ってからSTP命令を実行してください。

INT0 割り込み
要求ビット

●ストップモードからの復帰に INT0 割り込みを使用した場合（立ち上がりエッジ選択）

INT0 端子

“FF16”

タイマ3

周辺装置

CPU

ストップ
モード

タイマ4

“0716”

･INT0割り込み信号入力
  (INT0割り込み要求発生)
･発振開始
･タイマ3カウント開始

･タイマ4アンダフロー
･CPUへの内部クロックφの供給開始
･INT0割り込み要求受け付け

･STP命令実行

動作

動作

停止 動作

停止 動作

注1．内部クロックφ の2サイクル。
　2．カウントソースは、STP命令実行前にタイマ3のカウントソースとして選択したものです。

XOUT又はXCOUTは､“H”
XIN又はXCINは､ハイインピーダンス

ダウンカウント

発振安定待ち時間
タイマ3のカウントソース
の2048カウント（注2）

XIN 
又は
XCIN 

STP命令の実行
サイクル（注1）
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図1.17.7 割り込みを使用してストップモードから復帰する場合の設定方法

手順2　タイマ3及びタイマ4関連レジスタの設定

XCOUT駆動能力：Highパワー

手順3　7471/7478グループにおいて時計用クロックを使用する場合、XCOUT駆動能力をHighパワーにする

CPUモードレジスタ(CM) [00FB16番地]
b7 b0

タイマ3カウント停止

タイマ4カウント停止

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

タイマ3割り込みの禁止

タイマ4割り込みの禁止

割り込み制御レジスタ1(IE1) [00FE16番地]
b7 b0

2.　タイマ3及びタイマ4のカウント停止

1.　タイマ3割り込み及びタイマ4割り込みの禁止

0 0

1 1

タイマ3カウントソース選択(注1)
　00：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注2)
　01：f(XCIN) (7470/7477グループでは選択しないでください) (注3)
　10：タイマ1又はタイマ2のアンダフロー信号(選択しないでください)
　11：CNTR1端子(選択しないでください)

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

3.　タイマ3カウントソースの設定

1 1

タイマ3カウント開始

タイマ34モードレジスタ(T34M) [00F916番地]
b7 b0

4.　タイマ3及びタイマ4のカウント開始

0 0

手順1　ストップモードからの復帰に使用する割り込みを設定する
●詳細は「1.11.6　割り込みの設定方法」を参照してください。

タイマ4カウント開始

001

手順4　STP命令の実行(注4)

注1. ストップモードから復帰後、タイマ3カウントソースの2048カウント分の発振安定待ち時間が生成されます。発振子の
 発振安定時間を発振子メーカにお問い合わせの上、タイマ3カウントソースを選択してください。
　2. f(XIN)、f(XCIN)はシステムクロックによって決まります。
 　・システムクロックとしてf(XIN)を選択している場合、f(XIN)を分周したものがカウントソースとなります。
 　・システムクロックとしてf(XCIN)を選択している場合、f(XCIN)を分周したものがカウントソースとなります。
 ただし、7470/7477グループにはXCIN端子がないので、カウントソースとしてf(XCIN)を分周したものを使用できません。
　3. 7471/7478グループにおいてカウントソースとしてf(XCIN)を選択する場合、システムクロックはf(XIN)、f(XCIN)のどちらで
 も使用できます。

注4. A-D変換を行っている場合は、変換が終了してからSTP命令を実行してください。
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1.17.3 ウエイトモード

(1) ウエイトモードの状態

WIT命令の実行によって、ウエイトモードになります。ウエイトモードでは発振は継続しますが、
内部クロックφは停止します。このためCPUは停止しますが、発振は継続しているため周辺
装置は動作します。
ウエイトモード時の動作状況は「表1.17.1　低消費電力時におけるマイクロコンピュータの動作状況」
を参照してください。

(2) ウエイトモードの解除

ウエイトモードは、リセット入力又は割り込みの受付によって解除され、通常モードに復帰します。
以下にリセット入力及び割り込みの受付によるウエイトモード解除時の動作をそれぞれ説明します。

■リセット入力による復帰
ウエイトモード中にRESET端子の入力レベルを“L”にして2μs以上保持するとリセット状態にな
り、ウエイトモードは解除されます。
リセット入力によりウエイトモードが解除されると、CPUへの内部クロックφの供給が開始され
ます。リセット状態はRESET端子の入力を“H”レベルに戻した後、XIN端子入力信号の32768カウ
ント後に解除されます。
リセットについては「1.15　リセット」を参照してください。

注．ウエイトモードの解除ではリセット前の内部RAMの内容が保持されます。ただし、CPU
レジスタ、SFRの内容は保持されず、リセット時の状態になります。

図1.17.8にリセット入力時間を示します。

図1.17.8 リセット入力時間

RESET

XIN

VCC

WIT命令実行 リセット入力による復帰

ウエイトモード

2μs以上 発振安定待ち時間：XIN端子入力信号の32768カウント

注1．XINに波形が入力されていない場合もあります（低速モード時）。
　2．内部クロックφ の2サイクル。

(注1)

WIT命令の実行サイクル(注2)
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■割り込みによる復帰
ウエイトモードでは発振は継続されていますので、ウエイトモードが解除されると、直ちに命令
が実行されます。
ウエイトモード中に割り込み要求が発生すると、ウエイトモードは解除され、CPUへの内部
クロックφの供給が開始します。同時に復帰に使用した割り込み要求が受け付けられて、その割り
込み処理ルーチンが実行されます。
復帰に使用できる割り込み要因を以下に示します。

● INT0，INT1
● CNTR0，CNTR1

● シリアルI/O
● A-D変換
● タイマ1～タイマ4
● キー入力（キーオンウエイクアップ）

割り込みについては「1.11　割り込み」を参照してください。

(3) ウエイトモードへの遷移方法

通常モードからウエイトモードへ遷移する方法を以下に示します。

ウエイトモードからの復帰にリセット入力を使用する場合
　WIT命令を実行してください。

ウエイトモードからの復帰に割り込み要求の受付を使用する場合
　復帰に用いる割り込みを設定してからWIT命令を実行してください。
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1.17.4 低消費電力機能に関する注意事項

【ストップモード使用上の注意事項】

■復帰後のクロック
割り込みによってストップモードから復帰すると、STP命令実行前のCPUモードレジスタの内容
が保持されています。そのためSTP命令実行前にf(XIN)，f(XCIN)とも発振させていた場合は、割り
込みによってストップモードから復帰するとf(XIN)，f(XCIN)とも発振を再開します。
上記においてf(XIN)がシステムクロックに設定されていた場合、ストップモードからの復帰時に

XIN端子入力信号の32768カウント分の発振安定待ち時間が確保されます。
このとき、f(XIN)の発振安定待ち時間経過後でもf(XCIN)のクロックは安定していないことがあり
ますのでf(XCIN)使用時は注意してください。

注．7470/7477グループではf(XCIN)を使用できません。

■復帰後の割り込み処理
ストップモードから復帰するとタイマ3とタイマ4の割り込み要求ビットは“1”になっていますの
で、必要に応じ“0”にしてください。また、タイマ1とタイマ2の割り込み要求ビットも“1”になるこ
とがありますので、必要に応じて“0”にしてください。
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1.18 状態遷移

7470/7471/7477/7478グループは以下の状態に分けられます。

●リセット
●通常モード
●低速モード（7471/7478グループのみ）
●時計モード（7471/7478グループのみ）
●ストップモード
●ウエイトモード

図1.18.1に状態遷移図を示します。
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通常モード
状態A

CM 0 0

f(XIN):発振
f(XCIN):停止

内部クロックφ:f(XIN)/2

リセット

通常モード
状態B

CM 0 1

f(XIN):発振
f(XCIN):発振

内部クロックφ:f(XIN)/2

低速モード

CM 1

f(XIN):発振
f(XCIN):発振

内部クロックφ:f(XcIN)/2

低速モード
状態D

CM 1

f(XIN):停止
f(XCIN):発振

内部クロックφ:f(XcIN)/2

f(XIN):停止
f(XCIN):停止

内部クロックφ:停止

f(XIN):停止
f(XCIN):停止

f(XIN):発振
f(XCIN):発振

内部クロックφ:f(XcIN)/2

内部クロックφ:停止

f(XIN):停止
f(XCIN):停止

内部クロックφ:停止

f(XIN):停止
f(XCIN):停止f(XIN):停止

f(XCIN):発振

内部クロックφ:停止

f(XIN):発振
f(XCIN):発振

内部クロックφ:停止

f(XIN):発振
f(XCIN):発振

内部クロックφ:停止

f(XIN):発振
f(XCIN):停止

内部クロックφ:停止

ストップモードウエイトモード

b7 b6 b5 b4

状態C

b7 b6 b5 b4

b7 b6 b5 b4

b7 b6 b5 b4

(注2)

時計モード

1

1

(注3)

WIT命令

STP命令

割り込み

割り込み(注1)

WIT命令

割り込み

WIT命令

割り込み

WIT命令

割り込み

STP命令

STP命令

STP命令

(注3)

内部クロックφ:停止

割り込み(注1)

割り込み(注1)

割り込み(注1)

状態E 状態Ｆ

状態Ｇ

0 0

0 －

0 －

1 －

(注4)

(注4)

図1.18.1 状態遷移図
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注1．ストップモードから他モードへ遷移する場合、タイマ3、タイマ4の接続により発振安定待ち時間が自動
的に生成されます。

2．7471/7478グループにおいて、停止していたクロックを発振させシステムクロックを切り替える場合、
発振が安定するまでソフトウエアで待つ必要があります。ここで、CPUモードレジスタ（00FB16番地）の
ビット5を“1”にし、XCOUT駆動能力をHighパワーモードにしてください。時計用クロックf(XCIN)の発振
が安定した後は必要に応じ“0”（Lowパワーモード）にしてください。

3．7471/7478グループにおいて、低速モードから通常モードへ戻るときはメインクロックf(XIN)を内部クロッ
クφのカウントソースにします（状態B）。その後必要ならば、CPUモードレジスタのビット4を“0”にし
てf(XCIN)の発振を停止してください。

4．7471/7478グループにおいて低速モードを使用する場合、以下のいずれかの状態で使用してください。
●XCOUT駆動能力をHighパワーモード（CPUモードレジスタのXCOUT駆動能力選択ビットを“1”）に固定す
る。
●XCOUT駆動能力をLowパワーモード（CPUモードレジスタのXCOUT駆動能力選択ビットを“0”）にする
場合、時計用クロック発振回路の抵抗Rd＊の抵抗値をf(XCIN)の発振が停止しない程度に下げる。
＊「抵抗Rd」：「第2章　応用　2.7　発振回路」の回路例を参照してください。
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■リセット→通常モード（状態Ａ）

リセット直後はメインクロックの2分周（f(XIN)/2）が内部クロックφとして選択され、時計用クロック
（f(XCIN)）の入出力端子XCIN，XCOUTは通常ポートになります。またタイマ3には“FF16”、タイマ4には
“0716”が設定され、更にタイマ3のカウントソースはメインクロックの16分周（f(XIN)/16）、タイマ4のカウ
ントソースはタイマ3のオーバフローが選択され、ダウンカウントを開始します。
タイマ4がオーバフローすると内部リセットが解除され、リセットベクトルで指定されたアドレスから
プログラムがスタートします。

■低速モード（状態C、状態D）

時計用クロックの2分周（f(XCIN)/2）を内部クロックφとする低速モード（状態C、状態D）へは、通常モー
ド（状態A）→状態B（→状態C）を経由して移行します。
なお、7470/7477グループには時計用クロック発振回路が内蔵されていないため、このモードはありませ
ん。

■ウエイトモード（状態E）

このモードでは、レジスタ、入出力ポート、内部RAM等のすべての状態を保持したままで内部クロック
φは“H”の状態で停止しますが、発振器は停止しません。
状態A、状態B、状態C、状態Dのどの状態からでもWIT命令を実行することによりウエイトモードに移
りますが、状態Dからは時計機能だけが動作する時計モードとなります（7470/7477グループには時計用ク
ロック発振回路が内蔵されていないため、時計モードはありません）。
　
「1.17.2　ウエイトモード」を参照してください。

■ストップモード（状態Ｆ）

タイマ3、タイマ4を除くレジスタ、入出力ポート、内部RAM等のすべての状態を保持したままで、メイ
ンクロックと時計用クロックの両方の発振を停止させるモードです。
状態A、状態B、状態C、状態Dのどの状態からでもSTP命令を実行することによりストップモードに移
ります。
「1.17.1　ストップモード」を参照してください。

■時計モード：（状態G）

低消費電力で時計機能だけを動作させるためのモードです。
低速モード（状態D）からWIT命令を実行することにより、時計モード（状態G）に移り、この状態から低速
モードへの復帰は各割り込みによって行います。
なお、7470/7477グループには時計用クロック発振回路が内蔵されていないため、このモードはありませ
ん。
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1.19 プログラマブルROM内蔵版

マスクROM版に対して、プログラマブルROM（PROM）を内蔵しているマイクロコンピュータをプログラ
マブルROM内蔵版（以下「PROM内蔵版」）といいます。
PROM内蔵版には次の2種類があります。

●ワンタイムPROM版

内蔵PROMへの書き込みが1回だけ行えます。消去、再書き込みはできません。

●EPROM内蔵（窓付き）版

窓付きタイプで、消去可能のPROM（EPROM）を内蔵しています。内蔵EPROMの書き込み、消去、
再書き込みが行えます。

PROM内蔵版はマスクROM版と同等の機能の他に、内蔵PROM書き込みのためのEPROMモードを持って
います。
PROM内蔵版の性能概要、ピン接続図及び機能ブロック図に関しては、それぞれ「1.3　性能概要」、「1.4　
ピン接続図」及び「1.6　機能ブロック図」を参照してください。
7470/7471/7477/7478グループでは表1.19.1に示すPROM内蔵版をサポートしています。

備　　　考

ワンタイムPROM版

ワンタイムPROM版

EPROM内蔵版

ワンタイムPROM版

ワンタイムPROM版
(広動作温度範囲版)

ワンタイムPROM版

ワンタイムPROM版
（広動作温度範囲版）
EPROM内蔵版

RAM
（バイト）

192
384

192

384

384

384

表1.19.1 7470/7471/7477/7478グループPROM内蔵版 サポート製品一覧  （1998年10月現在）

製品形名

M37470E4-XXXSP
M37470E8-XXXSP
M37471E4-XXXSP
M37471E4-XXXFP
M37471E8-XXXSP
M37471E8-XXXFP
M37471E8SS
M37477E8-XXXSP
M37477E8-XXXFP
M37477E8TXXXSP
M37477E8TXXXFP
M37478E8-XXXSP
M37478E8-XXXFP
M37478E8TXXXSP
M37478E8TXXXFP
M37478E8SS

入出力ポート

入出力 22本 (アナログ入力
4本を含む), 入力 4本

入出力 28本 (アナログ入力
8本を含む), 入力 8本

入出力 18本, 入力 8本
(アナログ入力4本を含む)

入出力 20本, 入力 16本
(アナログ入力8本を含む)

PROM
（バイト）

8192
16384

8192

16384

16384

16384

パッケージ

32P4B

42P4B
56P6N-A
42P4B
56P6N-A
42S1B-A
32P4B
32P2W-A
32P4B
32P2W-A
42P4B
56P6N-A
42P4B
56P6N-A
42S1B-A
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1.19.1 EPROMモード

PROM内蔵版は、マスクROM版と同等の動作モードに加えてEPROMモードを持ちます。EPROMモード
は、内蔵PROMへの書き込み時、及び内蔵PROMからの読み出し時に使用するモードで、M5M27C256Kと同
じ動作で内蔵PROMの書き込み、読み出し又は消去が行えます。
EPROMモード時の端子機能を表1.19.2、端子の結線を図1.19.1から図1.19.6に示します。

表1.19.2 EPROMモード時の端子機能

M5M27C256K
VCC

VPP

VSS

A0～A14

D0～D7

CE
OE

PROM内蔵版
VCC
P33
VSS

P11～P17, P20～P23,
P30, P31, P40, P41

P00～P07
VREF
P32

端　子　名

ピン接続図（上面図）

図1.19.1 7470グループ EPROMモード時の端子結線

1
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14

15

16
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30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

P07
P06
P05
P04
P03
P02
P01
P00
P41
P40
P33/CNTR1

P32/CNTR0

P31/INT1

P30/INT0

VCC

P16/CLK
P15/SOUT

P14/SIN

P13/T1

P12/T0

P11
P10

P23/IN3

P22/IN2

P21/IN1

P20/IN0

VREF

XIN

XOUT

VSS

M
37470E

4-X
X
X
S
P

M
37470E

8-X
X
X
S
P

P17/SRDY

RESET

外形　32P4B

A10

A9

A8

A7

A6

A5

A4

A3

A2

A1

A0

VSS

CE

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

A14

A13

VPP

A12

A11

VCC

OE

VSS

：PROM端子（M5M27C256K対応）
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

42

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

30

29

28

27

P52
P07
P06
P05
P04
P03
P02
P01
P00
P43
P42
P41
P40
P33/CNTR1

P32/CNTR0

P31/INT1

P53

P16/CLK
P15/SOUT

P14/SIN

P13/T1

P12/T0

P11
P10

P27/IN7

P26/IN6

P25/IN5

P24/IN4

P23/IN3

P22/IN2

P21/IN1

M
37471E

4-X
X
X
S
P

M
37471E

8-X
X
X
S
P

M
37471E

8S
S

17

18

19

20

21

26

25

24

23

22

P30/INT0

P51/XCOUT

P50/XCIN

VCC

P20/IN0

VREF

XIN

XOUT

VSS

P17/SRDY

RESET

外形　42P4B（注）
　　　42S1B-A（M37471E8SS）

A10

A9

A8

A7

A6

A5

A4

A3

A2

A1

A0

VSS

CE

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

A14

A13

VPP

A12

A11

VCC

OE

VSS

：PROM端子（M5M27C256K対応）

注．42P4Bのパッケージ品と56P6N-Aパッケージ品の違いはパッケージの形状、絶対最大定格及び

　　56P6N-Aパッケージ品がAVSS端子を持っていることのみです。

図1.19.2 7471グループ EPROMモード時の端子結線（1）

ピン接続図（上面図）
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図1.19.3 7471グループ EPROMモード時の端子結線（2）
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注．42P4Bのパッケージ品と56P6N-Aパッケージ品の違いはパッケージの形状、絶対最大定格及び

　　56P6N-Aパッケージ品がAVSS端子を持っていることのみです。

D5

D6

D7

VSS

A10

A8

A9

VCC

VSS

D
4

D
3

D
2

D
1

D
0

A
14

A
13

V
P
P

A
12

A
11

O
E

A
7

A
6

A
5

A
4

A
3

A
2

A
1

A
0

C
E

VSS

：PROM端子（M5M27C256K）

ピン接続図（上面図）
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

P07
P06
P05
P04
P03
P02
P01
P00
P41
P40
P33/CNTR1

P32/CNTR0

P31/INT1

P30/INT0

VCC

P16/SCLK

P15/TXD
P14/RXD
P13/T1

P12/T0

P11
P10

P23/IN3

P22/IN2

P21/IN1

P20/IN0

VREF

XIN

XOUT

VSS

M
37477E

8-X
X
X
S
P

M
37477E

8T
X
X
X
S
P

P17/SRDY

RESET

外形　32P4B（注）

A10

A9

A8

A7

A6

A5

A4

A3

A2

A1

A0

VSS

CE

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

A14

A13

VPP

A12

A11

VCC

OE

VSS

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

P07
P06
P05
P04
P03
P02
P01
P00
P41
P40
P33/CNTR1

P32/CNTR0

P31/INT1

P30/INT0

VCC

P16/SCLK

P15/TXD
P14/RXD
P13/T1

P12/T0

P11
P10

P23/IN3

P22/IN2

P21/IN1

P20/IN0

VREF

XIN

XOUT

VSS

M
37477E

8-X
X
X
F
P

M
37477E

8T
X
X
X
F
P

P17/SRDY

RESET

外形　32P2W-A（注）

A10

A9

A8

A7

A6

A5

A4

A3

A2

A1

A0

VSS

CE

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

A14

A13

VPP

A12

A11

VCC

OE

VSS

：PROM端子（M5M27C256K対応）

注．32P4Bパッケージ品と32P2W-Aパッケージ品の違いはパッケージの形状及び絶対最大定格のみです。

図1.19.4 7477グループ EPROMモード時の端子結線

ピン接続図（上面図）
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図1.19.5 7478グループ EPROMモード時の端子結線（1）
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：PROM端子（M5M27C256K対応）

注．42P4Bのパッケージ品と56P6N-Aパッケージ品の違いはパッケージの形状、絶対最大定格及び

　　56P6N-Aパッケージ品がAVSS端子を持っていることのみです。

ピン接続図（上面図）
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図1.19.6 7478グループ EPROMモード時の端子結線（2）
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　　56P6N-Aパッケージ品がAVSS端子を持っていることのみです。
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：PROM端子（M5M27C256K）

ピン接続図（上面図）
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1.19.2 端子の機能説明

通常モード時、及びEPROMモード時の各端子の機能説明を表1.19.3から表1.19.5に示します。

入　力
出　力

入　力

入　力
入　力

入　力
入　力

出　力

入出力

入出力

機　　　　　能

●VCC端子に2.7～4.5V（クロック周波数f(XIN)＝
(2.2VCC－2.0）MHz時）、又は4.5～5.5V（ク
ロック周波数f(XIN)＝8MHz時）を印加します。

●VSS端子に0Vを印加します。
●A-D変換器のGND入力端子です。
●VSS端子と同電位を印加します。
注．7471/7478グループの56P6N-Aのパッケージ
品の専用端子です。

●A-D変換器の基準電圧入力端子です。
●A-D変換器を使用する場合、以下の電圧を印加
してください。
　・VCC＝2.7～4.0Vのとき、2～VCC〔V〕
　・VCC＝4.0～5.5Vのとき、0.5VCC～VCC〔V〕
●A-D変換器を使用しない場合、VCC端子に接続
してください。

●CE入力端子です。
●リセット入力端子です。
●2μs以上“L”にするとリセット状態になり、
“H”に戻すとリセット状態は解除されます。
●VSS端子に接続してください。
●メインクロック発生回路の入出力端子です。
●XIN，XOUT端子間にセラミック共振子又は水晶
発振子を接続して使用します。

●XIN，XOUT端子間には帰還抵抗が内蔵されてい
ます。

●外部クロック入力を利用する場合は、クロック
発振源をXIN端子に接続し、XOUT端子は開放に
してください。

●8ビットの入出力ポ－トです。
●出力形式はCMOS出力です。
●入力モード選択時は1ビット単位でプルアップ
トランジスタの接続が可能です。

●入力モード選択時はキーオンウエイクアップ
機能も持ちます。

●データ（D0～D7）の入出力端子です。

名　　称

電源

アナログ電源

基準電圧入力

モード入力
リセット入力

リセット入力
クロック入力

クロック出力

入出力ポートP0

データ入出力
D0～D7

端子名

VCC, VSS

AVSS

VREF

RESET

XIN

XOUT

P00～P07

表1.19.3 端子の機能説明（1）

モード

通常/EPROM

通常/EPROM

通常

EPROM
通常

EPROM
通常/EPROM

通常/EPROM

通常

EPROM
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入　力
出　力
入出力

入　力

入出力

入　力

入　力

機　　　　　能

●8ビットの入出力ポートです。
●出力形式はCMOS出力です。
●入力モード選択時は4ビット単位でプルアップ
トランジスタの接続が可能です。

●P12，P13端子はそれぞれタイマ出力端子T0，
T1と共用されています。

●7470/7471グループ の場合、P14，P15，P16，
P17端子はそれぞれシリアル I / O端子S IN，
SOUT，CLK，SRDYと共用されています。

●7477/7478 グループの場合、P14，P15，P16，
P17端子はそれぞれシリアルI /O端子RxD，
TxD，SCLK，SRDYと共用されています。

●7470/7471グループの場合、SOUT，SRDY端子
の出力はNチャネルオープンドレイン出力にす
ることも可能です。

●P11～P17端子はアドレス（A4～A10）の入力
端子です。P10は開放にしてください。

●8ビットの入出力ポートです。
●出力形式はCMOS出力です。
●入力モード選択時は4ビット単位でプルアップ
トランジスタの接続が可能です。

●アナログ入力端子 IN0～IN7 と共用されていま
す。

注．7470グループ の場合、P20 ～ P23（IN0 ～IN3）
端子の4ビットのみです。

●8ビットの入力ポートです。
●プルアップトランジスタの接続はできません。
●アナログ入力端子 IN0～IN7と共用されていま
す。

注．7477グループ の場合、P20～ P23（IN0 ～IN3）
端子の4ビットのみです。

●P20～P23端子はアドレス（A0～A3）の入力端子
です。

●7471/7478グループの場合、P24～P27端子は
開放にしてください。

名　　称

入出力ポートP1

アドレス入力
　A4～A10

入出力ポートP2
(7470/7471グループ)

入力ポ－トP2
(7477/7478グループ)

アドレス入力
　A0～A3

端子名

P10～P17

P20～P27

モード

通常

EPROM

通常

EPROM

表1.19.4 端子の機能説明（2）
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表1.19.5 端子の機能説明（3）

入　力
出　力
入　力

入　力

入出力

入　力

入　力

入　力

機　　　　　能

●4ビットの入力ポ－トです。
●P30，P31端子はそれぞれ外部割り込み端子

INT0，INT1と共用されています。
●P 32，P 3 3端子はそれぞれタイマ入力端子

CNTR0，CNTR1と共用されています。
●P30，P31端子はアドレス（A11，A12）の入力
端子です。

●P32端子はOE入力端子となります。
●P33端子はVPP入力端子で、プログラム及び
プログラムベリファイ時にVPPを印加します。

●4ビットの入出力ポートです。
●出力形式はCMOS出力です。
●入力モード選択時は4ビット単位でプルアップ
トランジスタの接続が可能です。

注．7470/7477グループの場合、P40，P41端子
の2ビットのみです。

●P40，P41端子はアドレス（A13，A14）の入力端
子です。

●7471/7478グループの場合、P42，P43端子は
開放にしてください。

●4ビットの入力ポ－トです。
●4ビット単位でプルアップトランジスタの接続
が可能です。

●P50，P51端子はそれぞれ時計用クロック発生
回路の入出力端子XCIN，XCOUTと共用されて
います｡

●P50，P51端子をXCIN，XCOUT端子として使用
する場合、XCIN，XCOUT端子間に水晶発振子を
接続してください。

●P50，P51端子をXCIN，XCOUT端子として使用
する場合、XCIN，XCOUT端子間に帰還抵抗が
接続されます。

●外部クロック入力を行う場合、クロック発振源
をXCIN端子に接続し、XCOUT端子は開放にし
てください。

注．7471/7478グループ の専用端子です。
●開放にしてください。

名　　称

入力ポートP3

アドレス入力
　A11，A12

モード入力
VPP入力

入出力ポ－トP4

アドレス入力
　A13，A14

入力ポ－トP5

入力ポ－トP5

端子名

P30～P33

P40～P43

P50～P53

モード

通常

EPROM

通常

EPROM

通常

EPROM
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1.19.3 内蔵PROMの書き込み、読み出し、消去

PROM内蔵版は、RESET端子を“L”にすることにより、EPROMモードになります。EPROMモード時の
内蔵PROMの書き込み、読み出し及び消去について以下に示します。
また、各モードにおける入力信号を表1.19.6に示します。

(1) 読み出し

●RESET端子に0V、VCC端子に5Vを印加します。
●アドレス信号（A0～A14）を入力し、CE端子を“L”、OE端子を“L”にすると、データ入出力端子（D0～

D7）にPROMの内容が現れます。
●CE端子又はOE端子を“H”に設定すると、データ入出力端子（D0～D7）はフローティング状態になり
ます。

(2) 書き込み

●RESET端子に0V，VCC端子に5Vを印加します。
●OE端子を“H”にし、VPP端子にVPPを印加すると、プログラムモードになります。
●アドレス入力端子（A0～A14）にアドレスを設定し、書き込むデータをデータ入出力端子（D0～D7）に

8ビット並列に与えます。
●上記の状態でCE端子を“L”にすると書き込みが行われます。

また、PROMライタで書き込みを行う場合、アドレスは以下の領域を指定してください。

●600016番地から7FFF16番地（M3747xE4の場合）
●400016番地から7FFF16番地（M3747xE8の場合）

(3) 消去

●消去は窓付きタイプのEPROM内蔵版（M37471E8SS/M37478E8SS）のみ可能です。
●2537Åの波長を持つ紫外線を照射することにより消去します。
●消去に必要な照射量は、最低15W･s/cm2です。

1.19  プログラマブルROM内蔵版

D0～D7

出　力
フローティング

入　力
出　力

フローティング

RESET

0V

読み出し
出力ディスエーブル
書き込み
書き込みベリファイ
書き込み禁止

CE

VIL

VIL

VIL

VIH

VIH

OE

VIL

VIH

VIH

VIL

VIH

VPP

VCC

VCC

VPP

VPP

VPP

VCC

VCC

モード
端子名

注．VILは“L”入力電圧、VIHは“H”入力電圧を示します。

表1.19.6 各モードにおける入出力信号
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1.19.4 プログラマブルROM内蔵版に関する注意事項

PROM内蔵版を使用する場合の注意事項を以下に示します。

(1) PROM内蔵版全製品

■書き込み時の注意事項

● 書き込み時には高い電圧を使用しますので、端子に過電圧を印加しないように注意してくださ
い。特に電源投入時は注意してください。

● PROM内容の書き込み時には、専用の書き込みアダプタを使用してください。汎用のPROM
ライタによる書き込みが可能になります。専用の書き込みアダプタを表1.19.7に示します。

■読み出し時の注意事項

● PROM内容の読み出し時には、専用の書き込みアダプタを使用してください。汎用のPROM
ライタによる読み出しが可能になります。専用の書き込みアダプタを表1.19.7に示します。

製 品 形 名
M37470E4-XXXSP
M37470E8-XXXSP
M37471E4-XXXSP
M37471E8-XXXSP
M37471E8SS
M37471E4-XXXFP
M37471E8-XXXFP
M37477E8-XXXSP
M37477E8TXXXSP
M37477E8-XXXFP
M37477E8TXXXFP
M37478E8-XXXSP
M37478E8TXXXSP
M37478E8SS
M37478E8-XXXFP
M37478E8TXXXFP

備　　　考

ワンタイムPROM版

EPROM内蔵版

ワンタイムPROM版

ワンタイムPROM版
ワンタイムPROM版（広動作温度範囲版）
ワンタイムPROM版
ワンタイムPROM版（広動作温度範囲版）
ワンタイムPROM版
ワンタイムPROM版（広動作温度範囲版）
EPROM内蔵版
ワンタイムPROM版
ワンタイムPROM版（広動作温度範囲版）

書き込みアダプタ

PCA4730

PCA4731

PCA4730

PCA4767

PCA4730

PCA4731

表1.19.7 7470/7471/7477/7478グループの専用書き込みアダプタ  　　　　　　　　     （1998年10月現在）

注．最新の情報は、最新のデータブック「マイクロコンピュータ開発サポートツール編」を参照してください。
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(2) ワンタイムPROM版

■使用前の注意事項

●  ワンタイムP R OM版のブランク出荷品＊1は、当社でのアセンブリ工程以降P R OMの
書き込みテスト、及びスクリーニングを行っていません。書き込み以降の信頼性を向上させる
ため、図1.19.7に示す手順で書き込み、テストを行った後で使用されることを推奨します。
＊1「ブランク出荷品」：工場出荷時にPROMの内容が書き込まれていないもの。

図1.19.7 ワンタイムPROM版ブランク出荷品に対する書き込み、テスト

(3) EPROM内蔵版

■消去時の注意事項

● 太陽光や蛍光灯の光には、内蔵PROMに書き込まれた情報を消去する可能性のある光が含まれ
ています。読み出しモードでの使用時には、必ずシール等で透明ガラス部分を覆うようにして
ください。

● 透明ガラス部分を覆うシールは当社で用意しています。このシールは金属（アルミニウム）製で
すので、シールで覆う場合は、シールがマイコンリード端子に接触しないように注意してくだ
さい。

● 消去を行う場合は、透明ガラスを清浄にしてから行ってください。手の脂、シールの糊等が
紫外線の通過を妨げ、消去特性に影響を与える可能性があります。

実機による機能チェック

（注1）

（注2）

PROMライタによる
ベリファイチェック

スクリーニング
（150℃、40時間の高温放置）

ROMライタによる書き込み

注1．スクリーニング温度は150℃と 高くなっていますので、150℃
　　　での高温放置は100時間以内にしてください。
　　　また、M37477E8SP/FP、M37478E8SP/FP及びM37478E8SSは
　　　Tバージョン（車載対応）ではありませんので、車載はできません。
　　　M37478E8SSはユーザプログラム評価用ですので、車載
　　　に限らず、ユーザの量産実機搭載はできません。
　2．実機での機能チェックにより、取り扱い中のサージ破壊等を
　　　取り除くことも可能となります。
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1.20 電気的特性

1.20.1 電気的特性

(1) 7470グループ 電気的特性

7470グループの絶対最大定格を表1.20.1、推奨動作条件を表1.20.2、電気的特性を表1.20.3、A-D
変換特性を表1.20.4に示します。

表1.20.1 7470グループ絶対最大定格

定　格　値
VCC

VI
VO

Pd
Topr
Tstg

V
V
V

mW
℃
℃

電源電圧
入力電圧
出力電圧
消費電力
動作周囲温度
保存温度

項　　　　目記　号 単位
－0.3～7

－0.3～VCC＋0.3
－0.3～VCC＋0.3

1000
－20～85
－40～150

条　　　件

規　格　値

表1.20.2 7470グループ推奨動作条件（指定のない場合は、VCC=2.7～5.5V，VSS=0V，Ta=–20～85℃）

VCC

VSS

VIH
VIH
VIH
VIL
VIL
VIL
VIL
IOH(sum)
IOH(sum)
IOL(sum)
IOL(sum)

IOH(peak)

IOL(peak)

IOH(avg)

IOL(avg)

f(CNTR)

f(CLK)

f(XIN)

V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
mA
mA
mA
mA

mA

mA

mA

mA

MHz
MHz
MHz
MHz
MHz
MHz

電源電圧

電源電圧
“H”入力電圧 P00～P07, P10～P17, P30～P33
“H”入力電圧 P20～P23, P40, P41
“H”入力電圧 XIN, RESET
“L”入力電圧 P00～P07, P10～P17, P30～P33
“L”入力電圧 P20～P23, P40, P41
“L”入力電圧 XIN
“L”入力電圧 RESET
“H”出力総電流 P00～P07とP40, P41の合計
“H”出力総電流 P10～P17とP20～P23の合計
“L”出力総電流 P00～P07とP40, P41の合計
“L”出力総電流 P10～P17とP20～P23の合計
“H”出力尖頭電流
P00～P07, P10～P17, P20～P23, P40, P41
“L”出力尖頭電流
P00～P07, P10～P17, P20～P23, P40, P41
“H”出力平均電流
P00～P07, P10～P17, P20～P23, P40, P41　（注1）
“L”出力平均電流
P00～P07, P10～P17, P20～P23, P40, P41　（注1）
タイマ入力周波数
CNTR0（P32）, CNTR1（P33）　（注2）
シリアルI/Oクロック入力周波数
CLK（P16）　（注2）

クロック入力発振周波数　（注2）

項　　　　目記　号 単位
標　準 最　大

5.5
4.5

VCC

VCC

VCC

0.2VCC
0.25VCC
0.16VCC
0.12VCC
－30
－30
60
60

－10

20

－5

10

2
1
2
1
8

2.2VCC－2.0

5.0

0

4.5
2.7

0.8VCC
0.7VCC
0.8VCC

0
0
0
0

最　小
f(XIN)＝8.0MHz
f(X IN)＝（2.2VCC－2.0）MHz

f(XIN)＝8MHz
f(XIN)＝4MHz
f(XIN)＝8MHz
f(XIN)＝4MHz
VCC＝4.5～5.5V
VCC＝2.7～4.5V

注1．出力平均電流IOH(avg), IOL(avg)は、100ms期間内の平均値です。
　2．周波数は、デューティ比50％のときです。

VSS端子を基準にして測定する。
出力トランジスタは遮断状態。

Ta＝25℃
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表1.20.3 7470グループ電気的特性（指定のない場合は、VCC=2.7～5.5V，VSS=0V，Ta=–20～85℃）

VCC＝5V, IOH＝－5mA
VCC＝3V, IOH＝－1.5mA
VCC＝5V, IOL＝10mA
VCC＝3V, IOL＝3mA
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V

SIN, CLKとして使用の場合

VI＝0V
プルアップトランジスタ無
VI＝0V
プルアップトランジスタ有(注)

VI＝0V

VI＝0V､プルアップトランジスタ
無､アナログ入力非選択時
VI＝0V､プルアップトランジスタ
有､　アナログ入力非選択時（注）
VI＝0V
XINは発振停止時
VI＝VCC
プルアップトランジスタ無

VI＝VCC

VI＝VCC､プルアップトランジスタ
無､アナログ入力非選択時
VI＝VCC
XINは発振停止時
システム動作時

A-D変換非実行時

システム動作時

A-D変換実行中

ウエイト
モード時

ストップモード時
VCC＝5V

クロック停止時

f(XIN)＝8MHz

f(XIN)＝4MHz

f(XIN)＝8MHz

f(XIN)＝4MHz

f(XIN)＝8MHz

f(XIN)＝4MHz

VOH

VOL

VT＋－VT－

VT＋－VT－

VT＋－VT－

IIL

IIL

IIL

IIL

IIH

IIH

IIH

IIH

ICC

VRAM

V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
μA
μA
mA
mA
μA
μA
μA
μA
mA
mA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
mA
mA
mA
mA
mA
mA
mA
mA
mA
μA
μA
V

項　　　　目記　号 測　定　条　件 単位
標準 最大最小

規　格　値

2.0
1.0

－5
－3
－1.0
－0.35
－5
－3
－5
－3
－1.0
－0.35
－5
－3
5
3
5
3
5
3
5
3
14
7

3.6
15
8
4
4
2
1
1
10
5.5

0.5
0.3
0.5
0.3
0.5
0.3

－0.5
－0.18

－0.5
－0.18

7
3.5
1.8
7.5
4
2
2
1

0.5
0.1
1

3.0
2.0

－0.25
－0.08

－0.25
－0.08

2.0

VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V
Ta＝25℃
Ta＝85℃

注．抵抗値で表すと下記の通りです。
　　・VCC=5V時：5kΩ（最小）、10kΩ（標準）、20kΩ（最大）
　　・VCC=3V時：8.6kΩ（最小）、16.7kΩ（標準）、37.5kΩ（最大）

“H”出力電圧 P00～P07, P10～P17
P20～P23, P40, P41

“L”出力電圧 P00～P07, P10～P17
P20～P23, P40, P41

ヒステリシス P00～P07
P30～P33

ヒステリシス RESET

ヒステリシス P14/SIN
P16/CLK

“L”入力電流 P00～P07, P10～P17
P40, P41

“L”入力電流 P30～P33

“L”入力電流 P20～P23

“L”入力電流 XIN, RESET

“H”入力電流 P00～P07, P10～P17
P40, P41

“H”入力電流 P30～P33

“H”入力電流 P20～P23

“H”入力電流 XIN, RESET

電源電流

RAM保持電圧
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表1.20.4 7470グループA-D変換特性
（指定のない場合は、VCC=2.7～5.5V，VSS=0V，Ta=–20～85℃，f(XIN)=4MHz）

分解能
非直線性誤差
微分非直線性誤差

ゼロトランジション誤差

フルスケールトランジション
誤差

変換時間

基準電圧（注）

ラダー抵抗
アナログ電圧
基準電源入力電流

規　格　値

－
－
－

VOT

VFST

TCONV

VREF

RLADDER
VIA
IVREF

bits
LSB
LSB
LSB
LSB
LSB
LSB
μs
μs
V
V
kΩ
V
mA

項　　　　目記　号 単位
標　準 最　大

8
±2
±0.9

2
3
4
7

12.5
25

VCC

VCC

10
VREF

2.5

5

1.0

2
0.5VCC

2
0
0.5

最　小

VCC＝VREF＝5.12V, IOL(sum)＝0mA
VCC＝VREF＝3.072V, IOL(sum)＝0mA
VCC＝VREF＝5.12V
VCC＝VREF＝3.072V
f(XIN)＝8MHz
f(XIN)＝4MHz
VCC=2.7～4.0V
VCC=4.0～5.5V

VREF=5.0V

測　定　条　件

注．A-D変換器を使用しない場合はVCC端子に接続してください。
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(2) 7471グループ 電気的特性

7471グループの絶対最大定格を表1.20.5、推奨動作条件を表1.20.6、電気的特性を表1.20.7、A-D
変換特性を表1.20.8に示します。

表1.20.5 7471グループ絶対最大定格
定　格　値

VCC

VI
VO

Pd
Topr
Tstg

V
V
V

mW
℃
℃

電源電圧
入力電圧
出力電圧
消費電力
動作周囲温度
保存温度

項　　　　目記　号 単位
－0.3～7

－0.3～VCC＋0.3
－0.3～VCC＋0.3

1000（注）
－20～85
－40～150

条　　　件

表1.20.6 7471グループ推奨動作条件
（指定のない場合は、VCC=2.7～5.5V，VSS=AVSS=0V，Ta=–20～85℃）

注．56P6N-Aパッケージ品の場合は500mWです。

規　格　値

VCC

VSS

AVSS

VIH
VIH
VIH
VIL
VIL
VIL
VIL
IOH(sum)
IOH(sum)
IOL(sum)
IOL(sum)

IOH(peak)

IOL(peak)

IOH(avg)

IOL(avg)

f(CNTR)

f(CLK)

f(XIN)

f(XCIN)

V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
mA
mA
mA
mA

mA

mA

mA

mA

MHz
MHz
MHz
MHz
MHz
MHz
kHz

電源電圧

電源電圧
アナログ電源電圧
“H”入力電圧 P00～P07, P10～P17, P30～P33
“H”入力電圧 P20～P27, P40～P43, P50～P53　（注1）
“H”入力電圧 XIN, RESET
“L”入力電圧 P00～P07, P10～P17, P30～P33
“L”入力電圧 P20～P27, P40～P43, P50～P53　（注1）
“L”入力電圧 XIN
“L”入力電圧 RESET
“H”出力総電流 P00～P07とP40～P43の合計
“H”出力総電流 P10～P17とP20～P27の合計
“L”出力総電流 P00～P07とP40～P43の合計
“L”出力総電流 P10～P17とP20～P27の合計
“H”出力尖頭電流
P00～P07, P10～P17, P20～P27, P40～P43
“L”出力尖頭電流
P00～P07, P10～P17, P20～P27, P40～P43
“H”出力平均電流
P00～P07, P10～P17, P20～P27, P40～P43　（注2）
“L”出力平均電流
P00～P07, P10～P17, P20～P27, P40～P43　（注2）
タイマ入力周波数
CNTR0（P32）, CNTR1（P33）　（注3）
シリアルI/Oクロック入力周波数
CLK（P16）　（注3）

クロック入力発振周波数　（注3）

時計用クロック入力発振周波数　（注3, 4）

項　　　　目記　号 単位
標　準 最　大

5.5
4.5

VCC

VCC

VCC

0.2VCC
0.25VCC
0.16VCC
0.12VCC
－30
－30
60
60

－10

20

－5

10

2
1
2
1
8

2.2VCC－2.0
50

5.0

0
0

32

4.5
2.7

0.8VCC
0.7VCC
0.8VCC

0
0
0
0

最　小
f(XIN)＝8.0MHz
f(X IN)＝（2.2VCC－2.0）MHz

f(XIN)＝8MHz
f(XIN)＝4MHz
f(XIN)＝8MHz
f(XIN)＝4MHz
VCC＝4.5～5.5V
VCC＝2.7～4.5V

注1．P50をXCINとして使用するときは除きます。
　2．出力平均電流IOH(avg), IOL(avg)は、100ms期間内の平均値です。
　3．周波数は、デューティ比50％のときです。
　4．時計用クロックを使用する場合は、f(XCIN)＜f(XIN)/3としてください。

VSS端子を基準にして測定する。
出力トランジスタは遮断状態。

Ta＝25℃



1-203

ハードウエア
1 1.20  電気的特性

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

表1.20.7 7471グループ電気的特性（指定のない場合は、VCC=2.7～5.5V，VSS=AVSS=0V，Ta=–20～85℃）

VCC＝5V, IOH＝－5mA
VCC＝3V, IOH＝－1.5mA
VCC＝5V, IOL＝10mA
VCC＝3V, IOL＝3mA
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V

SIN，CLKとして使用の場合

VI＝0V
プルアップトランジスタ無
VI＝0V
プルアップトランジスタ有（注）

VI＝0V

VI＝0V､プルアップトランジスタ
無､アナログ入力非選択時
VI＝0V､プルアップトランジスタ
有､アナログ入力非選択時（注）
VI＝0V
XINは発振停止時
VI＝VCC
プルアップトランジスタ無

VI＝VCC

VI＝VCC､プルアップトランジス
タ無､アナログ入力非選択時
VI＝VCC
XINは発振停止時
システム動作時

A-D変換非実行時

システム動作時

A-D変換実行中

低速モード時､Ta＝25℃､
Lowパワーモード、
f(XCIN)＝32kHz､A-D変換非実行時

ウエイト
モード時

ウエイトモード時､Ta＝25℃
Lowパワーモード､
f(XCIN)＝32kHz
ストップモード時
VCC＝5V
クロック停止時

VOH

VOL

VT＋－VT－

VT＋－VT－

VT＋－VT－

IIL

IIL

IIL

IIL

IIH

IIH

IIH

IIH

ICC

VRAM

V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
μA
μA
mA
mA
μA
μA
μA
μA
mA
mA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
mA
mA
mA
mA
mA
mA

μA

μA

mA
mA
mA

μA

μA

μA
μA
V

項　　　　目記　号 測　定　条　件 単位
標準 最大最小

規　格　値

2.0
1.0

－5
－3
－1.0
－0.35
－5
－3
－5
－3
－1.0
－0.35
－5
－3
5
3
5
3
5
3
5
3

14
7

3.6
15
8
4

80

40

4
2
1

12

8

1
10
5.5

0.5
0.3
0.5
0.3
0.5
0.3

－0.5
－0.18

－0.5
－0.18

7
3.5
1.8
7.5
4
2

30

15

2
1

0.5

3

2

0.1
1

3.0
2.0

－0.25
－0.08

－0.25
－0.08

2.0

VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V

Ta＝25℃
Ta＝85℃

f(XIN)＝8MHz

f(XIN)＝4MHz

f(XIN)＝8MHz

f(XIN)＝4MHz

f(XIN)＝8MHz

f(XIN)＝4MHz

注．抵抗値で表すと下記の通りです。
　　・VCC=5V時：5kΩ（最小）、10kΩ（標準）、20kΩ（最大）　　・VCC=3V時：8.6kΩ（最小）、16.7kΩ（標準）、37.5kΩ（最大）
　　

“H”出力電圧 P00～P07, P10～P17
P20～P27, P40～P43

“L”出力電圧 P00～P07, P10～P17
P20～P27, P40～P43

ヒステリシス P00～P07
P30～P33

ヒステリシス RESET

ヒステリシス P14/SIN
P16/CLK

“L”入力電流 P00～P07, P10～P17
P40～P43, P50～P53

“L”入力電流 P30～P33

“L”入力電流 P20～P27

“L”入力電流 XIN, RESET

“H”入力電流 P00～P07, P10～P17
P40～P43, P50～P53

“H”入力電流 P30～P33

“H”入力電流 P20～P27

“H”入力電流 XIN, RESET

電源電流

RAM保持電圧
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表1.20.8 7471グループA-D変換特性
（指定のない場合は、VCC=2.7～5.5V, VSS=AVSS=0V, Ta=–20～85℃, f(XIN)=4MHz）

分解能
非直線性誤差
微分非直線性誤差

ゼロトランジション誤差

フルスケールトランジション
誤差

変換時間

基準電圧（注）

ラダー抵抗
アナログ電圧
基準電源入力電流

規　格　値

－
－
－

V0T

VFST

TCONV

VREF

RLADDER
VIA
IVREF

bits
LSB
LSB
LSB
LSB
LSB
LSB
μs
μs
V
V
kΩ
V
mA

項　　　　目記　号 単位
標　準 最　大

8
±2
±0.9

2
3
4
7

12.5
25

VCC

VCC

10
VREF

2.5

5

1.0

2
0.5VCC

2
0
0.5

最　小

VCC＝VREF＝5.12V, IOL(sum)＝0mA
VCC＝VREF＝3.072V, IOL(sum)＝0mA
VCC＝VREF＝5.12V
VCC＝VREF＝3.072V
f(XIN)＝8MHz
f(XIN)＝4MHz
VCC＝2.7～4.0V
VCC＝4.0～5.5V

VREF＝5.0V

測　定　条　件

注．A-D変換器を使用しない場合はVCC端子に接続してください。
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クロック同
期形選択時
UART
選択時

(3) 7477グループ 電気的特性

7477グループの絶対最大定格を表1.20.9、推奨動作条件を表1.20.10、電気的特性を表1.20.11、A-D
変換特性を表1.20.12に示します。

表1.20.9 7477グループ絶対最大定格

定　格　値
VCC

VI
VO

Pd
Topr
Tstg

V
V
V

mW
℃
℃

電源電圧
入力電圧
出力電圧
消費電力
動作周囲温度
保存温度

項　　　　目記　号 単位
－0.3～7

－0.3～VCC＋0.3
－0.3～VCC＋0.3

1000（注1）
－20～85（注2）
－40～150（注3）

VSS端子を基準にして測定する。
出力トランジスタは遮断状態。

Ta＝25℃

条　　　件

規　格　値

表1.20.10 7477グループ推奨動作条件（指定のない場合は、VCC=2.7～5.5V，VSS=0V，Ta=–20～85℃（注1））

VCC

VSS

VIH
VIH
VIH
VIL
VIL
VIL
VIL
IOH(sum)
IOH(sum)
IOL(sum)
IOL(sum)

IOH(peak)

IOL(peak)

IOH(avg)

IOL(avg)

f(CNTR)

f(SCLK)

f(XIN)

V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
mA
mA
mA
mA

mA

mA

mA

mA

MHz
MHz
kHz
kHz
MHz
MHz
MHz
MHz

電源電圧

電源電圧
“H”入力電圧 P00～P07, P10～P17, P30～P33
“H”入力電圧 P20～P23, P40, P41
“H”入力電圧 XIN, RESET
“L”入力電圧 P00～P07, P10～P17, P30～P33
“L”入力電圧 P20～P23, P40, P41
“L”入力電圧 XIN
“L”入力電圧 RESET
“H”出力総電流 P00～P07とP40, P41の合計
“H”出力総電流 P10～P17の合計
“L”出力総電流 P00～P07とP40, P41の合計
“L”出力総電流 P10～P17の合計
“H”出力尖頭電流
P00～P07, P10～P17, P40, P41
“L”出力尖頭電流
P00～P07, P10～P17, P40, P41
“H”出力平均電流
P00～P07, P10～P17, P40, P41　（注2）
“L”出力平均電流
P00～P07, P10～P17, P40, P41　（注2）
タイマ入力周波数
CNTR0（P32）, CNTR1（P33）　（注3）

シリアルI/Oクロック入力周波数
SCLK（P16）　（注3）

クロック入力発振周波数　（注3）

項　　　　目記　号 単位
標　準 最　大

5.5
4.5

VCC

VCC

VCC

0.2VCC
0.25VCC
0.16VCC
0.12VCC
－30
－30
60
60

－10

20

－5

10

2
1

500
250

2
1
8

2.2VCC－2.0

5.0

0

4.5
2.7

0.8VCC
0.7VCC
0.8VCC

0
0
0
0

最　小
f(XIN)＝8.0MHz
f(XIN)＝（2.2VCC－2.0）MHz

f(XIN)＝8MHz
f(XIN)＝4MHz

f(XIN)＝8MHz
f(XIN)＝4MHz
f(XIN)＝8MHz
f(XIN)＝4MHz

VCC＝4.5～5.5V
VCC＝2.7～4.5V

注1．広動作温度範囲版の場合は－40～85℃です。
　2．出力平均電流IOH(avg),  IOL(avg)は、100ms期間内の平均値です。
　3．周波数は、デューティ比50%のときです。

注1．32P2W-Aパッケージ品の場合は500mWです。
　2．広動作温度範囲版の場合は－40～85℃です。
　3．広動作温度範囲版の場合は－65～150℃です。
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表1.20.11 7477グループ電気的特性（指定のない場合は、VCC=2.7～5.5V，VSS=0V，Ta=–20～85℃（注1））

f(XIN)＝8MHz

f(XIN)＝4MHz

f(XIN)＝8MHz

f(XIN)＝4MHz

f(XIN)＝8MHz

f(XIN)＝4MHz

V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
μA
μA
mA
mA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
mA
mA
mA
mA
mA
mA
mA
mA
mA
μA
μA
V

項　　　　目記　号 測　定　条　件 単位
標準 最大最小

規　格　値

2.0
1.0

－5
－3
－1.0
－0.35
－5
－3
－5
－3
－5
－3
5
3
5
3
5
3
5
3
14
7

3.6
15
8
4
4
2
1
1
10
5.5

0.5
0.3
0.5
0.3
0.5
0.3

－0.5
－0.18

7
3.5
1.8
7.5
4
2
2
1

0.5
0.1
1

3.0
2.0

－0.25
－0.08

2.0

VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V
Ta＝25℃
Ta＝85℃

注1．広動作温度範囲版の場合は－40～85℃です。
　2．抵抗値で表すと下記の通りです。
　　・VCC=5V時：5kΩ（最小）、10kΩ（標準）、20kΩ（最大）
　　・VCC=3V時：8.6kΩ（最小）、16.7kΩ（標準）、37.5kΩ（最大）

VOH

VOL

VT＋－VT－

VT＋－VT－

VT＋－VT－

IIL

IIL

IIL

IIL

IIH

IIH

IIH

IIH

ICC

VRAM

“H”出力電圧 P00～P07, P10～P17
P40, P41

“L”出力電圧 P00～P07, P10～P17
P40, P41

ヒステリシス P00～P07
P30～P33

ヒステリシス RESET

ヒステリシス P14/RxD
P16/SCLK

“L”入力電流 P00～P07, P10～P17
P40, P41

“L”入力電流 P30～P33

“L”入力電流 P20～P23

“L”入力電流 XIN, RESET

“H”入力電流 P00～P07, P10～P17
P40, P41

“H”入力電流 P30～P33

“H”入力電流 P20～P23

“H”入力電流 XIN, RESET

電源電流

RAM保持電圧

VCC＝5V, IOH＝－5mA
VCC＝3V, IOH＝－1.5mA
VCC＝5V, IOL＝10mA
VCC＝3V, IOL＝3mA
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V

RxD, SCLKとして使用の場合

VI＝0V
プルアップトランジスタ無
VI＝0V、プルアップトランジスタ
有（注2）

VI＝0V

VI＝0V
アナログ入力非選択時
VI＝0V
XINは発振停止時
VI＝VCC
プルアップトランジスタ無

VI＝VCC

VI＝VCC
アナログ入力非選択時
VI＝VCC
XINは発振停止時
システム動作時

A-D変換非実行時

システム動作時

A-D変換実行中

ウエイト
モード時

ストップモード時
VCC＝5V

クロック停止時
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分解能
絶対精度

変換時間

基準電圧（注2）

ラダー抵抗
アナログ電圧
基準電源入力電流

表1.20.12 7477グループA-D変換特性（指定のない場合は、VCC=2.7～5.5V，VSS=0V，Ta=–20～85℃（注1））
規　格　値

－
－

TCONV

VREF

RLADDER
VIA
IVREF

bits
LSB
μs
μs
V
V
kΩ
V
mA

項　　　　目記　号 単位
標　準 最　大

8
±3
12.5
25

VCC

VCC

10
VREF

2.5

5

1.0

2
0.5VCC

2
0
0.5

最　小

VCC＝4.5～5.5V, f(XIN)＝8MHz
VCC＝2.7～5.5V, f(XIN)＝4MHz
VCC＝2.7～4.0V
VCC＝4.0～5.5V

VREF＝5.0V

測　定　条　件

注1．広動作温度範囲版の場合は－40～85℃です。
2．A-D変換器を使用しない場合はVCC端子に接続してください。
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(4) 7478グループ 電気的特性

7478グループの絶対最大定格を表1.20.13、推奨動作条件を表1.20.14、電気的特性を表1.20.15、A-D
変換特性を表1.20.16に示します。

表1.20.13 7478グループ絶対最大定格
定　格　値

VCC

VI
VO

Pd
Topr
Tstg

V
V
V
mW
℃
℃

電源電圧
入力電圧
出力電圧
消費電力
動作周囲温度
保存温度

項　　　　目記　号 単位
－0.3～7

－0.3～VCC＋0.3
－0.3～VCC＋0.3

1000（注1）
－20～85（注2）
－40～150（注3）

条　　　件

注1．56P6N-Aパッケージ品の場合は500mWです。　2．広動作温度範囲版の場合は－40～85℃です。
　3．広動作温度範囲版の場合は－65～150℃です。

表1.20.14 7478グループ推奨動作条件（指定のない場合は、VCC=2.7～5.5V，VSS=AVSS=0V，Ta=–20～85℃（注1））
規　格　値

VCC

VSS

AVSS

VIH
VIH
VIH
VIL
VIL
VIL
VIL
IOH(sum)
IOH(sum)
IOL(sum)
IOL(sum)

IOH(peak)

IOL(peak)

IOH(avg)

IOL(avg)

f(CNTR)

f(SCLK)

f(XIN)

f(XCIN)

V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
mA
mA
mA
mA

mA

mA

mA

mA

MHz
MHz
kHz
kHz
MHz
MHz
MHz
MHz
kHz

電源電圧

電源電圧
アナログ電源電圧
“H”入力電圧 P00～P07, P10～P17, P30～P33
“H”入力電圧 P20～P27, P40～P43, P50～P53　（注2）
“H”入力電圧 XIN, RESET
“L”入力電圧 P00～P07, P10～P17, P30～P33
“L”入力電圧 P20～P27, P40～P43, P50～P53　（注2）
“L”入力電圧 XIN
“L”入力電圧 RESET
“H”出力総電流 P00～P07とP40～P43の合計
“H”出力総電流 P10～P17の合計
“L”出力総電流 P00～P07とP40～P43の合計
“L”出力総電流 P10～P17の合計
“H”出力尖頭電流
P00～P07, P10～P17, P40～P43
“L”出力尖頭電流
P00～P07, P10～P17, P40～P43
“H”出力平均電流
P00～P07, P10～P17, P40～P43　（注3）
“L”出力平均電流
P00～P07, P10～P17, P40～P43　（注3）
タイマ入力周波数
CNTR0（P32）, CNTR1（P33）　（注4）

シリアルI/Oクロック入力周波数
SCLK（P16）　（注4）

クロック入力発振周波数　（注4）

時計用クロック入力発振周波数　（注4, 5）

項　　　　目記　号 単位
標　準 最　大

5.5
4.5

VCC

VCC

VCC

0.2VCC
0.25VCC
0.16VCC
0.12VCC
－30
－30
60
60

－10

20

－5

10

2
1

500
250
2
1
8

2.2VCC－2.0
50

5.0

0
0

32

4.5
2.7

0.8VCC
0.7VCC
0.8VCC

0
0
0
0

最　小
f(XIN)＝8.0MHz
f(XIN)＝（2.2VCC－2.0）MHz

クロック同
期形選択時
UART
選択時

f(XIN)＝8MHz
f(XIN)＝4MHz

f(XIN)＝8MHz
f(XIN)＝4MHz
f(XIN)＝8MHz
f(XIN)＝4MHz

VCC＝4.5～5.5V
VCC＝2.7～4.5V

注1．広動作温度範囲版の場合は－40～85℃です。　2．P50をXCINとして使用するときは除きます。
　3．出力平均電流IOH(avg), IOL(avg)は、100ms期間内の平均値です。　4．周波数は、デューティ比50％のときです。
　5．時計用クロックを使用する場合は、f(XCIN)＜f(XIN)/3としてください。

VSS端子を基準にして測定する。
出力トランジスタは遮断状態。

Ta＝25℃
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表1.20.15 7478グループ電気的特性（指定のない場合は、VCC=2.7～5.5V，VSS=AVSS=0V，Ta=–20～85℃（注1））

VOH

VOL

VT＋－VT－

VT＋－VT－

VT＋－VT－

IIL

IIL

IIL

IIL

IIH

IIH

IIH

IIH

ICC

VRAM

V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
μA
μA
mA
mA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
μA
mA
mA
mA
mA
mA
mA

μA

μA

mA
mA
mA

μA

μA

μA
μA
V

項　　　　目記　号 測　定　条　件 単位
標準 最大最小

規　格　値

2.0
1.0

－5
－3
－1.0
－0.35
－5
－3
－5
－3
－5
－3
5
3
5
3
5
3
5
3

14
7

3.6
15
8
4

80

40

4
2
1

12

8

1
10
5.5

0.5
0.3
0.5
0.3
0.5
0.3

－0.5
－0.18

7
3.5
1.8
7.5
4
2

30

15

2
1

0.5

3

2

0.1
1

3.0
2.0

－0.25
－0.08

2.0

VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V

VCC＝5V

VCC＝3V

Ta＝25℃
Ta＝85℃

f(XIN)＝8MHz

f(XIN)＝4MHz

f(XIN)＝8MHz

f(XIN)＝4MHz

f(XIN)＝8MHz

f(XIN)＝4MHz

注1．広動作温度範囲版の場合は－40～85℃です。
　2．抵抗値で表すと下記の通りです。
　　・VCC=5V時：5kΩ（最小）、10kΩ（標準）、20kΩ（最大）　　
　　・VCC=3V時：8.6kΩ（最小）、16.7kΩ（標準）、37.5kΩ（最大）
　　

VCC＝5V, IOH＝－5mA
VCC＝3V, IOH＝－1.5mA
VCC＝5V, IOL＝10mA
VCC＝3V, IOL＝3mA
VCC＝5V
VCC＝3V
VCC＝5V
VCC＝3V

RxD, SCLKとして使用の場合

VI＝0V
プルアップトランジスタ無
VI＝0V、プルアップトランジスタ
有（注2）

VI＝0V

VI＝0V
アナログ入力非選択時
VI＝0V
XINは発振停止時
VI＝VCC
プルアップトランジスタ無

VI＝VCC

VI＝VCC
アナログ入力非選択時
VI＝VCC
XINは発振停止時
システム動作時

A-D変換非実行時

システム動作時

A-D変換実行中

低速モード時､Ta＝25℃
Lowパワーモード, f(XCIN)＝32kHz
A-D変換非実行時
ウエイト
モード時

ウエイトモード時､Ta＝25℃
Lowパワーモード,
f(XCIN)＝32kHz
ストップモード時
VCC＝5V
クロック停止時

“H”出力電圧 P00～P07, P10～P17
P40～P43

“L”出力電圧 P00～P07, P10～P17
P40～P43

ヒステリシス P00～P07
P30～P33

ヒステリシス RESET

ヒステリシス P14/RxD
P16/SCLK

“L”入力電流 P00～P07, P10～P17
P40～P43, P50～P53

“L”入力電流 P30～P33

“L”入力電流 P20～P27

“L”入力電流 XIN, RESET

“H”入力電流 P00～P07, P10～P17
P40～P43, P50～P53

“H”入力電流 P30～P33

“H”入力電流 P20～P27

“H”入力電流 XIN, RESET

電源電流

RAM保持電圧
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表1.20.16 7478グループA-D変換特性
（指定のない場合は、VCC=2.7～5.5V，VSS=AVSS=0V，Ta=–20～85℃（注1））

分解能
絶対精度

変換時間

基準電圧（注2）

ラダー抵抗
アナログ電圧
基準電源入力電圧

規　格　値

－
－

TCONV

VREF

RLADDER
VIA
IVREF

bits
LSB
μs
μs
V
V
kΩ
V
mA

項　　　　目記　号 単位
標　準 最　大

8
±3
12.5
25

VCC

VCC

10
VREF

2.5

5

1.0

2
0.5VCC

2
0
0.5

最　小

VCC＝4.5～5.5V, f(XIN)＝8MHz
VCC＝2.7～5.5V, f(XIN)＝4MHz
VCC＝2.7～4.0V
VCC＝4.0～5.5V

VREF＝5.0V

測　定　条　件

注1．広動作温度範囲版の場合は－40～85℃です。
2．A-D変換器を使用しない場合はVCC端子に接続してください。
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表1.20.17 7470/7471グループ タイミング必要条件及びスイッチング特性
（VCC=4.5～5.5V, VSS=0V, Ta=–20～85℃, f(XIN)=4MHz時）

1.20.2 タイミング必要条件、スイッチング特性

(1) 7470/7471グループ タイミング必要条件、スイッチング特性

7470/7471グループのタイミング必要条件及びスイッチング特性を表1.20.17、タイミング図を図
1.20.1に示します。

シリアルI/O クロック入力サイクル時間
シリアルI/O クロック入力“H”パルス幅
シリアルI/O クロック入力“L”パルス幅
シリアルI/O 入力セットアップ時間
シリアルI/O 入力ホールド時間
シリアルI/O 出力遅延時間

規　格　値

tc(CLK)
tWH(CLK)
tWL(CLK)
tsu(SIN-CLK)
th(CLK-SIN)
td(CLK-SOUT)

n s
n s
n s
n s
n s
n s

項　　　　目記　号 単位
標　準 最　大

150

　1000
400
400
200
200

最　小

図1.20.1 7470/7471グループ タイミング図

0.2VCC 0.2VCC

0.2VCC 0.2VCC

0.8VCC

0.8VCC 0.8VCC 0.8VCC

0.8VCC

tc(CLK)

tWL(CLK) tWH(CLK)

td(CLK-SOUT)

SIN

CLK

SOUT

tsu(SIN-CLK) th(CLK-SIN)
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(2) 7477/7478グループ タイミング必要条件、スイッチング特性

7477/7478グループのタイミング必要条件及びスイッチング特性を表1.20.18、タイミング図を図
1.20.2に示します。

表1.20.18 7477/7478グループ タイミング必要条件及びスイッチング特性
（VCC=4.5～5.5V, VSS=0V, Ta=–40～85℃, f(XIN)=8MHz時）

シリアルI/O クロック入力サイクル時間
シリアルI/O クロック入力“H”パルス幅
シリアルI/O クロック入力“L”パルス幅
シリアルI/O 入力セットアップ時間
シリアルI/O 入力ホールド時間
シリアルI/O 出力遅延時間
シリアルI/O クロック入力サイクル時間
シリアルI/O クロック入力“H”パルス幅
シリアルI/O クロック入力“L”パルス幅

規　格　値

tc(SCLK)
tWH(SCLK)
tWL(SCLK)
tsu(RxD-SCLK)
th(SCLK-RxD)
td(SCLK-TxD)
tc(SCLK)
tWH(SCLK)
tWL(SCLK)

n s
n s
n s
n s
n s
n s
n s
n s
n s

項　　　　目記　号 単位
標　準 最　大

100

　2000
880
880
160
80

500
220
220

最　小

クロック
同期形

クロック
非同期形

図1.20.2 7477/7478グループ タイミング図

0.2VCC 0.2VCC

0.2VCC 0.2VCC

0.8VCC

0.8VCC 0.8VCC 0.8VCC

0.8VCC

tc(SCLK)

tWL(SCLK) tWH(SCLK)

td(SCLK-TXD)

RXD

SCLK

TXD

tsu(RXD-SCLK) th(SCLK-RXD)
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1.20.3 電源電流標準特性

本項で記載している電源電流標準特性は7470/7471/7477/7478グループの「特性例」で、保証するもので
はありません。規格値は「1.20.1　電気的特性」を参照してください。

電源電流標準特性の測定回路を図1.20.3に示します。

図1.20.3 電源電流標準特性の測定回路

ICC

A

M3747X

VCC

VSS

0～5.5V

XOUTXIN

1 通常モード時（f(X IN)=8MHz,4MHz）

ICC

A

M3747X

VCC

VSS

0～5.5V

XCOUTXCIN

2 低速モード時（f(XCIN)=32kHz）
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図1.20.5 7470/7471グループ ICC－VCC特性（f(XIN)＝4MHz）

(1) 7470/7471グループ 電源電流標準特性

7470/7471グループのICC－VCC特性を図1.20.4から図1.20.6に示します。

図1.20.4 7470/7471グループ ICC－VCC特性（f(XIN)＝8MHz）

【測定条件：25℃，f(XIN)＝8MHz】

【測定条件：25℃，f(XIN)＝4MHz】

2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0
0.0

電源電圧  VCC［V］

電
源
電
流
  I

C
C
［
m
A
］

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

通常モード時

ウエイトモード時

ストップモード時

2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0
0.0

電源電圧  VCC［V］

電
源
電
流
  I

C
C
［
m
A
］

通常モード時

ウエイトモード時

ストップモード時

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
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図1.20.6 7471グループ ICC－VCC特性（f(XCIN)＝32kHz）

【測定条件：25℃，f(XCIN)＝32kHz】

2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0
0.0

電源電圧  VCC［V］

電
源
電
流
  I

C
C
［
μ
A
］

低速モード時

ウエイトモード時

ストップモード時

20.0

10.0

40.0

30.0
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(2)  7477/7478グループ 電源電流標準特性

7477/7478グループのICC－VCC特性を図1.20.7から図1.20.9に示します。

【測定条件：25℃，f(XIN)＝4MHz】

【測定条件：25℃，f(XIN)＝8MHz】

図1.20.7 7477/7478グループ ICC－VCC特性（f(XIN)＝8MHz）

図1.20.8 7477/7478グループ ICC－VCC特性（f(XIN)＝4MHz）
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図1.20.9 7478グループ ICC－VCC特性（f(XCIN)＝32kHz）

【測定条件：25℃，f(XCIN)＝32kHz】
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1.20.4 ポ－ト標準特性

本項で記載しているポ－ト標準特性は7470/7471/7477/7478グループの「特性例」で、保証するものでは
ありません。規格値は「1.20.1　電気的特性」を参照してください。

ポ－ト標準特性の測定回路を図1.20.10に示します。

図1.20.10 ポ－ト標準特性の測定回路
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(1) 7470/7471グループ ポ－ト標準特性

7470/7471グループのポ－ト標準特性を図1.20.11から図1.20.13に示します。

図1.20.11 7470/7471グループ プログラマブル入出力ポ－ト（CMOS出力）Pチャネル側のIOH－VOH特性

【測定条件：ポ－トP00，25℃】

【測定条件：ポ－トP00，25℃】

図1.20.12 7470/7471グループ プログラマブル入出力ポ－ト（CMOS出力）Nチャネル側のIOL－VOL特性
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【測定条件：ポ－トP00，25℃】

図1.20.13 7470/7471グループ プログラマブル入出力ポ－ト（CMOS出力）プルアップトランジスタのIIL－VIL
特性
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図1.20.15 7477/7478グループ プログラマブル入出力ポ－ト（CMOS出力）Nチャネル側のIOL－VOL特性

(2) 7477/7478グループ ポ－ト標準特性

7477/7478グループのポ－ト標準特性を図1.20.14から図1.20.16に示します。

【測定条件：ポ－トP00，25℃】

【測定条件：ポ－トP00，25℃】

図1.20.14 7477/7478グループ プログラマブル入出力ポ－ト（CMOS出力）Pチャネル側のIOH－VOH特性
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【測定条件：ポ－トP00，25℃】

図1.20.16 7477/7478グループ プログラマブル入出力ポ－ト（CMOS出力）プルアップトランジスタのIIL－VIL
特性
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1.20.5 A-D変換標準特性

(1) 相対精度（7470/7471グループのみ）

7470/7471グループの相対精度におけるA-D変換標準特性を、図1.20.17及び図1.20.18に示します。
グラフの下側のラインは、出力コードが変化する点の理想値からのずれ、すなわち相対精度誤差

（ERROR）を示します。例えば図1.20.17では、出力コードの“3F16→4016”変化は、理想的にはIN0＝
757.32mVの点で起こります。しかし、相対精度誤差は－3.567mVですから、757.32mV－3.567mV＝
753.753mVが測定変化点であることを表します。
グラフの上側のラインは、出力コードが同一である入力電圧の幅（1LSB WIDTH）を示します。例え
ば図1.20.17では、出力コードが“3F16”である入力電圧の幅の測定値は10.701mVですから、相対精度
における微分非直線性誤差は10.701mV－11.89mV＝－1.189mV（－0.1LSB）であることを表します。

図1.20.17 7470/7471グループA-D変換標準特性 相対精度（1）
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図1.20.18 7470/7471グループA-D変換標準特性 相対精度（2）
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(2) 絶対精度

7470/7471/7477/7478グループの絶対精度におけるA-D変換標準特性を、図1.20.19から図1.20.23に示
します。
グラフの下側のラインは、出力コードが変化する点の理想値からのずれ、すなわち絶対精度誤差

（ERROR）を示します。例えば図1.20.19では、出力コードの“3F16→4016”変化は、理想的にはIN0＝
762mVの点で起こります。しかし、絶対精度誤差は－8.4mVですから、762mV－8.4mV＝753.6mVが測定
変化点であることを表します。
グラフの上側のラインは、出力コードが同一である入力電圧の幅（1LSB WIDTH）を示します。例えば、
出力コードが“3F16”である入力電圧の幅の測定値は10.8mVですから、微分非直線性誤差は10.8mV－12mV
＝－1.2mV（－0.1LSB）であることを表します。
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図1.20.21 7477/7478グループA-D変換標準特性 絶対精度（3）
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図1.20.22 7477/7478グループA-D変換標準特性 絶対精度（4）
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図1.20.23 7477/7478グループA-D変換標準特性 絶対精度（5）
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第　2　章
応　用

2.1　入出力端子
2.2　割り込み
2.3　タイマ
2.4　シリアルI/O
2.5　A-D変換器
2.6　リセット
2.7　発振回路
2.8　低消費電力機能
2.9　ノイズに関する注意事項
2.10　プログラミング上の注意事項
2.11　7470/7471グループ、7477/7478

グループの相違点
2.12　応用回路例



応用

2.1 入出力ポート2

2-2 7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

7478747774717470

○ ○ ○ ○

7478747774717470

○ ○ × ×

非該当品種
該当品種

M37470MX/EX-XXXSP
M37471MX/EX-XXXSP/FP
M37477MX/E8-XXXSP/FP､
M37477MX/E8TXXXSP/FP
M37478MX/E8-XXXSP/FP､
M37478MX/E8TXXXSP/FP

「第2章　応用」では下表を用いて各ページ毎に該当品種を表します。



2.1 入出力ポート2

2-37470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

応用

7478747774717470

○ ○ ○ ○

2.1 入出力端子

2.1.1 出力ポートの外付け回路設計例

ポイント：入出力ポートの外付け回路を設計する場合は、次の項目が必ず規格値範囲内になるよう注意
してください。

■入力ポート

●入力電流
●出力電流
注．キーマトリクスを形成して複数のキー入力を行う場合、多重入力した場合のポート入力電流を
考慮の上、設計を行ってください。

■出力ポート

●出力総電流
●出力尖頭電流
●出力平均電流

出力ポートの外付け回路設計例を図2.1.1に示します。

M3747X

P00
R0=250ΩIOL0=12mA

P02

P01
R1=250Ω

R2=250ΩIOL2=12mA

IOL1=12mA

10ms

10ms
ポートP00～P02
　　　LED点灯のタイミング
　　　（デューティ比50％）

VCC=5V

＊

＊

＊

＊：VF＝2VのLEDを使用

最大規格値“Ｌ”出力総電流
　　IOL0+IOL1+IOL2=36mA＜60mA
“Ｌ”出力尖頭電流
　　IOL0=IOL1=IOL2=12mA＜ 20mA

“Ｌ”出力平均電流(100ms内)
　　12mA×10ms×5 10mA＝6mA＜100ms

図2.1.1 出力ポートの外付け回路設計例



応用

2.2 割り込み2

2-4 7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

7478747774717470

○

2.2 割り込み

2.2.1 CNTRによる外部イベント検出

CNTR端子を使用してINT端子同様に入力レベルの立ち上がりエッジ又は立ち下がりエッジを検出できま
す。以下に使用例を示します。

(1) CNTR割り込みを使用する場合

CNTR0端子又はCNTR1端子の入力レベルのエッジをCNTR割り込みを使用して検出できます。
図2.2.1にCNTR割り込みを使用したCNTR0端子からの外部イベント検出の制御手順例を示します。

図2.2.1 CNTR割り込みを使用したCNTR0端子からの外部イベント検出の制御手順例

○ ○ ○

エッジ極性選択レジスタの設定

EG(00D416番地）

CNTR0エッジ極性選択
　0：立ち下がりエッジ
　1：立ち上がりエッジ

割り込み要求レジスタ2の設定

IR2(00FD16番地)

CNTR0/CNTR1割り込み要求ビットを
クリア

0

CNTR0/CNTR1割り込み選択：CNTR0

0

b7 b0

b7 b0

割り込み制御レジスタ2の設定

IE2(00FF16番地)1

b7 b0

CNTR0/CNTR1割り込み許可

割り込み制御レジスタ2の設定

IE2(00FF16番地)0
b7 b0

CNTR0/CNTR1割り込み禁止
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○

(2) タイマ3割り込み、タイマ4割り込みを使用する場合

CNTR0端子又はCNTR1端子の入力レベルのエッジを、タイマ3割り込み又はタイマ4割り込みを
使用して検出できます。
図2.2.2にタイマ3割り込みを使用したCNTR1端子からの外部イベント検出の制御手順例を示しま
す。

図2.2.2 タイマ3割り込みを使用したCNTR1端子からの外部イベント検出の制御手順例

○ ○ ○

タイマ34モードレジスタの設定

T34M(00F916番地)

タイマ3カウント停止

1

b7 b0

タイマ3カウントソース：CNTR1端子

1 1

エッジ極性選択レジスタの設定

EG(00D416番地）

CNTR1エッジ極性選択
　0：立ち下がりエッジ
　1：立ち上がりエッジ
CNTR0/CNTR1割り込み選択：CNTR0

CNTR割り込みはCNTR0割り込み
として機能

0

b7 b0

タイマ3(00F216番地)←0016

割り込み要求レジスタ1の設定

IR1(00FC16番地)0
b7 b0

割り込み制御レジスタ1の設定

IE1(00FE16番地)1
b7 b0

タイマ3割り込み許可

タイマ3割り込み要求ビットをクリア

割り込み制御レジスタ1の設定

IE1(00FE16番地)0

b7 b0

タイマ3割り込み禁止

タイマ34モードレジスタの設定

T34M(00F916番地)

タイマ3カウント開始

1

b7 b0

1 0
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○ ○

2.3 タイマ

タイマ1、2、3、4は以下の5つの動作モードを選択できます。タイマの各モード及びその詳細に関しては
「1.12　タイマ」を参照してください。

① タイマモード
② イベントカウンタモード
③ 矩形波出力モード
④ 外部パルス幅測定モード
⑤ PWMモード

タイマの各モードとT0、T1、CNTR0、CNTR1端子は表2.3.1のような関係にあります。タイマ及び端子の
組み合わせによっては使用できないモードがありますので、タイマの設計時には十分注意してください。

表2.3.1 タイマ入出力端子と各モードの関係

○ ○

端子
タイマ

タイマ1

タイマ2

タイマ3

タイマ4

T0

矩形波出力モード

×

×

×

T1

×

×

矩形波出力
モード

CNTR0

イベントカウンタ
モード
×

×

外部パルス幅測定
モード

CNTR1

×

×
イベントカウンタ

モード
イベントカウンタ

モード
外部パルス幅測定

モード

PWM
モード
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○ ○

2.3.1 タイマモードの応用例

1秒の生成（時計機能）

ポイント：クロックをタイマで分周し、0.4msごとに発生するタイマ1割り込みで1秒をカウント
し、1秒ごとに時計をカウントアップさせます。

仕様 ：f（XCIN）＝32kHzをタイマ1で分周し、割り込みを発生させる。タイマ1割り込みでカウ
ントしているカウンタの値をメインルーチンでチェックし、1秒経過していれば時計の
カウントアップを実行する。

分周比の設定例を図2.3.1に、制御手順例を図2.3.2に示します。

× ×

図2.3.1 分周比の設定例

f(XCIN)＝32kHz 1秒1/128

タイマ1

1/250

タイマ1割り込み
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○ ○× ×

図2.3.2 制御手順例（タイマモード）

RESET

タイマ１２モードレジスタの設定
　　　　　１０１　　T12M(00F816番地)
　　　　　　　　　タイマ１カウント停止
　　　　　　　　　 ﾀｲﾏ1ｶｳﾝﾄｿｰｽ←内部クロック
　　　　　　　　　 ﾀｲﾏ1内部ｸﾛｯｸｶｳﾝﾄｿｰｽ←f(XCIN)

タイマ１割り込み許可ビットクリア
　　　（タイマ１割り込み禁止）

初期設定
割り込み禁止フラグセット（各割り込み禁止）

ＣＰＵモードレジスタの設定
　　１１　　００　　ＣM(00FB16番地)
　　　　　　　　　“0”に固定
　　　　　　　　　XCIN､XCOUT選択
　　　　　　　　　XCOUT駆動能力←Highパワー

時計停止？

1秒経過(1秒カウンタ=250)？

＊

Y

N

N

Y

タイマ１２モードレジスタの設定
　　　　　１００　　T12M(00F816番地)
　　　　　　　　　タイマ１カウント開始
　　　　　　　　　 

タイマ１割り込み要求ビットクリア

タイマ１に“7F16”設定

タイマ１割り込み許可ビットセット
　　　（タイマ１割り込み許可）

1秒カウンタクリア

時計カウントアップ　秒～年

タイマ１に“7F16”設定

時計設定終了処理？

タイマ１割り込み要求ビットクリア

1秒カウンタクリア

タイマ1割り込み

1秒カウンタ+1

RTI

0.4ms毎の割り込み

※　＊のル－プ内のすべての処理が１秒
　　以内の周期で行われるようにする

※　時刻設定終了後に時計を再度0秒から　　
　　スタ－トさせる場合はタイマを再設定する

割り込み禁止フラグクリア（各割り込み許可）

※　1秒＝1/32kHz × (127+1) × 250

7F16＝

Y

N

f(XCIN)発振安定時間待ち ※　具体的な時間に関しては発振子メーカにお問い合わせください。

 分周比 割り込み処理でカウント
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○ ○

2.3.2  イベントカウンタモードの応用例

周波数測定

ポイント：一定期間内のイベントの数により、CNTR0端子に入力されるパルス（“H”アクティブ）
の周波数を測定します。

仕様 ：タイマ1のカウントソースをCNTR0とし、カウントを開始する。タイマ2（カウント
ソースはf（XIN）/64）にて1msを検出し、1ms内にカウントされたイベントの数から
CNTR0に入力されるパルスの周波数を算出する。

注．入力されるパルスのイベント数は1ms内に255以内とします。

周波数の測定方法例を図2.3.3、制御手順例を図2.3.4に示します。

○ ○

図2.3.3 周波数の測定方法例

タイマ2割り込み要求ビット

CNTR0

1ms経過

Ｘ回

Hz = X kHz

カウント開始 カウント停止

1ms
Ｘ回

●CNTR0端子に入力されるパルスの周波数は

カウント開始 カウント停止
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○ ○○ ○

図2.3.4 制御手順例（イベントカウンタモード）

エッジ極性選択レジスタの設定
　　　　　１　　　　EG(00D416番地)
　　　　　　　　　CNTR0立ち上がりエッジ
　　　　　　　　　

タイマ１２モードレジスタの設定
０１０１　Ｘ１１　　T12M(00F816番地)

タイマ１２モードレジスタの設定
　　　１　　　１　　T12M(00F816番地)
　　　　　　　　　タイマ１カウント停止
　　　　　　　　　タイマ２カウント停止
　　　　　　　　　

タイマ１に“FF16”設定

タイマ１２モードレジスタの設定
０１００　Ｘ１０　　T12M(00F816番地)
　　　　　　　　　タイマ１カウント開始
　　　　　　　　　タイマ２カウント開始
　　　　　　　　　

タイマ２割り込み要求ビットクリア ※　要求される精度により1ms内イベント　
　　カウント値検出を数回繰り返し平均をとる

タイマ２割り込み許可ビットクリア
　　　（タイマ２割り込み禁止）

タイマ２に“7C16”設定

タイマ２割り込み許可ビットセット
　　　（タイマ２割り込み許可）

タイマ１２モードレジスタの設定
０１０１　Ｘ１１　　T12M(00F816番地)
　　　　　　　　　タイマ１カウント停止
　　　　　　　　　タイマ２カウント停止
　　　　　　　　　

タイマ1リード

（ﾀｲﾏ1設定値　FF16）－（ﾀｲﾏ1ﾘｰﾄﾞ値）
　　　　　　　　←1ms内イベントカウント値

タイマ２割り込み

RTI

周波数測定ルーチン

RTS

ﾀｲﾏ1ｶｳﾝﾄｿｰｽ←CNTR0

ﾀｲﾏ2ｶｳﾝﾄｿｰｽ←内部クロック

ﾀｲﾏ2内部ｸﾛｯｸｶｳﾝﾄｿｰｽ
　　←f(XIN)／６４
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○ ○

2.3.3 矩形波出力モードの応用例

ブザー出力

ポイント：タイマの矩形波出力機能をブザー出力に応用します。
仕様 ：クロックf(XIN)＝8MHzを約2kHzまで分周した矩形波を、T0端子から出力する。ブザー

出力停止中はT0端子のレベルを“H”に固定する。

周辺回路例を図2.3.5、タイマの接続と分周比の設定を図2.3.6、制御手順例を図2.3.7に示します。

○ ○

f(XIN)
8MHz

固定 タイマ１

1/16 1/125 T01/2

250μs 250μs

タイマ1のアンダフロー周期がこの値に
なるように分周比を設定

ブザー出力停止中は“H”レベルを出力

M3747X

Ｔ0

図2.3.5 周辺回路例（矩形波出力モード）

図2.3.6 タイマの接続と分周比の設定
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○ ○

図2.3.7 制御手順例（矩形波出力モード）

○ ○

ブザー要求？

なし

あり

※　メイン処理中に発生したブザー
　　要求を出力部で処理

出力部

メイン処理

N

RESET

タイマ１割り込み許可ビットクリア
　　　（タイマ１割り込み禁止）

タイマモードレジスタ２の設定
　　　　　　　１　　TM2(00FA16番地)
　　　　　　　　　 ﾀｲﾏ1分周ﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟｾｯﾄ許可
　　　　　　　　　

タイマＦＦレジスタの設定
　　　　　　　０　　TF(00F716番地)
　　　　　　　　　 ﾀｲﾏ1分周ﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ初期値０
　　　　　　　　　

ポートＰ１２を出力に設定
　　　　　　　　　

ポートＰ１２←“Ｈ”
　　　　　　　　　

タイマ１に“7C16”設定

タイマ１割り込み許可ビットセット
　　　（タイマ１割り込み許可）

ポートＰ１２←“Ｈ”
　　　　　　　　　

タイマ１２モードレジスタの設定
　　　　１００１　　T12M(00F816番地)
　　　　　　　　　タイマ１カウント停止
　　　　　　　　　 

タイマ１に“7C16”設定

ブザー要求なしから要求ありに
変更した直後

タイマ１２モードレジスタの設定
　　　　１０００　　T12M(00F816番地)
　　　　　　　　　タイマ１カウント開始
　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　

Ｙ

※　ブザー出力停止

※　ブザー出力開始

※　2kHz＝ 16 × (124+1) × 2
8MHz

タイマ１２モードレジスタの設定
　　　　１００１　　T12M(00F816番地)
　　　　　　　　　タイマ１カウント停止
　　　　　　　　　 ﾀｲﾏ1ｶｳﾝﾄｿｰｽ←内部クロック
　　　　　　　　　 ﾀｲﾏ1内部ｸﾛｯｸｶｳﾝﾄｿｰｽ
　　　　　　　　　　　←f(XIN)／１６
　　　　　　　　　Ｔ０出力
　　　　　　　　　

※　ブザー出力停止

固定分周比

割り込み処理でｶｳﾝﾄ

ﾀｲﾏ1ｵｰﾊﾞﾌﾛｰの2分周

割り込み禁止フラグセット（各割り込み禁止）

割り込み禁止フラグクリア（各割り込み許可）

　　7C16　　　

初期設定
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○ ○

2.3.4 外部パルス幅測定モードの応用例

位相制御信号のフィードバック制御

ポイント：外部パルス幅測定モードを使用して、位相制御信号の調整を行います。
仕様　　：M3747Xが位相制御により負荷の制御を行う。その際、負荷よりフィードバック信号と

して出力されるパルスの幅を測定し、負荷への制御量の補正を行う。

周辺回路例を図2.3.8、制御手順例を図2.3.9に示します。

○ ○

図2.3.8 周辺回路例（外部パルス幅測定モード）

M3747X

CNTR0

ポート

VAC

負荷
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○ ○○ ○

図2.3.9 制御手順例（外部パルス幅測定モード）

エッジ極性選択レジスタの設定
　　　０　０Ｘ　　　EG(00D416番地)
　　　　　　　　　CNTR0“Ｈ”幅測定
　　　　　　　　　割り込み←CNTR0

タイマ３４モードレジスタの設定
　１　　１　　　　　T34M(00F916番地)
　　　　　　　　　ﾀｲﾏ4ｶｳﾝﾄｿｰｽ
　　　　　　　　　　←入力ﾊﾟﾙｽに合わせて選択
　　　　　　　　　外部パルス幅測定モード
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

CNTR割り込み要求有り？

Ｙ

Ｎ

タイマ３４モードレジスタの設定
　　　　１　　　　　T34M(00F916番地)
　　　　　　　　　タイマ４カウント停止

タイマ４に“FF16”設定

CNTR割り込み要求ビットクリア

タイマ4リード

（ﾀｲﾏ4設定値　FF16）－（ﾀｲﾏ4ﾘｰﾄﾞ値）
　　　　　　　　←入力パルス“Ｈ”幅測定値

タイマ３４モードレジスタの設定
　１　　０　　　　　T34M(00F916番地)
　　　　　　　　　タイマ４カウント開始

タイマ３４モードレジスタの設定
　１　　１　　　　　T34M(00F916番地)
　　　　　　　　　タイマ４カウント停止

パルス幅測定ルーチン

RTS

※　測定終了
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○ ○

2.3.5 PWMモードの応用例

アナログ電圧の出力

ポイント：タイマのPWM機能を使用してアナログ出力を行います。
仕様 ：タイマ3、タイマ4のカウントソースを選択し、T1端子からPWM波形を出力する。T1

端子の外付け回路によりPWM波形をアナログに変換し出力する。
注．出力されるアナログ電圧はPWM波形のデューティにより異なります。

周辺回路例を図2.3.10、制御手順例を図2.3.11に示します。

図2.3.10 周辺回路例（PWMモード）　

○ ○

Ｔ1

３：２

M3747X

0

5ｖ
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○ ○○ ○

図2.3.11 制御手順例（PWMモード）

タイマ３４モードレジスタの設定
１　　　１　　１　　T34M(00F916番地)

タイマ３４モードレジスタの設定
　　　　１　　１　　T34M(00F916番地)

タイマ３の設定

タイマモードレジスタ２の設定
１　　　　　　　　　TM2(00FA16番地)

ポートＰ１３を出力に設定

タイマ４の設定

タイマ３４モードレジスタの設定
１　　　０　　０　　T34M(00F916番地)

RTS

アナログ出力ルーチン

タイマ３カウント停止
タイマ４カウント停止

ﾀｲﾏ3ｶｳﾝﾄｿｰｽの選択
ﾀｲﾏ4ｶｳﾝﾄｿｰｽの選択
T1出力

ＰＷＭモード

タイマ３カウント開始
タイマ４カウント開始
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2.4 シリアルI/O

2.4.1 クロック同期形シリアルI/Oの応用例（7470/7471グループ）

(1) 通常モードの送受信

ポイント：7470/7471グループ間にてクロック同期形通信を行います。
仕様 ：M3747X①････半二重通信時送信側

・同期クロック：f(XIN)/16
・ポートP17をSRDY信号入力端子として使用
M3747X②････半二重通信時受信側
・同期クロック：外部クロック
・SRDY信号出力

接続例を図2.4.1、制御手順例を図2.4.2に示します。

○ ○ × ×

図2.4.1 接続例（クロック同期形シリアルI/O（7470/7471グループ））

P17

CLK

SOUTSIN

SRDY

SIN

CLK

SOUT

部分有り→全二重通信
部分なし→半二重通信

M3747X１ M3747X２
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図2.4.2 制御手順例（クロック同期形シリアルI/O（7470/7471グループ））

○ ○ × ×

シリアルＩ／Ｏ割り込み許可ビットクリア
　　　（シリアルＩ／Ｏ割り込み禁止）

ポートP17を入力に設定

シリアルＩ／Ｏ割り込み要求ビットクリア　　

シリアルＩ／Ｏ割り込み許可ビットセット
　　　（シリアルＩ／Ｏ割り込み許可）

シリアルＩ／Ｏレジスタに送信データライト

ポートP17＝“Ｌ”？

ポートP14を入力に設定

シリアルＩ／Ｏ割り込み要求ビットクリア

シリアルＩ／Ｏレジスタに送信データライト
　　　（半二重の場合はダミーデータライト）

Ｙ

Ｎ

シリアルＩ／Ｏモードレジスタの設定
００Ｘ０１１０１　　SM(00DC16番地)

シリアルＩ／Ｏ割り込み

シリアルＩ／Ｏ割り込み許可ビットクリア
　　　（シリアルＩ／Ｏ割り込み禁止）

シリアルＩ／Ｏ割り込み許可ビットセット
　　　（シリアルＩ／Ｏ割り込み許可）

M3747X１ M3747X２

シリアルＩ／Ｏ割り込み

シリアルI/Oレジスタへの書き込みにより、
SRDY端子の出力レベルは自動的に“L”に
なります。

内部ｸﾛｯｸ←f(XIN)／16

同期ｸﾛｯｸ←内部クロック

SOUT､CLK
ポートP17

モード←通常モード

CMOS出力

シリアルＩ／Ｏモードレジスタの設定
０００１１０ＸＸ　　SM(00DC16番地)

同期ｸﾛｯｸ←外部クロック

SOUT､CLK

モード←通常モード

CMOS出力

SRDY信号出力

SRDY信号
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(2) バイト指定モードの送受信

ポイント：7470/7471グループ間にてクロック同期形バイト指定モードを使用し、複数のマイコン
に対して通信を行います。

仕様 ：送信側　M3747X①
・同期クロック：f(XIN)/32
・ポートP17をSRDY信号入力端子として使用
・ポートP10を送受信準備指令信号出力端子として使用
受信側　M3747X②、M3747X③、M3747X④
・同期クロック：外部クロック
・SARDY信号出力
・ポートP10を送受信準備指令信号入力端子として使用

接続例を図2.4.3、制御手順例を図2.4.4及び図2.4.5に示します。

図2.4.3 接続例（クロック同期形シリアルI/Oバイト指定モード（7470/7471グループ））

○ ○ × ×

0 0 0 0 1 1 1 0

送信側（M3747X１）

シリアルＩ／Ｏモードレジスタ

P17 CLK SOUT P10

1 1 1 1 1 0 0 0

CLK SIN P10SRDY(SARDY)

バイトカウンタ（初期値）＝ 0

1 1 1 1 1 0 0 0

CLK SIN P10

1 1 1 1 1 0 0 0

CLK SIN P10

受信側3 (M3747X４)

SARDY

CLK

シリアルデータ

送受信準備指令信号

・ポートP17を入力に設定
・ポートP17にﾌﾟﾙｱｯﾌﾟﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを接続
・ポートP10を出力に設定
　（ポートP10：送受信準備指令信号）

シリアルＩ／Ｏモードレジスタ シリアルＩ／Ｏモードレジスタ シリアルＩ／Ｏモードレジスタ

・ポートP10を入力に設定
（ポートP10：送受信準備指令信号）
・ポートP14を入力に設定

・ポートP10を入力に設定
（ポートP10：送受信準備指令信号）
・ポートP14を入力に設定

・ポートP10を入力に設定
（ポートP10：送受信準備指令信号）
・ポートP14を入力に設定

バイトカウンタ（初期値）＝2バイトカウンタ（初期値）＝ 1

SRDY(SARDY) SRDY(SARDY)

受信側2（M3747X３）受信側1（M3747X２）
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○ ○ × ×

図2.4.4 制御手順例（1）（クロック同期形シリアルI/Oバイト指定モード（7470/7471グループ））

シリアルＩ／Ｏモードレジスタの設定
１１１１１０ＸＸ　SM(00DC16番地)
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　同期クロック←外部クロック
　　　　　　　　　SOUT､CLK
　　　　　　　　　SRDY信号出力
　　　　　　　　　SARDY信号
　　　　　　　　　モード←バイト指定モード
　　　　　　　　　Nﾁｬﾈﾙオープンドレイン出力

シリアルＩ／Ｏモードレジスタの設定
００Ｘ０１１１０　　SM(00DC16番地)
　　　　　　　　　内部ｸﾛｯｸ←f(XIN)／32
　　　　　　　　　同期クロック←内部クロック
　　　　　　　　　SOUT､CLK
　　　　　　　　　ポートP17

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　モード←通常モード
　　　　　　　　　CMOS出力

シリアルＩ／Ｏ割り込み要求ビットクリア

ポートP17＝“Ｈ”？

Ｙ

Ｎ

ポートP10を出力に設定

送信準備信号ポートP10←“Ｈ”

シリアルＩ／Ｏレジスタに受信側１への
送信データライト

バイトカウンタに受信側１の初期値０をセット

シリアルＩ／Ｏ割り込み許可ビットクリア
　　　　　（シリアルＩ／Ｏ割り込み禁止）

ポートP17を入力に設定

ポートP17にﾌﾟﾙｱｯﾌﾟﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを接続

送信準備信号ポートP10←“Ｌ”

バイトカウンタに受信側１の初期値“０”を設定

シリアルＩ／Ｏレジスタにダミーデータライト

ポートP14を入力に設定

シリアルＩ／Ｏ割り込み要求ビットクリア

ポートP10を入力に設定

送信準備信号ポートP10＝“Ｌ”？

シリアルＩ／Ｏ割り込み許可ビットセット
　　　　　（シリアルＩ／Ｏ割り込み許可）

シリアルＩ／Ｏレジスタに受信側２への
送信データライト

シリアルＩ／Ｏレジスタに受信側３への
送信データライト

シリアルＩ／Ｏ割り込み許可ビットクリア
　　　　　（シリアルＩ／Ｏ割り込み禁止）

シリアルＩ／Ｏ割り込み許可ビットセット
　　　　　（シリアルＩ／Ｏ割り込み許可）

Ｎ

Ｙ

送信側（M3747X１） 受信側1（M3747X２）

シリアルＩ／Ｏ割り込みシリアルＩ／Ｏ割り込み

シリアルＩ／Ｏ割り込み

シリアルＩ／Ｏ割り込み

シリアルI/Oレジスタへの書き込みにより、
SARDY端子の出力レベルは自動的に“H”
になります。
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図2.4.5 制御手順例（2）（クロック同期形シリアルI/Oバイト指定モード（7470/7471グループ））

○ ○ × ×

シリアルＩ／Ｏモードレジスタの設定
１１１１１０ＸＸ　SM(00DC16番地)
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　同期クロック←外部クロック
　　　　　　　　　SOUT､CLK
　　　　　　　　　SRDY信号出力
　　　　　　　　　SARDY信号
　　　　　　　　　モード←バイト指定モード
　　　　　　　　　Nﾁｬﾈﾙオープンドレイン出力

シリアルＩ／Ｏモードレジスタの設定
１１１１１０ＸＸ　SM(00DC16番地)
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　同期クロック←外部クロック
　　　　　　　　　SOUT､CLK
　　　　　　　　　SRDY信号出力
　　　　　　　　　SARDY信号
　　　　　　　　　モード←バイト指定モード
　　　　　　　　　Nﾁｬﾈﾙオープンドレイン出力

バイトカウンタに受信側１の初期値０をセットバイトカウンタに受信側2の初期値“１”を設定

シリアルＩ／Ｏレジスタにダミーデータライト

ポートP14を入力に設定

シリアルＩ／Ｏ割り込み要求ビットクリア

ポートP10を入力に設定

送信準備信号ポートP10＝“Ｌ”？

シリアルＩ／Ｏ割り込み許可ビットクリア
　　　　　（シリアルＩ／Ｏ割り込み禁止）

シリアルＩ／Ｏ割り込み許可ビットセット
　　　　　（シリアルＩ／Ｏ割り込み許可）

Ｎ

Ｙ

バイトカウンタに受信側１の初期値０をセットバイトカウンタに受信側3の初期値“２”を設定

シリアルＩ／Ｏレジスタにダミーデータライト

ポートP14を入力に設定

シリアルＩ／Ｏ割り込み要求ビットクリア

ポートP10を入力に設定

送信準備信号ポートP10＝“Ｌ”？

シリアルＩ／Ｏ割り込み許可ビットクリア
　　　　　（シリアルＩ／Ｏ割り込み禁止）

シリアルＩ／Ｏ割り込み許可ビットセット
　　　　　（シリアルＩ／Ｏ割り込み許可）

Ｎ

Ｙ

受信側2（M3747X３） 受信側3（M3747X４）

シリアルＩ／Ｏ割り込み

シリアルＩ／Ｏ割り込み

シリアルI/Oレジスタへの書き込みにより、
SARDY端子の出力レベルは自動的に“H”
になります。

シリアルI/Oレジスタへの書き込みにより、
SARDY端子の出力レベルは自動的に“H”
になります。
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2.4.2 クロック同期形シリアルI/Oの応用例(7477/7478グループ)

連続送信

ポイント：送信バッファレジスタが空になったときにシリアルI/O送信割り込みを発生させ、連続
送信を行います。初期設定でシリアルI/O制御レジスタによりシリアルI/O送信を許可に
するとシリアルI/O送信割り込み要求が発生するので、これを利用します。

仕様 ：●クロック：f(XIN)=7.9872MHz
●クロック同期形シリアルI/Oにより5バイト連続送信
・ボーレート：2400bps
・同期クロック：f(XIN)を2.4kHzに分周(SCLK端子から出力)
・ポートP17をSRDY信号入力端子として使用し、受信側の通信準備完了を確認

接続例を図2.4.6、同期クロックの設定例を図2.4.7、割り込み制御のタイミングを図2.4.8、及び
制御手順例を図2.4.9に示します。

× × ○ ○

図2.4.8 割り込み制御のタイミング（クロック同期形シリアルI/O(7477/7478グループ)）

P16/SCLK

P15/TxD

SCLK

RxD

7477/7478
グループ

マイクロコンピュータ
（受信側）

SRDYP17/SRDY

図2.4.6 接続例（クロック同期形シリアルI/O（7477/7478グループ））

f(XIN)＝7.9872MHz

BRGカウントソース
選択ビット

ボーレート
ジェネレータ

同期クロック
2.4kHz

ボーレート：2400bps

1/4

1/4

1/52 1/4
クロック
制御回路

“0”

“1” BRG出力

図2.4.7 同期クロックの設定例（クロック同期形シリアルI/O（7477/7478グループ））

AA
AA

AA
AA
AA

割り込み禁止フラグ

シリアルI/O送信
割り込み許可ビット

割り込み要求ビット
シリアルI/O送信

“1”書き込み

1バイト目送信 ＊

2バイト目送信＊

3バイト目送信 ＊

4バイト目送信＊

5バイト目送信＊ 1バイト目送信＊

2バイト目送信 ＊

送信要求 5バイト送信終了

A B A B A B A B A B A B A

シリアルI/O制御
レジスタの設定

送信要求

“0”書き込み “1”書き込み

＊：シリアルI/O送信割り込み処理ルーチン内で行う。
：シリアルI/O送信割り込み要求の受付によるクリア。
：送信バッファレジスタが空になったとき、割り込み要求発生。

A
B

リセット解除

不定

CLI命令
実行
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× × ○ ○

図2.4.9 制御手順例（クロック同期形シリアルI/O（7477/7478グループ））

初期設定

シリアルI/O制御レジスタの設定(注3)

1 SIOCON（00E216番地）

BRGｶｳﾝﾄｿｰｽ：f(XIN)/16
同期ｸﾛｯｸ：BRG出力の4分周

RESET(注1)

1 0 0 1

ポートP17を入力に設定

ボーレートジェネレータ←3316(注2)

送信要求あり？

N

送信割り込み要因：送信

送信許可
受信禁止
クロック同期形シリアルI/O
シリアルI/O許可

1
b7 b0

シリアルI/O送信割り込み許可ビット←1

Y

シリアルI/O送信割り込み

SRDY出力禁止

シリアルI/O送信割り込み処理ルーチン

ポートP17＝“L”？
N

RTI

送信バッファレジスタ←BUFF_p(注4)

Y

ﾊﾞｯﾌｧﾚｼﾞｽﾀが空になったとき

0 0

CLI

SEI

処理

処理

BUFF用ポインタpを1加算
p←p＋1

p≧5？

シリアルI/O送信割り込み許可ビット←0

N

Y

BUFF用ポインタpの初期化
p←0

送信処理

5バイトの送信データをバッファ領域(BUFF)に確保
　　　　　BUFF_0←送信データ0
　　　　　BUFF_1←送信データ1
　　　　　　・・・
　　　　　BUFF_4←送信データ4（1バイト目）

注1．リセット解除時の状態
　　  ●シリアルI/O送信割り込み許可ビット＝0
　　  ●シリアルI/O受信割り込み許可ビット＝0
　2．3316＝52－1
　3．このとき、シリアルI/O送信割り込み要求ビットは1になります。
　4．送信バッファレジスタへの書き込みにより、送受信が開始されます。

BUFF：5バイトのバッファ領域。
　　　  BUFF_0～BUFF_4
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2.4.3 クロック非同期形シリアルI/O(UART)の応用例(7477/7478グループ)

受信データを複数バイトまとめてデータ処理を行う場合

ポイント：データ処理に必要なバイト数の最大数に、数バイトの余裕を持たせてRAM領域を確保
し、割り込み処理ルーチン内でアドレスの小さい方から順に受信データを格納します。
データ処理に必要なバイト数の受信データがバッファ領域にそろうと、メインルーチン
内でデータ処理を行います。これにより、データ処理中に次の受信データがそろった
場合も、処理中のデータを失うことなく受信データを格納できます。

仕様 ：●クロック：f(XIN)=7.9872MHz
●UART受信
・ボーレート：9600bps
・同期クロック：f(XIN)を9.6kHzに分周
・通信フォーマット：1ST-8DATA-1SP
●受信したデータを複数バイトまとめて（パケット単位で）データ処理。
●各パケットの先頭データは、先頭データ固有のコード及びパケットのバイト数を示す
コードで構成。

接続例を図2.4.10、同期クロックの設定例を図2.4.11、通信フォーマットを図2.4.12、制御手順例を図
2.4.13に示します。

× × ○ ○

図2.4.12 通信フォーマット（UART（7477/7478グループ））

D0 D1 D6 D7ST SP
LSB MSB
送信データ（ 1ST－8DATA－1SP）

AAA
AAA

1バイト目

AAA
AAA

AAA
AAA

(N－1)バイト目

1パケット（Nバイト）

先頭データ＊

ST
Di

SP
N

：スタートビット
：データビット（i＝0～7）
：ストップビット
：パケットのバイト数

＊：先頭データであることを示す固有の
　　コード、及びそのパケットのバイト
　　数を示すコードで構成

図2.4.11 同期クロックの設定例（UART（7477/7478グループ））

f(XIN)＝7.9872MHz

BRGカウントソース
選択ビット

ボーレート
ジェネレータ

同期クロック
9.6kHz

ボーレート：9600bps

1/4

1/4
1/13 1/16

クロック
制御回路

“0”

“1” BRG出力

図2.4.10 接続例（UART（7477/7478グループ））

TxD P14/RxD

7477/7478グループ
（受信側）

マイクロコンピュータ
（送信側）
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× × ○ ○

初期設定

シリアルI/O制御レジスタの設定

1 SIOCON（00E216番地）

BRGｶｳﾝﾄｿｰｽ：f(XIN)/4
同期ｸﾛｯｸ：BRG出力の16分周

RESET(注1)

0

ボーレートジェネレータ←0C16(注2)

送信禁止
受信許可
クロック非同期形シリアルI/O
シリアルI/O許可

1
b7 b0

シリアルI/O受信割り込み処理ルーチン

RTI

受信バッファレジスタの読み出し

0X0

UART制御レジスタの設定

UARTCON（00E316番地）

キャラクタ長ビット：8ビット
パリティ禁止
ストップビット長：1ビット

b7 b0
0

SEI

X0

シリアルI/O受信割り込み要求ビット←0

CLI

処理

0

シリアルI/O受信割り込み許可ビット←1

BUFF書き込み用ポインタ（pw）←0016

BUFF読み出し用ポインタ（pr）←0016

pr≠pwかつ i ＝ パケットのバイト数？
N

Y

BUFF_pw ←読み出しデータ

pr ← pr＋1

pr ≧ N？

pr ←0016

N

Y

注1．リセット解除時の処理
　　  ●シリアルI/O受信割り込み許可ビット＝0（禁止）
　2．0C16＝13－1

BUFF_0

BUFF_1

BUFF_(N－1)

BUFF_pw

BUFF_pr パケットの先頭データ

シリアルI/O受信割り
込み処理ルーチンにて
受信データ書き込み

RAM領域

Nバイトのバッファ領域

処理

先頭データ受信？
N

Y

パケットのバイト数を解析

i ←0016

i ← i＋1

BUFF_(N－2)

pr＝pw

i ←0016

pr＝pw

●prの内容、及びパケットのバイト数データを破壊
　しないように別のRAMに格納
●BUFF_prから1パケット分のデータに対して処理

0X

図2.4.13 制御手順例(UART(7477/7478グループ))
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2.5 A-D変換器

2.5.1 A-D変換値の確定方法

A-D変換結果の精度を向上させるために、数回サンプリングを行い値を確定させることを推奨します。
A-D変換値のサンプリング方法と、その確定方法を以下に示します。

サンプリング方法

（例）① 2n回サンプリング
② 2n回移動サンプリング
③ （2n＋2）回サンプリング

nは仕様による任意の値。

確定方法

（例）[1] サンプリング結果の和をサンプリング回数で割る。
[2] （2n＋2）回サンプリングしたものから最小値、最大値を除いて加算し、2n回で割る。
[3 ]  [1 ]または[2 ]の方法で平均値を算出し値を更新する際、前回の値との差がm以上ならば
　更新しない。

m、nは仕様による任意の値。

「2.5.2　A-D変換器の応用例」では「サンプリング方法②＋③」、「確定方法[3]」を使用した例を示します。
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2.5.2 A-D変換器の応用例

前ページで述べた「サンプリング方法②＋③」、「確定方法[3]」を使用したA-D変換設定例を以下に示しま
す。

仕様 ：6回の移動サンプリングを行い、最大値、最小値を除いたものを加算する。その和を
4（回）で割り、前回との差が5未満であれば更新、5以上であれば更新しない。

A-D変換値の確定方法を図2.5.1、制御手順例を図2.5.2に示します。

　　　

サンプリングポイント

時間軸

 ＝ A816平均値 ＝ 
A916 ＋ A816 ＋ A716 ＋ A816

4

A-D変換結果 AB16A816A716A616A816A916A716

(n＋1)回目n回目(n－1)回目(n－2)回目(n－3)回目(n－4)回目(n－5)回目(n－6)回目(n－7)回目

A816
最大値

最新のA-D変換結果

最小値

図2.5.1 A-D変換値の確定方法
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図2.5.2 制御手順例

Ａ－Ｄ制御レジスタの設定
０　　１１０００　　ADCON(00D916番地)

Ａ－Ｄ変換終了？

Ｙ

Ｎ

Ａ－Ｄ変換レジスタリードし、RAMに格納

Ａ－Ｄ変換ルーチン

RTS

Ａ－Ｄ変換終了割り込み要求ビットクリア

ポートP2０を入力に設定

今回までの６回サンプリングから
最大値、最小値を除き加算する

前回の確定値との差が5未満？

Ｙ

Ｎ

４回の和
　  ４

確定値更新

※

（注1）

（注3）

注１.　7477/7478グループにはありません。
　２.　7470/7471グループのみで行ってください。
　３.　Ａ－Ｄ変換の終了は以下の方法で確認します。
　　　 ・Ａ－Ｄ変換終了ビットの状態
　　 　・Ａ－Ｄ変換終了割り込み要求ビットの状態
　　　 ・Ａ－Ｄ変換終了割り込み処理ルーチンへの分岐
　　　　（Ａ－Ｄ変換終了割り込み許可時）　　　　　

※

Ａ－Ｄ制御レジスタの設定
０　　１００００　　ADCON(00D916番地)
　　　　　　　　　Ａ－Ｄ変換終了ビットクリア
　　　　　　　　    
　　　　　　　　　

VREF安定時間待ち（1.0μｓ以上）（注2）

アナログ入力端子←P2０／IN０

Ａ－Ｄ変換終了
VREF接続

“０”に固定
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7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

2.6 リセット

2.6 リセット

図2.6.1に、リセット回路例を示します。

○○

VCCRESET

M3747X

VCCRESET

電源電圧
検出回路

M3747X

32P 42P 56P

RESET

VCC

18 25 28

17 22 23

リセット、VCC端子ピン番号

図2.6.1 リセット回路例
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7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

2.7 発振回路

図2.7.1 セラミック共振子を使用した発振回路例

2.7.2 外部クロック入力

メインクロック及び時計用クロックの発振回路へは外部からクロックを供給することもできます。
この場合の回路例を図2.7.2に示します。このときXOUT（XCOUT）端子は開放にしてください。また、XIN

（XCIN）端子に入力する外部クロックには、デューティ比50%のパルス信号を使用してください。

注．7470/7477グループにはXCIN、XCOUT端子はありません。

図2.7.2 外部クロック入力回路例

○ ○

CIN COUT

XIN XOUT

Rd

CIN COUT

Rd

7470/7477グループ 7471/7478グループ

14 15 19 2420 23
(18) (25) (26)

XIN XOUT XCIN XCOUT

Rd´

(19)

注.　カッコ内はフラットパッケージ時

CCIN CCOUT

2.7 発振回路

2.7.1 セラミック共振子を使用した発振回路

XIN端子とXOUT端子の間、XCIN端子とXCOUT端子の間にセラミック共振子又は水晶発振子を接続する
ことによって、発振回路を形成できます。
図2.7.1に、セラミック共振子を使用した発振回路例を示します。
なお、Rd、CIN、COUTなどの回路定数は発振子メーカにお問い合わせの上、発振子メーカの推奨値に
設定してください。
注．7470/7477グループにはXCIN、XCOUT端子はありません。

外部発振回路

開放

VCC

VSS

CIN COUT

XIN XOUT

Rd

7470/7477グループ 7471/7478グループ

14 15 19 2420 23
(18) (25) (26)

XIN XOUT XCIN XCOUT

(19)

外部発振回路
開放

VCC

VSS

注.　カッコ内はフラットパッケージ時デューティ比50％

デューティ比50％
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7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

2.8 低消費電力機能

2.8 低消費電力機能

2.8.1 通常モード→ストップモード→通常モード

仕様 ：STP命令によりストップモード状態を実行する。
通常モードへの復帰はINT0割り込みにより行う。

制御手順例を図2.8.1に示します。

○ ○

図2.8.1 制御手順例（通常モード→ストップモード→通常モード）

T34M(00F916番地)

タイマ3、4を停止し、タイマ３のカウントソースを選択
　　　　　　　　　　（タイマ34モードレジスタ設定）
　　　　
　　　　　　　　　タイマ3カウント停止
　　　　　　　　　タイマ3カウントソース選択
　　　　　　　　　タイマ4カウント停止

T34M(00F916番地)

タイマ3割り込み許可ビットクリア（タイマ3割り込み禁止）
タイマ4割り込み許可ビットクリア（タイマ4割り込み禁止）

復帰割り込み要因の設定
　　INT0割り込み要求ビットクリア
　　ＮＯＰ命令実行
　　INT0割り込み許可ビットセット
　　　　（INT0割り込み許可）

割り込み禁止フラグクリア（各割り込み許可）

タイマ3、4の再設定
　　タイマ34モードレジスタ
　　タイマ3レジスタ
　　タイマ4レジスタ

タイマ3、4をカウント状態にする
　　　　　　　　　　（タイマ34モードレジスタ設定）
　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　   タイマ3カウント開始
　　　　　　　　　    タイマ4カウント開始

ＳＴＰ命令実行（注）

割り込み禁止フラグセット（各割り込み禁止）

割り込み禁止フラグクリア（各割り込み許可）

INT0割り込み

ＲＴＩ

注．STP命令実行時、自動的に
　　・タイマ3←FF16
　　・タイマ4←0716
　　となります。

１　　１

０　　０
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7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

2.8 低消費電力機能

2.8.2 通常モード→ウエイトモード→通常モード

仕様 ：WIT命令によりウエイトモード状態を実行する。
通常モードへの復帰はINT0割り込みにより行う。

制御手順例を図2.8.2に示します。

○ ○

復帰割り込み要因の設定
　　INT0割り込み要求ビットクリア
　　ＮＯＰ命令実行
　　INT0割り込み許可ビットセット
　　　　（INT0割り込み許可）

割り込み禁止フラグクリア（各割り込み許可）

ＷＩＴ命令実行

INT0割り込み

ＲＴＩ

ＷＩＴ命令の次の命令

図2.8.2 制御手順例（通常モード→ウエイトモード→通常モード）
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7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

2.8.3 通常モード→低速モード

仕様 ：メインクロック（f(XIN)＝8MHz）から時計用クロック（f(XCIN)＝32kHz）にシステム
クロックを切り替え、メインクロックを停止する。

制御手順例を図2.8.3に示します。

図2.8.3 制御手順例（通常モード→低速モード）

× ×

2.8 低消費電力機能

CPUモードレジスタ設定

f(XCIN)発振安定時間待ち
　　※具体的な時間に関しては発振子メーカに
　　　お問い合わせください。

CPUモードレジスタ設定

“０”固定
XCIN、XCOUT

XCOUT駆動能力Highパワー
メインクロック発振
システムクロック通常モード

“０”固定
XCIN、XCOUT

XCOUT駆動能力Highパワー
メインクロック停止
システムクロック低速モード

１１１１ ００ CM(00FB16番地)

００１１ ００ CM(00FB16番地)
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7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

2.8 低消費電力機能

2.8.4 低速モード→通常モード

仕様 ：時計用クロック（f(XCIN)＝32kHz）からメインクロック（f(XIN)＝8MHz）にシステム
クロックを切り替え、時計用クロックを停止する。

　制御手順例を図2.8.4に示します。

図2.8.4 制御手順例（低速モード→通常モード ）

× ×

f(XIN)発振安定時間待ち
　　※具体的な時間に関しては発振子メーカに
　　　お問い合わせください。

CPUモードレジスタ設定

CPUモードレジスタ設定

“０”固定
XCIN、XCOUT

XCOUT駆動能力Highパワー
メインクロック発振
システムクロック低速モード

１０１１ ００ CM(00FB16番地)

“０”固定
 P50､P51

メインクロック発振
システムクロック通常モード

００ 0 ００ CM(00FB16番地)

XCOUT駆動能力選択
０：Lowパワー
１：Highパワー
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2.9 ノイズに関する注意事項

○ ○

2.9 ノイズに関する注意事項

ノイズに関する注意事項及びその対策例を以下に示します。本対策はノイズに関して理論上有効ですが、
実使用に際しては、本対策例を実施した後も十分なシステム評価を行ってください。

2.9.1 配線長の短縮

基板上の配線は、ノイズをマイコン内部に引き込むアンテナとなる可能性があります。
総配線長が短い（mm単位）ほどノイズをマイコン内部に引き込む可能性が低くなります。

(1) リセット端子の配線

リセット端子に接続する配線は短くしてください。特にリセット端子とVss端子間に接続する
コンデンサは、それぞれの端子とできるだけ短い(20 mm以内)配線で接続してください。

●理由
リセット端子に入力されるパルス幅はタイミング必要条件で規定されます。規定幅より短い
パルス幅のノイズがリセット端子に入力されると、マイコン内部が完全な初期状態になる前に
リセットが解除され、プログラム暴走の原因となります。

図2.9.1 リセット入力端子の配線

RESET
リセット
回路

ノイズ

VSSVSS

N.G.

リセット
回路

VSS

RESET

VSS

O.K.
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2.9 ノイズに関する注意事項

○ ○

(2) クロック入出力端子の配線

・クロック入出力端子に接続する配線は短くしてください。
・発振子に接続するコンデンサの接地側リード線とマイコンのVss端子とは最短(20mm以内)の配線で
接続してください。

・発振用のVssパターンは発振回路専用とし、他のVssパターンと分離してください。

●理由
クロック入出力端子にノイズが侵入すると、クロックの波形が乱れ、誤動作や暴走の原因となり
ます。
また、マイコンのVssレベルと発振子のVssレベルとの間にノイズによる電位差が生じると正確な
クロックがマイコンに入力されません。

図2.9.2 クロック入出力端子の配線

ノイズ

XIN

XOUT

VSS

N.G.

XIN

XOUT

VSS

O.K.
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2.9 ノイズに関する注意事項

○ ○

(3) ワンタイムPROM版及びEPROM版のVPP端子配線

VPP端子のできるだけ近くに5kΩ程度の抵抗を直列に挿入してください。
7470/7471/7477/7478グループでは、VPP端子はP33端子と兼用です。

注.  5kΩ程度の抵抗を挿入した回路のまま、マスクROM版に置き換えても動作上支障ありません。

●理由
ワンタイムPROM版マイコン及びEPROM版マイコンのVPP端子は内蔵PROMの電源入力端子
です。内蔵PROMへプログラムを書き込む時に、書き込み電流が流れ込むようにVPP端子のイン
ピーダンスを低くしているため、ノイズが侵入し易くなっています。VPP端子からノイズが侵入す
ると、内蔵PROMから異常な命令コード、データが読み出され、暴走の原因となります。

図2.9.3 ワンタイムPROM版及びEPROM版のVPP端子の配線

2.9.2 VSS－VCCライン間へのバイパスコンデンサ挿入

VSS－VCCライン間に0.1μF程度のバイパスコンデンサを、以下の条件で挿入してください。
　・VSS端子－バイパスコンデンサ間の配線長とVCC端子－バイパスコンデンサ間の配線長を等しくする。
　・VSS端子－バイパスコンデンサ間の配線長とVCC端子－バイパスコンデンサ間の配線長を最短とする。
　・VSSライン及びVCCラインは他の信号線よりも幅の広い配線を使用する。
　・電源配線は、バイパスコンデンサを経由してVSS端子及びVCC端子へ接続する。

図2.9.4 VSS－VCCライン間のバイパスコンデンサ

P33/VPP

5kΩ程度

VSS

VCC

VSS

VCC

N.G. O.K.
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2.9 ノイズに関する注意事項

○ ○

2.9.3 アナログ入力端子の配線処理

・アナログ入力端子に接続されるアナログ信号線は、マイコンのできるだけ近い位置に、100Ω～1kΩ
程度の抵抗を直列に接続してください。

・アナログ入力端子とVSS端子間には、マイコンのできるだけ近い位置に容量1000pF程度のコンデンサを
挿入し、かつ、アナログ入力端子－コンデンサ間の配線及びVSS端子－コンデンサ間の配線長を等しく
してください。

●理由

通常、アナログ入力端子（A-D変換器/比較器入力端子など）に入力される信号はセンサからの出力
信号です。事象の変化を検知するセンサは、マイコンを実装している基板から離れた位置に配置
されることが多く、アナログ入力端子への配線は必然的に長くなります。この長い配線はノイズを
マイコン内部に引き込むアンテナとなるため、アナログ入力端子にノイズが引き込まれ易くなりま
す。

図2.9.5 アナログ信号線と抵抗及びコンデンサ

アナログ
入力端子

VSS

ノイズ

(注)

サーミスタ

注.  この抵抗はサーミスタとの抵抗分割のために
使用されます。

N.G. O.K.
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2.9 ノイズに関する注意事項

○ ○

2.9.4 発振子への配慮

マイコンの動作の基本となるクロックを生成
する発振子には、他の信号から影響を受けにく
くする配慮が必要です。

(1) 大電流が流れる信号線からの回避

マイコンが扱う電流値の範囲を越えた大
きな電流が流れる信号線は、マイコン（特に
発振子）からできるだけ遠い位置に配置して
ください。

●理由
マイコンを使用するシステムでは、
モータ、LED、サーマルヘッドなどを
制御する信号線が存在します。これらの
信号線に大電流が流れる場合、相互イン
ダクタンスによるノイズが発生します。

(2) 高速にレベル変化する信号線からの回避

高速にレベル変化する信号線は、発振子
及び発振子の配線パターンからできるだけ
遠い位置に配置してください。
また、高速にレベル変化する信号線は、
クロック関連の信号線、その他ノイズの
影響を受け易い信号線と交差させないでく
ださい。

●理由
高速にレベル変化するCNTR端子など
の信号は、立ち上がり又は立ち下がり時
のレベル変化によって他の信号線に影響
を与え易くなります。特にクロック関連
の信号線と交差するとクロックの波形が
乱れ、誤動作や暴走の原因となります。

図2.9.7 高速にレベル変化する信号線の配線

XIN

XOUT

VSS

CNTR交差させない

N.G.

XIN

XOUT

VSS

M

マイコン
相互インダクタンス

大電流

GND

図2.9.6 大電流が流れる信号線の配線
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○ ○

2.9 ノイズに関する注意事項

○ ○

(3) VSSパターンによる保護

両面基板の場合、発振子が実装される面（実装面）の裏側（ハンダ面）の、発振子と同じ位置はVSS

パターンにしてください。
このVSSパターンはマイコンのVSS端子と最短の配線で接続し、他のVSSパターンから独立させて
ください。

図2.9.8 発振子の裏面のVSSパターン

AA
AA
AA
AA

AAA
A
A
AAA

A
A

A
A
A

A A
A

XIN

XOUT

VSS

基板裏面のVSSパターン例

発振子ユニットの
実装パターン例

発振用VSSパターンとVSS供給ラインは分離する
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○ ○

2.9 ノイズに関する注意事項

○ ○

2.9.5 入出力ポート処理

入出力ポートは以下の要領で、ハードウエア、ソフトウエアの両面で対策を行ってください。

〈ハードウエア面〉

・入出力ポートに100Ω以上の抵抗を直列に挿入してください。
〈ソフトウエア面〉

・入力ポートではプログラムで複数回読み込みを行い、レベルの一致を確認してください。
・出力ポートではノイズによって出力データが反転する可能性があるため、一定周期でデータ
レジスタの再書き込みを行ってください。

・一定周期で方向レジスタ、プルアップ制御レジスタの再書き込みを行ってください。

図2.9.9 入出力ポート処理

2.9.6 ソフトウエアによる監視タイマ機能の実現

ノイズなどによってマイコンが暴走した場合、ソフトウエアによる監視タイマで暴走を検出し、
正常動作に復帰させる方法があります。この方法は、ハードウエアの監視タイマを使用して暴走を検出す
る方法と同等又はそれ以上の効果があります。ソフトウエアによる監視タイマの例を以下に示します。
この例ではメインルーチンが割り込み処理ルーチンの動作を、割り込み処理ルーチンがメインルーチン
の動作を相互に監視し、異常を検出するとマイコンを正常な状態に復帰させます。
ただし、この例ではメインルーチンの1周期中に割り込み処理が複数回行われることが前提と
なります。

ノイズ
方向レジスタ

データレジスタ

データバス

入出力ポート
端子

ノイズ

N.G.

O.K.
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○ ○

2.9 ノイズに関する注意事項

○ ○

〈メインルーチンでは〉

・RAMの1バイトをソフトウエア監視タイマ用(SWDT)に割り当て、メインルーチン1周期ごとに1回、
初期値NをSWDTに書き込みます。初期値Nは以下の条件を満たすこととします。

N+1 ≧ メインルーチンの1周期中に行われる割り込み処理の回数

注．メインルーチンの周期は割り込み処理などによって変化するため、初期値Nには余裕を持たせた
値を設定してください。

・SWDTの内容と初期値Nを設定してからの割り込み処理回数とを比較することによって、割り込み
処理ルーチンの動作を監視します。

・割り込み処理を行ってもSWDTの内容が変化しない場合は、割り込み処理ルーチンの動作が異常で
あると判断し、プログラム初期化ルーチンへ分岐するなどの復帰処理を行います。

〈割り込み処理ルーチンでは〉

・SWDTの内容を1回の割り込み処理で1減算します。
・ほぼ一定の周期（一定の割り込み処理回数）でSWDTの内容が初期値Nに戻ることで、メイン
ルーチンの正常動作を確認します。

・SWDTの内容がNに初期化されることなく減算され続け、SWDTの内容が0以下になった場合、
メインルーチンの動作が異常であると判断し、プログラム初期化ルーチンへ分岐するなどの復帰
処理を行います。

メインルーチン

(SWDT) ← N

CLI

メイン処理

(SWDT)

割り込み処理ルーチン
の異常

≠N

N

割り込み処理ルーチン

(SWDT) ← (SWDT)－1

割り込み処理

(SWDT)

メインルーチン
の異常

＞0

≦0
RTI

リターン
=N?

≦0?

図2.9.10 ソフトウエアによる監視タイマ
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2.10 プログラミング上の注意事項

2.10 プログラミング上の注意事項

2.10.1 プロセッサステータスレジスタに関するもの

(1) プロセッサステータスレジスタの初期化

● 注意事項
プログラムの実行に影響を与えるプロセッサステータスレジスタ（PS）のフラグを初期化してお
く必要があります。
特にTフラグとDフラグは、演算そのものに影響を与えるため、初期化が必須となります。

● 理由
プロセッサステータスレジスタ（PS）は割り込み禁止フラグ（I）が“1”であることを除いてリセッ
ト直後は不定です。

リセット
↓

フラグの初期化
↓

メインプログラム

(2) プロセッサステータスレジスタの参照方法

● 注意事項
プロセッサステータスレジスタ（PS）の内容を参照したい場合は、一度PHP命令を実行した後で、

(S)＋1の内容を読み出します。さらに必要な場合にはPLP命令の実行により退避したPSを元に戻しま
す。
PLP命令実行後には、必ずNOP命令を入れてください。

○ ○ ○ ○

PLP命令実行
↓

NOP

図2.10.1 PHP命令実行後のスタックメモリの内容

退避されたPS

スタック領域

S＋1

S
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2.10 プログラミング上の注意事項

○ ○ ○ ○

2.10.3　10進演算

(1) 10進演算時の命令

●注意事項
10進演算を行う場合、SED命令により

10進モードフラグDを“1”にセットして、
ADC命令又はSBC命令を実行します。そ
の場合、SEC命令、CLC命令、又はCLD
命令は、ADC命令又はSBC命令から一
命令以上後に行ってください。

(2) 10進演算時のステータスフラグ

●注意事項
10進モード（Dフラグ=1）時にADC、

SBC命令を実行したとき、ステータスフ
ラグのうちN、V、Zの3つのフラグが
無効となります。
また、C（キャリー）フラグは演算の
結果、桁上がりが発生すると“1”にセッ
ト、桁借りが発生すると“0”にクリアさ
れますので、演算結果の桁上がり、桁借
りを判定するフラグとして利用できま
す。また、演算前にはCフラグの初期化
を行ってください。

10進モードフラグDを“1”にする
↓

ADC命令、SBC命令実行
↓

NOP
↓

SEC命令、CLC命令、CLD命令実行

2.10.2　BRK命令

(1) 割り込み要因の識別方法

●注意事項
BRK命令の割り込みであるか、優先
順位が最下位の割り込みであるかを識別
する方法として、退避されたBフラグの
内容によって判断できますが、この判断
は割り込み処理ルーチンの中で行ってく
ださい。

(S)

(S)+1

PCL (プログラムカウンタ下位)

7 4 0
1 =Bフラグ

PCH (プログラムカウンタ上位)

PS

図2.10.2 割り込み処理ルーチン内

(2) 割り込み優先順位

●注意事項
下記2つの状態である時にBRK命令を
実行すると、その要因の中で最も優先
順位の高い要因の割り込みベクトルの
番地から割り込みの実行を開始します。
・割り込み要求ビット、割り込み許可
ビットが共に“1”

・Iフラグを“1”にして割り込みを禁止
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2.11 7470/7471グループ、7477/7478グループの相違点

2.11 7470/7471グループ、7477/7478グループの相違点

7470/7471グループと7477/7478グループの相違点を表2.11.1に示します。置き換えを行う際には十分注
意してください。

表2.11.1 7470/7471グループ、7477/7478グループの相違点

○ ○ ○ ○

7477/7478グループ
192/384バイト

広動作温度範囲版（128/192/384ﾊﾞｲﾄ）
8K/16Kバイト

広動作温度範囲版（4K/8K/16Kﾊﾞｲﾄ）
有り

－20～85℃
広動作温度範囲版（－40～85℃）

13
クロック同期形/UART

無し
汎用入力ポート/アナログ入力(注1)

P0, P1,P4, P5(注2)
無し

RAM容量

ROM容量

32ピンSOP

動作周囲温度範囲

割り込み要因数
シリアルI/O
バイト指定モード
ポートP2
ソフトウエアプルアップ制御
A-D変換VREFOFF機能

注1．ポートP2は7470/7477グループではP20～P23の4ビットのみです。
2．ポートP4は7470/7477グループではP40、P41の2ビットのみ、7471/7478グループではP40～P43の4ビッ
トのみです。
ポートP5は、7470/7477グループにはありません。7471/7478グループではP50～P53の4ビットのみで
す。ソフトウエアプルアップ制御は、ポートP0は1ビット単位で、それ以外のポートは4ビット単位で行
います。ただし、7470/7477グループではポートP4は2ビット単位です。

7470/7471グループ

128/192/384バイト

4K/8K/16Kバイト

無し

－20～85℃

12
クロック同期形

有り
汎用入出力ポート/アナログ入力(注1)

P0, P1, P2, P4, P5(注2)
有り
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2.12 応用回路例

2.12 応用回路例

7470/7471/7477/7478グループを使用した応用回路例を図2.12.1、図2.12.2に示します。

図2.12.1 クリーナへの応用例
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2.12 応用回路例

図2.12.2 セミオートエアコンへの応用例
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7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.1 制御レジスタ一覧

3.1 制御レジスタ一覧

図3.1.1 ポートPi（i＝0～5）の構成

図3.1.2 ポートPi方向レジスタ（i＝0,1,2,4）の構成

ポートPi（i＝0～5）

b5b6b7 b4 b3 b2 b1 b0

b 機　　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

1

2

3

4

5

6

7

0 ○不定

○

○

○

○

○

○

○

ポートPi（Pi）（i＝0～5）【00C016,00C216,00C416,00C616,00C816,00CA16番地】

○

○

○

○

○

○

○

○

不定

不定

不定

不定

不定

不定

不定
注．●ポートP2は、7477/7478グループは入力専用です。7470/7477グループではb0～b3の4ビットのみで、
　　　それ以外のビットには何も配置されていません。（読み出し時不定）。
　　●ポートP3はb0～b3の4ビットのみで、それ以外のビットには何も配置されていません（読み出し時“0”）。
　　●ポートP4は、7470/7477グループではb0、b1の2ビットのみ、7471/7478グループではb0～b3の4ビットのみ　
　　　で、それ以外のビットには何も配置されていません（読み出し時“0”、ただし、7470/7477グループのb2、
　　　b3は不定）。
　　●ポートP5は、7470/7477グループにはありません。7471/7478グループではb0～b3の4ビットのみで、それ
　　　以外のビットには何も配置されていません（読み出し時不定）。

■入力ポートとして使用する場合（ポートP0～P5）
　●読み出し時、端子の入力レベルを読み出します。
　●書き込み時、レジスタに書き込まれるだけで端子の
　　状態に影響を及ぼしません。
■出力ポートとして使用する場合（ポートP0,P1,P2,P4）
　●読み出し時、最後に書き込んだレジスタの値を読み
　　出します。
　●書き込み時、書き込んだ値がトランジスタを経由して
　　外部に出力されます。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名 機　　　能

A
A

A
AAAA AAA

A
A

A
A

A
A

AA
A

A
A
A
A

ﾘｾｯﾄ時 Ｒ Ｗ

○

○

0

0

○

○

ポートPi方向レジスタ（PiD）(i=0,1,2,4)【00C116､00C316､00C516､00C916番地】

ポートPi方向レジスタ（i=0,1,2,4）

AA
0 ○

0 ○

0 ○

ポートPi方向レジスタ 0：ポートPi0入力モード
1：ポートPi0出力モード

0 ○

0：ポートPi1入力モード
1：ポートPi1出力モード

0：ポートPi2入力モード
1：ポートPi2出力モード

0：ポートPi3入力モード
1：ポートPi3出力モード

0：ポートPi4入力モード
1：ポートPi4出力モード

0：ポートPi5入力モード
1：ポートPi5出力モード

0：ポートPi6入力モード
1：ポートPi6出力モード

0：ポートPi7入力モード
1：ポートPi7出力モード

0

0

○

○

○

○

○

○

○

○

注1.　ポートP2方向レジスタは7477/7478グループにはありません（入力専用）。
　2.　ポートP4は
　　　 　・7470/7477グループ：P40、P41の2ビット
　　　 　・7471/7478グループ：P40～P43の4ビット
　　　です。

b

0

1

2

3

4

7

5

6
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3.1 制御レジスタ一覧

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 Ｒ Ｗ

○

○

0

0

○

○

ポートP０プルアップ制御レジスタ【00D016番地】

ポートP0プルアップ制御レジスタ

0 ○

0 ○

0 ○

0：P00をプルアップしない
1：P00をプルアップする

0 ○

0

0

ポートP00プルアップ制御ビット

ポートP07プルアップ制御ビット

ポートP06プルアップ制御ビット

ポートP05プルアップ制御ビット

ポートP04プルアップ制御ビット

ポートP03プルアップ制御ビット

ポートP02プルアップ制御ビット

ポートP01プルアップ制御ビット

0：P07をプルアップしない
1：P07をプルアップする

0：P06をプルアップしない
1：P06をプルアップする

0：P05をプルアップしない
1：P05をプルアップする

0：P04をプルアップしない
1：P04をプルアップする

0：P03をプルアップしない
1：P03をプルアップする

0：P02をプルアップしない
1：P02をプルアップする

0：P01をプルアップしない
1：P01をプルアップする

○

○

○

○

○

○

○

○

b

0

1

2

3

4

7

5

6

図3.1.3 ポートP0プルアップ制御レジスタの構成

図3.1.4 ポートP1～P5プルアップ制御レジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名b 機　　　能

A
A
A
A
A
A
A
A
A

0

A
A
AA

A
A
A
A
A
A

A
A
A

A
A

1

ﾘｾｯﾄ時 Ｒ Ｗ

○

0

0

○

○

ポートP1～P5プルアップ制御レジスタ【00D116番地】

ポートP1～P5プルアップ制御レジスタ（注1）

AAAAAA
3

0 ○

4
0 ○

2

5

0：ﾎﾟｰﾄP10～P13をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟしない
1：ﾎﾟｰﾄP10～P13をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟする

6

0 ○

7

0

注1.　
　
　2.　
　
　3.　

　4.　
　　 

ポートP10～P13
　　　　　プルアップ制御ビット

0：ﾎﾟｰﾄP50～P53をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟしない
1：ﾎﾟｰﾄP50～P53をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟする

0：ﾎﾟｰﾄP40～P43をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟしない
1：ﾎﾟｰﾄP40～P43をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟする

0：ﾎﾟｰﾄP24～P27をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟしない
1：ﾎﾟｰﾄP24～P27をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟする

0：ﾎﾟｰﾄP20～P23をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟしない
1：ﾎﾟｰﾄP20～P23をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟする

0：ﾎﾟｰﾄP14～P17をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟしない
1：ﾎﾟｰﾄP14～P17をﾌﾟﾙｱｯﾌﾟする

○

○

○

○

○

○

ポートP50～P53（注3）
　　　　　プルアップ制御ビット

ポートP40～P43（注4）
　　　　　プルアップ制御ビット

ポートP24～P27
　　　　　プルアップ制御ビット

ポートP20～P23
　　　　　プルアップ制御ビット

ポートP14～P17
　　　　　プルアップ制御ビット

（注2）

（注2､3）

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

×

×不定

不定

不定

不定

7470/7477グループでは、ポートP1～P4プルアップ制御レジスタが
配置されています。
7477/7478グループでは、これらのビットには何も配置されていません。
読み出し時は不定です。
7470/7477グループでは、これらのビットには何も配置されていません。
読み出し時は不定です。
7470/7477グループはP40、P41のみです。
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7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.1 制御レジスタ一覧

図3.1.5 エッジ極性選択レジスタの構成

図3.1.6 入力ラッチレジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名 機　　　能

1

ﾘｾｯﾄ時

○

○

0

0

○

○

エッジ極性選択レジスタ(EG)【00D416番地】

エッジ極性選択レジスタ

3
○0 ○

4 ○0 ○

○0 ○

2

5

INT0エッジ選択ビット

INT1エッジ選択ビット

CNTR0エッジ選択ビット

CNTR1エッジ選択ビット

CNTR0／CNTR1

割り込み選択ビット

STP又はWIT命令実行時の
INT1ソース選択ビット

0：P31／INT1

1：P00～P07“Ｌ”レベル入力
（キーオンウエイクアップ用）

6､7

0 ○ ○

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。 不定 不定 ×

0：立ち下がりエッジ
1：立ち上がりエッジ

0：立ち下がりエッジ
1：立ち上がりエッジ

0：立ち下がりエッジ
1：立ち上がりエッジ

0：立ち下がりエッジ
1：立ち上がりエッジ

0：CNTR0

1：CNTR1

WRb

0

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時

○

入力ラッチレジスタ(ILR)【00D616番地】

○

○

2

P30/INT0ラッチビット

エッジ極性選択レジスタの
　ビット2が“0”のとき：
    CNTR0端子のレベルの反転

エッジ極性選択レジスタの
　ビット2が“1”のとき：
    CNTR0端子のレベル

エッジ極性選択レジスタの
　ビット1が“0”のとき：
    INT1端子のレベルの反転

エッジ極性選択レジスタの
　ビット1が“1”のとき：
    INT1端子のレベル

P31/INT1ラッチビット

エッジ極性選択レジスタの
　ビット0が“0”のとき：
    INT0端子のレベルの反転

エッジ極性選択レジスタの
　ビット0が“1”のとき：
    INT0端子のレベル

P32/CNTR0ラッチビット

P33/CNTR1ラッチビット エッジ極性選択レジスタの
　ビット3が“0”のとき：
    CNTR1端子のレベルの反転

エッジ極性選択レジスタの
　ビット3が“1”のとき：
    CNTR1端子のレベル

1

3

○

入力ラッチレジスタ

不定

不定

不定

不定

WRb

0

不定
4～7

不定 ×

×

×

×

×
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7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.1 制御レジスタ一覧

図3.1.7 A-D制御レジスタの構成

図3.1.8 A-D変換レジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

A-D制御レジスタ(ADCON) 【00D916番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

A-D制御レジスタ

0

1

2

3

4

5､6

0

1

0

0

○ ○

○ ○

○ ○

0 0

ビット名 機　　　能

アナログ入力端子
選択ビット

 0 0 0 ：P20/IN0

A-D変換終了ビット(注2) 0：A-D変換中
1：A-D変換終了

このビットは必ず“0”にしてください。

VREF接続選択ビット 0：VREF端子と比較電圧発生器を
　  切り離す

1：VREF端子を比較電圧発生器に
　  接続する

0 ○ ○

0 ○ ○

注1.　7470/7477グループにはP2 4～P27端子はありませんので、設定
　　   しないでください。
　2.　・ビット3を“0”にするとA-D変換が開始されます。
　　   ・ビット3への書き込みは“0”のみ有効であり、“1”を
　　　   書き込んでもビット3は“1”にはなりません。
　　　   したがって、ビット3に影響を与えずにA-D制御レジスタ
　　　   へ値を書き込むときは ビット3の値を“1”にしてください。

b2 b1 b0

 0 0 1 ：P21/IN1

 0 1 0 ：P22/IN2

 0 1 1 ：P23/IN3

 1 0 0 ：P24/IN4

 1 0 1 ：P25/IN5

 1 1 0 ：P26/IN6

 1 1 1 ：P27/IN7

※7477/7478グループには　　
　ありません。リセット時
　は不定となります。

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。 不定 ×

7

0

不定

（注1）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

AーD変換レジスタ(AD) 【00DA16番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

AーD変換レジスタ

0～7 不定 ○ ×

機　　　能

AーD変換結果が格納される読み出し専用のレジスタです。
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7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.1 制御レジスタ一覧

図3.1.9 シリアルI/Oモードレジスタの構成（7470/7471グループ）

図3.1.10 シリアルI/Oレジスタの構成（7470/7471グループ）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/Oレジスタ(SIO) 【00DD16番地】

b 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

シリアルI/Oレジスタ（7470/7471グループ専用レジスタ）

0～7 送信データとして“0016”～“FF16”の値を設定
できます。
送信時は最下位ビットから1ビットずつデータを
送り出します。
受信時は最上位ビットから1ビットずつデータを
受け取ります。

不定 ○ ○

送信時：

受信時：

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/Oモードレジスタ(SM) 【00DC16番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

シリアルI/Oモードレジスタ　（7470/7471グループ専用レジスタ）

0､1

2

3

4

5

6

7

0

0

0

0

0

0

0

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○○

○ ○

○ ○

ビット名 機　　　能

シリアルI/Oバイト指定
モード選択ビット

SRDY信号出力選択ビット 0：通常ポート(P17)
1：SRDY信号出力端子

内部クロック選択ビット

01：f(XIN)／16又はf(XCIN)／16

00：f(XIN)／8又はf(XCIN)／8

10：f(XIN)／32又はf(XCIN)／32

11：f(XIN)／512又はf(XCIN)／512
　　　　　　　　　　（注）

同期クロック選択ビット 0：外部クロック
1：内部クロック

シリアルI/Oポート
選択ビット

0：通常ポート(P15、P16)
1：シリアルI/Oポート
　 (SOUT､CLK)

SRDY信号選択ビット

0：通常モード
1：バイト指定モード

P15/SOUT,SRDY出力形式
選択ビット

0：CMOS出力
1：Nﾁｬﾈﾙｵｰﾌﾟﾝﾄﾞﾚｲﾝ出力

0：SRDY信号
1：SARDY信号

・システムクロックとしてf(XIN)を選択しているとき、内部クロックは
　f(XIN)を分周したものになります。
・システムクロックとしてf(XCIN)を選択しているとき、内部クロックは
　f(XCIN)を分周したものになります。
ただし、7470グループでは時計用クロック発生回路を内蔵していないため
f(XCIN)は使用できません。

b1b0

注．
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7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.1 制御レジスタ一覧

図3.1.11 シリアルI/Oカウンタ、バイトカウンタの構成（7470/7471グループ）

図3.1.12 送信/受信バッファレジスタの構成（7477/7478グループ）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

送信／受信バッファレジスタ(TB/RB) 【00E016番地】

b 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

送信／受信バッファレジスタ（7477/7478グループ専用レジスタ）

0～7 送信データとして“0016”～“FF16”の値を設定
できます。
送信データの書き込みによって、送信データは自
動的に送信シフトレジスタに転送されます。
受信シフトレジスタに受信データが揃うと、この
レジスタに自動的に受信データが転送されます。

不定 ○ ○

送信時：

受信時：

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/Oカウンタ及びバイトカウンタ【00DE16番地】

b 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

シリアルI/Oカウンタ及びバイトカウンタ（7470/7471グループ専用レジスタ）

0～3 バイトカウンタ
　バイト指定モードを使用する場合、“0016”～“0F16”の
　値を設定します。バイトカウンタに書き込む値を“n”と
　すると、“(n+1)”バイト目のクロックでシリアル送受信
　をします。

○ ○不定

4～6

○ ×不定

シリアルI/Oカウンタ
　同期クロックとして内部クロックを選択した場合、シフト
　クロックを８個生成するためのカウンタです。
　シリアルI/Oレジスタへの書き込みによって、シリアル
　I/Oカウンタには“0716”がセットされます。
　

7 何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。 不定 不定 ×
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7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.1 制御レジスタ一覧

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/Oステータスレジスタ(SIOSTS) 【00E116番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

シリアルI/Oステータスレジスタ（7477/7478グループ専用レジスタ）

0

1

2

3

4

5

6

7

0

0

0

0

0

0

0

○ ×

○ ×

○ ×

○ ×

×○

○ ×

○ ×

1 ×

ビット名 機　　　能

送信バッファエンプティ
フラグ　(TBE)

0：送信バッファレジスタフル状態
1：送信バッファレジスタ空状態

受信バッファフルフラグ
　(RBF)

0：受信バッファレジスタ空状態
1：受信バッファレジスタフル状態

送信シフトレジスタシフト
終了フラグ　(TSC)

0：送信シフト中
1：送信シフト終了

オーバランエラーフラグ
　(OE)

0：オーバランエラー(OE)なし
1：オーバランエラー(OE)発生

パリティエラーフラグ
　(PE)

0：パリティエラー(PE)なし
1：パリティエラー(PE)発生

フレーミングエラーフラグ
　(FE)

0：フレーミングエラー(FE)なし
1：フレーミングエラー(FE)発生

何も配置されていないビットです。
読み出し時は“1”に固定されています。

サミングエラーフラグ
　(SE)

0：(OE)∪(PE)∪(FE)＝0
1：(OE)∪(PE)∪(FE)＝1

1

1

注．ビット4およびビット5はUARTの場合のみ有効です。

図3.1.13 シリアルI/Oステータスレジスタの構成（7477/7478グループ）
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7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.1 制御レジスタ一覧

図3.1.15 UART制御レジスタの構成（7477/7478グループ）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

UART制御レジスタ(UARTCON) 【00E316番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

UART制御レジスタ（7477/7478グループ専用レジスタ）

0

1

2

3

4～7

0

0

0

0

1

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

1 ×

ビット名 機　　　能

キャラクタ長選択ビット
　(CHAS)

0：8ビット長
1：7ビット長

パリティ許可ビット
　(PARE)

0：パリティ禁止
1：パリティ許可

ストップビット長選択
ビット　(STPS)

0：1ストップビット
1：2ストップビット

何も配置されていないビットです。
読み出し時は“1”に固定されています。

パリティ選択ビット
　(PARS)

0：偶数パリティ
1：奇数パリティ

1 1 1 1

図3.1.14 シリアルI/O制御レジスタの構成（7477/7478グループ）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/O制御レジスタ(SIOCON) 【00E216番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

シリアルI/O制御レジスタ（7477/7478グループ専用レジスタ）

0

1

2

3

4

5

6

7

0

0

0

0

0

0

0

0

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○○

○ ○

○ ○

○ ○

ビット名 機　　　能

BRGカウントソース選択
ビット　(CSS)

0：f(XIN)/4又はf(XCIN)/4 (注1)
1：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16 (注1)

シリアルI/O同期クロック
選択ビット　(SCS)

クロック同期形
　0：BRG出力の4分周
　1：外部クロック入力
UART
　0：BRG出力の16分周
　1：外部クロック入力の16分周

送信割り込み要因選択
ビット　(TIC)

0：送信バッファレジスタが空に
　　なった時
1：送信シフトレジスタのシフト動
　   作終了時

送信許可ビット　(TE) 0：送信禁止
1：送信許可

受信許可ビット　(RE) 0：受信禁止
1：受信許可

シリアルI/O許可ビット
　(SIOE)

シリアルI/Oモード選択
ビット　(SIOM)

0：クロック非同期形(UART)
1：クロック同期形

SRDY出力許可ビット(SRDY)

0：シリアルI/O禁止(端子は入出力
　   ポートP14～P17として動作)
1：シリアルI/O許可(端子はシリア
　   ルI/O入出力端子RxD～SRDY
　　 として動作)

0：P17/SRDY端子は入出力ポート
　  P17として動作
1：P17/SRDYは受信可能状態
　  信号出力端子SRDYとして動作

※クロック非同期選択時、

　このビットは無効　　　　　　　　

1．・システムクロックとしてf(XIN)を選択しているとき、内部クロックは
　　　f(XIN)を分周したものになります。
　　・システムクロックとしてf(XCIN)を選択しているとき、内部クロックは
　　　f(XCIN)を分周したものになります。
　　ただし、7477グループでは時計用クロック発生回路を内蔵していない　　
　　ためf(XCIN)は使用できません。
2．  ポートP14～P17はシリアルI/O許可ビットが“1”（許可状態）のときのみ、
　　シリアルI/O端子として機能します。ただし、UART選択時、ポートP17は
　　通常の入出力ポートとして使用可能です。またUART及び内部クロック
　　選択時ポートP16は通常の入出力ポートとして使用可能です。

（注2）

注
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7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.1 制御レジスタ一覧

図3.1.16 ボーレートジェネレータ（7477/7478グループ）

図3.1.18 タイマFFレジスタの構成

図3.1.17 タイマの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名b 機　　　能

タイマ1
分周フリップフロップ

0

1 タイマ4
分周フリップフロップ

ﾘｾｯﾄ時 R W

○

○

0

0

○

○

タイマFFレジスタ(TF)【00F716番地】

タイマFFレジスタ

0：初期値0
1：初期値1

0：初期値0
1：初期値1

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

2～7
不定 不定 ×

ボーレートジェネレータ（7477/7478グループ専用レジスタ）

b5b6b7 b4 b3 b2 b1 b0

b 機　　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

1

2

3

4

5

6

7

0 ○不定

○

○

○

○

○

○

○

ボーレートジェネレータ（BRG）【00E416番地】

不定

不定

不定

不定

不定

不定

不定

●シリアルI/Oのボーレート発生に用いられるシリアルI/O
　専用8ビットタイマです。
●同期クロックとしてBRG出力の4分周又は16分周を選択
　した場合のみ有効です。

○

○

○

○

○

○

○

○

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
タイマ1(T1)【00F016番地】

b 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

タイマ1～4

0～7 ・0016～FF16の値を設定します。
・カウントソースが入力されるごとに、内容が1減算され
　ます。
・各タイマに書き込んだ内容は、カウンタに設定されます。
・各タイマを読み出すと､カウント値が読み出されます。

※ ○ ○

タイマ2(T2)【00F116番地】
タイマ3(T3)【00F216番地】
タイマ4(T4)【00F316番地】

※　タイマ1、タイマ2：不定
　　タイマ3：“FF16”
　　タイマ4：“0716”
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3.1 制御レジスタ一覧

図3.1.19 タイマ12モードレジスタの構成

図3.1.20 タイマ34モードレジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名b 機　　　能

A
A

A
A0

A
A
AAAAAAAAAAA

A
AA

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A
A
AAAAAAAAAAA

1

2 タイマ1内部クロックソース
選択ビット

ﾘｾｯﾄ時 R

○

○

○

0

0

0

○

○

○

タイマ12モードレジスタ(T12M)【00F816番地】

タイマ12モードレジスタ

AAAA 0：ポートP12
1：T0(タイマ1アンダフローの
　   ２分周）

3 ポートP12/T0出力
選択ビット ○0 ○

タイマ2カウント
停止ビット

0：カウント動作
1：カウント停止

4

タイマ2カウントソース
選択ビット

0：内部クロック　　（注１）
1：タイマ1アンダフロー信号

5

6､7 タイマ2内部クロックソース
選択ビット

00：f(XIN)／16又はf(XCIN)／16
01：f(XIN)／64又はf(XCIN)／64
10：f(XIN)／128又はf(XCIN)／128
11：f(XIN)／256又はf(XCIN)／256
　　　　　　　　　　（注1）

b7b6

○

○

○

0

0

0

○

○

○

タイマ1カウント
停止ビット

タイマ1カウントソース
選択ビット

0：カウント動作
1：カウント停止

0：内部クロック　　（注１）
1：CNTR0端子　　　

0：f(XIN)／16又はf(XCIN)／16
1：f(XCIN)　　　　　  （注２）

W

注１．7470/7477グループでは時計用クロック発生回路を内蔵していない
　　　ためf(XCIN)を分周したものは使用できません。
　２．7470/7477グループでは時計用クロック発生回路を内蔵していない
　　　ためf(XCIN)を分周したものは使用できません。
　　　このビットは必ず“０”にしてください。
　

注．タイマ3、タイマ4のカウントソースとしてタイマ1又はタイマ2
　　のアンダフローを選択、かつタイマ２のカウントソースとして
　　タイマ１アンダフロー信号が選択されているとき、タイマモード
　　レジスタ２のビット６の値に関わらずタイマ３、タイマ４の
　　カウントソースもタイマ１のアンダフロー信号となります。
　　また、7470/7477グループでは時計用クロック発生回路を内蔵していない
　　ためf(XCIN)を分周したものは使用できません。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名b 機　　　能

A
A

A
A

タイマ3カウント
停止ビット

0

AAAAAAAAAAAAAA
A
A

A
A

A
A

AA
A

A
A
A
A
1 タイマ3カウントソース

選択ビット

ﾘｾｯﾄ時 R W

○

○

0

0

○

○

タイマ34モードレジスタ(T34M)【00F916番地】

0：カウント動作
1：カウント停止

00：f(XIN)／16又はf(XCIN)／16
01：f(XCIN)
10：タイマ1又はタイマ2の
　　 アンダフロー信号
11：CNTR1端子　　（注）

b2b1

AAAAAAAAAA0：カウント動作
1：カウント停止

3 タイマ4カウント
停止ビット ○0 ○

AAAA4 タイマ4カウントソース
選択ビット

○0 ○

タイマ4パルス幅測定
モード選択ビット

6

7

○

○

0

0

○

○
0：ポートP13
1：T1(ﾀｲﾏ4ｱﾝﾀﾞﾌﾛｰの２分周
　　   出力またはＰＷＭ出力)

ポートP13/T1出力選択
ビット

00：タイマ3アンダフロー信号
01：f(XIN)／16又はf(XCIN)／16
10：タイマ1又はタイマ2の
　　アンダフロー信号
11：CNTR1端子　（注）

0：タイマモード
1：外部パルス幅測定モード

b5b4

2

5

　

タイマ34モードレジスタ
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3.1 制御レジスタ一覧

図3.1.21 タイマモードレジスタ2の構成

図3.1.22 CPUモードレジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名b 機　　　能

A
A

A
A0

A
A
AAAAAAAAAAA

A
AA

A

A
A

A
A

A
A
A
A

A
A

A
A

A
A
A
A

1

ﾘｾｯﾄ時 R W

○

○

0

0

○

○

タイマモードレジスタ2(TM2)【00FA16番地】

0：セット禁止
1：セット許可

AAAAAAAAAAAA0：タイマ１アンダフロー
1：タイマ２アンダフロー

6 ○0 ○

7
○0 ○

タイマ１分周フリップ
フロップセット許可ビット

タイマ４分周フリップ
フロップセット許可ビット

0：セット禁止
1：セット許可

2～5 何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

タイマ３､タイマ４カウント
アンダフロー信号選択ビット

タイマ３､タイマ４機能
選択ビット

0：通常モード
1：ＰＷＭモード

×

タイマモードレジスタ２

不定 不定

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CPUモードレジスタ(CM) 【00FB16番地】

b ﾘｾｯﾄ時 R W

CPUモードレジスタ

0､1

2

3

4

5
0

0

0

○

○ ○

○ ○

○○

ビット名 機　　　能

メインクロック(XIN、XOUT)
停止ビット

0：発振
1：停止　（注2）

6

7

0 ○ ○
スタックページ選択ビット 0：0ページ　

1：1ページ　（注1）

0：XIN-XOUT（通常モード）
1：XcIN-XcOUT(低速モード)
　　　　　　　　　　（注2）
　　

0 0

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。 不定 不定 ×

P50、P51/XCIN、XCOUT

選択ビット
0：P50、P51
1：XCIN、XCOUT　（注2）

XCOUT駆動能力選択ビット 0：Lowパワー
1：Highパワー　（注2）

システムクロック
選択ビット

0 ○

0 0これらのビットは必ず“0”にしてください。 0

注1.　RAM容量が192バイト以下の品種ではこのビットは必ず
　　　“0”にしてください。
　2.　7470/7477グループでは時計用クロック発生回路を内蔵して
　　　いないためf(XCIN)は使用できません。これらのビットは
　　　必ず“0”にしてください。
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3.1 制御レジスタ一覧

図3.1.23 割り込み要求レジスタ1の構成

図3.1.24 割り込み要求レジスタ2の構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み要求レジスタ2(IR2) 【00FD16番地】

b ビット名 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

割り込み要求レジスタ2

＊

2 0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり 0 ○ ＊

INT1割り込み要求ビット

＊　ソフトウエアによって“0”にできますが、“1”にはできません。

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

不定 不定 ×

0 INT0割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり 0 ○

1 0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり 0 ○ ＊

CNTR0又はCNTR1

割り込み要求ビット

3～7

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み要求レジスタ1(IR1) 【00FC16番地】

b ビット名 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

割り込み要求レジスタ1

0 タイマ1割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

1 タイマ2割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり 0 ○ ＊

2 タイマ3割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

3 タイマ4割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

＊   ソフトウエアによって“0”にできますが、“1”にはできません。

4

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

＊

6

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり 0 ○ ＊7 A-D変換終了割り込み

要求ビット

0 ○

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

シリアルＩ/Ｏ受信割り込み
要求ビット
(7477/7478ｸﾞﾙｰﾌﾟ)　（注）

5

シリアルＩ/Ｏ送信割り込み
要求ﾋﾞｯﾄ(7477/7478ｸﾞﾙｰﾌﾟ)

0 ○ ＊

注．7470/7471グループ：

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。 不定

シリアルＩ/Ｏ割り込み要求
ビット(7470/7471グループ)　

×不定

ビット5は何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。
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3.1 制御レジスタ一覧

図3.1.25 割り込み制御レジスタ1の構成

図3.1.26 割り込み制御レジスタ2の構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み制御レジスタ2(IE2) 【00FF16番地】

b ビット名 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

割り込み制御レジスタ2

0

CNTR0又はCNTR1

割り込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

1 0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

2 0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

3～7

INT0割り込み許可ビット

INT1割り込み許可ビット

×
何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

不定 不定

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み制御レジスタ1(IE1) 【00FE16番地】

b ビット名 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

割り込み制御レジスタ1

0 0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

1 0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

2 0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

3 0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

4

タイマ1割り込み許可ビット

5

タイマ4割り込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

6

タイマ2割り込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

7

タイマ3割り込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可 0 ○ ○

注．7470/7471グループ：

何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。 不定 ×不定

ビット5は何も配置されていないビットです。
読み出し時は不定です。

A-D変換終了割り込み
許可ビット

シリアルＩ/Ｏ受信割り込み
許可ビット
(7477/7478ｸﾞﾙｰﾌﾟ)　（注）

シリアルＩ/Ｏ送信割り込み
許可ﾋﾞｯﾄ(7477/7478ｸﾞﾙｰﾌﾟ)

シリアルＩ/Ｏ割り込み許可
ビット(7470/7471ｸﾞﾙｰﾌﾟ)　
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3.2 マスク化確認書

3.2 マスク化確認書
GZZ-SH50-62A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37470M2-XXXSP
マスク化確認書

マスクROM番号

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37470M2-’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレス

□２７Ｃ１２８

アドレス アドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’0’ = 3016
’M’= 4D16
’2’ = 3216

300016

3FFF16

000016

001016

製品名　M37470M2-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(4K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234 700016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37470M2-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(4K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345

F00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37470M2-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(4K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）

フロッピーディスクで提
出される場合は左記の製
品形名領域にはデータを
入れないで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37470M2-XXXSPの場合は32P4Bのマーク指定書を提出ください。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-62A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37470M2-XXXSP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

△*=△＄C000
△.BYTE△‘M37470M2-’

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37470M2-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37470M2-’

27C128 27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･F00016番地～FFFF16番地
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3.2 マスク化確認書

GZZ-SH50-64A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37470M4-XXXSP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37470M4-’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレス

□２７Ｃ１２８

アドレス アドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’0’ = 3016
’M’= 4D16
’4’ = 3416

200016

3FFF16

000016

001016

製品名　M37470M4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234 600016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37470M4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345 E00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37470M4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）

フロッピーディスクで提
出される場合は左記の製
品形名領域にはデータを
入れないで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37470M4-XXXSPの場合は32P4Bのマーク指定書を提出ください。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-64A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37470M4-XXXSP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

△*=△＄C000
△.BYTE△‘M37470M4-’

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37470M4-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37470M4-’

27C128 27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･E00016番地～FFFF16番地
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3.2 マスク化確認書

GZZ-SH50-65A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37470M8-XXXSP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37470M8-’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

EPROMの種類
□２７Ｃ５１２

アドレスアドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’0’ = 3016
’M’= 4D16
’8’ = 3816

400016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37470M8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

C00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37470M8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は
　　　　　左記の製品形名領域にはデータを入れな
　　　　　いで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37470M8-XXXSPの場合は32P4Bのマーク指定書を提出ください。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-65A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37470M8-XXXSP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37470M8-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37470M8-’

27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･C00016番地～FFFF16番地
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3.2 マスク化確認書

GZZ-SH50-73A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37471M2-XXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37471M2-XXXSP □M37471M2-XXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37471M2-’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレス

□２７Ｃ１２８

アドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’1’ = 3116
’M’= 4D16
’2’ = 3216

700016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37471M2-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(4K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345 F00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37471M2-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(4K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

アドレス

300016

3FFF16

000016

001016

製品名　M37471M2-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(4K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）

フロッピーディスクで提
出される場合は左記の製
品形名領域にはデータを
入れないで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37471M2-XXXSP □M37471M2-XXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37471M2-XXXSPの場合は42P4Bの、M37471M2-XXXFPの場合は56P6N-Aのマーク指定書を提出くだ
さい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-73A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37471M2-XXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

△*=△＄C000
△.BYTE△‘M37471M2-’

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37471M2-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37471M2-’

27C128 27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･F00016番地～FFFF16番地
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3.2 マスク化確認書

GZZ-SH50-76A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37471M4-XXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37471M4-XXXSP □M37471M4-XXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37471M4-’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレス

□２７Ｃ１２８

アドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’1’ = 3116
’M’= 4D16
’4’ = 3416

600016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37471M4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

E00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37471M4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345

アドレス

200016

3FFF16

000016

001016

製品名　M37471M4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）

フロッピーディスクで提
出される場合は左記の製
品形名領域にはデータを
入れないで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37471M4-XXXSP □M37471M4-XXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37471M4-XXXSPの場合は42P4Bの、M37471M4-XXXFPの場合は56P6N-Aのマーク指定書を提出くだ
さい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-76A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37471M4-XXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

△*=△＄C000
△.BYTE△‘M37471M4-’

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37471M4-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37471M4-’

27C128 27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･E00016番地～FFFF16番地
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3.2 マスク化確認書

GZZ-SH50-78A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37471M8-XXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37471M8-XXXSP □M37471M8-XXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37471M8-’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレスアドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’1’ = 3116
’M’= 4D16
’8’ = 3816

400016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37471M8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234 C00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37471M8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は
　　　　　左記の製品形名領域にはデータを入れな
　　　　　いで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37471M8-XXXSP □M37471M8-XXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37471M8-XXXSPの場合は42P4Bの、M37471M8-XXXFPの場合は56P6N-Aのマーク指定書を提出くだ
さい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-78A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37471M8-XXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37471M8-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37471M8-’

27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･C00016番地～FFFF16番地



3-27

付録
3

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.2 マスク化確認書

GZZ-SH50-86A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37477M4-XXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37477M4-XXXSP □M37477M4-XXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37477M4-’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレス

□２７Ｃ１２８

アドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’7’ = 3716
’M’= 4D16
’4’ = 3416

600016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37477M4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

E00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37477M4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345

アドレス

200016

3FFF16

000016

001016

製品名　M37477M4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）

フロッピーディスクで提
出される場合は左記の製
品形名領域にはデータを
入れないで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37477M4-XXXSP □M37477M4-XXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37477M4-XXXSPの場合は32P4Bの、M37477M4-XXXFPの場合は32P2W-Aのマーク指定書を提出くだ
さい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-86A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37477M4-XXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

△*=△＄C000
△.BYTE△‘M37477M4-’

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37477M4-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37477M4-’

27C128 27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･E00016番地～FFFF16番地
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3.2 マスク化確認書

GZZ-SH50-87A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37477M8-XXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37477M8-XXXSP □M37477M8-XXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37477M8-’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレスアドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’7’ = 3716
’M’= 4D16
’8’ = 3816

400016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37477M8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234 C00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37477M8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は
　　　　　左記の製品形名領域にはデータを入れな
　　　　　いで下さい。



3-30

付録
3

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37477M8-XXXSP □M37477M8-XXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37477M8-XXXSPの場合は32P4Bの、M37477M8-XXXFPの場合は32P2W-Aのマーク指定書を提出くだ
さい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-87A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37477M8-XXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37477M8-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37477M8-’

27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･C00016番地～FFFF16番地
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3.2 マスク化確認書

GZZ-SH50-88A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37477M2TXXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37477M2TXXXSP □M37477M2TXXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37477M2T’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレス

□２７Ｃ１２８

アドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’T’= 5416
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’7’ = 3716
’M’= 4D16
’2’ = 3216

700016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37477M2T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(4K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234 F00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37477M2T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(4K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345

アドレス

300016

3FFF16

000016

001016

製品名　M37477M2T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(4K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）

フロッピーディスクで提
出される場合は左記の製
品形名領域にはデータを
入れないで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37477M2TXXXSP □M37477M2TXXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37477M2TXXXSPの場合は32P4Bの、M37477M2TXXXFPの場合は32P2W-Aのマーク指定書を提出く
ださい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-88A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37477M2TXXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

△*=△＄C000
△.BYTE△‘M37477M2T’

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37477M2T’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37477M2T’

27C128 27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･F00016番地～FFFF16番地
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3.2 マスク化確認書

GZZ-SH50-89A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37477M4TXXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37477M4TXXXSP □M37477M4TXXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37477M4T’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレス

□２７Ｃ１２８

アドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’T’= 5416
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’7’ = 3716
’M’= 4D16
’4’ = 3416

600016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37477M4T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

E00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37477M4T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345

アドレス

200016

3FFF16

000016

001016

製品名　M37477M4T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）

フロッピーディスクで提
出される場合は左記の製
品形名領域にはデータを
入れないで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37477M4TXXXSP □M37477M4TXXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37477M4TXXXSPの場合は32P4Bの、M37477M4TXXXFPの場合は32P2W-Aのマーク指定書を提出く
ださい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-89A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37477M4TXXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

△*=△＄C000
△.BYTE△‘M37477M4T’

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37477M4T’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37477M4T’

27C128 27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･E00016番地～FFFF16番地
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3.2 マスク化確認書

GZZ-SH50-90A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37477M8TXXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37477M8TXXXSP □M37477M8TXXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37477M8T’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレスアドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’T’= 5416
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’7’ = 3716
’M’= 4D16
’8’ = 3816

400016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37477M8T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345 C00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37477M8T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は
　　　　　左記の製品形名領域にはデータを入れな
　　　　　いで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37477M8TXXXSP □M37477M8TXXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37477M8TXXXSPの場合は32P4Bの、M37477M8TXXXFPの場合は32P2W-Aのマーク指定書を提出く
ださい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-90A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37477M8TXXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37477M8T’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37477M8T’

27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･C00016番地～FFFF16番地
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3.2 マスク化確認書

GZZ-SH50-97A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37478M4-XXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37478M4-XXXSP □M37478M4-XXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37478M4-’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレス

□２７Ｃ１２８

アドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’8’ = 3816
’M’= 4D16
’4’ = 3416

600016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37478M4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345

E00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37478M4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345

アドレス

200016

3FFF16

000016

001016

製品名　M37478M4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）

フロッピーディスクで提
出される場合は左記の製
品形名領域にはデータを
入れないで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37478M4-XXXSP □M37478M4-XXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37478M4-XXXSPの場合は42P4Bの、M37478M4-XXXFPの場合は56P6N-Aのマーク指定書を提出くだ
さい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-97A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37478M4-XXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

△*=△＄C000
△.BYTE△‘M37478M4-’

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37478M4-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37478M4-’

27C128 27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･E00016番地～FFFF16番地
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3.2 マスク化確認書

GZZ-SH50-98A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37478M8-XXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37478M8-XXXSP □M37478M8-XXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37478M8-’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレスアドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’8’ = 3816
’M’= 4D16
’8’ = 3816

400016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37478M8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345 C00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37478M8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は
　　　　　左記の製品形名領域にはデータを入れな
　　　　　いで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37478M8-XXXSP □M37478M8-XXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37478M8-XXXSPの場合は42P4Bの、M37478M8-XXXFPの場合は56P6N-Aのマーク指定書を提出くだ
さい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-98A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37478M8-XXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37478M8-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37478M8-’

27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･C00016番地～FFFF16番地
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3.2 マスク化確認書

GZZ-SH50-99A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37478M2TXXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37478M2TXXXSP □M37478M2TXXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37478M2T’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレス

□２７Ｃ１２８

アドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’T’= 5416
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’8’ = 3816
’M’= 4D16
’2’ = 3216

700016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37478M2T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(4K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345 F00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37478M2T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(4K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

アドレス

300016

3FFF16

000016

001016

製品名　M37478M2T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(4K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）

フロッピーディスクで提
出される場合は左記の製
品形名領域にはデータを
入れないで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37478M2TXXXSP □M37478M2TXXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37478M2TXXXSPの場合は42P4Bの、M37478M2TXXXFPの場合は56P6N-Aのマーク指定書を提出く
ださい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-99A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37478M2TXXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

△*=△＄C000
△.BYTE△‘M37478M2T’

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37478M2T’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37478M2T’

27C128 27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･F00016番地～FFFF16番地
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3.2 マスク化確認書

GZZ-SH51-00A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37478M4TXXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37478M4TXXXSP □M37478M4TXXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37478M4T’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレス

□２７Ｃ１２８

アドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’T’ 5416
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’8’ = 3816
’M’= 4D16
’4’ = 3416

600016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37478M4T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

E00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37478M4T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345

アドレス

200016

3FFF16

000016

001016

製品名　M37478M4T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）

フロッピーディスクで提
出される場合は左記の製
品形名領域にはデータを
入れないで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37478M4TXXXSP □M37478M4TXXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37478M4TXXXSPの場合は42P4Bの、M37478M4TXXXFPの場合は56P6N-Aのマーク指定書を提出く
ださい。

※3.　特記事項

GZZ-SH51-00A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37478M4TXXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37478M4T’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37478M4T’

27C128 27C256 27C512

△*=△＄C000

△.BYTE△‘M37478M4T’

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･E00016番地～FFFF16番地
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3.2 マスク化確認書

GZZ-SH51-01A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37478M8TXXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってマスク作成を行います。したがって、このデータと生産される製品に焼きつけられる
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37478M8TXXXSP □M37478M8TXXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37478M8T’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレスアドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’T’ 5416
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’8’ = 3816
’M’= 4D16
’8’ = 3816

400016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37478M8T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345 C00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37478M8T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は
　　　　　左記の製品形名領域にはデータを入れな
　　　　　いで下さい。
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3.2 マスク化確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とマスク化確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませんの
で正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してマスク化を行います。したがって、このマスクファイルと生成
される製品に焼きつけられるROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマス
クファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37478M8TXXXSP □M37478M8TXXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本マスク化確認書に添付して提出ください。
M37478M8TXXXSPの場合は42P4Bの、M37478M8TXXXFPの場合は56P6N-Aのマーク指定書を提出く
ださい。

※3.　特記事項

GZZ-SH51-01A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37478M8TXXXSP/FP
マスク化確認書

マスクROM番号

ソースプログラム

への記述

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37478M8T’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37478M8T’

27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･C00016番地～FFFF16番地
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3.3 ROM書き込み確認書

3.3 ROM書き込み確認書
GZZ-SH50-69A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37470E4-XXXSP
ROM書き込み確認書

ROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37470E4-’のASCIIコードを右記に示しま
すので、000016～000F16番地には必ず右記のデー
タを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってROM書き込みを行います。したがって、このデータと生産される製品に書き込まれた
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレス

□２７Ｃ１２８

アドレス アドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’0’ = 3016
’E’ = 4516
’4’ = 3416

200016

3FFF16

000016

001016

製品名　M37470E4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

600016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37470E4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345

E00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37470E4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）

フロッピーディスクで提
出される場合は左記の製
品形名領域にはデータを
入れないで下さい。
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3.3 ROM書き込み確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とROM書き込み確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませ
んので正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してROM書き込みを行います。したがって、このマスクファイルと
生成される製品に書き込まれたROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマ
スクファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本ROM書き込み確認書に添付して提出ください。
M37470E4-XXXSPの場合は32P4Bのマーク指定書を提出ください。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-69A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37470E4-XXXSP
ROM書き込み確認書

ROM番号

ソースプログラム

への記述

△*=△＄C000
△.BYTE△‘M37470E4-’

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37470E4-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37470E4-’

27C128 27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･E00016番地～FFFF16番地
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GZZ-SH50-70A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37470E8-XXXSP
ROM書き込み確認書

ROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37470E8-’のASCIIコードを右記に示しま
すので、000016～000F16番地には必ず右記のデー
タを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってROM書き込みを行います。したがって、このデータと生産される製品に書き込まれた
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

EPROMの種類

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’0’ = 3016
’E’ = 4516
’8’ = 3816

□２７Ｃ５１２

アドレスアドレス

□２７Ｃ２５６

400016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37470E8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234 C00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37470E8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は
　　　　　左記の製品形名領域にはデータを入れな
　　　　　いで下さい。
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3.3 ROM書き込み確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とROM書き込み確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませ
んので正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してROM書き込みを行います。したがって、このマスクファイルと
生成される製品に書き込まれたROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマ
スクファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本ROM書き込み確認書に添付して提出ください。
M37470E8-XXXSPの場合は32P4Bのマーク指定書を提出ください。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-70A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37470E8-XXXSP
ROM書き込み確認書

ROM番号

ソースプログラム

への記述

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37470E8-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37470E8-’

27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･C00016番地～FFFF16番地
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GZZ-SH50-82A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37471E4-XXXSP/FP
ROM書き込み確認書

ROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってROM書き込みを行います。したがって、このデータと生産される製品に書き込まれた
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37471E4-XXXSP □M37471E4-XXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37471E4-’のASCIIコードを右記に示しま
すので、000016～000F16番地には必ず右記のデー
タを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレス

□２７Ｃ１２８

アドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’1’ = 3116
’E’ = 4516
’4’ = 3416

600016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37471E4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

E00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37471E4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345

アドレス

200016

3FFF16

000016

001016

製品名　M37471E4-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(8K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）

フロッピーディスクで提
出される場合は左記の製
品形名領域にはデータを
入れないで下さい。
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3.3 ROM書き込み確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とROM書き込み確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませ
んので正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してROM書き込みを行います。したがって、このマスクファイルと
生成される製品に書き込まれたROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマ
スクファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37471E4-XXXSP □M37471E4-XXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本ROM書き込み確認書に添付して提出ください。
M37471E4-XXXSPの場合は42P4Bの、M37471E4-XXXFPの場合は56P6N-Aのマーク指定書を提出くだ
さい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-82A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37471E4-XXXSP/FP
ROM書き込み確認書

ROM番号

ソースプログラム

への記述

△*=△＄C000
△.BYTE△‘M37471E4-’

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37471E4-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37471E4-’

27C128 27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･E00016番地～FFFF16番地
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GZZ-SH50-83A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37471E8-XXXSP/FP
ROM書き込み確認書

ROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってROM書き込みを行います。したがって、このデータと生産される製品に書き込まれた
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37471E8-XXXSP □M37471E8-XXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37471E8-’のASCIIコードを右記に示しま
すので、000016～000F16番地には必ず右記のデー
タを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレスアドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’1’ = 3116
’E’ = 4516
’8’ = 3816

400016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37471E8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345 C00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37471E8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）

フロッピーディスクで提出される場合は左記の
製品形名領域にはデータを入れないで下さい。
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3.3 ROM書き込み確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とROM書き込み確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませ
んので正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してROM書き込みを行います。したがって、このマスクファイルと
生成される製品に書き込まれたROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマ
スクファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37471E8-XXXSP □M37471E8-XXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本ROM書き込み確認書に添付して提出ください。
M37471E8-XXXSPの場合は42P4Bの、M37471E8-XXXFPの場合は56P6N-Aのマーク指定書を提出くだ
さい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-83A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37471E8-XXXSP/FP
ROM書き込み確認書

ROM番号

ソースプログラム

への記述

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37471E8-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37471E8-’

27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･C00016番地～FFFF16番地
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3.3 ROM書き込み確認書

GZZ-SH50-94A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37477E8-XXXSP/FP
ROM書き込み確認書

ROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってROM書き込みを行います。したがって、このデータと生産される製品に書き込まれた
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37477E8-XXXSP □M37477E8-XXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37477E8-’のASCIIコードを右記に示しま
すので、000016～000F16番地には必ず右記のデー
タを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレスアドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’7’ = 3716
’E’ = 4516
’8’ = 3816

400016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37477E8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234 C00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37477E8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は
　　　　　左記の製品形名領域にはデータを入れな
　　　　　いで下さい。
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3.3 ROM書き込み確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とROM書き込み確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませ
んので正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してROM書き込みを行います。したがって、このマスクファイルと
生成される製品に書き込まれたROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマ
スクファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37477E8-XXXSP □M37477E8-XXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本ROM書き込み確認書に添付して提出ください。
M37477E8-XXXSPの場合は32P4Bの、M37477E8-XXXFPの場合は32P2W-Aのマーク指定書を提出くだ
さい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-94A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37477E8-XXXSP/FP
ROM書き込み確認書

ROM番号

ソースプログラム

への記述

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37477E8-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37477E8-’

27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･C00016番地～FFFF16番地
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3.3 ROM書き込み確認書

GZZ-SH50-95A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37477E8TXXXSP/FP
ROM書き込み確認書

ROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってROM書き込みを行います。したがって、このデータと生産される製品に書き込まれた
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37477E8TXXXSP □M37477E8TXXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37477E8T’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレスアドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’T’= 5416
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’7’ = 3716
’E’ = 4516
’8’ = 3816

400016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37477E8T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345 C00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37477E8T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は
　　　　　左記の製品形名領域にはデータを入れな
　　　　　いで下さい。
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3.3 ROM書き込み確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とROM書き込み確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませ
んので正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してROM書き込みを行います。したがって、このマスクファイルと
生成される製品に書き込まれたROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマ
スクファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37477E8TXXXSP □M37477E8TXXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本ROM書き込み確認書に添付して提出ください。
M37477E8TXXXSPの場合は32P4Bの、M37477E8TXXXFPの場合は32P2W-Aのマーク指定書を提出くだ
さい。

※3.　特記事項

GZZ-SH50-95A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37477E8TXXXSP/FP
ROM書き込み確認書

ROM番号

ソースプログラム

への記述

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37477E8T’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37477E8T’

27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･C00016番地～FFFF16番地
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3.3 ROM書き込み確認書

GZZ-SH51-05A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37478E8-XXXSP/FP
ROM書き込み確認書

ROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってROM書き込みを行います。したがって、このデータと生産される製品に書き込まれた
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37478E8-XXXSP □M37478E8-XXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37478E8-’のASCIIコードを右記に示しま
すので、000016～000F16番地には必ず右記のデー
タを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレスアドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’－’= 2D16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’8’ = 3816
’E’ = 4516
’8’ = 3816

400016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37478E8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345 C00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37478E8-
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は
　　　　　左記の製品形名領域にはデータを入れな
　　　　　いで下さい。
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3.3 ROM書き込み確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とROM書き込み確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませ
んので正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してROM書き込みを行います。したがって、このマスクファイルと
生成される製品に書き込まれたROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマ
スクファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37478E8-XXXSP □M37478E8-XXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本ROM書き込み確認書に添付して提出ください。
M37478E8-XXXSPの場合は42P4Bの、M37478E8-XXXFPの場合は56P6N-Aのマーク指定書を提出くだ
さい。

※3.　特記事項

GZZ-SH51-05A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37478E8-XXXSP/FP
ROM書き込み確認書

ROM番号

ソースプログラム

への記述

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37478E8-’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37478E8-’

27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･C00016番地～FFFF16番地
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3.3 ROM書き込み確認書

GZZ-SH51-06A<7YA0>

受

付

欄

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37478E8TXXXSP/FP
ROM書き込み確認書

ROM番号

年　　 月　　 日

課長印 担当者印

（注）　※印をすべて記入ください。

※

担当者印責任者印発

行

印年　　　　　月　　　　　日発行日

貴社名貴　社

記入欄

※1.　ご確認表

発注される品種名および提出いただくEPROM、またはフロッピーディスクを指定してください。

EPROMで発注される場合は1パターン当たりEPROMが3セット必要です。フロッピーディスクで発注
される場合1パターン当たりフロッピーディスクが1枚必要になります。

殿 TEL
(          )

□EPROMの場合

当社では提出いただいた3セットのEPROMの内、少なくとも2セットの内容が同一であれば、この内容
のデータによってROM書き込みを行います。したがって、このデータと生産される製品に書き込まれた
ROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくEPROMデータの内容については十
分に確認をお願いします。

マイクロコンピュータ形名 □M37478E8TXXXSP □M37478E8TXXXFP

EPROMの全領域のチェックサムコード (16進表示)

　

(1)　斜線部分には“FF16”を入れてください。

(2)　000016～000F16番地は製品形名のデータ格納

　領域です。

‘M37478E8T’のASCIIコードを右記に示し
ますので、000016～000F16番地には必ず右記の
データを書き込んでください。

番地、データとも16進表記です。

EPROMの種類

□２７Ｃ５１２

アドレスアドレス

□２７Ｃ２５６

アドレス
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16

’T’= 5416
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16
FF16

アドレス
000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716

’M’= 4D16
’3’ = 3316
’7’ = 3716
’4’ = 3416
’7’ = 3716
’8’ = 3816
’E’ = 4516
’8’ = 3816

400016

7FFF16

000016

001016

製品名　M37478E8T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345
123456789012345 C00016

FFFF16

000016

001016

製品名　M37478E8T
のASCIIコードを
入れる領域

ROM(16K)

12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234
12345678901234

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は
　　　　　左記の製品形名領域にはデータを入れな
　　　　　いで下さい。
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3.3 ROM書き込み確認書

アセンブラソースプログラムの先頭に、書き込むEPROMの種類別に下表に示す疑似命令を記述することに
より、EPROMの000016～000F16番地に形名のASCIIコードを書き込むことができますのでご利用ください。

(注)　EPROMに書き込まれた形名とROM書き込み確認書の形名が一致しない場合、ROM処理ができませ
んので正確に形名記入をお願いします。

□フロッピーディスクの場合

当社では提出いただいたフロッピーディスクのファイルの内、マスクファイル生成ユーティリティー
で生成されたマスクファイルを処理してROM書き込みを行います。したがって、このマスクファイルと
生成される製品に書き込まれたROMデータが異なる場合のみ当社はその責を負います。提出いただくマ
スクファイルの内容については十分に確認をお願いします。
フロッピーディスクは3.5"2HD/IBMformatで用意してください。また、フロッピーディスクに収めるマ
スクファイルは一つだけにしてください。

マイクロコンピュータ形名 □M37478E8TXXXSP □M37478E8TXXXFP

ファイルコード (16進表示)

マスクファイル名 .MSK(英数字8桁)

※2.　マーク指定

マーク指定はパッケージの形状により異なります。別紙のマーク指定書(パッケージ別)にご記入の上、
本ROM書き込み確認書に添付して提出ください。
M37478E8TXXXSPの場合は42P4Bの、M37478E8TXXXFPの場合は56P6N-Aのマーク指定書を提出くだ
さい。

※3.　特記事項

GZZ-SH51-06A<7YA0>

三菱シングルチップ8ビットマイクロコンピュータ
M37478E8TXXXSP/FP
ROM書き込み確認書

ROM番号

ソースプログラム

への記述

EPROMの種類

△*=△＄8000

△.BYTE△‘M37478E8T’

△*=△＄0000

△.BYTE△‘M37478E8T’

27C256 27C512

（ご注意）フロッピーディスクで提出される場合は、製品形名を入れないで下さい。

　　　　　下記のROMデータ領域以外には、データを入れないで下さい。

　　　　　　　ROMデータ領域･･･C00016番地～FFFF16番地
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注１．マークは右詰になります。
　２．字体及び文字サイズは三菱標準タイプになります。
　３．貴社パーツナンバーは、16字以内で英数字、大文字アルファベット、ハイフンなどでご記入ください。
　４．三菱スリーダイヤマーク　不要の場合は、右欄にチェックをお願いします。

3.4 マーク指定書

3.4 マーク指定書

32P4B (32ピンシュリンク DIP) マーク指定書

三菱 IC形名

　下記マーキングタイプ（A, B, C）のいずれかをご選択の上、マーキングスペースに三菱形名及び貴社ご必要マークをご記

入ください。

A. 三菱標準マーク

三菱形名

B. 貴社パーツナンバー＋三菱形名

貴社パーツナンバー
（注．字体及び文字サイズは三菱標準タイプ）

三菱形名　

C. 特殊マーク

注１．貴社で御希望のマーク配列を上図に御記入ください。これを元に当社において技術的に可能な配列を検討致します。
　　　なお、製品分類の為三菱製造番号（６桁又は７桁）とマスクROM番号（３桁）は常にマークさせていただきますのでご

了承ください。
　２．特殊字体（貴社商標など）を御希望の場合は右欄にチェックをお願いします。
　　　また、新規特殊字体の場合は、コピーなどではない鮮明なロゴ図面原紙のご提出をお願いします。

32 17

161

三菱製造番号（6桁又は7桁）�

32 17

161

三菱製造番号（6桁又は7桁）�

32 17

161

不要

特殊字体希望
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3.4 マーク指定書

32P2W (32ピンSOP) マーク指定書

三菱 IC形名

　下記マーキングタイプ（A, B, C）のいずれかを御選択の上、マーキングスペースに三菱形名及び貴社御必要マークを御記

入ください。

A. 三菱標準マーク

三菱形名

B. 貴社パーツナンバー＋三菱形名

貴社パーツナンバー
（注．字体及び文字サイズは三菱標準タイプ）

三菱形名
注１．マークは右詰になります。
　２．字体及び文字サイズは三菱標準タイプになります。
　３．貴社パーツナンバーは、13字以内で英数字、大文字ア

ルファベット、ハイフン等で御記入ください。
　４．三菱スリーダイヤマーク　不要の場合は、下欄にチェッ

クをお願いします。　

C. 特殊マーク

注１．貴社で御希望のマーク配列を左図に御記入ください。こ
れを元に当社において技術的に可能な配列を検討致しま
す。

　　　なお、製品分類の為三菱製造番号（６桁又は７桁）とマ
スクROM番号（３桁）は常にマークさせていただきます
ので御了承ください。

　２．特殊字体（貴社商標等）を御希望の場合は下欄にチェッ
クをお願いします。

　　　また、新規特殊字体の場合は、コピーなどではない鮮
明なロゴ図面原紙の御提出をお願いします。

32 17

161

三菱製造番号（6桁又は7桁）�

32 17

161

三菱製造番号（6桁又は7桁）�

32 17

161

不要

特殊字体希望

三菱形名
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3.4 マーク指定書

注１．マークは右詰になります。
　２．字体及び文字サイズは三菱標準タイプになります。
　３．貴社パーツナンバーは、15字以内で英数字、大文字アルファベット、ハイフンなどでご記入ください。
　４．三菱スリーダイヤマーク　不要の場合は、右欄にチェックをお願いします。

42P4B (42ピンシュリンク DIP) マーク指定書

三菱 IC形名

　下記マーキングタイプ（A, B, C）のいずれかをご選択の上、マーキングスペースに三菱形名及び貴社ご必要マークをご記

入ください。

A. 三菱標準マーク

三菱形名

B. 貴社パーツナンバー＋三菱形名

貴社パーツナンバー
（注．字体及び文字サイズは三菱標準タイプ）

三菱形名　

C. 特殊マーク

注１．貴社で御希望のマーク配列を上図に御記入ください。これを元に当社において技術的に可能な配列を検討致します。
　　　なお、製品分類の為三菱製造番号（６桁又は７桁）とマスクROM番号（３桁）は常にマークさせていただきますのでご

了承ください。
　２．特殊字体（貴社商標など）を御希望の場合は右欄にチェックをお願いします。
　　　また、新規特殊字体の場合は、コピーなどではない鮮明なロゴ図面原紙のご提出をお願いします。

42 22

211

三菱製造番号（6桁又は7桁）�

42 22

211

三菱製造番号（6桁又は7桁）�

42 22

211

不要

特殊字体希望
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3.4 マーク指定書

56P6N (56ピンQFP) マーク指定書

三菱 IC形名

　下記マーキングタイプ（A, B, C）のいずれかを御選択の上、マーキングスペースに三菱形名及び貴社御必要マークを御記

入ください。

A. 三菱標準マーク

三菱形名

B. 貴社パーツナンバー＋三菱形名

貴社パーツナンバー
（注．字体及び文字サイズは三菱標準タイプ）

三菱形名及び三菱製造番号
注１．マークは右詰になります。
　２．字体及び文字サイズは三菱標準タイプになります。
　３．貴社パーツナンバーは、11字以内で英数字、大文字ア

ルファベット、ハイフンなどで御記入ください。
　４．三菱スリーダイヤマーク　不要の場合は、下欄にチェッ

クをお願いします。　

　５．三菱形名及び三菱製造番号は三菱形名の文字数及び三菱
スリーダイヤマーク　の要・不要により配置が異なりま
す。　

C. 特殊マーク

注１．貴社で御希望のマーク配列を左図に御記入ください。こ
れを元に当社において技術的に可能な配列を検討致しま
す。

　　　なお、製品分類のため三菱製造番号（６桁又は７桁）と
マスクROM番号（３桁）は常にマークさせていただきま
すので御了承ください。

　２．貴社商標などを御希望の場合は下欄にチェックをお願い
します。

　　　また、新規特殊字体の場合は、コピーなどではない鮮
明なロゴ図面原紙の御提出をお願いします。

1

56

45 28

44 29

17

16

三菱製造番号（6桁又は7桁）�

1

56

45 28

44 29

17

16

1

56

45 28

44 29

17

16

不要

特殊字体希望

三菱形名
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3.5 パッケージ寸法図

3.5 パッケージ寸法図

SDIP32-P-400-1.78
Weight(g)

– 2.2
JEDEC CodeEIAJ Package Code Lead Material

Alloy 42/Cu Alloy

32P4B Plastic 32pin 400mil SDIP

Symbol
Min Nom Max

A

A2

b
b1

b2

c

E
D

L

Dimension in Millimeters

A1 0.51 – –
– 3.8 –

0.35 0.45 0.55
0.9 1.0 1.3
0.63 0.73 1.03
0.22 0.27 0.34

27.8 28.0 28.2
8.75 8.9 9.05
– 1.778 –
– 10.16 –

3.0 – –
0° – 15°

– – 5.08

e
e1

32 17

161

E

c
e1

A
2

A
1

b2bb1e

L
A

SEATING PLANE

D

SOP32-P-450-1.27
Weight(g)

–
JEDEC Code

0.67
EIAJ Package Code Lead Material

Alloy 42

32P2W-A Plastic 32pin 450mil SOP

Symbol
Min Nom Max

A

A2

b
c
D
E

L
L1
y

Dimension in Millimeters

HE

A1

I2

–

–
.350

.050

.130

.819

.28
–
.6311
.30
–
–

–
.271

–
–

.02

.40

.150

.020

.48

.271

.9311

.50

.7651
–

.4311
–

–
.42

–
.50
.20
.220
.68
–
.2312
.70
–
.150

–
b2 – .760 –

–

0° – 10°

e

e1

32 17

161

H
E E

D

be

y

F
A

A2 A1

L1

L

c

e b2

e1

I2

Recommended Mount Pad

Detail F
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3.5 パッケージ寸法図

SDIP42-P-600-1.78
Weight(g)

–
JEDEC Code

4.1
EIAJ Package Code Lead Material

Alloy 42/Cu Alloy

42P4B Plastic 42pin 600mil SDIP

Symbol
Min Nom Max

A

A2

b
b1

b2

c

E
D

L

Dimension in Millimeters

A1 0.51 – –
– 3.8 –

0.35 0.45 0.55
0.9 1.0 1.3
0.63 0.73 1.03
0.22 0.27 0.34

36.5 36.7 36.9
12.85 13.0 13.15

– 1.778 –
– 15.24 –

3.0 – –
0° – 15°

– – 5.5

e
e1

42 22

211

E

c
e1

A
2

A
1

bb1 b2e

L
A

SEATING PLANE

D

QFP56-P-1014-0.80 0.79
Weight(g)

–
JEDEC CodeEIAJ Package Code Lead Material

Alloy 42

56P6N-A Plastic 56pin 10✕14mm body QFP

––

– –

––

– –
–
–

––

–

Symbol
Min Nom Max

A

A2

b
c
D
E

HE

L
L1
y

b2

Dimension in Millimeters

HD

A1 0.20.1

0.5
––I2 1.3
––MD 10.6
––ME 14.6

10°0°
0.1

1.4
0.80.60.4

17.116.816.5
13.112.812.5

0.8
14.214.013.8
10.210.09.8

0.20.150.13
0.450.350.3

2.8
0

3.05

e

e

e

E

c

H
E

1

56 45

28

44

29

17

16

HD

D

MD

M
E

A

F
b

A
1

A
2

L1

Ly

b2

I2

Recommended Mount Pad

Detail F
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3.6 命令コード一覧表

3-69

3.6 命令コード一覧表

3バイト命令

1バイト命令

D7～D4

D3～D0

0000

0001

0010

0011

0100

0101

0110

0111

1000

1001

1010

1011

1100

1101

1110

1111

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

16進
表記

2バイト命令

0000

0

BRK

BPL

JSR
ABS

BMI

RTI

BVC

RTS

BVS

BRA

BCC

LDY
IMM

BCS

CPY
IMM

BNE

CPX
IMM

BEQ

0001

1

ORA
IND, X

ORA
IND, Y

AND
IND, X

AND
IND, Y

EOR
IND, X

EOR
IND, Y

ADC
IND, X

ADC
IND, Y

STA
IND, X

STA
IND, Y

LDA
IND, X

LDA
IND, Y

CMP
IND, X

CMP
IND, Y

SBC
IND, X

SBC
IND, Y

0011

3

BBS
0, A

BBC
0, A

BBS
1, A

BBC
1, A

BBS
2, A

BBC
2, A

BBS
3, A

BBC
3, A

BBS
4, A

BBC
4, A

BBS
5, A

BBC
5, A

BBS
6, A

BBC
6, A

BBS
7, A

BBC
7, A

0101

5

ORA
ZP

ORA
ZP, X

AND
ZP

AND
ZP, X

EOR
ZP

EOR
ZP, X

ADC
ZP

ADC
ZP, X

STA
ZP

STA
ZP, X

LDA
ZP

LDA
ZP, X

CMP
ZP

CMP
ZP, X

SBC
ZP

SBC
ZP, X

0110

6

ASL
ZP

ASL
ZP, X

ROL
ZP

ROL
ZP, X

LSR
ZP

LSR
ZP, X

ROR
ZP

ROR
ZP, X

STX
ZP

STX
ZP, Y

LDX
ZP

LDX
ZP, Y

DEC
ZP

DEC
ZP, X

INC
ZP

INC
ZP, X

0111

7

BBS
0, ZP

BBC
0, ZP

BBS
1, ZP

BBC
1, ZP

BBS
2, ZP

BBC
2, ZP

BBS
3, ZP

BBC
3, ZP

BBS
4, ZP

BBC
4, ZP

BBS
5, ZP

BBC
5, ZP

BBS
6, ZP

BBC
6, ZP

BBS
7, ZP

BBC
7, ZP

1000

8

PHP

CLC

PLP

SEC

PHA

CLI

PLA

SEI

DEY

TYA

TAY

CLV

INY

CLD

INX

SED

1011

B

SEB
0, A

CLB
0, A

SEB
1, A

CLB
1, A

SEB
2, A

CLB
2, A

SEB
3, A

CLB
3, A

SEB
4, A

CLB
4, A

SEB
5, A

CLB
5, A

SEB
6, A

CLB
6, A

SEB
7, A

CLB
7, A

1101

D

ORA
ABS

ORA
ABS, X

AND
ABS

AND
ABS, X

EOR
ABS

EOR
ABS, X

ADC
ABS

ADC
ABS, X

STA
ABS

STA
ABS, X

LDA
ABS

LDA
ABS, X

CMP
ABS

CMP
ABS, X

SBC
ABS

SBC
ABS, X

1111

F

SEB
0, ZP

CLB
0, ZP

SEB
1, ZP

CLB
1, ZP

SEB
2, ZP

CLB
2, ZP

SEB
3, ZP

CLB
3, ZP

SEB
4, ZP

CLB
4, ZP

SEB
5, ZP

CLB
5, ZP

SEB
6, ZP

CLB
6, ZP

SEB
7, ZP

CLB
7, ZP

0100

4

－

－

BIT
ZP

－

COM
ZP

－

TST
ZP

－

STY
ZP

STY
ZP, X

LDY
ZP

LDY
ZP, X

CPY
ZP

－

CPX
ZP

－

1001

9

ORA
IMM

ORA
ABS, Y

AND
IMM

AND
ABS, Y

EOR
IMM

EOR
ABS, Y

ADC
IMM

ADC
ABS, Y

－

STA
ABS, Y

LDA
IMM

LDA
ABS, Y

CMP
IMM

CMP
ABS, Y

SBC
IMM

SBC
ABS, Y

1010

A

ASL
A

DEC
A

ROL
A

INC
A

LSR
A

－

ROR
A

－

TXA

TXS

TAX

TSX

DEX

－

NOP

－

1110

E

ASL
ABS

ASL
ABS, X

ROL
ABS

ROL
ABS, X

LSR
ABS

LSR
ABS, X

ROR
ABS

ROR
ABS, X

STX
ABS

－

LDX
ABS

LDX
ABS, Y

DEC
ABS

DEC
ABS, X

INC
ABS

INC
ABS, X

1100

C

－

－

BIT
ABS

LDM
ZP

JMP
ABS

－

JMP
IND

－

STY
ABS

－

LDY
ABS

LDY
ABS, X

CPY
ABS

－

CPX
ABS

－

0010

2

JSR
ZP, IND

CLT

JSR
SP

SET

STP

－

MUL
ZP, X

－

RRF
ZP

－

LDX
IMM

JMP
ZP, IND

WIT

－

DIV
ZP, X

–
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命令記号 機　　能 詳　細　説　明 IMP IMM A BIT, A ZP BIT, ZP

OP n # OP n # OP n #OP n # OP n # OP n #
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3.7 機械語命令一覧表

ADC
(注1)
(注5)

AND
(注1)

ASL

BBC
(注4)

BBS
(注4)

BCC
(注4)

BCS
(注4)

BEQ
(注4)

BIT

BMI
(注4)

BNE
(注4)

BPL
(注4)

BRA

BRK

T = 0のとき
A←A + M + C

T = 1のとき
M(X)←M(X) + M + C

T = 0のとき
A←A    M

T = 1のとき
M(X)←M(X)    M

Ai又はMi = 0?

Ai又はMi = 1?

C = 0?

C = 1?

Z = 1?

A    M

N = 1?

Z = 0?

N = 0?

PC←PC±オフセット

B←1
(PC)←(PC)＋2
M(S)←PCH
S←S－1
M(S)←PCL
S←S－1
M(S)←PS
S←S－1
I←1
PCL←ADL
PCH←ADH

3.7 機械語命令一覧表

65 3 269 2 2Tフラグが0のとき、AとMとCフラグの内容を加
算して、結果をA及びCフラグに入れます。
Tフラグが1のとき、M(X)とMとCフラグの内容
を加算して、結果をM(X)及びCフラグに入れま
す。このとき、A の内容は変化しませんが、ス
テータスフラグは変化します。ただし、M(X)は
Xが示す番地のメモリの内容です。

Tフラグが0のとき、AとMの内容のビットごと
の論理積をとり、結果をAに入れます。
Tフラグが1のとき、M(X)とMの内容のビットご
との論理積をとり、結果をM(X)に入れます。こ
のとき、Aの内容は変化しませんが、ステータ
スフラグは変化します。ただし、M(X)はXが示
す番地のメモリの内容です。

A又はMのすべてのビットを、1ビット左へシフ
トします。このとき、A又はMのビット0は0に
なります。また、Cフラグには、A又はMのビッ
ト7の内容が入ります。

M又はAの指定されたビットiをテストします。
そのビットが0 であれば、指定されたアドレス
に分岐します。
分岐先のアドレスは、相対で示します。
そのビットが1であれば、そのまま、次へ進みます。

M又はAの指定されたビットiをテストします。
そのビットが1であれば、指定されたアドレス
に分岐します。
分岐先のアドレスは、相対で示します。
そのビットが0であれば、そのまま、次へ進みます。

Cフラグが0のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Cフラグが1のとき、そのまま、次へ進みます。

Cフラグが1のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Cフラグが0のとき、そのまま、次へ進みます。

Zフラグが1のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Zフラグが0のとき、そのまま、次へ進みます。

AとMの内容のビットごとの論理積をとります
が、結果はどこにもストアされません。Nフラ
グ、Vフラグ、Zフラグの内容は変化しますが、
AとMの内容は変化しません。

Nフラグが1のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Nフラグが0のとき、そのまま、次へ進みます。

Zフラグが0のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Zフラグが1のとき、そのまま、次へ進みます。

Nフラグが0のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Nフラグが1のとき、そのまま、次へ進みます。

指定されたアドレスにジャンプします。ジャン
プ先のアドレスは、相対で示します。

BRK命令を実行すると、CPUは現在のPCの内
容をスタックに退避し、割り込みベクトルで、
指定されたアドレス（BADRS）をPCに格納し
ます。

V

       7       0
C ←             ←0

V

7 100

29 2 2 25 3 2

0A 2 1 06 5 2

4

4

2

2

5

5

3

3

17+
20i

13+
20i

03+
20i

07+
20i

324 2

BIT, ZP, RBIT, A, R

V
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ZP, X ZP, Y ABS ABS, X ABS, Y IND ZP, IND IND, X IND, Y REL SP 7

プロセッサステータスレジスタ

N V T B D I Z COP n # OP n #

6 5 4 3 2 1 0

OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.7 機械語命令一覧表

4

4

6

2

2

2

6D

2D

0E

2C

4

4

6

4

3

3

3

3

7D

3D

1E

5

5

7

3

3

3

79

39

5

5

3

3

61

21

6

6

2

2

71

31

6

6

2

2

N

N

N

･

･

･

･

･

M7

･

･

･

･

･

V

･

･

･

･

･

･

･

M6

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

1

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

1

Z

Z

Z

･

･

･

･

･

Z

･

･

･

･

･

C

･

C

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

75

35

16

90

B0

F0

30

D0

10

80

2

2

2

2

2

2

4

2

2

2

2

2

2

2
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命令記号 機　　能 詳　細　説　明 IMP IMM A BIT, A ZP BIT, ZP

OP n # OP n # OP n #OP n # OP n # OP n #

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.7 機械語命令一覧表

BVC
(注4)

BVS
(注4)

CLB

CLC

CLD

CLI

CLT

CLV

CMP
(注3)

COM

CPX

CPY

DEC

DEX

DEY

DIV

EOR
(注1)

INC

INX

INY

V = 0?

V = 1?

Ai又はMi←0

C←0

D←0

I←0

T←0

V←0

T = 0のとき
A－M
T = 1のとき
M(X)－M

__

M←M

X－M

Y－M

A←A－1又は
M←M－1

X←X－1

Y←Y－1

A←(M(zz + X + 1),
M(zz + X ))/A
M(S)←剰余の1の補数
S←S－1

T = 0のとき
A←A∀M

T = 1のとき
M(X) ←M(X)∀ M

A←A + 1又は
M←M + 1

X←X + 1

Y←Y + 1

Vフラグが0のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Vフラグが1のとき、そのまま次へ進みます。

Vフラグが1のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Vフラグが0のとき、そのまま次へ進みます。

A又はMの、指定されたビットiの内容を0にします。

Cフラグの内容を0にします。

Dフラグの内容を0にします。

Iフラグの内容を0にします。

Tフラグの内容を0にします。

Vフラグの内容を0にします。

Tフラグが0のとき、Aの内容からMの内容を減
算しますが、結果はどこにもストアされませ
ん。このとき、AとMの内容は変化しません。
Tフラグが1のとき、M(X)の内容からMの内容を
減算しますが、結果はどこにもストアされませ
ん。このとき、M(X)とM及びAの内容は変化し
ません。ただし、M(X)はXが示す番地のメモリ
の内容です。

Mの内容の、1の補数をMに入れます。

Xの内容からMの内容を減算しますが、結果は
どこにもストアされません。このとき、XとM
の内容は変化しません。

Yの内容からMの内容を減算しますが、結果は
どこにもストアされません。このとき、YとM
の内容は変化しません。

A又はMの内容を1減少させます。

Xの内容を1減少させます。

Yの内容を1減少させます。

上位8ビットをM(zz + X + 1)、下位8ビットをM
(zz + X )の内容とする16ビットのデータをア
キュムレータの内容で除算します。除算の結
果、商はアキュムレータに、剰余の1の補数は
スタックに入ります。

Tフラグが0のとき、AとMの内容のビットごと
の排他的論理和をとり、結果をAに入れます。
Tフラグが1のとき、M(X)とMの内容のビットご
との排他的論理和をとり、結果をM(X)に入れま
す。このとき、Aの内容は変化しませんが、ス
テータスフラグの内容は変化します。ただし、
M(X)はXが示す番地のメモリの内容です。

A又はMの内容を、1増加させます。

Xの内容を、1増加させます。

Yの内容を、1増加させます。

1A

3A

2

2

1

1

18

D8

58

12

B8

CA

88

E8

C8

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

C9

E0

C0

49

2

2

2

2

2

2

2

2

1B+
20i

2 1 1F+
20i

5 2

C5

44

E4

C4

C6

45

E6

3

5

3

3

5

3

5

2

2

2

2

2

2

2
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3.7 機械語命令一覧表

50

70

2

2

2

2

･

･

･

･
･

･

･

･

N

N

N

N

N

N

N

･

N

N

N

N

･

･

･

･
･

･

･

0

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･
･

･

0

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･
･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･
0

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･
･

0

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･
･

･

･

･

Z

Z

Z

Z

Z

Z

Z

･

Z

Z

Z

Z

･

･

･

0
･

･

･

･

C

･

C

C

･

･

･

･

･

･

･

･

D5

D6

E2

55

F6

4

6

16

4

6

2

2

2

2

2

CD

EC

CC

CE

4D

EE

4

4

4

6

4

6

3

3

3

3

3

3

DD

DE

5D

FE

5

7

5

7

3

3

3

3

D9

59

5

5

3

3

C1

41

6

6

2

2

D1

51

6

6

2

2
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命令記号 機　　能 詳　細　説　明 IMP IMM A BIT, A ZP BIT, ZP

OP n # OP n # OP n #OP n # OP n # OP n #
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3.7 機械語命令一覧表

JMP

JSR

LDA
(注 2)

LDM

LDX

LDY

LSR

MUL

NOP

ORA
(注 1)

ABSのとき
PCL←ADL
PCH←ADH
INDのとき
PCL←M (ADH, ADL)
PCH←M (ADH, ADL + 1)
ZP，INDのとき
PCL←M(00, ADL)
PCH←M(00, ADL＋1)

M(S)←PCH
S←S－1
M(S)←PCL
S←S－1
上記を行い次にABSの
ときは
PCL←ADL
PCH←ADH
SPのときは
PCL←ADL
PCH←FF
ZP，INDのときは
PCL←M(00, ADL)
PCH←M(00, ADL + 1)

T = 0のとき
A←M
T = 1のとき
M(X)←M

M←nn

X←M

Y←M

M(S)･A←A×M(zz+X)
S←S－1

PC←PC + 1

T = 0のとき
A←A V M

T = 1のとき
M(X)←M(X) V M

絶対、間接、及び、ゼロページ間接の各アド
レッシングモードで示されるアドレスにジャン
プします。

PCの内容をスタックに退避した後、絶対、スペ
シャルページ、及びゼロページ間接の各アド
レッシングモードで示されるアドレスにジャン
プします。

Tフラグが0のとき、Mの内容をAに入れます。
Tフラグが1のとき、Mの内容をM(X)に入れま
す。このとき、Aの内容は変化しませんが、ス
テータスフラグは変化します。ただし、M(X)は
Xが示す番地のメモリの内容です。

イミディエイト値をMにロードします。

Mの内容を、Xにロードします。

Mの内容を、Yにロードします。

A又はMのすべてのビットを、1ビット右へシフ
トします。このとき、A又はMのビット7は0に
なります。また、Cフラグには、A又はMのビッ
ト0の内容が入ります。

アキュムレータとゼロページXアドレッシング
モードによって指定されたメモリの内容を乗算
します。乗算の結果、積の上位8ビットはス
タックに、下位8ビットはアキュムレータに入
ります。

PCを、1増加させるだけで、その他は、何もし
ません。

Tフラグが0のとき、AとMの内容のビットごと
の論理和をとり、結果をAに入れます。
Tフラグが1のとき、M(X)とMの内容のビットご
との論理和をとり、結果をM(X)に入れます。こ
のとき、Aの内容は変化しませんが、ステータ
スフラグは変化します。ただし、M(X)はXが示
す番地のメモリの内容です。

A9

A2

A0

09

2

2

2

2

2

2

2

2

      7     0
0→         → C

EA 2 1

4A 2 1

A5

3C

A6

A4

46

05

3

4

3

3

5

3

2

3

2

2

2

2
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3.7 機械語命令一覧表

B5

B4

56

62

15

4

4

6

15

4

4C

20

AD

AE

AC

4E

0D

6C

A1

01

･

･

N

･

N

N

0

･

･

N

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･
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･

･
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･

･

･

･
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･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

Z

･

Z

Z

Z

･

･

Z

･

･

･

･

･

･

C

･

･

･

2

2

2

2

2

3

6

4

4

4

6

4

3

3

3

3

3

3

3

BD

BC

5E

1D

5

5

7

5

B9

BE

19

5

5

5

3

3

3

3

3

3

3

5 3 B2

02

4

7

2

2

6

6

2

2

B1

11

6

6

2

2

22 5 2

B6 4 2
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3.7 機械語命令一覧表

Sの示す番地のメモリへ、Aの内容を退避し、S
の内容を、1減少させます。

Sの示す番地のメモリへ、PSの内容を退避し、Sの
内容を、1減少させます。

Sの内容を、1増加させ、Sの示す番地のメモリ
の内容を、Aに入れます。

Sの内容を、1増加させ、Sの示す番地のメモリ
の内容を、PSに入れます。

A又はMをCフラグとつなげて、その内容を左へ
1ビット回転します。A又はMのビット0には、C
フラグの内容が入り、Cフラグには、A又はMの
ビット7の内容が入ります。

A又はMをCフラグとつなげて、その内容を右へ
1ビット回転します。A又はMのビット7には、C
フラグの内容が入り、Cフラグには、A又はMの
ビット0の内容が入ります。

Mの内容を右へ4ビット回転します。

割り込みが受け付けられたときにスタックに退
避したステータスフラグとPCの内容を復帰し、
割り込みが受け付けられる前と同じ状態に戻し
ます。
ただし、M(S)はSが示す番地のメモリの内容で
す。

サブルーチンへジャンプしたときに、スタック
に退避した内容をPCへ格納します。そして、
PCを1増加します。このとき、PCはJSRの次の
命令を指しています。ただし、M(S)はSが示す
番地のメモリの内容です。

Tフラグが0のとき、Aの内容から、Mの内容及
び、Cフラグの内容の補数を減算して、結果をA
及びCフラグに入れます。
Tフラグが1のとき、M(X)の内容から、Mの内容
及び、Cフラグの内容の補数を減算して、結果
をM(X)及びCフラグに入れます。このとき、A
の内容は変化しませんが、ステータスフラグは
変化します。ただし、M(X)はXが示す番地のメ
モリの内容です。

A又はMの、指定されたビットiの内容を1にしま
す。

Cフラグの内容を1にします。

Dフラグの内容を1にします。

Iフラグの内容を1にします。

Tフラグの内容を1にします。

PHA

PHP

PLA

PLP

ROL

ROR

RRF

RTI

RTS

SBC
(注 1)
(注 5)

SEB

SEC

SED

SEI

SET

48

08

68

28

40

60

38

F8

78

32

3

3

4

4

6

6

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

    7     0
←         ←C ←

            7     0
     C →         →

M(S)←A
S←S － 1

M(S)←PS
S←S － 1

S←S + 1
A←M(S)

S←S + 1
PS←M(S)

S←S + 1
PS←M(S)
S←S + 1
PCL←M(S)
S←S + 1
PCH←M(S)

S←S + 1
PCL←M(S)
S←S + 1
PCH←M(S)
(PC)←(PC)＋1

T = 0のとき _
A←A － M － C

T = 1のとき _

M(X)←M(X) － M － C

Ai又は Mi←1

C←1

D←1

I←1

T←1

    7    0
→         →

E9 2 2

0B+
20i

2 1 0F+
20i

5 2

26

66

82

E5

5

5

8

3

2

2

2

2

2A

6A

2

2

1

1
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ZP, X ZP, Y ABS ABS, X ABS, Y IND ZP, IND IND, X IND, Y REL SP 7

プロセッサステータスレジスタ

N V T B D I Z COP n # OP n #

6 5 4 3 2 1 0

OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.7 機械語命令一覧表

･

･

N

N

N

･

･

N

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

V

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

1

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

1

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

1

･

･

･

Z

Z

Z

･

･

Z

･

･

･

･

･

･

･

･

C

C

･

･

C

･

1

･

･

･

36

76

F5

6

6

4

2

2

2

2E

6E

ED

6

6

4

3

3

3

3E

7E

FD

7

7

5

3

3

3 F9 5 3 E1 6 2 F1 6 2

(スタックに退避していた値)

(スタックに退避していた値)



3-78

付録
3

アドレッシングモード

命令記号 機　　能 詳　細　説　明 IMP IMM A BIT, A ZP BIT, ZP

OP n # OP n # OP n #OP n # OP n # OP n #

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.7 機械語命令一覧表

STA

STP

STX

STY

TAX

TAY

TST

TSX

TXA

TXS

TYA

WIT

Aの内容をMに格納します。このとき、Aは変化
しません。

STP命令を実行することにより発振制御フリッ
プフロップがリセットされるため、発振が停止
します。再起動するためには、割り込みをかけ
るかリセットする必要があります。

Xの内容をMに格納します。このとき、Xは変化
しません。

Yの内容をMに格納します。このとき、Yは変化
しません。

Aの内容をXへ転送します。このとき、Aは変化
しません。

Aの内容をYへ転送します。このとき、Aは変化
しません。

Mの内容が0かどうかテストして、NフラグとZ
フラグを変化させます。

Sの内容をXへ転送します。

Xの内容をAへ転送します。

Xの内容をSへ転送します。

Yの内容をAへ転送します。

内部クロックを停止しますが、発振回路の発振
は停止しません。再起動するためには、割り込
みをかけるかリセットする必要があります。

M←A

M←X

M←Y

X←A

Y←A

M = 0?

X←S

A←X

S←X

A←Y

42

AA

A8

BA

8A

9A

98

C2

85

86

84

64

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

4

4

4

3

2

2

2

2

注1．T＝1のときにはサイクル数nは＋3します。
2．T＝1のときにはサイクル数nは＋2します。
3．T＝1のときにはサイクル数nは＋1します。
4．分岐が生じた場合サイクル数nは＋2します。
5．10進演算モード時、N、V、Zフラグは無効です。
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アドレッシングモード

ZP, X ZP, Y ABS ABS, X ABS, Y IND ZP, IND IND, X IND, Y REL SP 7

プロセッサステータスレジスタ

N V T B D I Z COP n # OP n #

6 5 4 3 2 1 0

OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #

7470/7471/7477/7478グループユーザーズマニュアル

3.7 機械語命令一覧表

95

94

･

･

･

･

N

N

N

N

N

･

N

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

Z

Z

Z

Z

Z

･

Z

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

5

5

2

2

8D

8E

8C

5

5

5

3

3

3

9D 6 3 99 6 3 81 7 2 91 7 2

加算
減算
論理積
論理和
排他的論理和
否定
矢印の方向に移動を示します。
インデックスレジスタX
インデックスレジスタY
スタックポインタ
プログラムカウンタ
プロセッサステータスレジスタ
プログラムカウンタの上位8ビット
プログラムカウンタの下位8ビット
アドレスの上位8ビット
アドレスの下位8ビット
16進数のFF
イミディエイト値
ゼロページアドレス
アドレッシングモードの中のいずれか１つの番地指定
で指定されたメモリ
インデックスレジスタXの内容の示す番地のメモリ
スタックポインタの内容の示す番地のメモリ
上位8ビットがADH、下位8ビットがADLで示される番
地の内容
ゼロページのADLで示される番地の内容
アキュムレータのビットi (i=0～7)
メモリのビットi (i=0～7)
命令コード
サイクル数
バイト数

インプライドアドレッシングモード
イミディエイトアドレッシングモード
アキュムレータ又はアキュムレータアドレッシング
モード
アキュムレータビットリラティブアドレッシングモー
ド
アキュムレータビットアドレッシングモード
ゼロページアドレッシングモード
ゼロページビットリラティブアドレッシングモード
ゼロページビットアドレッシングモード
ゼロページXアドレッシングモード
ゼロページYアドレッシングモード
アブソリュートアドレッシングモード
アブソリュートXアドレッシングモード
アブソリュートYアドレッシングモード
インダイレクトアブソリュートアドレッシングモード
ゼロページインダイレクトアブソリュートアドレッシ
ングモード
インダイレクトXアドレッシングモード
インダイレクトYアドレッシングモード
リラティブアドレッシングモード
スペシャルページアドレッシングモード
キャリーフラグ
ゼロフラグ
割り込み禁止フラグ
10進モードフラグ
ブレークフラグ
X修飾演算モードフラグ
オーバフローフラグ
ネガティブフラグ

IMP
IMM
A

BIT, A, R

BIT, A
ZP
BIT, ZP, R
BIT, ZP
ZP, X
ZP, Y
ABS
ABS, X
ABS, Y
IND
ZP, IND

IND, X
IND, Y
REL
SP
C
Z
I
D
B
T
V
N

記号 内容 記号

＋
－
∧
∨
∀
－
←
X
Y
S
PC
PS
PCH

PCL

ADH

ADL

FF
nn
zz
M

M(X)
M(S)
M(ADH, ADL)

M(00, ADL)
Ai
Mi
OP
n
#

内容

96 5 2

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･
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3.8 SFRメモリマップ

3.8 SFRメモリマップ

注1．7477/7478グループでは配置されていません。

2．7470/7477グループでは配置されていません。

3．7470/7477グループではポートP1～P4プルアップ制御レジスタが配置されています。

4．7477/7478グループでは配置されていません。

5．7470/7471グループでは配置されていません。

00E016

00E116
00E216
00E316

00E416
00E516
00E616

00E716
00E816
00E916
00EA16

00EB16

00EC16

00ED16

00EE16

00EF16

00C016

00C116
00C216
00C316

00C416
00C516
00C616

00C716
00C816
00C916
00CA16

00CB16

00CC16

00CD16

00CE16

00CF16

ポートP0

ポートP1

ポートP2

ポートP3

ポートP4

ポートP5 (注2)

送信/受信バッファレジスタ

シリアルI/O制御レジスタ

ボーレートジェネレータ

ポートP0方向レジスタ

ポートP1方向レジスタ

ポートP2方向レジスタ (注1)

ポートP4方向レジスタ

シリアルI/Oステータスレジスタ

UART制御レジスタ

00F016
00F116
00F216

00F316
00F416
00F516

00F616
00F716
00F816

00F916
00FA16

00FB16

00FC16

00FD16

00FE16

00FF16

00D016
00D116
00D216

00D316
00D416
00D516

00D616
00D716
00D816

00D916
00DA16

00DB16

00DC16

00DD16

00DE16

00DF16

ポートP0プルアップ制御レジスタ

エッジ極性選択レジスタ

入力ラッチレジスタ

A-D変換レジスタ

シリアルI/Oモードレジスタ

シリアルI/Oカウンタ

タイマ1

タイマ3

タイマ12モードレジスタ

タイマモードレジスタ2

割り込み要求レジスタ1

割り込み制御レジスタ1

ポートP1～P5 ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ制御レジスタ (注3)

A-D制御レジスタ

シリアルI/Oレジスタ

タイマ2

タイマ4

タイマFFレジスタ

タイマ34モードレジスタ

CPUモードレジスタ

割り込み要求レジスタ2

割り込み制御レジスタ2
バイトカウンタ

(注5)

(注4)
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3.9 ピン接続図

3.9 ピン接続図

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

P07
P06
P05
P04
P03
P02
P01
P00
P41
P40
P33/CNTR1

P32/CNTR0

P31/INT1

P30/INT0

VCC

P16/CLK
P15/SOUT

P14/SIN

P13/T1

P12/T0

P11
P10

P23/IN3

P22/IN2

P21/IN1

P20/IN0

VREF

XIN

XOUT

VSS

M
37470M

8-X
X
X
S
P

M
37470E

8-X
X
X
S
P

P17/SRDY

RESET

外形　32P4B（注）

注．M37470M2-XXXSP、M37470M4/E4-XXXSPも32P4Bのパッケージに収められています。
　　これらの製品はすべてピンコンパチブルです。

ピン接続図（上面図）
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3.9 ピン接続図

P52
P07
P06
P05

P
04

P
03

P
02

P
01

P
00

P
43

P
42

P
41

P
40

P
33
/C
N
T
R
1

P
32
/C
N
T
R
0

P
31
/IN

T
1

P53

P16/CLK
P15/SOUT

P
14
/S

IN

P
13
/T

1

P
12
/T

0

P
11

P
10

P
27
/IN

7

P
26
/IN

6

P
25
/IN

5

P
24
/IN

4

P
23
/IN

3

P
22
/IN

2

P
21
/IN

1

P
30
/IN

T
0

P
20
/IN

0

V
R
E
F

VSS

17

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

56

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

44 43 42 29303132333435363738394041

1 2 3 16151413121110987654

P51/XCOUT

P50/XCIN

VCC

XIN

XOUT

VSS

AVSS

NC

NC
NC

NC

NC

NC

P17/SRDY

RESET

NC

N
C

N
C

N
C

N
C

N
C

M37471M8-XXXFP
M37471E8-XXXFP

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

42

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

30

29

28

27

P52
P07
P06
P05
P04
P03
P02
P01
P00
P43
P42
P41
P40
P33/CNTR1

P32/CNTR0

P31/INT1

P53

P16/CLK
P15/SOUT

P14/SIN

P13/T1

P12/T0

P11
P10

P27/IN7

P26/IN6

P25/IN5

P24/IN4

P23/IN3

P22/IN2

P21/IN1
M
37471M

8-X
X
X
S
P

M
37471E

8-X
X
X
S
P

M
37471E

8S
S

17

18

19

20

21

26

25

24

23

22

P30/INT0

P51/XCOUT

P50/XCIN

VCC

P20/IN0

VREF

XIN

XOUT

VSS

P17/SRDY

RESET

外形　56P6N-A（注2） NC：無接続

外形　42P4B（注1）
　　　42S1B-A（M37471E8SS）

注1．M37471M2-XXXSP、M37471M4/E4-XXXSPも42P4Bのパッケージに収められています。
　　  これらの製品はすべてピンコンパチブルです。
　2．M37471M2-XXXFP、M37471M4/E4-XXXFPも56P6N-Aのパッケージに収められています。
　　  これらの製品はすべてピンコンパチブルです。
　3．42P4Bのパッケージ品と56P6N-Aパッケージ品の違いはパッケージの形状、絶対最大定格及び56P6N-A
　　  パッケージ品がAVSS端子を持っていることのみです。

ピン接続図（上面図）
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3.9 ピン接続図

ピン接続図（上面図）
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32
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30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

P07
P06
P05
P04
P03
P02
P01
P00
P41
P40
P33/CNTR1

P32/CNTR0

P31/INT1

P30/INT0

VCC

P16/SCLK

P15/TXD
P14/RXD
P13/T1

P12/T0

P11
P10

P23/IN3

P22/IN2

P21/IN1

P20/IN0

VREF

XIN

XOUT

VSS

M
37477M

8-X
X
X
S
P

M
37477E

8-X
X
X
S
P

M
37477M

8T
X
X
X
S
P

M
37477E

8T
X
X
X
S
P

P17/SRDY

RESET

外形　32P4B（注1）

注1．M37477M2TXXXSP、M37477M4-XXXSP、M37477M4TXXXSPも32P4Bのパッケージに
　　  収められています。これらの製品はすべてピンコンパチブルです。
　2．M37477M2TXXXFP、M37477M4-XXXFP、M37477M4TXXXFPも32P2W-Aのパッケージに
　　  収められています。これらの製品はすべてピンコンパチブルです。
　3．32P4Bパッケージ品と32P2W-Aパッケージ品の違いはパッケージの形状及び絶対最大定格のみです。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

P07
P06
P05
P04
P03
P02
P01
P00
P41
P40
P33/CNTR1

P32/CNTR0

P31/INT1

P30/INT0

VCC

P16/SCLK

P15/TXD
P14/RXD
P13/T1

P12/T0

P11
P10

P23/IN3

P22/IN2

P21/IN1

P20/IN0

VREF

XIN

XOUT

VSS

M
37477M

8-X
X
X
F
P

M
37477E

8-X
X
X
F
P

M
37477M

8T
X
X
X
F
P

M
37477E
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3.9 ピン接続図
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外形　42P4B（注1）
　　　42S1B-A（M37478E8SS）

注1．M37478M2TXXXSP、M37478M4-XXXSP、M37478M4TXXXSPも42P4Bの パッケージに
　　  収められています。これらの製品はすべてピンコンパチブルです。
　2．M37478M2TXXXFP、M37478M4-XXXFP、M37478M4TXXXFPも56P6N-Aのパッケージに
　　  収められています。これらの製品はすべてピンコンパチブルです。
　3．42P4Bパッケージ品と56P6N-Aパッケージ品の違いは、パッケージの形状、絶対最大定格及び56P6N-A
　　  パッケージ品がAVSS端子を持っていることのみです。

ピン接続図（上面図）
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